
岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 235

窪木遺跡

南溝手遺跡

北溝手遺跡

一般県道服部停車場線道路改築に伴う発掘調査

2 0 1 2 

岡山県教育委員会



巻頭図版 1

遺跡遠景（南東上空から）



巻頭図版2

南溝手遺跡弥生時代～古墳時代全景（南東から）



巻頭図版3

南溝手遺跡 36 II U,-...; II W弥生時代全景（北西から）



巻頭図版 4

1 北溝手遺跡

竪穴住居 3出土土器

2 北溝手遺跡竪穴住居 3出土管玉

3 北溝手遺跡竪穴住居3出土赤色彩文石製品

4 北溝手遺跡井戸 1出土土器



序

岡山県南中央部に位置する総社平野は、高梁川とその分流によって形成され

た肥沃な平野です。近年では、地理的な条件と農かな自然環境を背景に宅地開

発が進むとともに、岡山自動車道岡山総社インターや岡山県立大学が建設され

るなど発展を遂げています。

こうした中、さらなる地域の活性化と利便性の向上のため国道180号バイパ

スと JR古備線服部駅を結ぶ一般県道服部停車場線の道路改築事業が計画され

ました。

I事予定地周辺は古代備中国を支えた有力氏族である賀夜氏の拠点とされ、

氏寺である栢寺廃寺や備中国府雅定地も所在するなど歴史的に重要な位罹を占

める地域であります。また、これまでの発掘調査によって縄文• 弥生時代以降

近戦に至るまでの多くの遺跡が存在することも判明しています。

このため、岡山県教育委員会では建設予定地内における埋蔵文化財の取り扱

いについて関係当局と繰り返し協議を重ねた結呆、現状保存が困難な部分につ

いては記録保存のための発掘調査を実施することとしました。

発掘調在の結呆、窪木遺跡では中憔の屋敷地の一端が明らかとなり、南溝手

遺跡では分銅形上製品の祖形と考えられる弥生時代中期の上製品が出上し、北

溝手遺跡では弥生時代前期としては県下最大級の竪穴住居が発見されるなど多

くの貴重な成呆を得ることができました。

こうした発掘調企成果を収載した本報告書が学術研究に寄与するとともに、

埋蔵文化財の保護・保存のために活用され、また地域の歴史研究のための資料

として広く役立つならば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成に際しましては、岡山県埋

蔵文化財専門委員をはじめとする多くの方々から有益な御教示と御指導を賜り

ました。また、備中県民局建設部をはじめとする関係機関や地元住民の皆様か

らは御雌解と多大な御協力をいただきました。記して厚く御礼申し上げます。

平成24年2月

岡山県古代吉備文化財センター

所長平井泰男
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本書は、一般県道服部停車場線道路改築事業に伴い、岡山県教育委員会が岡山県備中県民局建設

部の依頼を受け、岡山県古代吉備文化財センターが発掘調在を実施した、窪木遺跡・南溝手遺跡・

北溝手遣跡の発掘調介報告書である。

窪木遺跡は総社市窪木717-1ほか、南溝手遺跡は総社市南溝手140-1ほか、北溝手遺跡は総社

市北溝手260ほかに所在する。

確認調在は平成20年 1月28日,..__,2月198に和田剛が、一次調在を平成20年5月19日,..__,6月6日に

岡本寛久•松尾佳子・白木亨が担当して実施した。

本発掘調在は、平成20年度から平成22年度に島崎東•岡本・渡追恵里子• 松尾• 白木• 岩崎佳奈・

高山沙織が担当して実施した。調在面積は6,585rrfである。

発掘調介および報告書作成にあたっては、埋蔵文化財専門委員の狩野久氏と稲田孝司氏から御指

導と御助言をいただいた。記して感謝の意を表す次第である。

本書の作成は、平成22年度に島崎• 渡邊•松尾• 和田・祁山・三輪宜生が担当し、平成23年度は

渡邊•杉山一雄が担当して実施した。

本書の執箪は、発掘担当者および整理担当者があたり、文責はそれぞれ文末に記した。また、窪

木遺跡・南溝手遺跡の編集を松尾が、北溝手遺跡の編集を渡邊が、全体編集は渡邊が行った。

遺物の鑑定• 同定については次の方々に依頼し、有益な御教示を得た。記して御礼申し上げる。

人骨鑑定

種子鑑定

種子鑑定

年代測定

大塚

小酉

松谷

米田

茂之（岡山大学）

口彩・緑釉鑑定 高橋照彦（大阪大学）

獣骨鑑定 富岡匝人（岡山理科大学）

南溝手遺跡のプラント・オパール分析及び北溝手遣跡の炭化材樹種同定については株式会社パレ

オ・ラボに、北溝手遺跡の粘士鉱物分析・プラント・オパール分析• 花粉分析についてはパリノ・

石材鑑定 鈴木

愛二（岡山大学）

猛朗（元九州大学）

暁子（東京大学総合研究博物館）

穣（東原大学大学院）

8
 

サーヴニイ株式会社に分析委託した。また放射性炭素年代測定についてはパリノ・サーヴェイ株式

，
 
10 

会社及び株式会社パレオ・ラボに分析委託した。

遺物写真の撮影については、江尻泰幸氏の協力と援助を得た。

本書に関連する出上遺物および図面・写真等は、岡山県古代吉備文化財センター （岡山市北区西

花尻1325-3)に保管している。



凡例

1 本報告書に用いた高度値は標高である。

2 遺跡の調在に用いたグリッドは恨界測地系に準拠している。

X = -144.95km、Y= -51.10kmを基準として10m間癌のグリッドを設定し、 X軸では北から南にA

~z (rrA~rrz 、 IIIA~IIII) を、 Y軸では西から東へ o~soを付した（第 4 図参照）。なお、遺

構などの位置を表す場合、 20m師を 1単位 (Y軸は偶数字、 X軸はA・C・E・・・）とし、 12Kのよ

うに半角数字および全角アルファベット（ローマ数字・アルファベット）で表し、グリッド名は北

匝隅を基準としている。

3 方位は平面直角座標第V系の座標北である。

4 本報告書に掲載した遺構及び遺物の縮尺は次のとおり統一しているが、例外については縮尺率を

図示または明記している。

遺構 竪穴住居・掘立柱建物・柱穴列： 1/60 井戸・士堀墓・士堀： 1/30 

遣物 土器： 1/4 石製品： 1/2、1/3 土製品・金属製品： 1/3 銭貨： 1/2 

下類： 1/1 

5 全体図では遺構名を次のように略称を用いている。

竪穴住居：住 掘立柱建物：建 柱穴列：列 柵列状遺構：柵 井戸：井

土堀墓：墓 土堀：土 土器溜まり：溜 河道：河 柱穴：柱

6 掲載遣物番号については、遺跡ごとに土器、土製品、石製品、金属製品に分けて通し番号を付け、

士器以外については次の略号を番号の前に付している。

士製品： C 石製品： S 金属製品： M

7 士器実測図における中軸線左右の白抜きは、小破片のため口径復元に不確実性のあることを示す。

8 掲載した遣構上のスクリーントーンは以下の範囲を示すものである。

ニ 口
9 土器観察表の土色は『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日

本色彩研究所色票監修）によるものである。

10 本報告書で掲載した地形図のうち第6図は、国土地理院発行の1/50,000地形図 I高梁J. i玉島J. 

I岡山北部」・［岡山南部」を複製• 加筆したものである。

11 本書で使用した時代区分は、一般的な政治史区分に準拠し、必要な場合には世紀などを併用した。
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第1節調査にいたる経緯

第 1章 発掘調在および報告書作成の経緯と経過

第1節調杏にいたる経緯

岡山市西部から総社市・高梁市・新見市を経て鳥取県へと至る一般国道180号は、岡山市北区栖津

から総社市井尻野にかけての利用頻度が特に高く、年々増加傾向の交通最とこれによる渋滞が問題化

していた。一般国道180号バイパスは、これを解消する日的で計画され、平成20年3月総社ICから総社

市窪木間の一部が供用開始となった。

一方、これと接続して地域の一層の利便性を高めることを目的に岡山県備中県民局によって計画さ

れたのが、一般県道服部停車場線の改築である。従来の服部停車場線は、 1日国道180号沿線の南溝手と

北溝手のJR吉備線服部駅北地点を結んで集落内を抜ける道であった。計画ではこれを東200mの地点

に新たにルート変更し、 2車線で幅員 6mの道路とするものであった。

当該地域は、古くから数多くの遺跡が所在することが知られていた。なかでも備中国府跡・栢寺廃

寺をはじめとして平成 2~6 年の県立大学建設に伴う発掘調在、および平成14年~19年にかけての

180号バイパス工事に伴う発掘調介等によって判明した縄文時代以降中・近肌にかけての多くの遺跡

が広く存在する地域であった。

こうした地域性に鑑み、計画を受けた岡山県文化財課はその取り扱いについて岡山県備中県民局と

協議を重ねた。その結果、対象地である南溝手遺跡については、平成20年 1月から予定路線内での遺

跡の有無と広がりとその内容を探る日的で確認調在を実施した。この結果、路線内には全面に遺構の

存在が判明した。これにより、南溝手遺跡の全面調介を岡山県古代吉備文化財センターによって実施

することとなった。また、調介途中の平成20年5月には北溝手遺跡についても一次調介を実施し、遺

跡の広がりを確認したことで引き続き本発掘調在

の対象となった。

さらに、県立大学西に接した道路と水路部分（北

溝手遺跡A区）についても遺跡の広がり、特に条

里遺構が現用水路と重複して、その遺存が予想さ

れることから、県民局と協議を行い、工事工程を

脱みながら調介を実施することとなった。

なお、平成19年 8月、 180号バイパスと服部線

の交差点に歩道橋の建設が予定され、その基礎の

用地が県有地の未掘部分にあることから県文化財

課が立会調査を実施した。その結果、士層断面中

において竪穴住居の存在を確認したが掘削対象範

囲が狭小であることから調介については工事立会

とした。 （島崎）
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第1章 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

第 2図 遺跡位置図および調査地周辺大字名 (1/5,000)
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第3図 窪木遺跡工事立会調査出土遺物 (1/4・1/3)
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第2節発掘調査の経過

第2節発掘調介の経過

平成19年度に行った南溝手遣

跡の確認調在結果を受けて、平

成20年度は調在員 3名体制で発

掘調介を進めた。調介対象地の

ほとんどが大字「南溝手」であ

ったが、一般国道180号総社・

一宮バイパスとの取り付き部の

みが大字 I窪木」であるため、

その部分を窪木遺跡と呼称して

調査を行った。

平成20年度はまず 4~6 月の

3か月間で、窪木遺跡と南溝手

遺跡A区 ・B区の調介に人り、

窪木遺跡では中世の建物群や土

堀墓を検出した。南溝手遺跡A

区 ・B区は窪木遺跡の微高地か

ら北へと下がる1日河道域にあた

る。特にB区北端では、河道埋

没過程の最終段階状況を確認す

ることができ、その中に含まれ

る多くの弥生士器や士師器は、

A
 

u
 

皿I

30 

(-144,950) 

(-145.550) 

゜
-~ 

200m 

一第4図調査区配置図 (1/6,000)

表 1 調査一覧・経過一覧

遺地跡区名・ 年度 面積 (rrl) 遺構数 遺物数 担当者

確認調査 19 42 ， 1 和田剛

窪木遺跡 20 145 17 6 間白本木寛久亨 松尾佳子

AB  
20 岡白本木寛久亨 松山尾佳子

南 C・D区
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： 跡

右崎佳奈

CD区 21 1,377 73 43 
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小計 3,125 126 100 

! 跡

B区 21 973 112 86 
間本寛久松厄佳子
高山沙織
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区
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第1章 発掘調査および報告書作成の経緯と経過
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c区の微高地上に新たな集落の存在を予感させ

た。なお 5~6 月の間に北溝手遺跡の一次調介

をあわせて行い、路線内全域に遺跡が存在する

ことを確認している。

1~3 月には南溝手遺跡D 区と C 区北端の調

介に人った。弥生時代の竪穴住居• 土城• 土器

溜まりや、中世の建物• 井戸• 土城・溝などを

検出した。

平成21年度は、調介員 3名でまず南溝手遺跡

c区の調介を行った。当初の予想通り弥生時代

後期から古墳時代初頭にかけて多くの遺構を検

出した。また現地表面より 1.4m下（標高7.6m)

に縄文時代後期の但含層が存在することを確認

し、位含層中あるいは上面より士器片や打製石

斧が出士した。 10月から北溝手遺跡B区へと調

介地を移動したところ、弥生時代中期中葉の竪

穴住居5軒が重複して見つかるなど遺構密度は

極めて高く、県立大学の調介成果を含めて当該

南
溝
手

E
 ooc:: 

期集落の中心域であることが判明した。途中の

1か月間 (12月）で南溝手遺跡D区の調介残地

（用水路）を調在し、中肌の井戸• 上城・溝等

を検出した。

平成22年度は調介員 3名体制で調介を進めた。

4~9 月には北溝手遺跡B 区北半と C 区、 そし

I夏
ー

ー

m5
 

第 5図 調査地旧地形模式図

(1/4,000、断面縦1/200)

てA区東側の調介を行った。北溝手遺跡B区北

半では弥生時代前期の大型住居を確認し、埋士

からは多くの石製品が出士したことから、埋士

の洗浄を現場にて実施した。 C区では弥生時代

後期の基幹水路や古墳時代の水田、

弥生時代中期から後期にかけての竪穴住居・建

物・土堀などを検出した。 10~12月の 3 か月間は、 A区中央に流れる用水路の付け替え工事が必要な

ため調介員 3 名は報告書作成に従事し、翌 1~3 月に A区西の調介を行った。なおこれらの発掘調介

A区東では

成果を県民に広く周知するため、計4回の現地説明会及び現地公開を開催している （表2)。

今回の調在により判明した路線内の1日地形（第5図）について最後に記しておきたい。ただし北溝

手遺跡c区北世の路線が屈曲する部分については、 JR吉備線服部駅周辺開発との兼ね合いから発掘
調介が延期になっている。 したがって、その部分については平成20年度に実施した一次調介の成果に

基づいて18地形の復原を行うこととする。

路線南端に位置する窪木遺跡は、一般国道180号バイパスに伴う発掘調在（『県報告214』、以下国道
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第2節発掘調査の経過

180B P調在と略す）で明らかになった古墳時代後期集落が展開する微高地の北端にあたる。この微

高地から北約60mの幅には1B高梁川の支流である1B河道が東流している。この河道は徐々に埋没して

いき、中世段階には耕作地となっている。 1B河道北端から北溝手遺跡c区の低位部南端にかけては微

高地が存在する。この微高地は標高7.6mの地点に縄文時代後期包含層が堆積し、その上には縄文時代

晩期以来の基盤層となる黄褐色粘性砂質士層が、その上に弥生時代以降の但含層が堆積している。北

溝手遺跡c区の低位部から北には新たな微高地が存在する。なお縄文時代後期位含層は、 1B河道を隔

てた窪木遣跡や北溝手遺跡c区の低位部より北には広がっていない。また縄文時代後期包含層の下に

は、部分的に隆起する礫層の存在を確認している。 （松尾）

表2 現地説明会・

現地公開一覧
調査年度

21年度

写真 1 現地説明会 H21. 6 .28 

写真 3 現場公開 H22. 7 .27 

開催日時

6月28日（日）
2月21日（日）

遺跡

南溝手遺跡

北溝手遺跡

調査年度

22年度

開催日時

7月27日吹
9月4日出

遺跡

北溝手遺跡

北溝手遺跡

写真2 現地説明会 H22.2.21 

写真 4 現地説明会 H22. 9. 4 

第3節報告書作成の経過

報告書作成のための整理作業は、平成22年度から文化財センターで実施した。初年度は北溝手遺跡

の発掘調介と並行して行ったため、変則的な人員配置になっている。すなわち、調介員 l名が通年従

事し、 4~7 月は他 l 名、 10~3 月に他 l 名、 10~12月は北溝手遺跡の発掘調介を行っていた調在員

3 名が共に作業を行った。続く平成23年度の整理作業は、調介員 2 名で 4~7 月の 4 か月間従事した。

なお、調在員相互の共通理解を深めるため、随時編集会議を実施した。 （松尾）
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表3 文化財保護法に基づく文書一覧

埋蔵文化財発掘の通知（法第94条）

号番

付

書

B

文番
号

種類及び名称 所在地 面積 (rrl) 目的 通知者 朗間
主な勧告

事項

敦文理

1 I第1370号
H20.3 .6 

集落跡

南清手遣跡
総社市南溝手桂林坊前141-4ほか 7,000 道路 岡山県備中県民局長

H20. 7 .1~ 

H23. 3 .31 
発掘調査

埋蔵文化財試掘・確認調介の報告

番号 1 文害日付番号 周知・周知外 種類及び名称 所在地 面積 (rrl) 原因
包荒地の I 

苺告者 I 担当者 I 期間
有無

岡吉潤
集落跡 |岡山県古代吉備文化財セ I和田 剛 I H20. l .28~ 1 I 第122号 周知 総社市南溝手140-1はか 42 道路 有

H20 2 .21 
南溝手遠跡 ンター所長 忘畑知功 H20 2 19 

埋蔵文化財発掘調介の報告（法第99条）

予
文書番号

種類及び名称 所在地
面積

原因 報告者 担当者 期間
日付 (rrl) 

岡吉蒻
集落紡 H20.4 1-

1 第1001号
南清手遺跡三窪木遣肪

総社市南溝手141-1はか 2,100 岡本寛久•松尾佳子・白太 亨
H21 3 .31 

H20 4 8 
岡山県古代吉備文化財

岡吉調
センター所長藤）II洋：：：：：

2 第1016号
集落跡

総社市南溝手121-3はか 840 松尾佳子・白太亨• 岩崎佳奈
H21 1 1~ 

H21 1 9 
南濡手遺肪 H21 3 31 

道路工事

岡吉製
集落跡 H21 4 1~ 

3 第11号
南溝手遠跡北溝手遺跡

総社市南清手125はか 3,600 岡本完久松尾佳子高山沙織
H22 3 31 

H21 4 7 
岡山県古代吉傭文化財

岡吉闘
センター所長 児仁井克一

4 第1号
集落肪

総社市北溝手260ほか 2,342 島崎東•渡湯恵里子• 高山沙織
H22 4 1-

北清手遺跡 H23 3 31 
H22 4 7 

埋蔵文化財発見通知（法第100条第2項）

番号 文害番号

日付
物件名 出上地 出±年月日 発見者 現保管場所 上地所有者

教文理
（南溝手遺跡）縄文土器→弥生土器＋土師器・須恵器・磁

岡山県教育委員会

1 第1282号
H20 1 28~ 

岡山県古代吉
岡山県知事

器計茎理箔 1箱
総社市南溝手140-1はか 教育長 備文化財セン

H20 2 .20 
H20 2 19 石井正弘

門野八汎雄 ター

（窪太遺跡）弥生土器・土師器・須恵器・土製品など 計
総社市窪木717-1はか

整理箱6箱

教文理
（南溝手遺跡）弥生土器＋土師器→貝恵器•土製品・獣骨

岡山県教育委員会

2 第456号
H20 4 1-

岡山県古代吉
岡山県知事

など計整理箱45箱
総社市南溝手140-1ほか 教育長 備文化財セン

H20 7 1 
H20 6 .30 石井正弘

凹野八洲雄 ター

（北溝手遺跡）弥生土器・土師器など 計整理笛 1箱 総社市北清手280-1はか

敦文理
（南溝手遺跡）縄文土器→弥生土器＋土師器・須恵器•土

岡山県教育委員会

3 第1475号
H21 1 1~ 

岡山県古代吉
岡山県知事

製品など計整理箔12箱
総社市南溝手121-3ほか 敦育長 備文化財セン

H21 3 19 
H21 3 19 石井正弘

門野八汎雄 ター

教文理

（南溝手遺跡）縄文土器→弥生土器＋土師器・須恵器•土
総社市南溝手125ほか

製品など計整理箔43箱 岡山県教育委員会

4 第1308号
H21 4 7-

岡山県古代吉
岡山県知事

教育長 備文化財セン

H22 3 19 （北溝手遺跡）縄文土器・弥生土器・土師器・石器・土製
H22 3 19 石井正弘

品など計整理箱86箱
総社市北溝手260はか 凹野八洲雄 ター

教文理
（北溝手遣封）縄文土器・弥生土器・土師器・石器・土製

岡山県教育委員会

5 第1395号
H22 4 7~ 

岡山県古代吉

品など計整理箱93箱
総社市北溝手 教育長 傭文化財セン

岡山県知事

H23 3 16 
H23 3 16 石井正弘

門野八汎雄 ター
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第4節 調奔および柩理の体制

平成19年度 (2007年度）

岡山県教育委員会 岡山県古代吉備文化財センター

教育長 門野八洲雄 所 長

岡山県教育庁 次 長（総務課長事務取扱）

教育次長 神田益穂 犬多 事

文化財課 副参事

課 長 藤井守雄 〈総務課〉

犬多 事 木山潤郎 総括副参事（総務班長）

夫多 事 田村啓介 主 任

総括副参事（埋蔵文化財班長） 光永真一 〈調介第一課〉

主 任 小嶋善邦 課 長

(I事立会調府担当） 総括主幹（第一班長）

主 任

平成20年度 (2008年度）

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化財課

課 長

犬多 事

ウ多 事

総括副参事（埋蔵文化財班長）

主 任

主 事

岡山県古代吉備文化財センター

所 長

次 長（総務課長事務取扱）

ウ多 事

平成21年度 (2009年度）

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化財課

課長

金出地敬一 主 事

〈総務課〉

門野八洲雄 総括副参事（総務班長）

主 任

岡野健一 主 任

〈調在第二課〉

三村 修 課 長

木山潤郎 総括副参事（第二班長）

田村啓介

光永真一 主 任

小嶋善邦

平井利尚 主 事

藤川洋二 主 事

小林 勝

岡田 博

夫多 事

門野八洲雄 総括副参事（埋蔵文化財班長）

主 任

増本好孝 主 任

岡山県古代吉備文化財センター

三村 修 所 長
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高畑知功

小林 勝

岡田 博

中島謙次

若林ー憲

福池光修

中野雅美

大橋雅也

和田 剛

（確認調介担当）

若林一憲

福池光修

中島 刃,e. ヽ

島崎 東

岡本寛久

（調府担当）

松尾佳子

（調府担当）

白木 了ロ・• 

（調介担当）

岩崎佳奈

（調介担当）

田村啓介

光永真一

米田克彦

平井利尚

児仁井克一
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次 長（総務課長事務取扱） 小林 勝 総括副参事（第二班長） 岡本寛久

ウ多 事 中野雅美 （調介担当）

〈総務課〉 主 任 松尾佳子

総括副参事（総務班長） 上田利弘 （調府担当）

主 任 中島 刃,e. ヽ 主 事 高山沙織

〈調在第二課〉 （調介担当）

課 長 島崎 東

平成22年度 (2010年度） 主 任 植木寿美子

岡山県教育委員会 主 任 越野 刃,e. ヽ

教育長 門野八洲雄 主 任 行守智和

岡山県教育庁 〈調在第二課〉

教育次長 増本好孝 課 長 島崎 東

文化財課 （調介・整理担当）

課 長 田村啓介 総括主幹（第一班長） 渡邊恵里子

犬多 事 光永真一 （調介・整理担当）

総括副参事（埋蔵文化財班長） 宇垣匡雅 主 任 松尾佳子

主 任 米田克彦 （整理担当）

主 事 一色 武 主 任 和田 剛

岡山県古代吉備文化財センター （整理担当）

所 長 児仁井克一 主 事 高山沙織

次 長（総務課長事務取扱） 片山淳司 （調介・整理担当）

犬多 事 中野雅美 主 事 三輪宜生

〈総務課〉 （整理担当）

総括副参事（総務班長） 上田利弘

平成23年度 (2011年度） 次 長（総務課長事務取扱） 片山淳司

岡山県教育委員会 犬多 事 中野雅美

教育長 竹井千庫 〈総務課〉

岡山県教育庁 総括副参事（総務班長） 上田利弘

教育次長 阿部淳二 主 任 植木寿美子

文化財課 主 任 行守智和

課 長 村木生久 〈調在第二課〉

ウ多 事 光永真一 課 長 弘田和司

総括副参事（埋蔵文化財班長） 宇垣匡雅 総括主幹（第一班長） 渡邊恵里子

主 任 石田為成 （整理担当）

主 任 一色 武 主 任 杉山一雄

岡山県古代吉備文化財センター （整理担当）

所 長 平井泰男
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第2章遣跡の位置と環境

(1) 地理的環境

今回調在対象となった窪木遺跡 (1). 南溝手遺跡 (2). 北溝手遺跡 (3) は、総社市窪木• 南溝手・

北溝手に位置する。本遣跡群は岡山県南匝部の総社平野に位置しており、南北が約2.5km、東西が約7.5

kmの東西に細長い平野である。総社平野の東半分はもともと平安期から服部郷という郷名がつけられ

ていた。この服部郷は近代になると服部村(1) という自治体に属し、現在の総社市に含まれるようにな

る。そのため、今日でも服部とは総社平野東半部のことを指しており、今回調介の原因となった服部

停車場線道路改築に伴う発掘調在という事業名につく I服部」も、ここに由来している。そして本遺

跡群は服部のほぼ中央に位置している。

さて、当遺跡群の南には標高100m程度の丘陵群が東西に連なっている。丘陵群の多くは白亜紀の

花尚岩層で形成されており、風化や浸食作用を受けやすい地質構成である。遺跡群の北には吉備高原

の南縁である海抜300~400m級の鬼城山や経山等の山塊が所在し、鬼城山周辺は新生代の砂礫層で形

成されている。総社平野は吉備高原を侵食して南流していた古高梁川東流の河道跡に所在しているた

め、この地域は自然堤防と後背湿地からなり、自然堤防の上には古くから集落が営まれている。

(2) 歴史的環境

総社平野周辺で確認されている18石器時代の遺跡は、丘陵上に浅尾遺跡(12)と宝福寺裏山遺跡(8)

が位置する程度で少ない。また、窪木薬師遺跡(24)では、紛れ込みではあるものの、中肌位含層から

サヌカイト製ナイフ形石器が出士している。

縄文時代早期も1日石器時代と圃様に遺跡数は少ない。真壁遺跡(43)と長良山遺跡(19)がある。真隈

遺跡からは山形文の押型文士器が出士し、長良山遺跡からは格子日文• 山形文の押型文士器がそれぞ

れ出士している。縄文時代後期以降になると、海水面の低下や河川の沖積作用などにより、新たに形

成された沖積地に人々が住み始める。真樅遺跡や、岡山県立大学建設に伴い発掘調介が行われた窪木

遺跡、南溝手遺跡が代表的な遺跡である。なかでも南溝手遺跡において、籾圧痕が付着した縄文時代

後期中葉の土器が出土しており、稲作導入期を考えるうえでの重要な資料を得ることができたといえ

る。

弥生時代前期・中期の遺構は、真璧遺跡や窪木遺跡、南溝手遺跡のほか山津田遺跡(57)や鎌戸原遺

跡(55)で確認されている。特に南溝手遺跡では、 I松菊里型J住居と呼ばれる朝鮮半島からの影欝を

受けた竪穴住居が数軒確認された。そのうちの 1軒からは管玉の未製品や玉砥石、メノウ製錐等が出

土しており、玉作りを行っていたことが判明している (2)。

弥生時代中期後半から後期前半にかけては、集落規模が拡大し、新たな集落の形成も始まる。三須

畠田遺跡(46)もこの頃に作られた集落の 1つである。また、三須からは銅鐸が出土したと伝えられて

いる。そして集落周辺の丘陵上には、このように発展した集落の首長の存在を物語るかのように前山

遺跡(56)や鋳物師谷遺跡(59)・ 宮山墳墓群(61)などの弥生墳丘墓が出現する。

古墳時代の集落は、現在までの発掘調介成果からみると、弥生時代後期に比べて減少傾向が認めら
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窪木遺跡 17 服部遺跡 33 千足古墳 49 緑山古墳群

2 南溝手遺跡 18 深町遺跡 34 作山古瑣 50 江崎古墳

3 北溝手遺跡 19 長良山遺跡・長良山城 35 角力取山古墳 51 こうもり塚古墳

4 金井戸遺跡 20 窪木宮後避跡 36 三須廃寺 52 備中国分｛曽寺寺

5 総社遺跡 21 栢寺廃寺 37 金井戸天神遺跡 53 備中国分尼寺

6 藪田古墳群 22 伝備中国府跡 38 金井戸新田遺跡 54 宿寺山古墳

7 金黒池東遺跡 23 御所遺跡 39 金井戸鴻崎遺跡 55 錬戸原遺跡

8 宝福寺襄山遺跡 24 窪木薬師遺跡 40 井手村後遺跡 56 前山遺跡， 奥ヶ谷窯跡 25 高松田中遺跡 41 美濃田遺跡 57 山津田遺跡

10 中山古埴群 26 千引かなくろ谷遺跡 42 天満遣跡 58 末ノ奥窯跡

11 西山遺跡・西山古墳群 27 麟古墳 43 真壁遺跡 59 鋳物師谷遺跡

12 浅尾遺跡 28 生石神社弥生墳丘暴 44 井手天原遺跡 60 岩屋遺跡

13 鬼ノ城 29 高塚遺跡 45 井手見延遺跡 61 宮山墳墓群

14 新山廃寺 30 小造山古埴 46 竺須畠田遺跡 62 天望台古埴

15 経山城跡 31 造山古墳 47 三須河原遺跡 63 竺笠山古墳

16 久米大池 1号墳 32 榊山古墳 48 竺須中所遺跡 64 言輪廃寺

第 6図 周辺主要遺跡分布図 (1/50,000)
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れる。そのような状況において、国道180号バイパスに伴い調介した窪木遺跡では、古墳時代後半期

の集落が検出された。調介によると窪木遣跡では、住居形態が7世紀を境に竪穴住居から掘立柱建物

へと変化していることが判明している (3)0 

古墳時代において、この地域には多くの古墳が認められる。前期では犬望台古墳(55m)(62)や三笠

山古墳(70m)(63)などの前方後円墳が造られている。中期になると、総社平野には350mの造山古墳

(31)や286mの作山古墳(34)など、全国的にみても突出した規模を誇る前方後円墳の存在が知られる。

ところが後期になると前期から行われていた前方後円墳の築造も、こうもり塚古墳(lOOm)(51)・ 江

崎古墳(45m)(50)を最後に終焉を迎える。さて、当地域では鍛冶具ー式が副非されていた随庵古墳(27)

からもみられるように、中期後半には鉄器生産が行われていたことが知られている。さらに後期にな

ると、千引かなくろ谷遺跡(26)では製鉄が、窪木薬師遺跡では鉄器製作が大規模に行われていた。ま

た奥ヶ谷窯跡(9)では、初期須恵器の生産が行われていた。これらのことから、当遺跡周辺地域は朝

鮮半島と密接な関係を持っていたことが窺える。

古代になると総社平野は国ー郡ー郷里制により北半分が賀陽（賀夜）郡、南半分が窪屋郡、高梁川

以西が下道郡にわけられ、この地域は備中国賀陽郡にあたる。備中国府は、『和名抄』にも記述があ

ることからわかるように、賀陽郡内に存在していたようである。総社市教育委員会が調介した御所遺

跡(23)は、奈良時代の遺物等の出土は認められないが、平安時代末期の備中国府に関連する可能性が

高い遺構が検出されているという。それに対して郡面は所在地そのものは不明である。しかし本遺跡

付近には白鳳期創建の栢寺廃寺(21)があり、この寺は賀陽郡に付随する郡寺だと指摘されている (4)0 

さらに国道180号バイパスに伴う南溝手遺跡の調在で栢寺と同範の瓦や畿内産土師器、陶馬等が出土

している。これらの条件は、賀賜郡術の所在地を雅定するうえでの有力な手がかりである。加えて、

平成22年度に総社市教育委員会が行った市道拡幅工事に伴う窪木遺跡の発掘調在において建物群が確

認された。発掘調査成果によるとこの建物群は、公的施設である可能性が指摘されている (5)。その他

の官的施設としては古代山城である鬼ノ城(13)(5)や備中国分僧寺(52)・尼寺(53)があげられる。

中世に入り、総社平野の様子は、鎌倉時代末に作成されたといわれる I備中国賀夜郡服部郷図」に

詳しい。周辺遺跡の発掘調在においても郷図に記載された、条里に伴う溝などの遺構が確認されてい

る。この郷図によると服部地域はこの時から広く水田が形成されており、現在と似た景観であったこ

とが雅察される。その後の南北朝時代には、福山山頂に存在する福山城が戦場となり、新田方の武将・

大江田氏経と足利尊氏側の足利直義との間で攻防が繰り広げられた。

戦国時代になるとこの地は備中と備前の境日とあって多くの山城が築かれ、合戦が幾度となく行わ

れた。中でも織田信長の命を受けた羽柴秀吉が中国侵攻をすすめた際、天正10(1582)年に行った備中

高松城水攻めは有名である。この高松城をめぐる攻防は織田氏側優位に終わり、秀吉は毛利輝元に備

中・備後・出雲・伯者・美作五カ国の割譲を求めた。平成13年度から行われた国道180号バイパスに

伴う総社遺跡(5)の発掘調介により、備中高松城に籠城していた清水宗治の家臣国府市正の居館の一

部と思われる遺構が確認された。さらに窪木大文字には、長良山城主であるネ爾屋七郎兵衛親光の居館

があったといわれている。
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第1節遺跡の概要

第 3章窪木遺跡

第1節遺跡の概要

総社市窪木は南端が国道180号線付近で北端が砂川、東は長良山で西は総社市立服部幼稚園辺りま

での範囲を占める地名（大字）である。大字の範囲は南北に広く幾筋もの1B河道が流れ、その間には

島状に微高地が形成されていた。したがって、同じ窪木遺跡であっても微高地が異なればその上に形

成される遺跡の性格は違う。今回調介した窪木遺跡は国道180BP調介で明らかとなった、古墳時代

後期集落が展開する微高地と圃ーであ

り、その北端部にあたる。

窪木遺跡と南溝手遺跡の境には、明瞭

な地形の下がりを認めることができ、そ

れは現在の水田面に現れる20cm程度の段

差からも明らかである。

基本層序は第7図の東壁断面図に示す

通りで、第 7~9·13層は中近世の位含

層、第14層は古墳時代の基盤層である。

第 4 章に詳細は譲るが、第 2~4 層と第

10~12層は南溝手遣跡における低位部の

堆積状況を示している。

遺構は当初の予想に反し

て古墳時代の遺構が少なく、

中心は中世である。古墳時

代は後期と考えられる士堀

3基を数えるのみ。

中世の遺構は掘立柱建物

2棟、柱穴列 2列、土堀墓

2基、土戦2基、溝2条を

確認した。その他に多数の

柱穴を検出しているが、大

多数は中世に属するものと

考えられる。遺物の出土し

た主な柱穴のみ位置を示し、

土器等の遺物を掲載してい

皿C

〇
寸

N
寸

南溝手遺跡 ー

几

1
ー

！

＼

ー

＼

I
(
 

HIE 

窪木遺跡

゜
20m 

0 2m 
~ 

1 現代耕作土

2 鈍い橙色粘性砂質士(7.5YR7/2)

3 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

4 鈍い橙色粘性砂質土(7.5YR7/3)

5 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)

6 鈍い橙色粘性砂質士(7.5YR7/4)

7 鈍い橙色粘性砂質土(7.5YR7/3)

8 鈍い黄橙色粘性砂質土(10YR7/2)

9 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)(Mn含）

10 鈍い黄橙色粘性砂質士(10YR7/2) 

11 鈍い黄橙色粘性砂質土(10YR6/3)

12 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

13 灰黄褐色粘性砂質土(10YR6/2)(Mn多含）

14 暗褐色粘質士(10YR4/l)(下へいくほど砂質強）

15 黒禍色粘性砂質土(7.5YR3/2)

16 柱穴

る。 （松尾） 第7図 遺構全体図•東壁断面図 (1/500·1/60)
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第3章窪木遺跡

第2節 古墳時代以前の遺構・遺物

1 概災

国道180BP調介で明らかとなった、古墳時代後期集落の展閲する微高地北端にあたる。調介区の

北に位置する南溝手遺跡の下がりから北には低位部が広がる。

古墳時代以前にさかのぼる遺構は希薄で、古墳時代後期の士堀3基を確認したのみ。遺物も多くは

なく、古墳時代後期を中心とした
・・・・

9

,
 

〇
寸

HIE 

3 土3 

0 10m 
~ 

第 8図 古墳時代遺構図 (1/300) 

土師器や須恵器が出土している。

これらのことから今回の調査地

は、いわゆる安定した微高地では

あるものの、集落縁辺部の様相を

示していると考えられる。

位含層出士遺物の中に弥生時代

前期の甕4が出士している。ゆえ

に古墳時代以降の基盤層である暗

褐色粘質士層は、弥生時代前期に

は形成されていたあるいは形成途

中であったと思われる。 （松尾）

2 士堀

土塙 1 (第 8・9図）

調介区の北西38III Cに位置し、微高地の下がりに近接している。平面形は長軸72cm、短軸56cmの隅

丸長方形を呈し、断面形は検出面から深さ28cmを測る逆台形である。底面は平坦であった。

出士遺物は無く時期の決め手は欠

くものの、検出状況や埋士の状態か

ら古墳時代後期と思われる。（松尾）

土濃2 (第8・10図）

調介区南東の40III Eに位置し、平

面形が不整円形を呈する土堀であ
850cm 

口
O 50cm 
~ 

1 黒褐色粘質土(7.5YR3/2)

第 9図土演 1(1/30) 

1 暗赤褐色粘質土(5YR3/4)

850cm 

0 1m —~ 
第10図土演2 (1/30) 

-14-

り、長軸は1.15m、短軸は88cmを測

る。断面形は検出面から深さ19cmを

測る逆台形である。

土堀 l同様に出土遺物は無く時期

の決め手は欠くものの、検出状況や

埋土の状態から古墳時代後期と思わ

れる。 （松尾）



第2節 古墳時代以前の遺構・遺物

土壊3 (第8・11図、写真5、図版1)

38 III Eに位置し、土堀 lの南で確認した。土堀の直側は調介の都合上平面全休を検出することがで

きなかったが、調在区外に延びるとは考えられず、側溝内で収まっていると思われる。平面形は長軸

78cmを測る楕円形を呈する。遺物の出土は無いが、土戦 1・2同様古墳時代後期である。 （松尾）

二
0 50cm 一l 黒褐色粘質士(7.5YR3/2)第11図土凛3 (1/30) 写真 5 土壊3作業風景（南西から）

3 逍構に伴わない遺物（第12図、写真 6)

古墳時代後期集落が展開する微高地であるにも関わらず、位含

層等から出士する遺物最は少ない。 4は3条のヘラ描き沈線を有

する弥生時代前期後葉の甕。 5は古墳時代前期の口縁が大きく開

＜壺。 6は須恵器杯器、 7・8は須恵器杯身、 9は士師器甑の把

手部分。 6~9 は古墳時代後期である。

s~g までは古墳時代基盤層の上面付近から出士しているが、

4のみは基盤層中からの出土である。 （松尾）

4
 

写真 6 窪木遺跡調査風景（北西から）
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10cm 一第12図 遺構に伴わない遺物
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第3章窪木遺跡

第 3節 古代～中冊の遺梢・遺物

1 概災

前代までとは異なり、中肌になると調在区全域で遺構が見られるようになる。掘立柱建物2棟、柱

穴列 l列、土城墓2基、土戦2基、溝2条が主な遺構であり、その他多くの柱穴は埋土等から中世に

帰属するものと考えている。

〇
寸

N
寸

0 10m 
~ 

第13図中世遺構図 (1/300)

前節でも説明したように、北に

隣接する南溝手遺跡には低位部が

広がっている。この低位部は中恨

段階になると水田として利用され

ていたようで、耕作士と思われる

マンガン粒を多く含む灰色粘質士

が水平に堆積していることを確認

した（第7図）。

古代までさかのぼる遺構は無く、

遺物も少ない。位含層中から僅か

に出土した土器片を掲載している。

（松尾）

2 掘立柱建物

掘立柱建物 1(第13・14図、図版1)

40 III C ,........, III Eにかけて検出した桁行3間 X梁行 l間の東西棟建物で、棟はN-70°-Eを向く。平面形

は桁行6.3,........,6.6m、梁行2.5,........,2.76mを測り、西側の梁間距離が若干短い。床面積は18.76rrfo

柱穴の掘り方は円形を呈し、直径20,........,30cm、深さは10,........,40cmを測る。後述する掘立柱建物2の柱穴

とP6・P7が切り合い関係にあり、掘立柱建物 lの方が古い。出士遺物は無く確実な時期決定は難

しいが、検出状況等から13世紀前半と考えられる。 （松尾）

掘立柱建物2 (第13・15図、図版1)

掘立柱建物 lと重複して検出された桁行3間x梁行 l間の東西棟建物で、棟の方向は掘立柱建物 l

と同じである。規模はやや大きく桁行約6.6m、梁行3.78,........,3.86mを測り、桁行の柱間距離が東端部のみ

若干広い。床面積は25.46rrfo 

柱穴の掘り方は円形あるいは不整円形を呈し、直径30,........,50cm、深さは20,........,40cmを測る。出上遺物は

p 1から出士している士師器鍋の破片のみ。 13匪紀前半と思われる。 （松尾）

3 柱穴列

柱穴列 1(第13・16図、図版1)

40 III E北西で検出した 3 つの柱穴より成る柱穴列である。柱間距離は2.25~2.13m、全長は4.38m を
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第3節 古代～中世の遺構・遺物

□ -.  ニ~ロロニ
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240 -- -, """ c 200----, ,,=~190_jPS 

パ ; ~:: 盟；塁冨［

850cm 

0 2m 
~ 

第14図 掘立柱建物 1 (1 /60) 
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第15図 掘立柱建物2(1/60)・出土遺物 (1/4)

-17-



第3章窪木遺跡

°百―ー225
y 
;/ 

I 
213-{)函

-ー口.. ロr•三
850cm 

l 灰褐色粘質士(10YR4/1)

0 2m 
~ 

第16図柱穴列 1(1/60) 

if' 

/
 QjP1 310 

0 

~P2 

850cm 

~Aili 
0 2m 

l 灰褐色粘質土(10YR4/l)

M2 
0 3cm 

一第17図 柱穴列2(1/60)・出土遺物 (1/2)

測る。柱穴の掘り方は円形を呈し、

直径約25cm。主軸はN-68°-E。出土

遺物は無く詳細な時期は不明である

が、掘立柱建物 1・2と重複関係に

あることと、柱穴列 2の柱穴から出

土している古銭の時期などから、中

肌後半のものであろう。 （松尾）

柱穴列2 (第13・17図、図版1)

柱穴列 lの南に位置する 2つの柱

穴より成る柱穴列である。全長3.2m

で、主軸はN-72°-E。柱穴の掘り方

は直径35cmの円形を呈し、深さは検

出面から35~50cmを測る。柱穴の埋

士は灰褐色粘質士。

出土遺物はp2から出士した永楽

通宝M2のみ。詳細な時期決定は難

しいが、柱穴列 lと同様に掘立柱建

物 1・2と重複関係にあることと、

出土している古銭の時期などから、

中世後半と思われる。 （松尾）

4 土堀絡

土塙墓 1・2 (第13・18図、写真7、図版1)

40 III Cの南端で当初 lつの士堀墓として調在したが、人骨鑑定の結果等から別遺構として報告する。

掘り方は不明瞭であるが、底面のレベルが異なることから士堀墓 lは東西幅60cm以上、士堀墓2は東

西幅70cm以上を復元できる。士堀墓lから上顎の永久歯、士堀墓2から上肢骨と下肢骨の一部と思わ

れる長管骨4本と上顎と下顎が出士した。性別・体格・年齢等は不明。時期は中世。 （松尾）

土堀塞1 土堀塞2

'
喜
＼

／
い
＼
；ーi:，＇

ロ
〗 850cm 

。
1m 

1 禍灰色粘性徴砂(10YR4/l)

第18図土演墓 1・2(1 /30) 写真 7 土演墓 1・2調査風景（南東から）

-18-



第3節 古代～中世の遺構・遺物

5± 堀

土塙4 (第13・19図）

40 III Cの南端で土堀墓 1・2の北西に位置する。平面形は円形で直径75cm程度、断面形は東側が途

中屈曲する逆台形を呈し、検出面から底面までの深さは30cmを測る。埋士は上下 2層に分かれ、第 1

層が褐灰色粘性微砂、第2層が暗褐

色粘性微砂。出土遺物は無いが、検

出状況や埋士等から中恨と考えられ

る。 （松尾）

土濃5 (第13・20図）

40 III Eの北東で調在区の南東隅で

検出した。後述する溝2に切られて

いる。南半分は調在区外に延びてい

るが、平面形は長軸91cmを測る楕円

形を呈すると思われる。断面形ば浅

い1II1状で東部分が一段窪んでいた。

出土遺物は土師器1II111と鍋12があ

る。 13世紀前半頃と思われる。

（松尾）

6 溝

850cm 

0 1m 
l I i I l・ 

1 褐灰色粘性微砂(10YR4/l)

2 暗褐色粘性微砂(10YR3/4)

第19図土演4(1/30) 

溝 1 (第13・21図）

40 III Eの北東に位置し、南東から北東方向へ延びる

幅約40cmの溝。断面形は皿状を呈し、検出面から底面

までの深さは10cmを測る。遺構の切り合い関係等から

中恨後半と思われる。 （松尾）

溝 2 (第13・22図）

溝 lの東に位置し、掘削の方向も同じ溝である。検

出面からの深さは 4Clllと浅く、掘り方は不明瞭でたわ

み状に窪んでいた。中世後半と考えられる。 （松尾）

7 柱穴

柱穴 1~3 (第13・23図）

柱穴 1・3は40III E、柱穴 2は38III Eに位置し、ど

れも調介区南半で検出した。 13は柱穴 l、14は柱穴 2、

15は柱穴3より出土している。

13~15は土師器椀で、いずれも白色の胎土を有する。

13世紀前半に属するものであろう。 （松尾）
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第3章窪木遺跡

8 遺構に伴わない遺物（第24図）

位含層中から出士する遺物の最は、古墳時代以前の遺物最からすると格段に増える。遺物の時期を

概観してみると、中世以降が最も多く古代まで遡るものは少贔である。

16は土師器杯蓋で外面に丹治りがある。 17は須恵器杯蓋。 18は須恵器壺の底部片。いずれも 8世紀

後半頃のものと思われる。 19・20は士師器椀で外面あるいは内面に横方向のヘラミガキがみられる。

12世紀末から13世紀初頭位か。 21は土師器鍋。 C1は棒状単孔土錘である。 （松尾）

三

16 

17 

18 

19 

20 

◎ 

21 0 C1 3cm 

0 10cm 一
第24図 遺構に伴わない遺物 (1/4・1/3)

第4節まとめ

今回調在した調在区は大変狭く、また北側には南溝手遺跡の微高地と隔絶するように低位部あるい

は1日河道が広がっている。したがって今回調介した窪木遺跡の位置付けは、国道180BP調介で明ら

かとなった遺構の変遷の中でとらえる必要があると思われる。なお、まとめを行うにあたって混乱が

生じないよう、国道180BP調介で確認あるいは出土した遣構・遣物については、掲載遣構番号ある

いは掲載遺物番号の前にBPを付けて表記することとする。

窪木遺跡の微高地上に人が住み始めるのは、古墳時代以降であると拙察される。国道180BP調在

でも弥生時代以前の遺構が確認されていないことから、比較的新しい時期に形成された微高地といえ

るだろう。このことを傍証するように、南溝手遺跡で確認した縄文時代後期の他含層は窪木遺跡まで

延びていない（第 5図）。この微高地がいつ頃形成されたものであるのかは明確にし難いが、今回の

調介で基盤層中から出士した弥生時代前期後葉の甕4が、 1つの手がかりになると思われる。

国道180BP調在の成果によると、古墳時代後期には多くの竪穴住居や建物が建てられ、人々の集

住が顕著になる。今回確認した土濃 1,..__, 3はその時期に属するが、全体的に遺構密度は低く集落縁辺

部の様相を呈している。続く古代の遺構は全く確認できていない。包含層中からわずかに奈良時代後

半の土器が出土している。中世になると調介区全面に遺構が分布する。掘立柱建物 1・2は、 BP掘

立柱建物21,..__,23・25と規模や柱間数など類似している点は多いが、棟方向が若干異なる。恐らく掘立

柱建物 1・2は微高地縁辺部に位置するため、地形下がりの方向に規制されているものと考えられる。

最後に国道180BP の調介成果と併せて中恨の様相をまとめると、 13~14世紀代には数棟の建物や

土堀墓が点在し、 15世紀以降からは建物や土堀墓が減少する傾向にある。 15世紀後半以降には BP溝

12・ 溝13で画された屋敷地が出現し、周囲は耕地化が進む。 （松尾）
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第1節遺跡の概要

第4章南溝手遺跡

第1節遺跡の概要

総社市南溝手は北が県立大学、南は国道180号線を越えた総社

東小学校付近までの南北に長い地名（大字）である。

今回調介した南溝手遺跡は、窪木遺跡との境となる南北輻約70

mの低位部を除く全域が微高地となっている。その微高地は岡山

県立大学建設に伴い発掘調奔を行った、南溝手遺跡（『県報告100』

『県報告107』、以下県立大学調介と略す）における第4微高地に

相当するものと思われる。

微高地の基本層序は第25図の東隈断面図に示した通りで、第 8

層は弥生時代包含層、第9層は縄文時代晩期～弥生時代前期の基

盤層、第11層は縄文時代後期位含層である。なお、第11層は河道

1より南には延びていない。この層序関係は基本的に南溝手遺跡

の微高地全域で共通する。

縄文時代後期の遺物は第11層上面あるいは第11層中の上半で出

土している。縄文時代晩期の土堀と柱穴そして遺物は、第9層上

面および層中において確認した。弥生時代になると遺構数は増え

るが、前期から中期前葉にかけてはそれほど多くはない。中期中

葉から後期にかけて徐々に増加し、後期から古墳時代初頭には竪

穴住居や井戸・士堀などが微高地南半に集中する。続く古墳時代

中期から古代にかけては遺構・遺物共に単発的な検出にとどまっ

ており、次に遺構・遺物が増加するのは中肌段階である。（松尾）

4'.~",,,,,, 

,’
 

／
 

0
5
/
 

／
 

ー

ー
。

80m 

A_ 

920cm 

1 現代耕作土
2 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)
3 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)
4 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)

5 灰黄褐色粘性砂質士(10YR4/2)

0 2m 
~ 

6 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

7 灰黄禍色粘性砂質士(10YR4/2)

8 黒褐色粘性砂質士(7.5YR3/2)
9 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)
10 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)
11 黒褐色粘性砂質土(10YR3/2)(縄文後期包含層）
12 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/3)

第25図 遺構全体図•東壁断面図 (1/2,000・1 /60) 
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第4章南溝手遺跡

第2節 縄文時代後期～晩期の遺構・遺物

1 概災

現代水田層から1.4m下の標高7.6m付近に堆積する第11層（第25図）から、縄文時代後期の上器が出

土した。土器は南溝手遺跡の微高地南半 (30II O~38 II W)特に微高地から低位部へと地形が下がる

南側 (36・38II W)で集中する傾向がある。縄文時代後期の蝕含

層である第11層は、地形が下がる南端部分でのみ黒褐色を呈し、
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_.← 5・6 

土1 / 

／ 

0 50m 

....印 プラントふオパール分析

試料採取地点

第26図 縄文時代後期～晩期

遺構全体図 (1/1,500)

北へいくほどに黄色味を帯びた褐色へと変化していく。土器や打

製石斧などの石器は、第11層上面あるいは第11層上半から出土し

た。なお、縄文時代後期の遺物が出士する微高地南半において、

第11層およびその上層である第10層の士壌についてプラント・オ

パール分析を行っている。詳細は付載に譲るが、結果としては稲

作が行われていた可能性は低いと判断されている。

縄文時代晩期（谷尻式）の柱穴を 1基、微高地中央で確認して

いる。この柱穴は第 9層を20cmほど掘り下げた面で検出した。

続く縄文時代晩期後半、突帯文士器期の遺構は弥生時代前期と

同様、第9層上面より掘り込んでいた。なお土器の出土鼠は少な

いが、微高地全域からの出土を確認している。 （松尾）

2 土堀

土塙 1 (第26・27図、図版3)

土堀 lは36IISの南西に位置する。平面形は楕円形を呈す。調

介区外にのびているため、規模は定かではない。検出面からの深

さは14cmあり、底面の標高は8.60mを測る。

時期は出士した深鉢から、縄文時代晩期末• 沢田式に属すると

考えられる。 （高山）

＼ -~ — 
＼ 
＼ 

O 10cm 

0 1m 
~ 1 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)(明黄褐色粘土含）

第27図 土濃 1(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第2節縄文時代後期～晩期の遺構・遺物

3 柱穴

柱穴 1 (第26・28図）

30II 0に位置する柱穴。縄

文時代晩期後半～弥生時代前

期にかけての基盤層を20cm程

掘り下げた際に確認した。平

面形は長軸50cm、短軸40cmの

不整円形を呈し、検出面から

の深さは15cmを測る。深鉢2

は底面よりやや浮いた状態で

出士した。縄文時代晩期（谷

尻式）である。 （松尾）

(~~2 
870cm 

□ o 2 10cm 
~ 

o 50cm ― l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭含）
第28図 柱穴 1(1/30)・出土遺物 (1/4)

4 遺構に伴わない遺物（第29~31 図）

第29・30図に掲載した土器・石器は、縄文時代後期の遺物である。 3は口縁を肥厚させたいわゆる

縁帯文を有する深鉢であり、後期中葉の彦崎KI式。 4は内湾した口縁部の外面に沈線による文様を

施した深鉢。 5は口縁端部の内外面に縄文を施し、内面にはその下端に沈線を巡らしている。 6も口

縁端部の内外面に縄文を施し、内面にはその下にクランク状の沈線が観察できる。 7~17は無文の深

鉢。外面にはミガキあるいは巻貝条痕が見られる。 19~31 は胴部破片。 32は口縁部が内湾する有文の

浅鉢。 33は無文の浅鉢で波状口縁をなす。これらの上器は広義の彦崎KII式に含まれるものであろう。

乃 >
3 5 7 8 ， 

＼ 7/ 
I/ 

4 6 10 11 

-11 

1 7) --;; /! 
12 13 14 16 18 

)) “こ Ii
19 20 

II 
21 22 

）） q ~ ;_~JI 
゜

10cm 

23 
24 25 26 

第29図 遺構に伴わない遺物① （縄文後期①） (1/4) 
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第4章南溝手遺跡

s1~4 は粘板岩製の打製石斧で、後期但含層上面より出士。第31図34~37は晩期前半の深鉢。 38は

口縁内面に沈線が巡る浅鉢。 39~42は晩期後半の突帯文土器深鉢。 39は沢田式。 （松尾）

fi 
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10cm 

゜
第30図 遺構に伴わない遺物② （縄文後期②） (1 /4・1 /2) 
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第31図 遺構に伴わない遺物③ （縄文晩期） (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

第 3節 弥生時代の遺構・遣物

1 概災

遺跡南端の低位部より北に広がる微高地には、弥生時代前

期から後期にかけての遺構が広がっている。しかしその分布

状況を見ると、同じ微高地であっても粗密があり、時期によ

っても異なることが分かる。なお前期の遺構は第9層を基盤

として形成され、中期以降は第 8層中から掘り込んでいるこ

とを確認している（第25図）。

前期の遺構は士堀のみの単発的な確認にとどまっている。

士堀の中にはいわゆる舟形士堀と呼ばれる形状のものも含ま

れているが、積極的に墓として評価できるものではない。中

期前葉の遺構は少なく、中期中葉には士堀や士器溜まり等の

遺構が散見できる。中期後葉から後期は、遣構数・遣物数と

もに最も増加している時期であり、その傾向は特に微高地南

半において顕著である。後期の住居である竪穴住居2・3に

挟まれた36IIUでは、多くの井戸や土堀が掘削されている。

井戸はいずれも素掘りで、掘削のレベルもほぼ同じであるこ

とから、集落内で共同使用する井戸を同じ場所で幾度も掘削

していたと考えられる。

微高地から南へと地形が下がった場所に、河道が東流して

いる。この河道から出士する士器は、微高地上の集落に巾来

するものである。 （松尾）
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写真 8 南溝手遺跡遠景（南西から）
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第4章 南溝手遺跡
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第33図 弥生時代遺構図① (1 /300) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物
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第34図 弥生時代遺構図② (1 /300) 

-27-



第4章 南溝手遺跡
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

2 竪穴住居

竪穴住居 1 (第33・36図、図版4)

28 II Kの北東で検出した竪穴

住居で、西側の一部のみを検出

した。全体を窺うことはできな

いが、長軸3.5mの隅丸方形を呈

すると思われる。第 1~3 層は

埋土で、第4層は貼り床。住居

の周囲には輻20cm、深さ10cmほ

どの壁体溝が巡っている。住居

内に 1基柱穴を確認したが、深

さが浅いため主柱穴になり得な

いと思われる。

出士遺物は少なく、石鏃S5

は埋土中から、小期の甕43は壁

体溝の埋土上面より出土している。明確な時期の分かる遺物が無いため判断が難しいが、後期後半に

は廃絶した住居であると思われる。 （松尾）

竪穴住居 2 (第34·37~40、図版 4)

＇ 
,..., ヽ
I(--,、
い刀、.jj

2 4 

0 2m 

43 
0 5cm 一
言
O 2cm 

― l 黒褐色粘質土(10YR3/2) 3 灰黄褐色粘質上(10YR4/2)

2 黒褐色粘質士(10YR2/2)(炭含） 4 褐色粘質士(10YR4/4)

第36図 竪穴住居 1(1/60)・出土遺物 (1/4・1 /2) 

34 II Sの北東で検出した竪穴住居で、床面を 2面確認し、それぞれの床面に対応する主柱穴を検出

している。そのため古い住居を 2古、新しい住居を 2新と呼称して報告する。

竪穴住居 2 古は直径6.4m の円形住居で、周囲には幅80cm~l.2m を測る、地山ケズリ出しの高床部

が全周する。高床部の内部には輻2Q~30cm、深さ 10cmの壁休溝が巡る。壁休溝は北半分が高床部に沿

って、南半分は高床部内面よりも30cmほど内側で掘削されていた。第37図の断面図第6・7層が埋土

で、第12層は貼り床である。その貼り床を切って 4 本 (Pl~4) の主柱穴が掘り込まれていた。主

柱穴の掘り方は70cm~1 mの不整円形を呈し、床面からの深さは50~75cmを測る。柱痕は直径25~35

cmで、 p1のみ複数の柱痕を検出した。住居の中央には長軸4QX短軸25cmの焼士面があり、その周囲

1.5~2 mの範囲には炭が分布している。出土遺物は埋土から45・46・50、C 1 、 M1~3 、 S6·

7。p3 からは44、床面上面から47~49がそれぞれ出土した。

竪穴住居2Bは平面形が2Aと全く同じで、主柱穴の本数が6本に増えたことにより、高床部の形

状が変化している。高床部は住居の周囲約 lmの範囲に、第5層（第37図）を10cmほど積み上げて成

形している。若干いびつな形ではあるが、本来は主柱穴6本が各隅に対応する六角形を呈していたの

だろう。第37図の第 1·2 層が埋土であり、第 3 層が貼り床に対応する。主柱穴 6 本 (Pl~6) は

高床部及び貼り床を施工した後に、掘り方を掘っていると思われる。主柱穴の掘り方は70cm~l.lm を

測る不整形を呈し、深さは60cm程度。柱痕は直径2Q~30cm。住居の中央には 2 つの中央穴 (P7·8)

が重複し、その周囲には炭が分布していた。焼士面は住居の西寄りで確認している。遺物は埋士から

55~51·63·64、南側中央穴から 53、北側中央穴から51·54、 p 3から52、P4から62、P6から S

8がそれぞれ出士している。この住居は後期後葉に機能し、末葉には廃絶したと思われる。 （松尾）
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褐灰色粘性砂質土(10YR5/l)

褐灰色粘性砂質土(7.5YR5/l)(炭含）

3 褐灰色粘性砂質上(7.5YR4/l)

4 灰黄褐色粘質士 (7.5YR4/2)

5 明褐色粘性砂質士(7.5YR5/6)

6 黄褐色粘質土(10YR5/6)

7 褐灰色粘性砂質土(7.5YR5/l)

8 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

9 鈍い黄褐色粘質士(10YR4/3)

10 褐灰色粘質土(10YR4/l)

11 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

12 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

13 褐灰色粘質士(10YR4/l)

14 褐灰色粘質士(7.5YR4/l)

15 鈍い黄褐色粘質土(10YR4/3)

16 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)

3
 

900cm 

A
_
 

B
 14 

870cm 

0 2m 一
言
C1 
O 3cm 

一~ <f 
44 
こ二三二三□/

46 

45 

O 10cm 
~ 

48 

49 

47 

50 

第37図 竪穴住居2古 (1/60)・出土遺物① (1/3・1/4) 
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第38図 竪穴住居2古出土遺物② (1 /3・1 /5) 

。

禍色粘質土(7.5YR4/4)

褐色粘質土(10YR4/4)

3 灰褐色粘質土(7.5YR4/2)

4 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

5 禍灰色粘質土(10YR4/l)(炭含）

6 黒褐色粘質土(10YR3/l)(炭含）

7 黒褐色粘質上(10YR3/l)(粘性強、炭含）

8 禍灰色粘質士(10YR5/2)(炭層含）

9 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/4)

に禍灰色粘質土(10YR5/2)
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第39図竪穴住居 2新 (1/60) 
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＜ 
O S8 2cm 64 

~ 

一 第40図 竪穴住居2新出土遺物 (1/4・1 /2) 

竪穴住居3 (第35·41~43図、図版 5)

36IIWの北東に位置する円形住居である。床面2面とそれぞれに対応する主柱穴を確認しているこ

とから、古い住居を 3古、新しい住居を 3新と呼称して報告する。

竪穴住居3古は 3新へと拡張する際に掘り方を壊されており、北側一部の掘り方しか残存していな

い。雅定では直径6.5mを測る円形住居であると雅測される。内部には輻20cm、深さ10cm程度の壁体溝

が巡る。第41図第5・7層が埋士で、基盤層を床面としている。主柱穴はP1·3~6 の 5 本、掘り

方は輻55~90cmを測る不整形を呈し、柱痕は直径20~30cmの円形、深さは30~50cmを測る。住居の中

心よりやや南寄りに、長軸4m・短軸3.5m・ 深さ10cmの不整形な落ち込みが見られる。その落ち込み

の中心部に幅40cmで深さ10cmの中央穴P7を確認した。中央穴の周囲には被熱面や炭の分布が多く見

られた。なお10cm程度の落ち込みは、断面図の第6層（黄褐色粘性砂質土）によって埋められ、平坦

な面を作り出すことにより、竪穴住居3新の床面として使用している。

遣物は、壺65がp5、売66がp6、高杯67がP4、石鏃S9がp5、S10がP6、S11が床面、 S

12が中央穴P7より出土した。

竪穴住居3新は 3古から50cm程南へずらして建てられており、前述したように 3古の床面中央にあ

る落ち込みを平坦に整地することによって、床面を作り出している。実際3古の落ち込み部分には炭

が多く分布しており、 3古の機能面として利用されていたことは間違いない。 3新へと建て直した際

に、床面の汚れや凹凸を隠すために黄褐色粘性砂質上（第6層）により整地したと考えられる。平面

形は直径6.4mの円形を呈し、周囲には幅20~30cm、深さ 10cmの壁体溝が巡る。主柱穴は Pl~5 の 5

本で、掘り方は輻40~70cmの不整円形、柱痕は直径15~20cmの円形、深さは40~50cmを測る。住居中

央には長軸 lmX短軸85cmの中央穴p8がある。この中央穴P8は2回ほど掘り直しが行われており、

内部からは炭が出土している。中央穴p8の南西に隣接して長軸 lmX短軸50cm、深さ 5CIIlで底佃に

炭層が堆積する方形士堀を確認した。この方形士堀から中央穴を挟んだ反対側には、数力所の被熱面
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

と炭の分布範囲を検出している。遺物は68·70·71·73·76~79、 S 13~18が埋上から、 69は P2 、

74はp5、72・75は壁休溝埋土上面からそれぞれ出土している。土器の諸特徴から後期前葉に機能し

た住居であると考えられる。 （松尾）
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2 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)(炭含）

3 黒褐色粘性砂質士(10YR3/2)

4 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR4/3)(炭層）

5 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)(炭含）

6 黄褐色粘性砂質土(10YR5/6)(炭含）

7 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

8 褐色粘質土(10YR4/4)(焼士含）

9 鈍い褐色粘性砂質士(10YR5/4)

10 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

11 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

12 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

13 暗禍色粘性砂質土(7.5YR3/4)

14 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

15 鈍い褐色粘質土(10YR5/4)

~ 
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＾` ＜ 
S12 
0 2cm ーし

第41図 竪穴住居3古 (1/60)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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7 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

8 暗褐色粘性砂質土(7.5YR3/4)

9 暗褐色粘性砂質土(lOYR3/3)

10 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

11 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)
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第42図 竪穴住居3新 (1/60)・出土遺物① (1/4) 
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第43図 竪穴住居 3新出土遺物② (1 /4・1 /2) 

3 井戸

井戸 1 (第35・44図、図版5)

34II Sの東端、住居4から南へ

2m下った場所に位置する。北西

側の肩口を後述する古墳時代の溝

3に破壊されている。平面形は不

整円形を呈しており、規模は長軸

が1.02m、短軸が93cmを測る。断

面は検出面から約20cmの深さまで

は逆台形、それより下はほぼ垂直

に落ちこむ。底部は平坦である。

底までの深さは93cmである。埋士

は2層のみであるため、紅図的に

埋め戻された可能性が高い。調介

中も水が湧いてくるような状況で

あった。

遺物は甕の口縁部破片が3点、

高杯脚部の破片が3点出土した。

掲載した土器は第 1層からの出土

である。

この井戸は前述の通り、古墳時代の溝に上部を壊されているため、 80・81は溝3から紛れ込んだ土

器だと思われる。その他の土器から後期後葉に埋没したと考えられる。 （高山）

井戸2 (第35・45図、図版6)

一
/
-
/
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880cm 

0 1m 

l 鈍い黄褐色粘質土(lOYRS/4)

2 禍灰色粘土(10YR4/l)

80 81 

82 

83 

84 

）
 85 0 10cm 

第44図 井戸 1(1/30)・出土遺物 (1/4)

井戸 lから南東へ15m南、 36IIUの北直に位置する。長軸は1.59m、短軸が1.47mあり、平面形は北

酉がこぶ状に突き出すような不整円形をしている。断面は筒状に立ち上がり、底は平坦である。その

-35-



第4章南溝手遺跡

底面までの深さは91cmを測る。

この井戸の近辺は大きな穴がまとまって検出できた。井戸と土堀の区別が難しいが、この遣構は土

戦として報告したものよりも深く、湧水が認められたため井戸として報告する。甕が3個体分出士し

ており、後期前葉の形態と思われる。 （高山）

890cm 

。
87 

l 明褐色粘質土(7.5YR5/6)

0 1m 2 明褐色粘質士(7.5YR5/8)

~ 3 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)(炭含）

86 

10cm 

一
88 

第45図 井戸2(1/30)・出土遺物 (1/4)

井戸3 (第35・46図）

36 IIじのやや東寄りに位置し、井戸2から東へ約7mのところにある。

井戸3は東側を側溝に切られているため、長軸は不明であるが、復元長で短軸は1.22mある。検出

面からの深さは62cmを測る。断面形は垂直に立ち上がる筒状を呈しており、底面は平坦である。第3

層の下面から自然石が出士しており、埋没する過程で投げ込まれたものと雅察される。

遺物は甕89・ 鉢90と高杯の脚部91が出土している。高杯91の脚柱部には櫛描き直線文が施文されて

いた。

これら土器の特徴から、弥生時代後期前葉には埋没した井戸であると思われる。 （高山）

井戸4 (第35・47・48図、図版6)

井戸3の南、 36IIじの中央あたりに位置する。平面形は隅丸方形を呈し、北西隅に段をもつ。短軸

は1.55m、長軸は破壊されているため復元長になるが、 1.77mである。平坦な底をしており、検出面か

らこの底面までの深さは約1.12mを測る。底面標高は約7.63mであった。断面形は逆台形に近い、筒の

ような形状を持つ。この逍構も土堀との区別が難しかったが、他の井戸と同様に、深さがあったため

井戸とした。さらに、底に近い部分を掘り進めていると、水が湧き出てくるような状況であったこと
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も井戸として報告する理由である。埋士は

4層からなり、第4層以外は炭や焼土が含

まれている。特に第2層は、焼土や炭、土

器片を他の層よりも多く含んでいた。その

ため、第 1~3 層までは人為的に埋め戻し

が行われたと考えられる。

遺物は石器と土器が出土している。石器

S19は打製石位Tである。土器は壺の口縁

部92・93と、壺と思われる土器の底部94、

甕の口縁部95~97·99、全体の2/3 まで復

元できた甕98、高杯の杯部から脚部にかけ

た破片100がある。

井戸が埋没した時期は、これらの土器の

諸特徴から、中期末から後期初頭と考えら

れる。 （高山）

0 1m 
~ 

l 鈍い黄橙色粘性砂質土(10YR6/4)(焼土・炭含）

2 褐色粘質土(10YR4/4)(焼土・炭含）

3 黒褐色粘質士(10YR3/2)(焼士！炭含）

4 黄褐色粘性砂質土(lOYRS/6)

890cm 

第3節 弥生時代の遺構・遺物
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0 10cm 

1 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)
2 黒褐色粘性砂質土(7.5YR3/l)

0 1m 3 黒褐色粘性砂質士(10YR3/2)
~ 4 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

第46図 井戸3(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第47図 井戸4(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第48図井戸4出土遺物② (1/4・1/2) 

井戸5 (第35・49図）

36 IIじの北西にあり、井戸4からみて北西に 5m北上したところに位置し、土戦 3を切っている。

ほぼ円形になる平面形を呈しており、長軸は1.77m、短軸は1.72mを測る。検出面から平坦な底面ま

での深さは1.07mある。断面は北側の峨は逆台形のように斜めに立ち上がっているのに対して、南側

の壁は検出面から10cmまでは漏斗状に広がり、そこから下は底面までほぼ垂直におちている。底面標

高は7.72mである。埋士は 2層のみで、第 l層には士器片やマンガン粒が含まれており第 2層には少

最の炭が含まれていた。

遣物は砥石S20と土器が出土している。砥石はこの井戸から出てきた破片と、井戸4から出てきた

破片とが接合した。このため井戸 4 と井戸 5 は同時期性が高い。出土土器は101~10sの、甕の口縁部

破片と底部破片、胴部から底部にかけての破片である。これらの土器の特徴から、中期末から後期初

頭には埋没したと考えられる。 （高山）

井戸6 (第35・50図）

36 IIじにあり、井戸5から南東へ5m南下した場所に位置する。平面形はほぼ円形を呈しており、

直径は約1.5mを測る。断面形は逆台形をしているが、底面の中央部はやや盛り上がっている。底面の

標高は7.77mあり、調介中も湧水が認められた。この遺構は、上城と報告した遺構よりも底部の標高

が低かったため、井戸と考えた。検出面から凸状に膨らんだ底面までの深さは74cmである。埋士は図

示したように 3層からなる。

口縁部から胴部下半にかけての壺106や、口縁部から胴部にかけての甕破片107、高杯脚部破片108

などの土器片が出土している。これらの土器から、井戸が機能していたのは後期前半までであると思

われる。 （高山）
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第49図

鈍い橙色粘性砂質上(7.5YR6/4)

鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/4)(炭少含）

井戸 5(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

ー
パ

／？ 
:‘/ 

106 

0 1m 

マ——~

107 

~ 
108 

10cm 

一
第50図 井戸 6(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第4章南溝手遺跡

4± 堀

土塙2 (第35・51図）

36 IIじの北東で検出した長軸83cm、短軸80cmを測り、平面形が不整円形を星する土堀である。断面

形は皿状で、検出面から底面までの深さは16cmo

出土遺物は壺109、甕110~112。 109は口縁を大きく広げた壺で頸部に 2 条の沈線が巡る。 110~112

は屈曲部に数条の沈線が巡る。土器の特徴から前期後葉に埋没した土城であろう。 （松尾）

890cm 

—-;~ 

0 1m 

-
/
ー
|
—
|

110 

l 明禍色粘性砂質土(7.5YR5/6)

第51図 土演2(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃3 (第35・52図）

36 IIじの中央やや北

よりで、井戸5に西隅

を切られて検出した。

平面形は長軸1.57m、

短軸1.24mの隅丸方形

を呈する。断面形は壁

が垂直に立ち上がり、

底面は平坦である。検

出面からの深さは16cm

を測る。底面より 10cm

ほど浮いて 113・114

の土器が出土した。113

の頸部には、ケズリ出

し突帯上に 4条のヘラ

描き沈線が巡り、内外

面ともに横方向のヘラミガキを行う。 114は屈曲部にヘラ描き沈線2条が巡る甕。土器の特徴から前

期後葉の士器とともに埋没した士堀であると思われる。 （松尾）

890cm 

~~NTT.I 
0 1m -— l 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

109 

113 

114 
0 10cm 
C •.. , ... , ........ -···•···-··-···'--· .. 

第52図 土凜3(1/30)・出土遺物 (1/4)
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i
 

,
 
••••••••••••••••••••••• 
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竺m
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙4 (第35・53図）

t戦 4は34II Sのほぼ中央にある。平面形は不整楕円形をしており、長軸が1.9m、短軸が52cmあ

る。断面形は台形で、底部は平坦である。

弥生時代前期と考えられる土器の小破片が出土している。 （高山）

土濃5 (第35・54図）

平面形が不整楕円形をした東西に長い舟形士堀で、 36IIじの中央にある。長軸は2.87mあり、短軸

は45cmを測る。ほとんど削平されているため立ち上がりは不明で、底は平坦である。遺物は土器が出

土している。甕115は口縁端部に刻日があり、胴部内外面にはナデを施している。弥生時代前期後葉

と考えられる。 （高山）

_A_ 880cm B 860cm 1~ 

／色粘質土~m
860cm 

0 50cm 

一 115 
l 灰黄褐色粘質士
(10YR4/2) (炭少含）

0 10cm -― 第53図土演4(1/30) 第54図 土環5(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃6 (第35・55図）

土城6は36IIじにあり、南端を井戸 4に破壊されている。短軸は31cmを測る。底部は平坦である。

士堀の上部がほとんど削平されているため、士器が出士しておらず、正確な時期は不明であるが、検

出レベルや埋土から弥生時代に属すると思われる。 （高山）

土塙7 (第35・56図）

38IIWの北東隅で検出した。側溝によって東部分を確認しきれていないが、平面形は長軸1.65mを

測る楕円形を呈すると思われる。断面形は逆台形で底面はやや凸凹しており、検出血からの深さは15
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第4章南溝手遺跡

Clll程度。出士遺物は少なく、図化できたものは甕116のみ。

前期後葉に埋没した土堀と考えられる。 （松尾）

I/\~~~jl __ 

＼ ー＼ 890cm 

860cm 

二f
 

o 50cm 一1 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)
0 1m 
~ 

0 116 5cm 

一1 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

第55図土演6(1/30) 第56図 土演7(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃8 (第33・57・58図、図版6)

26 II G南東、調介悦北端において検出した。平面形は長軸1.14m、短軸71cmの不整長方形。断面形

はなだらかに落ち込み、中央がやや窪んでいる。検出面から底面までの深さは30cmを測る。なお土戦

の西端において、炭の塊を第 l層中より確認した。

遣物は土堀の底面より 10cmほど上から出土している。土器は117~127の甕のみ。諸特徴から中期中

葉の古段階には埋没した士城であると思われる。 （松尾）

125 121 

880cm 

0 1m 

~ ― 1 黒褐色粘質土(10YR3/2)(炭含）

2 褐灰色粘質士(10YR4/l)

117 

゜
118 10cm 

ー...........,;

119 

120 

＼
 

121 

第57図 土塙8(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

122 

123 

124 125 

第58図土凛8出土遺物② (1/4) 

126 

127 

゜
10cm 

土塙9 (第33・59図、図版7)

26II Gの南東隅で、士堀8の南東側より検出した。平面形は幅1.5mを測る不整形を呈し、断面形は

皿状にゆる＜落ち込んでいる。検出面からの深さは25cmを測る。調介工程の関係から、士堀東端につ

いては全体形を明確にできなかった。ただし、東へはそれほど延びていないと思われる。

遺物は底面より 10cmほど高い、第2層より多く出士している。平面図にも図化しているように、細

かい土器の破片が散在していた。土器は甕12a~130。 C2 は用途不明の土製品で、中央に指頭圧痕が

観察できる。 S21は流紋岩製の磨石。

出土した土器の特徴などから、中期中

葉に不要になった土器などが投棄され、

その後埋没した土堀であると思われる。

（松尾）
128 0

8

 

S21 

O 10cm 

880cm ...... 129 

0 1m -— l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

2 黒褐色粘質土(10YR3/2)

3 黒褐色粘質上(10YR3/2)(粘性強） ゜
130 

10cm 
~ 

131 

第59図 土演9(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)
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第4章南溝手遺跡

土塙10(第33・60図）

26II Gの南端で、土堀9の南側より検出した。平面形は長軸45cm、短軸44cmの隅丸方形を呈する。

断面形は皿状で、検出面からの深さは10cmを測る。出士遺物は無く詳細な時期は不明であるが、検出

状況や埋土などから弥生時代の土城であると思われる。 （松尾）

土濃11 (第33・61図）

30II Mの西端中央に位置し、平面形は長軸1.35m、短軸98cmの不整長方形を呈する。断面形はなだ

らかに落ち込み、底面は凹凸がある。検出面から底面までの深さは26cmを測る。底面よりやや高い位

置から数点の土器が出土した。壺の底部132などから中期前半の土城と拙察される。 （松尾）
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第61図 土演11 (1/30)・出土遺物 (1/4)

890cm 

0 1m 
~ 

1 鈍い褐色粘質士(7.5YR5/4)(焼士含）

第62図土塙12(1 /30) 

土塙12(第34・62図）

30・32 II 0で検出した士堀で、東半分は明確な掘

り方を確認できなかった。雅定では、平面形が長軸

1.59m、短軸 lmの楕円形で、断面形は深さ16cmの

皿状を呈する。

出土遺物は図化に耐えうるものがなく、明確な時

期は不明である。検出状況や埋士などから、弥生時

代であると思われる。

土濃13,-...J15 (第34·63~65図）

32 II 0で検出した土城で、いずれも縄文時代晩期

（松尾）

後半から弥生時代前期にかけての基盤層である、鈍

い黄褐色粘性砂質士を下げていく過程で検出してい

る。 3基ともに出土遣物は皆無で、時期を明確にす

るのは難しい。縄文時代晩期前半（谷尻式）の柱穴

lと同じレベルで検出しているので、その時期まで

遡る可能性も考えられる。 （松尾）

-44-



第3節 弥生時代の遺構・遺物

870cm 

0 1m 

~ 

l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)

（橙色粘土含）

第63図土壕13(1/30) 

0 1m 

~ 

l 褐色粘質上(7.5YR4/4)(橙色粘士含）

第64図土演14(1/30) 

土環16(第34・66図）

32 II 0の南西で、土城13,........,15の南に位置する。平面形は直径73cm程度の円形で、断面形は深さ20cm

を測る逆台形を呈する。士堀内には川原石が2つ積み重なるように出土している。土器の出土が無く

明確な時期は不明だが、土戦

13,........, 15と同様の理由により縄

文時代晩期前半まで遡る可能

性がある。 （松尾）

土塙17(第34・67図）

32 II O・II Qで検出した平

面形が長軸1.33m、短軸89cm

の楕円形を呈する士堀であ

る。断面形は逆台形で、検出

面から底面までの深さは19cm

を測る。土堀の西側樅際で川

原石が 1つ出土した。土器は

皆無であるが、状況などから

弥生時代と思われる。（松尾）

土濃18(第34・68図）

土堀18は32II Qの中央あたりに位置する。平面形は不整長方形だと考えられ、復元長は1.14m。底

。
1m 
＇ 

-------,----------,----- ・ ~ ~ ~ ~ ~ ―... 

870cm 
870cm 

0 1m 

~ 

l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)

（黄橙色粘土含）

第65図土塙15(1 /30) 

890cm 

0 1m 

l 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

（焼士・炭含）

第66図土塙16(1 /30) 

l 禍色粘性砂質土(7.5YR4/6)

第67図土演17(1/30) 

部は平坦で、断面は台形をしており、深さは29cmを測る。検出レベルや埋士から弥生時代の遺構であ

ると考えられる。 （高山）

土環19(第34・69・70図、図版7)

32 II Qの北、士城18の北隣で検出した。後述する士城20に南東の一部が切られている。平佃形は長

軸2m以上、短軸1.55mの不整長方形。断面は皿状を呈し、中央やや北西寄りに 1m x 55cmを測る不
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0 1m 

~ 

l 鈍い褐色粘質士(7.5YR5/4)

2 褐灰色粘質士(7.5YR5/l)

3 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)(炭多含）

第68図土凜18(1 /30) 

澤

0 1m 

l 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

2 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

3 黒褐色粘性砂質士(10YR3/2)

138 

139 

140 

910cm 

整形な落ち込みがある。検出面から落ち込み底面まで

の深さは23cm。

遺物は第 l層中、あるいは検出面よりレベル的に高

い位置から多く出土している。土器は多くが破片資料

で、口縁部が大きく閲く壺133や、頸部あるいは肩部

に加飾のある壺134。 138~148 は甕。 144は口縁端部

に面をもち、刻日を巡らしている。 148は底部に焼成

後の穿孔あり。 149~150は高杯。 150は椀形の杯部に水

平に延びる口縁を有し、内外面は横方向のヘラミガキ。

上器の特徴から中期中葉には埋没した上堀であると

息われる。 （松尾）

133 

134 

.~ 

135 

136 

137 

141 

143 

o 142 10cm ............. —~ 144 

第69図 土演19(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙20(第34・71・72図、図版7)

32 II Qの北で検出した士城で、士城19の南東部を

切っている。平面形は長軸2.8mの不整長方形を呈

し、東の一部は調介区外へと延びている。断面形は

緩やかに落ち込み、底面はやや凹凸がある。

遺物は第 3層より多く出士した。 151,..__,160は壺。

151,..__, 153は体部に櫛描きの直線文や波状文、刺突文

が施されている。 155は頸部に貼付突帯が巡る。 161

,..__,180は甕。 181は鉢。 182,..__,186は高杯。 182・183は

杯部が椀形を呈し、口縁端部に刻日を巡らす。 C3

は土製紡錘車。 M4は鋳造鉄斧を再加工した鉄製

品。 S22・23は石製品。中期中葉に使用され、その

後埋没したと考えられる。 （松尾）

二` 147 

。
150 

10cm 

第70図土塙19出土遺物② (1/4) 

900cm 

＼ ＼
 

151 

0 2m 

~ ——~ l 鈍い褐色砂質土(7.5YR5/4)

2 褐灰色砂質土(10YR4/l)

3 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)
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(:2./グ1f/匹

C3 
154 
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PrJ¢IiI 

158 
。 M4 5cm 

一
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゜

一
10cm 

156 159 

第71図 土演20(1/60)・出土遺物① (1/4・1/3) 
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第72図土凛20出土遺物② (1/4・1/2・1/3) 
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土塙21 (第34・73図）

34II Sの北東に位置し、竪穴住居2古に切られて確認した。平面形は長軸96cm、短軸44cmの楕円形

で、断面形は皿状を呈す。検出面から底面までの深さは10cmを測る。埋士には炭を多く含んでいた。

出土遺物は少なく、図化が難しい土器の小

破片のみ。中期中葉と思われる。 （松尾）

土濃22(第34・74図）

34II Qの西端に位置する。平面形は不整

／＼ 
¥、

~/' 

楕円形をしており、短軸は1.75m、底面は

平坦で、断面は逆台形を兄し、深さは18cm

である。出土した壺胴部の破片187から、

中期前半に属すると考えられる。 （高山）

／ ， 

~---• 

890cm 

870cm 

~~ 
0 1m ― 1 暗赤褐色粘質土(5YR3/4)(炭含）

第73図土壌21 (1/30) 

＼ 
。187 Scm 

一
ニニニ-

0 1m 

1 褐色粘性砂質士(7.5YR4/4)

第74図 土凛22(1/30)・出土遺物 (1/4)

土塙23(第35・75図）

36 IIじの中央あたりに位置する。

平面は円形で、断面は下場から上場

に向かって筒状に伸び、底面は中央が

盛り上がっている。長軸は1.25m、短

軸は1.23m、深さは56cmを測る。

井戸との区別が難しいが、井戸と報

告した遺構に比べると深さがないため

土堀とした。出土した土器から、弥生

時代後期初頭のものと考えられる。

（高山）

土塙24(第33・76図）

28 II I・II Kに位置する。平面形は

長軸1.03mを測る楕円形で、断面形は

皿状を星する。検出面から底面までの

深さは14cmを測る。

/---」

1aa 
／ 

I 
>

＼ 

---― / ¥ 

0 1m 

¥JW 
188 

890cm /／
9-
189 

190 

゜
10cm 

1 鈍い黄褐色粘性砂質土(lOYR4/3)

2 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)(炭含）

3 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

第75図 土演23(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第4章南溝手遺跡

870cm 

0 1m 

l 鈍い褐色粘質士(7.5YR5/4)

第76図土壌24(1/30) 

880cm 

0 1m —~ l 暗褐色粘質土(10YR3/3)

2 灰黄禍色粘質土(10YR4/2)

3 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

850cm 

口
O 50cm o ―ー ・5cm

~ ~ 

l 暗褐色粘質士(10YR3/3)

第77図土演25(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

192 

r;3 
193 

194 

195 
0 10cm 

第78図 土演26(1/30)・出土遺物 (1/4)

出士遺物は少なく、図化の

できない小破片のみ。詳細な

時期は不明であるが、検出状

況や埋土などから弥生時代の

土堀と雅察される。 （松尾）

土濃25(第33・77図）

28 II Iの南端中央に位置

し、土堀24の東、土戦26の北

西で検出した。平面形は長軸

50cmX短軸47cmの不整円形。

断佃形は逆台形を呈し、検出

面から底面までの深さは21cm

を測る。

出士遺物は少なく、図化で

きたものは191の甕のみ。後

期前半と思われる。 （松尾）

土濃26(第33・78図）

28 II I・II Kに位置し、土

堀24の東で検出した。平面形

は長軸1.22mX短軸1.06mを

測る長方形で、断面形は逆台

形を呈し、検出面から底佃ま

での深さは22cmを測る。ただ

し上面が中恨以降に大幅な削

平を受けているとみられ、本

来はもう少し深さがあったと

思われる。

遺物は192~195の土器が出

土した。いずれも埋土第3層上面、土城底面より 10cm程度浮いた状態で確認している。 192・193はロ

縁端部を上方につまみ出し、外面には凹線を巡らす甕。 194は甕の底部。 195は口縁端部を水平に拡張

した面に凹線を巡らした高杯。後期初頭に埋没した土城であろう。 （松尾）

土濃27r-.J29 (第33·79~81 図）

28II Kの南東に位置する上堀群。上堀27は平面形が長軸76cmx短軸45cmの楕円形で、断面形は検出

面から底面までの深さが24cmを測る逆台形。士城28は平面形が長軸1.07mX短軸56cmの不整楕円形

で、断面形は検出面から底面までの深さが8cmを測る皿状を星する。土堀29は南側が現代用水路によ

って切られているため平面形は明確ではないが、長軸71cmを測る楕円形を呈する。断面形は検出面か

ら底面までの深さが38cmを測るややいびつな逆台形であった。出土遣物は少なく、時期を明確にし得

る士器はないが、検出状況等から弥生時代の士堀と思われる。 （松尾）
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

870cm 

·~ 
第79図 土環27(1/30) 

土環30(第34・82図）

32 II Qと34II Qの境界で検出し、士城

20から東へ約 5m、土堀31から北西へ5

mのところに位置する。

平面はやや隅が丸い、いびつな長方形

をしており、樅面は筒状に近い逆台形で、

底面にはわずかに凸凹がみられる。長軸

が2.13m、短軸が1.56mを測る。深さは

検出面から44cmあり、底面の標高は8.17

mである。

埋土は 1層のみで、土戦42や土戦43の

埋士によく似た、黄色い粘士塊を含んで

いた。

甕の口縁部破片196・197が出士してお

り、

没したと考えられる。

土濃31 (第34・83図）

第80図

この土器から弥生時代後期後葉に埋

（高山）

土城30から 4mほど南下した場所に位

僅する。規模は、長軸が1.45m、短軸が

復元長で約83cmを測る。検出面からの深

さが17cmである。平面は隅丸長方形を呈

し、底部は平坦で、断面は逆台形をして

870cm 

土塙28(1/30) 

[
 

~
＼
土
ー
f

＼

二

[9,¥，1'9
／ニ

•>[

>

ー

＼

¥
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，
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/~\ /
 

j
]
 

890cm 

第82図

第81図

＼
 
＼
 

土塙29 1/30 

灰黄褐色粘質士(10YR5/2)(浅黄橙色粘士含）

196 197 

土濃30(1/30)・出土遺物 (1/4)

検出したレベルや埋土の色から弥生時代の遣いる。出土遣物がないため詳細な時期は不明であるが、

構だと考えられる。 高山
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第4章南溝手遺跡

土塙32(第34・84図）

34II Qの南西、士城31から約8m南に位置する。不整な楕円形をした平面で、断面形は逆台形を呈

す。底面は平坦になっており、その標高は8.57mである。出士遺物は少なく、実測に耐えうる士器は

ない。後期の土城であろう。 （高山）

土濃33(第34・85図）

土堀33は、 34II Sのやや

北寄りにある。削平を受け

たためか、検出時では深さ

は14cmであった。断面をみ

ると底は東側から西側にか

けて段状に低くなってお

り、低い西側で標高は8.72

。
1m 

l 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

第83図土演31 (1/30) 

890cm 

0 1m 

1 褐灰色粘質士(10YR4/l)

゜
198 

10cm 一第85図土演33(1/30)・ 
出土遺物 (1/4)

890cm 

~----c 
1~ 

0 50cm 

一l 鈍い褐色粘質士(7.5YR5/3) 

第84図土環32(1/30) 

890cm 

~ 
0 50cm 一l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3) 

二
第86図土凜34(1 /30)・ 

出土遺物 (1/4)

mである。平面はいびつな

楕円形のような形をしてお

り、長辺が1.4mあり、短辺

が97cmであった。土城の機

能は不明である。底面から

浮いた状態で甕の口縁部破

片が出土している。この土

器から後期後葉に位置づけられる。

（高山）

土演34(第35・86図）

土堀34は、36IISの西端に位置する。

この士堀は、東側は調介区外に延び、

北側は古墳時代の溝3に破壊されてい

る。そのため規模は不明で、平面形は、

残っている部分から、楕円形を呈して

いたと考えられる。検出面からの深さ

はllcmを測り、底面の標高は8.74mで

ある。

遺物は高杯の脚部が出土している。

土器から弥生時代後期前葉に属すると

考えられる。 （高山）

土塙35(第35・87図）

土堀35は土堀34の南に位置する。不

整な円形をしており、規模は1.04mX 

85cmである。断面形は筒状に近い逆台

形を呈しており、底面は平坦である。
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

検出面からの深さは15cmあり、標高は底面で8.36mを測る。士器は出士していないが、周囲の状況か

ら弥生時代に位置づけられるだろう。 （高山）

土環36(第35・88図）

36II Sにあり、土堀35の南隣に位置する。平坦な底面をしており、標高は8.37m、深さは17cmある。

平面形は不整な楕円形をしており、大きさは長軸で1.78m、短軸で1.27mを測る。士器は出士してい

ないが、弥生時代の遺構と考えられる。 （高山）

860cm 

0 1m ---—~ 0 1m — 1 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/4) 1 褐色粘性砂質土(10YR4/4)

第87図土凜35(1/30) 第88図土演36(1/30) 

土塙37(第35・89図）

士堀36の南東に位置する。東側が調在区外に延

びているため、規模や平面形は不明瞭である。隈

面はほぼ垂直に立ち上がっており、底面は平坦な

形をしている。深さは32cmあり、底面の標高は8.57

mである。埋土は炭を含んだ単層であった。

遺物は鉢が出土している。形状から、弥生時代

後期後葉のものだと考えられる。 （高山）

土濃38(第35・90図）

土城38は36IIじの西側にある。西側は側溝に切

られてはいるが、現存長で1.12mを測る。断面は

逆台形をしており、底面は平坦である。検出面か

らの深さは49cmである。この土堀も井戸との区別

が難しいが、深さから土戦として報告する。埋土

等から弥生時代と思われる。 （利山）

900cm 

0 1m 

1 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

200 

゜
10cm 

第89図 土塙37(1/30)・出土遺物 (1/4)

-53-



第4章南溝手遺跡

('¥ I',,)'/ 

0 1m 

~ —iiiiiiiilii..ii— 1 明褐色粘質士(7.5YR5/6)

2 褐灰色粘質土(10YR4/l)

3 禍色粘質土(7.5YR4/3)

第90図土凛38(1/30) 

ヽ

/＼‘ 

ヽ
＼
 

900cm での深さ89cmを測る逆台形。埋土は 3層に分層できた。第 l層

は褐色粘性砂質士、第 2層は黄褐色粘質士、第 3層は褐色粘質

土で、第3層から201・205・207などの土器が出土した。 201・

202は甕で口縁部は上下に拡張し、外面に凹線を巡らしている。

203は台付鉢。 201・202の口縁と同様上下に拡張し外面には凹

線が巡り、肩部には刺突文を配する。 204は甕の底部。 205は

207 
890cm 

土塙39(第35・91図、図版7)

36 IIじ北西、土堀38の東隣で検出した。平面形は長軸1.37m、

短軸1.29mを測る不整円形を呈し、断面形は検出面から底面ま

「<J字甕。 206・207は高杯。 206は口縁部が外側へ拡張し、

水平口縁をもつ。 207の脚部には匝線文や円孔を配し加飾して

いる。中期末から後期初頭の特徴を示す。 （松尾）

201 

202 

203 

\,~-// 
ー_/

204~ 

205 

207 

206 ゜
10cm 

0 1m 
l 褐色粘性砂質土(7.5YR4/3)

~ 2 黄褐色粘質土(10YR5/6)
3 褐色粘質士(7.5YR4/4)

第91図 土演39(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃40(第35・92図、図版8)

36 II U の北西部に位置する。平面は円形を呈しており、直径は 1.31~1.27m を測る。底面の中央が

大きくくぼんでおり、検出面からくぼんでいる底面までの深さは56cmある。隈は緩やかに立ち上がる。

埋tは2層からなり、どちらの層にも炭が少贔含まれている。土器は出土していないが検出レベル等

から弥生時代の遺構と考えられる。 （高山）

土演41 (第35・93図）

36 IIじの北西部に位置し、士堀40から南に lmのところで検出された平面がほぼ円形を呈す士堀で
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ある。

規模は径約1.24mで、土堀40と同様に底部中央がややく

ぼんでおり、検出面からの深さは69cmを測る。断面形はや

や急な傾斜の逆台形をしており、上部には北側を除いて緩

やかなテラス状の段が巡っている。

埋上は 1層のみであるため、意図的に埋め戻されたと考

えられる。

遺構の埋没時期は後期初頭であろう。 （利山）

土濃42(第35・94図）

36 IIじの北に位置し、土城43を切っている。

平面はほぼ円形を呈しており、規模は直径約94cmである。

底部は平坦で、断面は緩やかに立ち上がり、逆台形をして

いる。深さは28cmである。

埋土は 1層で、ベースの士によく似た埋士で、黄色っぽ

い粘士塊を含んでいた。遺物の出士はないが、弥生時代に

属すると思われる。 （利山）

,,-一—fへ'--1- ¥ 
I 
'._¥ 

＼ 
0 208 

5cm 

一
870cm 

゜｀ ， 0 ' 'SI 24 ' 巾 知

0 1m 
~ マ l.iiiii 1 褐色粘質土(7.5YR4/6)

第93図 土演41 (1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 

土塙43(第35・95図）

第3節 弥生時代の遺構・遺物

□ 
860cm 

0 1m 

~ 
l 褐色粘質上(7.5YR4/3)(炭含）

2 灰褐色粘質土(7.5YR4/2)(炭少含）

第92図土壕40(1/30) 

860cm 

0 1m 

一1 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)第94図土塙42(1/30) 

36 IIじの北に位置し、土堀42に北側を切られている。平面はほぼ円形を呈しており、直径は約1.42

mで、検出面からの深さは23cmを測る。断面形をみると、隈は弧を描くように緩やかな立ち上がりを

しており、底面は平坦である。埋土は土堀42とよく似ていた。遣物は出土していないが、弥生時代に

属する可能性が高いと考えられる。 （高山）
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第4章南溝手遺跡

土塙44(第35・96図）

36 IIじのほぼ中央にあり、土堀43から 5m南下したところに位置する。平面は不整な円形をしてお

り、径は 1.3~1.23m を測る。底面はほぼ平坦で、断面形はほぼ逆台形をしている。深さは 9cmで、検

出した面からの深さは非常に浅い遺構であった。

土戦の北から高杯209が出土している。この土戦

は後期初頭に埋没したと考えられる。 （高山）

ヤ-鼻-マ------
~ ・

/ I ' 
／ 

860cm 

860cm 

0 1m 
~ 
1 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

0 1m 

l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4) 。
209 10cm 

第95図土凛43(1/30) 第96図土凛44(1/30)・出土遺物 (1/4)

／ぺ／ 土塙45(第35・97・98図、図版8)

36 IIじの南東に位置し、東の一部分が調在区の側溝により切

られている。平面形は長軸76cm、短軸74cmを測る不整円形。底

面の幅は1.13mを測り、断面形はいわゆる袋状を呈する。検出

面から底面までの深さは57Clllo 

埋士は焼士や炭を含む褐色粘質士の単層で、士堀の使用が終

了した後、人為的に埋め戻しているようである。

遺物の出土は少なく、完形の壺210の他は211・212など土器890cm 
210 

。
1m 

-

1 褐色粘質士(7.5YR4/3)(焼士・炭含）

第97図土演45(1/30) 

の破片のみ。 210は土城の東側面において、底面から10cmほど

高い位置から口縁部を下に向けた形で確認している。算盤玉の

ような横に張る体部をもつ直口壺で、口縁部下端にはヘラ状工

具による 3条の沈線が巡る。肩部には焼成後の穿孔と、それに

対称する位置に先の尖ったエ具による線刻が、 2つ横並びに描

かれている。左に少し下がった横線とこれに交差する縦線が5

~6 本引かれ、向かって左側の線刻は横線を引き匝したためか、
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

一部二重になっている箇所が観察できるが、基本

的に 2つの線刻は同じものを表現していると思わ

れる。 211は甕。 212は高杯の脚部。後期前葉に役

日を終え埋められた土城であろう。 （松尾）

土濃46(第35・99図）

38IIWの南に位置する。土堀北端部のみを残し、

残りの大部分は河道 1の肩部にかかる。残存して

いる長軸は1.05m、短軸は75cmを測る。断面形は

逆台形を呈し、検出面から底面までの深さは55cmo

出土した土器片や河道 1との関係、検出状況等か

ら後期前葉の士城と思われる。 （松尾）

211 

三=;:cc;~ーベロ
0 212 

10cm 
~ ~ ~ ヤ~ ~ —―胃········;···1··· · ··· · ···1··· · ··· •

第98図土濃45出土遺物 (1/4)

’’ -

770cm 

0 1m 

~ 
l 鈍い黄褐色粘性砂質土(lOYRS/3)

2 暗灰黄褐色粘性砂質士(lOYRS/2)

第99図土壌46(1/30) 写真 9 36 II U井戸・土演群作業風景（北西から）

5 溝

溝 1 (第33・100図）

26・28 II I に位置し、土器溜まり 1~3 の南で検出

した南西ー北東に流れる溝。断面形は輻1.57mを測る

逆台形を呈し、検出面から底面までの深さは22cm。埋

土は 2層あり、第 1層は賠褐色粘質土で第2層は粘性

の強い賠褐色粘質士。

出土遣物は無く詳細な時期は不明であるが、検出状

況等から弥生時代の溝であると思われる。 （松尾）

A
 

880cm 

0 1m —-—~ l 暗褐色粘質土(10YR3/3)

2 暗褐色粘質土(10YR3/3)(粘性強）

第100図溝 1(1 /30) 
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B
 

冒
C 900cm 

-0 50cm 一l 鈍い黄褐色粘質上(10YR4/3)

2 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

第101図溝2(1/30) 

溝2 (第34・101図）

30II 0の北東に位置し、土堀12の北直で確認した南匝ー北東に

流れる溝。南西隅で収束し、それより西には延びていない。幅30

CIIlで検出面から底面までの深さは 8~lOcm。埋上は 2 層あり、第

l層は鈍い黄褐色粘質士、第2層は灰黄褐色粘質士。

出士遺物は少なく、図化できない士器の破片のみ。検出状況等

から後期の溝であると思われる。 （松尾）

6 土器溜まり

土器溜まり 1 (第33・102図）

26 II Iの東、土器溜まり 2の酉隣で検出した。南溝手遺跡は北へいくほどに基盤層（鈍い黄褐色粘

性砂質士）が高くなる。そのため近肌耕作士を除去すると、士器溜まり上面の士器が露出していると

いう状況であった。士器溜まり 1は、長軸68cmx短軸60cmの範囲に士器と共に拳大の礫が密集してい

た。明確な掘り方はなく、断面において点線で示している範囲は、士器等を除去した後の痕跡に過ぎ

ない。 213~227の士器が出士している。中期前葉新相の特徴を示す。 （松尾）

／
 

／
 
パ，

900cm 

O 50cm 

―oiiliiiiiiii―-

213 

／ヽ 

215 □`
216 

＼
 

217 

214 

＼＼ I !,1l1¥l¥liii;i祖;1,i1l.11i11!I1I1W1)ll1:1:111 ＼＼ 

218 

220 223 

＼ 224 

221 

225 

222 226 
0 227 

10cm 
~ 

第102図 土器溜まり 1(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土器溜まり 2 (第33・103図）

26 II Iの東、土器溜まり 1の東隣で確認し

た。検出状況は士器溜まり 1と圃じ。分布範

囲は長軸50cmX短軸20cm。

壺228は頸部に櫛描きの直線文と波状文が

巡る。 229,.....,231は甕。 232は口縁端部外面に

刻日を配する高杯。

出土する土器の諸特徴から、中期中葉の様

相を呈する。 （松尾）

土器溜まり 3 (第33・104図）

28 II Iの北西、調在区東端で検出した。士

器と礫が集中しているか所は、大きく 2つに

分かれる。すなわち北側、南側共に長軸40cm

x短軸30cmの範囲で分布していた。

検出状況は士器溜まり 1・2と圃様、近世耕作士匝下で検出される黄色味の強い、弥生時代以降の

基盤層直上で確認した。

＼`
 228 

229 
230 

＼ 
900cm 

冒 231 

゜
50cm -;; 
゜
232 

10cm 
---

第103図 土器溜まり 2(1/30)・出土遺物 (1/4)

遺物は233~243の士器のみ。 234·236·238·242は北側から、 233·239~243は南側から出土した。

上器の様相から北と南とでは時期差がないと思われる。後期中葉であろう。 （松尾）

心

890cm 

/二二二
0 1m 
← --~--- ---------ッ-'----,'・

234 

0 10cm 

一

＼
 
235 

237 

238 

239 240 

241 

236 

＆／□ /} :~ 『゚00 0~H~ 

242 

第104図 土器溜まり 3(1/30)・出土遺物 (1/4)

243 

土器溜まり 4 (第34・105図）

32 II Qの北、土城19の北西で検出した。土器溜まり 1,.......,3と圃様、明瞭な掘り方は無く、基盤層を

掘り下げていたところ、長軸90cmX短軸30cmの範囲に土器が分布していたため、土器溜まりとして報

告する。
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第105図 土器溜まり 4(1 /30)・出土遺物 (1/4) 

出土遺物には244・245の土

器がある。244は頸部に指頭

圧痕文を施した突帯を配し、

口縁部が大きく 開く壺。口縁

部から頸部にかけて1/6程度

残存しており、口径は23.4cm

を測る。245は壺の底部で1/6

程度残存している。土器の様

相から前期末の土器溜まりで

あろう 。 （松尾）

7 河道

河道 1 (第32・35・106,---.,108図、 図版8)

36・38 II W ・II Yにて検出した西から東へと流れる河道で、幅8m・ 深さ約80cmを測る。河道の南

側一部がたわみ状になっ ているが、深さ10,____,20cmと浅く 、本流からあふれでた水が一時的に溜まった

D
 3 1 

ロこ口二三二□二□□／三ーニo__ 
15 

800cm 

， 
．，  

旦
1 3 

ニl 黒褐色粘性砂質土(10YR2/3)(炭含） i------- 二 --------r-----二~--16 ----- --- - ·--- -~ 13 _. ------・ LJL_ -—」 ------・ ど---、_______,, 
2 黒褐色粘性砂質土(10YR3/l)(炭含）

' ' 

3 賠褐色粘性砂質土(10YR3/4)

4 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

5 暗灰黄色粘性砂質土(2.5Y5/2)

6 暗灰黄色粘性砂質土(2.5Y4/2)(砂質強）

7 鈍い黄橙色粘性砂質士(10YR6/3)

8 褐色粘性砂質土(10YR4/4)

9 黒褐色粘質土(7.5YR3/2)

10 黒褐色粘性砂質土(10YR2/3)

11 灰黄褐色祖砂(10YR4/2)

12 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)

13 灰黄褐色粘性砂度土(10YR5/2)

14 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

15 灰色砂貿土(5Y4/l)(森含）

16 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

17 黒褐色砂質土(10YR3/l)(楳多）

18 黒褐色粘性砂質土(10YR3/2)

19 鈍い黄褐色砂質土(10YR5/3)

20 灰黄褐色砂質土(10YR2/3)

21 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/4)

22 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

23 黄褐色粘質土(10YR5/6)

24 礫層

24 

F
 

G
 21 

□ =--;~=-=1' ーニ;J口／ロ
24 

。
2m 

第106図河道 1・2断面図 (1/80) 
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第107図河道 1出土遺物① (1/4) 

ものであろう。第106図の断面図に示すとおり、河道 1の

埋土第4,....__, 5層より下に堆積する第10・11,....__,17層は、河原

石を含む砂質士と砂との互層で、河道の堆積であると思わ

れる。したがって河道 1は東流する1日河道の最終状態を示している。なお第10・11,....__,17層からは土器

250 

などの遺物は出土していないが、断面図から窪木遺跡の古墳時代基盤層である第 9層が上に堆積して

いるものと拙察された。これら18河道の下には人頭大の礫層が存在する。この礫層は河道 1の南岸か

ら南へ10mの地点で急に深くなる。北側は徐々に深くなり、南溝手遣跡微高地の基盤層である第19層

よりも下へ人りこんでいくことを確認している。

河道 1 からは246~269の士器が出士した。これらの士器は時期により出士層位が異なることはなく、

前期後葉の甕246 と 250~269など後期後菓を示す土器が同じ層から出土している。これら土器の時期

幅は、南溝手遺跡の微高地部で展開する集落の動向と圃じ傾向を示す。 （松尾）
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260 Ji~~ 
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265 

0 269 
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第108図河道 1出土遺物② (1/4) 

8 柱穴

口一890cm 
,,;~ 270 

0 10cm 
I 了...ニ---ギ--~----'--ニエニ

0 50cm — l 叫褐色粘性砂質土(7.5YR5/6)
第109図 柱穴2(1/30)・出土遺物 (1/4)

柱穴2 (第34・109図）

32 II Q北東に位置する。平面形は直径45cmの円形を

呈し、断面形は中央が若十窪む椀形を呈する。土器は

底面から12cm程度浮いた形で出土していることから、

本来の掘り込み面はもう少し上であったと思われる。

270は口頸部を欠いた壺。士器の特徴から後期の柱

穴であると思われる。 （松尾）

柱穴3,-...; 9 (第34・35・110図）

出土している土器から柱穴 3は中期中葉。柱穴4は

後期前葉。柱穴5は後期前半。柱穴6は後期後半。柱

穴 8は前期。柱穴9は後期前葉に比定できる。（松尾）

271 274 277 

272 275 278 

□
 

／
 

0 10cm 
................................................................................. , ...................................... , ...........• ， , ..'. 

276 

273 

第110図柱穴3,-..; 9出土遺物 (1/4)

-62-



第3節 弥生時代の遺構・遺物

9 遺構に伴わない遺物（第111・112図）

位含層からは弥生時代全般にわたる士器が出士している。前期前半の壺279・280の体部には、ヘラ

描き沈線を挟んで上下に重弧文が描かれている。 281~289は前期の土器。 290~307は中期前半の土器

で、 290~293の甕には多条の櫛描き沈線が巡る。 294~297は広口の長頸壺。 294は口縁部内面に円形

刺突を巡らす突帯による加飾が施されている。 298は直口壺。 299~301 は広口壺で、口縁部外面には

刻日のある貼付突帯が巡る。 302~306 は甕。 307は高杯の脚部。 308~312は中期後葉の土器。 313~

319は後期の土器である。

C4 は分銅形土製品の一部と思われる。 S25は花向岩製の石錘。 S26~42はサヌカイト製の打製石

器で、 S26·27は石filT 。 S28·29は石錐。 S30~42は石鏃。 （松尾）
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295 296 

(＼／  ; I! I i ／ニ
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292 293 

299 300 

O 10cm 
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301 

第11 1図 遺構に伴わない遺物① (1/4) 
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第112図 遺構に伴わない遺物② (1/4・1/3・1/2) 
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第4節 古墳時代～古代の遺梢・遺物

1 概災

古墳時代から古代にかけての遺構は多くない。南溝手遺跡

南端にあたる低位部は、本来東流する1日高梁川の支流である。

しかし古墳時代には河道2にその名残を残しているのみで、

古代以降は灰黄褐色粘性砂質上（第25図第 4,..__, 7層）が水平

に堆積するいわゆる低位部としての様相を呈している。灰黄

褐色粘性砂質土（第7層）を掘り込んで形成している土堀49・

溝7など古代に属する遺構が存在するものの、その密度は極

めて低い。

微高地に日を転じてみると、竪穴住居や掘立柱建物など集

落を構成する遺構が、低位部寄りに建てられていることが分

かる。ただし時期を細かく見ていくと、竪穴住居4や溝 4な

ど古墳時代初頭に属する遺構は、前段階の弥生時代後期集落

とからめて考えた方が流れはスムーズであり、一方古墳時代

後期の掘立柱建物 lは、国道180BP調介で確認した古墳時代

後半期集落における流れの中に位置付ける方が理解しやすい。

古代には、前述の土堀49・溝7などの他は日立った遺構が

無い。ただし低位部の位含層中からは、奈良三彩や緑釉陶器

など一般集落では珍しい遣物が出土する。これらの遣物は当

遺跡から南西800mに位置する栢寺廃寺 (7世紀中業創建）に

由来すると思われる。 （松尾）

匂＼ 
＼＼ 

~'-,"'," 

~,~ 

写真10 河道2作業風景（北西から）
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第114図 古墳時代～古代遺構図① (1 /300) 
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第115図 古墳時代～古代遺構図② (1 /300) 

2 竪穴住居

竪穴住居 4 (第 114·116~118図、図版 9)

34~36 II Sで検出し、士堀47と溝3によって北端の一部を破壊されている。検出面から床面までの

深さは約40cmであった。平面形は五角形を呈しており、長軸が8.2m、短軸が7.6m、床面積が約43.7rrf

という規模を測る。住居内部には壁にそって壁体溝が周り、床面からの比高差約10cmのところに幅約

70cm~1 m程の高床部が巡っている。トーン部は他の高床部とは土質が異なる場所である。高床部の

内側にも隈体溝が巡る。床面は黄色い粘士による貼り床が施されていた。五角形をした床面の隅にそ

れぞれ 5 本の主柱穴が配置されている。柱穴掘り方の平面形はほぼ円形で、柱穴間の距離は2.65~2.9

mであった。住居中央に平面の形状が不整円形の中央穴 P6 があり、規模はl.15~l.lm、深さは60cm

を測る。中央穴の南東には長軸が約70cm、短軸が約50cmの楕円形をした被熱により赤変した部分が認

められた。

遣物は338~344 と 543~45 と MS が住居の埋士、 324~329が高床部埋士内、 331 と S46が p 5、332

がp2 、 320~323が中央穴P6 、 330が被熱面上、 333~337が床面直上からそれぞれ出土している。

320は西部瀬戸内系の搬入士器である。胎士に金雲母を含んでおり、岡山県南部の胎士ではない。一

方、 334も西部瀬戸内系の土器であるが、胎士は岡山県南部である可能性が高い。竪穴住居4は古墳時

代初頭まで使用され、その後埋没したと考えられる。 （高山）
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I 

920cm I 

A
 

16- 旦 1615 1.6 ~ 

三
O 2m 一l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

2 鈍い橙色粘性砂質土(7.5YR6/4)

3 橙色粘性砂貿土(7.5YR6/6)

4 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)

5 明褐色粘質土(7.5YR5/6)

6 褐色粘性砂質土(7.5YR4/6)(炭含）

7 褐灰色粘性砂質土(7.5YR5/1)

8 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)(炭・焼士多含）

9 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

10 褐灰色粘質土(10YR4/l)(焼土 ・5mm大の礫含）

11 /J蝶 (1cm大）
12 橙色粘性砂質士(7.5YR6/8)

13 鈍い褐色粘性砂質士(7.5YR5/4)

14 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

15 黒褐色粘質上(10YR2/3)

16 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

17 暗褐色粘性砂質士(10YR3/3)

第116図竪穴住居4(1/60) 
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第117図 竪穴住居 4出土遺物① (1 / 4・1 /3・1 /2) 
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□□l 
844 s" 

0 10cm 
~ 

o 10cm 

~ 

第118図 竪穴住居 4出土遺物② (1/3・1/5) 

3 掘立柱建物

掘立柱建物 1 (第114・119図、写真11)

36 IIじの南端にあり、竪穴住居4から南東へ19m下ったところに位置する。 2X 2間の総柱建物。

今回の調介で唯一検出した古墳時代後期の総柱建物である。柱間距離は桁行が 2~L8mで、梁行が1.85

~L6m を測る。桁行は3.98mで、梁行は3.53mであることから、この建物の平面形はほぼ正方形を呈し

ているといえる。床面積は 14面であった。柱穴の掘り方は不揃いで、 P4~8 は不整隅丸方形をして

おり、 Pl~3·9 は不整な楕円形をした平面形である。掘り方は大きいもので長軸が約90cm、短軸

約70cmで、小さいものだと長軸が約70cm、短軸約60cmの規模である。すべての柱穴に柱痕が残ってお

り、柱痕の規模はどの柱穴も約15~20crnの範囲に収まる。

写真11 掘立柱建物 1作業風景（北西から）

-70-

柱痕を 2つもつ柱穴が

5つあり、 p9にいたっ

ては 2つの掘り方が切り

合っており、柱痕を 3つ

確認した。以上のことか

ら、掘立柱建物 lは建て

替えが行われた可能性が

高いと考えられる。

遺物は少なく、時期の

わかる遺物は345の須恵

器杯身破片のみである。

細片のため、時期の特

定はできないが、 TK209

段階に比定できる。

（高山）
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灰褐色粘質士(7.5Y4/2)

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

黒褐色粘性砂質上(lOYR3/2)

鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

褐色粘質士(10YR4/4)

鈍い黄橙色砂質士(lOYR7/2)

。
345 

10cm 

＇ 
「＇i
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0

,
 

第119図 掘立柱建物 1(1/60)・出土遺物 (1/4)

4
 
柱穴列

柱穴列 1 （第114・120図）

36II Uの東に位置する柱穴列 lは、掘立柱建物 lの北にある。規模は 1間であるため、全長も柱間

距離も1.90mである。主軸はN-90°-Eで、南北ラインに直交する。掘り方の平面形は楕円形を呈して

いる。須恵器高杯脚部346が出上しており、古墳時代後期の遺構と考えられる。 （高山）

柱穴列 2 （第114・121図）

36II Uの東端に位置する。 1間の柱穴列で、規模は1.65mを測る。主軸はN-10°-Wで、世に振ってい

る。掘り方の平面形は方形を呈している。検出面から底面までの深さが非常に浅い柱穴で、 わずかに

柱痕がみつかった。遣物が出土していないため詳細な時期は不明であるが、埋土等から古墳時代に属

する遺構と思われる。 （高山）
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(it ,,! --{>P2

900cm 

O 2m 

~ 

ニコ
0 346 

5cm 

一
0 2m 

~ 

1 褐色粘質土(10YR4/4)

2 褐灰色粘質士(10YR4/l)
l 暗褐色粘性砂質上(10YR3/3)

2 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR4/3)

第120図 柱穴列 1(1/60)・出土遺物 (1/4) 第121図柱穴列 2(1/60) 

5± 堀

土環47(第114・122図、図版9)

36II Sの南西に位置し、竪穴住居4の一部を破壊している。平面形は不整円形を呈し、長軸は94cm、

短軸は85cmを測る。断面形は検出面から約40cm下がったところにテラス状の段をもつ逆台形をしてい

る。須恵器の売破片347が出土しており、古墳時代後期に属すると考えられる。 （高山）

土濃48(第113・123図）

南溝手遺跡の低位部で窪木遺跡からの下がり近く、 38III C 

北東に位置する。平面形は長軸75cmx短軸50cmの不整円形で、

断面形は北側に緩やかなテラスをもつ逆台形を呈する。古墳

時代から古代の遺物を含む灰黄褐色粘性砂質上（第25図第7

層）を切り込んで形成している。

遣物は少なく須恵器高杯片348のみ。 TK217刑式並行期。

（松尾）

900cm 

0 1m 

~ 

l 褐灰色粘性砂質士(10YR4/l)

2 褐灰色粘性砂質土(7.5YR5/l)

3 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

。
347 

10cm 

第122図土濃47(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

口〗

0 1m 

l 禍灰色粘性砂質土(lOYR4/l)

0 348 
5cm 

、

790cm 

第123図土凛48(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

土環49(第113・124図）

前述の士堀38の南西、 40

III Cの北西で確認した。平

面形は長軸1.63m、短軸1.31

mの不整円形を呈する。断

面形は緩やかに下がる皿状

で、検出面から底面までの

深さは14cmを測る。

埋土は土城48と類似した

褐灰色粘性微砂で、古墳時

代から古代の包含層である

灰黄褐色粘性砂質士を掘り

込んでいた。

遺物は平瓦349と円面硯
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csが出上している。 349は凸面がタテ方向の縄タタキ、凹面は布日が残る一枚作りの平瓦。出士遺
物から8世紀後半以降に埋まった土堀であると思われる。 （松尾）

800cm 

□二□二〗

~~~ 
349 

。
10cm 

0 1m 

~ 

cs 
o 10cm 

~ 

1 禍灰色粘性微砂(10YR4/l)

第124図 土塙49(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

6 溝

溝3 (第114・125図、図版9)

34・36 II Sに位置し、東西方向へのびる溝で

ある。

竪穴住居4の一部を破壊し、井戸 lも一部切

っている。溝の規模は、検出面で幅が87cm、深

さが14cmを測る。溝底部から検出面にかけて緩

やかに立ち上がる断面形を呈す。埋土は 1層の

みで、士器の破片や炭を多く含み、焼士も少し

含んでいた。流水方向は不明である。

遺物は土器の小破片ばかりであった。土師器

甕の口縁部破片350が出上しており、古墳時代

前期前葉に属すると考えられる。 （高山）

溝4 (第113・126図）

32 II 0の南端に位置し、北側へ弧を描くように調介区を横断する溝。溝の幅は最大1.2mで、検出面

H
 

900cm 

'71~ 
0 1m 

1 黒褐色粘質土(10YR3/2)(炭少含）

゜
350 10cm 

第125図 溝3(1/30)・出土遺物 (1/4)

から底面までの深さは最深63cmを測る。断面形は南側にテラスを有する逆台形あるいは皿状を呈する。

溝底面のレベルより、南西から東へと流れる溝であると考えられる。埋士より士器細片が比較的多く
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出士した。士師器の壺351や高杯352はその中で最も新しい時期の士器で、溝の埋没時期を表す。一方

弥生時代後期後菓の土器片も出土しており、掘削時期の一端を示すものと思われる。 （松尾）

J
-

K-
900cm 

。 1m—~ 
/
 

i

-

i

-

351 

l 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

2 暗褐色粘質士(10YR3/3)

3 黒褐色粘質土(10YR3/2)

□ロ
352 

0 10cm 

第126図 溝4(1/30)・出土遺物 (1/4)

-s 

870cm 

0 1m 
~ 

l 暗褐色粘質土(10YR3/3)

□/ 
゜

353 
10cm 

第127図溝5(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

溝5 (第113・127図）

28II Kの東端に位置し、西ー東に流れる溝。西端は調在区内に収

まっているが、東は調介区外へと延びている。弥生時代後期後半に

は埋没したと考えられる竪穴住居 lを切っている。

輻は最大98cm、断面形は北側が緩やかに立ち上がる逆台形を呈す

る。検出面から底面までの深さは13cmo

出土遺物は少なく、図化できたのは壺353のみ。古墳時代前期後

葉には埋没した溝である。 （松尾）

溝 6 (第114・128図）

34 II Q・II Sを北西ー南東に調在区を縦断する溝。南端は調在区

内で収まっているが、北端は調査区外へ延びている。幅は40~54cm、

断面形は検出面から底面までの深さ 6~lOcmを測る椀形を呈する。

士器片が出士しており、古墳時代後期の溝であろう。 （松尾）

溝7 (第115・129図）

南溝手遺跡の低位部中央、 38II Y・III Aを西ー東に調介区を横断する溝。最大幅は22cm、検出面か

ら底面までの深さは 3Clllを測り、断面形ば浅い1II1状を呈する。古墳時代から古代にかけての遺物を比

較的多く含む灰黄褐色粘性砂質士を切り込んでいる。 8肌紀後半以降に埋まった溝であろう。（松尾）

L
一

M
 

900cm 

790cm 

三
O 50cm 

~ 

1 鈍い褐色粘性砂質士(lOYRS/4)

第128図溝6(1/30) 

O 50cm 

~ 

l 褐灰色粘性徴砂 (10YR4/l)

。
354 

10cm 

第129図 溝7(1/30)・出土遺物 (1/4)

-74-



第4節 古墳時代～古代の遺構・遺物

7 河道

河道2 (第106·115·130~132図、図版10)

36・38 II W・II Yにて検出した西から東へと流れる河道で、幅 5m・ 深さ50cmを測る。第106図に

断面図を掲載しており、第 1~3 層が埋士に相当する。埋士はいずれも暗褐色から黒褐色を呈し、炭

や士器を多く含む粘性砂質士を呈する。この様な埋士の状況から、河道2は河道 1の埋没過程におけ

る最終段階の姿を示し、かつ流れがほとんど無い滞水状態であったと雅察される。 355~371 は古墳時

代前半期の土器。 355·356は二重口縁の壺。 357~350は二重口縁の外面に櫛描き沈線を巡らす甕。

362・363は大形の二重口縁鉢。 364は椀形鉢。 365・366は高杯。 369は直口壺。 370・371は口縁が内

湾する甕。 372~394は古墳時代後半期の上器。 372·373は「 <J 字口縁の甕。 374·375は椀形鉢。

375~379は椀形の杯部をもつ高杯。 380~385は甑。 386·387は製塩士器。 388~395は須恵器。 S47

は流紋岩製の砥石。 C7~12は棒状単孔士錘。河道 2 はおおむね古墳時代前期から後期にかけて徐々

に埋没していったものと考える。なお図示はしていないがウマの頭骨や下顎骨が出士したことを追記

しておく。 （松尾）

/
/
 

355 

357 

358 

364 

＼ 
359 

365 

367 >1~(
360 

366 

゜
10cm 

368 

二
361 

第130図 河道2出土遺物① (1/4) 
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第131図河道2出土遺物② (1/4・1/3) 
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一
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第132図河道2出土遺物③ (1/4・1/3) 

8 柱穴

柱穴10(第113・133図）

32 II Q北東で検出した。平面形は直径32

Clllの円形を呈し、断面は検出面から底面ま

での深さ28cmを測る筒状。埋土は暗褐色粘

性砂質土。

土師器甕396が埋土の上方より出土して

いる。396は口縁部外面に櫛描き沈線が巡

る。

土器の特徴から前期初頭に埋まった柱穴

( 396 

_!~ _ 

900cm 

u 
0 50cm — 

0 10cm 
~ 

1 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

であると推察される。 （松尾） 第133図 柱穴10(1/30)・出土遺物 (1/4)

柱穴11(第114・134図）

36IIWの北東に位置する。平面形は隅丸方形で長軸66cm、

短軸54cmを測る。検出面から底面までの深さは13cm。埋土

はにぶい黄褐色土。遺物は397の須恵器杯身が出土してい

る。古墳時代後期TK209型式並行期であろう 。 （松尾）

←三 〉
397 10cm 

。
第134図柱穴11出土遺物 (1/4)
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第4章南溝手遺跡

9 遺構に伴わない遺物（第135~137図）

遺構に伴わない遺物として掲載しているものは、低位部第7層（第25図）より出上したものが大半

を占める。

古墳時代の土器である399,.......,410の内、 398・399・401が低位部北半から、 402,.......,405・407,.......,410が

低位部南半から、 400·406は微高地から出土した。 398~400は土師器。 398は二重口縁をもつ甕で内

外面共に丹途り。 399は丸底壺。 400は甑の把手。 401,.......,410 は須恵器。 401 は有蓋高杯の蓋。 402~406

は杯。 407は壺蓋。 408は高杯。 409は堤瓶。 411は甕の口縁部。

412~442は古代の土器で、 421·434以外は低位部からの出土。 412~434は須恵器。 412~415は杯

蓋。 416,.......,428は杯。 422は高台内面を硯として使用している。 429,.......,433は壺。 434は平瓶。 435は丹塗

りの土師器杯。 436は奈良三彩 (8世紀）の壺と推定される破片。 437,.......,440は緑釉陶器の椀で、 437・

439は9恨紀中頃の京都産。 438は9恨紀前葉から中頃のもので京都産。 440は9世紀後葉の京都産で

ある。 441・442は内黒の黒色士器椀。 443・444は一枚作りの平瓦で443は低位部から、 444は微高地

の北側で出士した。共に凹面には布日が残り、凸面には縄タタキがみられる。

士器以外の遺物としては、金属製品・士製品がある。金属製品M7,.......,9はいずれも低位部からの出

上。 MBは鋤先と考えられる鉄製品。土製品C13~31 は全て低位部から出土している。 C13は上玉。

C 14,.......,18は須恵器甕の破片を転用した円板形土製品。 C19,.......,27は土錘。 C28円面硯は同一個体と思わ

れる破片が3点出土している。復元径は約30cmを測る。 C29は二面風字硯。 C30は風字硯である。 C

31は胎土や色調がC28と酷似している土製品。硯の一部であると雅定されるが、具体的な部位は不明

（松尾）である。

~ い’’’’ （戸ロJI
402 407 

M7 
398 

-》
403 

408 

404 

399 

食
405 

□
400 

406 

410 

0 10cm 

0~i~0'°'' -— 401 
411 

第135図 遺構に伴わない遺物① (1/4・1/3) 
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＼ー
434

437 438 441 

435 

・ク
436 

ジク
439 440 

"r-「ノ
442 

口、 443

ロ／一
0 10cm 

口． 二
C14 

C13 

~ 
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第136図 遺構に伴わない遺物② (1/4・1/3) 
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:
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0
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三 三
-- . --

A 
0 10cm 
~ ' 

第137図 遺構に伴わない遺物③ (1/3) 

写真12 38 II Y低位部作業風景（南から）
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

第 5節 中冊～近冊の遺梢・遺物

1 概災

中世になると微高地全域に遺構が存在する。ただし、その

密度は南半より北半の方が高い。掘立柱建物4棟や柱穴列・

井戸・士腐そして多数の柱穴や数条の溝が錯綜している状

況を検出している。

微高地全体の地形としては、北端で地形が西へと下がるこ

とを確認（下がり 1) し、その下がり際には溝8・9が掘削

されていた。 18河道の名残である下がり 2と下がり 3に挟ま

れた低位部は耕作地として利用されていた可能性が高く、耕

起に伴う鋤跡と考えられる素掘溝群を検出している。

近世は中世に比べると遺構密度が低くなる。掘立柱建物 l

棟と柱穴列• 土城を確認したのみで、微高地・低位部共にそ

のほとんどが耕地化していたものと考えられる。

調介区の中程を東西あるいは南北に築かれている畦畔につ

いては、現代水田に伴う畦畔として利用されており、それほ

ど古くまで遡り得ないと判断し、第140図に示しているもの

の、個別遺構としては報告していない。

南溝手遣跡の微高地は、比較的安定しているがために中恨

以降の包含層がほとんど残っていない。これは中世後半以降

の大幅な耕地化に伴う削平によるものと考えられ、現在の原

風景ともいえる景観がこの頃に作られたといえる。 （松尾）

写真13 下がり 3作業風景（北から）
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第139図 中世～近世遺構図① (1/300) 
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

／
 
/
 

＼ 

。
20m 

第140図 中世～近世遺構図② (1/300) 
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第4章南溝手遺跡

2 掘立柱建物

掘立柱建物2 (第139・141図、図版10)

28 II Iの北西に位置する掘立柱建物。東の大部分が調介区外に延びているため、全休像は不明であ

るが、桁行 l 間以上 x 梁行 2 間の東西棟であると思われる。柱間距離は桁行が1.85m、梁行が1.12~

1.26mを測る。棟方向はN-90°-W。

p 3の埋土上層から土師器皿447と土師器椀445が重なって出土している。土器の出土状況や特徴か

ら、 13世紀前半の建物と思われる。 （松尾）
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P3 

7
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彎
>

[4 445 

900cm 

o 50cm 
~ 

l 賠褐色粘性徴砂(7.5YR3/3)

2 黄灰色粘性徴砂(10YR4/l)

3 灰黄褐色粘性徴砂(10YR4/2)

4 黒褐色粘質土(7.5YR3/2)

446 

447 
0 10cm 
c.c-や'--~- __ , -—-'-

第141図 掘立柱建物2(1/60)・P 3 (1/30)・出土遺物 (1/4)

掘立柱建物3 (第140・142図、図版10・11)

30II Mの中央において確認した桁行3間X梁行 l間の掘立柱建物。南東側は調介区外へと延びてい

るものの、桁行は 3間で収まるものと思われる。建物の規模は桁行6.24m、梁行2.65mを測る。桁行の

柱間距離はl.89~2.42m。棟方向はN-65°-W。柱穴の規模は直径13~22cmで、検出面からの深さは10~

20cmを測る。

柱穴の 1つである p4埋土から土師器皿448が出土している。掘立柱建物 2とは棟の方向が若干異

なるが、ほぼ同時期の建物と考えられる。 （松尾）

掘立柱建物4 (第140・143図、写真14、図版11)

32 II 0の北西に位置する桁行2間以上x梁行2間の掘立柱建物で、北東側は調介区外へと延びてい

る。桁行の柱間距離はl.45~1.7m で、梁行の柱間距離は1.95m前後を測る。棟方向はN-20°-W。柱穴

の規模は直径20~30cmで、検出面からの深さは22~40cmを測る。柱痕の埋土は灰黄褐色粘質土、掘り

方の埋士は賠褐色粘質士を呈する。

柱穴内からの出土遣物は無く時期を明確にすることは難しいが、検出状況や柱穴埋土などから、掘

立柱建物 2・3と同時期の建物であると思われる。 （松尾）
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189~242—亨193~p3
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第142図 掘立柱建物3 (1 /60)・P 4 (1 /30)・出土遺物 (1/4) 

写真14 掘立柱建物4
 

N
 

3
 
p
 

-

/

[

 

3
 

゜

5
 

ー

1

戸
1
9
5

|
|~I口
ー

1
9
7

|
(
 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

2 暗褐色粘質土(10YR3/3)

第143図

／
~
ハJ
/
 

900cm 

掘立柱建物 4(1/60) 

-85-



第4章 南溝手遺跡

C,.) 

-
m
 ロ。

5
 

ー

2
 
p
 口゚

6
 

ー

ロ
＼
ー
,02 --i__e~ 

「 -
-
-
1
8
2
-
-

~ー

掘立柱建物5(第140・144図、図版11)

32 II Qの北東に位置する。

調在区外にのびているため、本来の

規模は不明であるが、検出できた限り

では 2間 X 2間の規模だった。桁行が

3.10m、梁行が3.64mを測り、柱間の距

離が桁行で1.5,........,1.6m、梁行で1.82mあ

った。棟はN-80°-Eを向く。柱穴の掘

り方はどれも不整楕円形を呈してお

り、規模は長軸が約35,........,55cm、短軸が

約30,........,40cmの範囲に収まる。

遺物は出士していないが、検出レベ

ルや埋士、周辺の状況等から中世に属

Faロ
暗褐色粘性砂質士(10YR3/3)

黒褐色粘性砂質土(10YR3/2)

灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)(Mn多含）

0 2m 

第144図 掘立柱建物5(1/60) 

（高山）

掘立柱建物6(第140・145図、写真15)

する可能性が高い。

32 II Qに位置し、掘立柱建物5の南

にある。棟はN-71°-Eに向く。 この建

物も調介区外にのびているため本来の

規模は不明である。調介できた範囲で

の規模は 2間 X 1間で、桁行が4.32m、

写真15 掘立柱建物 6 • 柱穴列 6(北西から）
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梁行が3.95mを測る。

柱穴掘り方の平面形はほぼ円形を呈すものと楕円形を

呈すものに分けられる。規模は約40,....__.,50cmの間で、深さ

も約40~50cmを測る。柱痕から径10cm前後の柱材が使用

されたものと考えられる。

土した。近匪と思われる。

さらにp4からは柱材片が出

（高山）
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第145図 掘立柱建物6(1/60)・出土遺物 (1/4)

3
 
柱穴列

柱穴列 3 （第139・146図）

26 II I の東端で検出した柱穴 3 基からなる柱穴列。全長3.78m、柱間距離はl.8~1.98m を測る。柱穴

の規模は直径20cm程度で、検出面からの深さは約25cm。

遺物は、柱穴から土師器皿450が出士している。時期を明確にすることは難しいが、周囲の状況や

-87-



第4章南溝手遺跡

埋士等から中世前半であると思われる。

柱穴列4 (第140・147図）

32 II Q の北東隅で確認した、柱穴 3 基からなる柱穴列。全長は2.7m、柱間距離は l.3~1.4m。柱穴

（松尾）

は直径約30cmの円形あるいは楕円形を呈し、検出面からの深さは20cmを測る。

出士遺物は士器の細片が多く、時期を明確にするのは難しい。検出状況や柱穴埋士から中世の遺構

であると考える。 （松尾）

G------180 
P1 

石 19s A 
、な'P3

900cm 

,.,.  ー

0 2m 一l 暗褐色粘質土(10YR3/3)

0 10cm ― 第146図 柱穴列 3(1/60)・出土遺物 (1/4)

ーロ1140--{五—130-0図
2 900cm 

ニバ、八．、////グ////グ///////グ//A ]'//////グ／／／／ク／グ///A f7)/ク／

゜
2m 

1 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)

2 暗褐色粘性砂質上(10YR3/3)

第147図柱穴列 4(1/60) 

柱穴列 5 (第138・148図）

36IIWの東端で検出し、下がり 2の縁辺部に位置する。主軸はN-28°-Wを向いていた。規模は 3間、

全長は2.7mを測る。柱穴掘り力の平面形はほぼ円形である。

遺物が出土していないため時期の決定が難しい。中世であろう。

柱穴列 6 (第140・149図、写真15)

32 II Qで検出した柱穴列で、掘立柱建物 6の東側 lmに位置する。規模は 2間、全長は3.52mを測

る。建物 6の棟方向と一致しており、日隠し塀であったと考えられる。建物 6と圃時期であろうと思

われる。 （高山）

（高山）

＇ ~as-l凰
a ツ P1 ＇ヽク P2

105三 80』
、''1P3•,i, 多'P4

900cm 

~ >~817~
0 2m 0 2m 

l 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

2 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

第148図柱穴列 5(1/60) 

l 褐灰色砂質土(10YR4/3)

2 灰黄褐色粘性砂質上(10YR4/2)

3 鈍い黄色粘性砂質土(2.5Y6/3)

第149図柱穴列 6(1/60) 
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

4 井戸

井戸7 (第139・150図）

28 II Iの北西に位置する。

平面形は方形をしており、一辺が約66cm

を測る。断面形は、東側の樅がほぼ垂直に

立ち上がり、西側の樅は斜めに立ち上がる

というややいびつな形をした逆台形を呈し

ていた。検出面からの深さは60cmで、底面

の標高は7.95m。埋土は 4層からなり、第

2層から下の層はグライ化していた。

遺物は士師器椀が出士しており、この遺

物から井戸7は13世紀には埋没したと考え

られる。 （利山）

井戸8 (第139・151図、図版12)

26 II Iの東端で、柱穴列 3の西隣に位置

する。平面形は南西の一部が出っ張る不整

楕円形を呈し、長軸75cmx短軸63cmを測る。

断面形は上部が椀形に閉き、下部が筒状を

呈する。井戸枠等の部材は出士していない。

出土遺物は453,..__,452の土師器のみ。

§‘ 

A_ 

A
 

／
 

- ;f 
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B
一

860cm 

0 50cm 1 灰黄色粘質士(2.5Y6/2)

~ 2 黄灰色粘質土(2.5Y5/l)

3 黒褐色粘質土(10YR3/l)(炭多含）

4 褐灰色粘質上(10YR4/l)

口 ―］ー／
0 452 

10cm 

一第150図 井戸7(1/30)・出土遺物 (1/4)
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こ：：―：:：：: 1―--------- 0 
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゜
1m 

黒褐色粘質土(10YR3/2)

褐灰色粘質土(10YR4/l)

3 褐灰色粘質土(10YR5/l)

4 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

462 

0 10cm 

457 

第151図 井戸 8(1/30)・出土遺物 (1/4)
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456·458~460は第 l 層から、 461 は第 1·2 層から、 454·455·457は第 2 層下面から、 453は第 4

層よりそれぞれ出土した。土器の諸特徴から、 13世紀初頭には井戸としての機能を終え、埋没したも

のと考えられる。 （松尾）

井戸 9 (第139・152図、図版

12) 

26 II I北東で後述する溝8と

溝 9を切って構築された井戸。

平面形は不整楕円形で長軸1.36

mX短軸60cmを測る。断面形は

逆台形を呈し検出面から底面ま

463 

880cm 
3
 

O 10cm 一

0 1m 

~ 

l 黒褐色粘質土(10YR3/2)

2 黄灰色粘質土(2.5Y4/l)

3 黄灰色粘質土(2.5Y4/l)(炭多含）

4 褐灰色粘質士(10YR5/l)

5 黄灰色粘質土(2.5Y4/l)(炭多含）

6 褐灰色粘質土(10YR4/l)

第152図 井戸 9(1/30)・出土遺物 (1/4)

での深さは72cmを測る。埋土は

6層に分層でき、第 3層と第5

層に炭層が見られた。遺物は少

なく士師器椀463のみを掲載し

ている。詳細な時期は決めがた

いが、溝 8・9との切り合い関

係や士器の特徴から13恨紀前半

頃と思われる。 （松尾）

5 土城

土濃50(第139・153図）

26 II I北東、溝14に切られて確認した。平面形は長軸70cmx短軸67cmを測る円形を呈する。断面形

は筒状で、検出面から底面までの深さは34cmを測る。出土遣物は少なく、 464・465など士器の細片の

み。詳細な時期は不明であるが、検出状況や士器から中世前半の士堀と思われる。 （松尾）

土環51 (第140・154図）

30II Mの北西で、掘立柱建物 3の西に位置する。平面形は長軸75cmx

短軸54cmの隅丸長方形で、断面形は検出面から底面までの深さが10cmを

測る1II1状を呈する。埋土は

暗褐色粘質士。

870cm 

0 1m 

ー1 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)
2 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

3 鈍い黄褐色粘質土(10YR4/3)(炭多含）

4 褐灰色粘質土(10YR4/l)

464 

/465 :1
 

890cm 

0 1m 

1 暗褐色粘質士(10YR3/3)

第153図土環50(1/30)・出土遺物(1/4) 第154図土塙51(1/30) 
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出土遺物は無く、時期を

明確にするのは難しい。検

出状況や埋土などから、中

世と思われる。 （松尾）

土塙52(第140・155図）

30II Mの南西、士城51の

東で掘立柱建物 3の南に位

置する。平面形は長軸59cm

x短軸50cmの不整楕円形



で、断面形は検出血から底面までの深

さ16cmを測る皿状を呈する。埋土は暗

褐色粘質士。

出土遣物は無いが、検出状況や埋土

から中世と雅察される。 （松尾）

土濃53(第140・156図）

30II Mの北東で、掘立柱建物 3に重

複して位置する。平面形は長軸88cmx

短軸39cmの不整長方形で、断面形は検

出面から底面までの深さ16cmを測る1II1

状を呈する。

890cm 

0 50cm 

一l 暗褐色粘質士(10YR3/3)
第155図土塙52(1/30) 

第5節 中世～近世の遺構・遺物

---jーデニ＝

ーロ
880cm 

;~1 i~ 

0 1m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

第156図土演53(1/30) 

出士遺物は無く詳細な時期は不明であるが、検出状況や埋士から中世と思われる。 （松尾）

土環54(第140・157図）

30II 0の北東隅、素掘溝群 lの東隣に位置する。平面形は長軸72cmx短軸44cmの不整長方形で、断

面形は検出面から底面までの深さ21cmの逆台形を呈する。

出土遣物は無く、詳細な時期は不明。検出状況や埋土から中世と思われる。 （松尾）

土濃55(第140・158図）

32 II Qの北東で検出し、建物5のP4の南側に位置する。楕円形を呈する平面形をしており、長軸

が65cm、短軸が47cmを測り、深さは15cmであった。

肥前系の掏器椀466が出土している。 17肌紀であろう。 （高山）

土濃56(第140・159図、図版12)

32 II Q南東で、掘立柱建物6の南に位置する。南西の一部が調介区外に延びており、平面形は不明

瞭であるが、長軸1.9mを測る不整長方形を呈するものと推察される。断面形は検出面から底面までの

深さ48cmの椀形。埋士は 2層に分層することができ、第 2層には拳大の礫が多く充填されていた。な

お第 2 層からは457~477などの遺物も多く出士している。

469は天日茶椀。 470

は瓦質士器。 472・473

は備前焼。 474は左巻

きの三巴文軒丸瓦。

475は丸瓦。 476・477

は平瓦。 475,..__,477は古

代の瓦であり、何らか

の事情により混入した

ものと思われる。

出土遣物により、 18

肌紀後半から19匪紀初

頭の土堀であると雅察

ー・プ----=..

0 50cm 一l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)
される。 （松尾） 第157図土環54(1/30) 
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900cm 

a.. 
O 50cm 一

0 466 
10cm 

l 禍灰色粘質士(10YR5/l)

第158図 土塙55(1/30)・出土遺物 (1/4)
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， I ＼ー

) ! 
, _____  ,、 I

ー,--~~ 
/ 

さ 468 
¥:;h7 

474 

二／
，＇ ，：  

{/:Y-475 

477 

第159図 土凜56(1/60)・出土遺物 (1/4)

土演57(第140・160図、図版13)

34II Sの北で検出した、平面形が不整円形を呈する士堀である。規模は約2.4mを測る。 検出面から
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

の深さが76cmあり、底部から肩口まで緩やかに立ちあがる断面をもつ。 478は肥前系の皿で、見込み

に砂目が残る。 17世紀と考えられる。 （高山）

土環58(第140・161図、図版13)

34 II Sの北に位置し、土堀57から南へ lmほど南下したところにある。平面形はほぼ長方形をして

おり、長軸が1.95m、短軸が1.4mで、深さは40cm、底面の標高は8.5mであった。肥前系の皿479が出

上している。 17恨紀に属するだろう。 （高山）

,I’
 

＼＇し’

¥
’
¥
 

,~ 

＼ "'~, 

910cm 

0 2m 

Ii.iii,. —~ 

478 
0 10cm 
~ 

l 明黄褐色粘質士(10YR6/6)

2 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

3 褐灰色粘質土(10YR4/l)

4 赤褐色粘質土(5YR4/8)

第160図 土塙57(1/60)・出土遺物 (1/4)

900cm 0 479 
5cm 

一
0 2m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

第161図土環58(1 /60)・出土遺物(1/4)

6 溝

溝8・9 (第139・162・163図、図版13)

26 II G・II Iを北西から南東へ流れる溝。後述する下がり 1(第162図第 l層）の際に掘削されてい

る。調介区北端の断佃観察（第162図）により溝8が古く、溝9が新しいことが分かる。溝9は井戸9

が位置するあたりから調介区外へ延びていくと予想される。なお溝 8、溝9共に西へ23°程度振ってい

た。遺物は溝 8 からの出士が多く、 480·481·483~490は溝 8 から、 482·491·492は溝 8·9 を掘

B
_
 

溝9 溝8
900cm 

0 1m 一
l 暗褐色粘質土(10YR4/l)

2 褐灰色粘質土(10YR5/l)

3 黒褐色粘性徴砂(10YR3/2)

4 灰黄褐色粘質士(10YR6/2)

5 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

6 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

7 賠褐色粘質士(10YR3/3)

第162図溝8・9(1/30) 
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第4章南溝手遺跡

り下げる際に出士した。士師器椀480は溝8の底に貼り付く様に出士したことから、溝8が機能した

時期の一点を示すと思われる。士器の特徴から溝8は11世紀後半に機能し、 12世紀後半には溝9も完

全に埋没したものと考えられる。 （松尾）

C 900cm 

゜
1m 

t-・・'I ―---------,--, ... ● "● "● ... ・・・・・・r ¥・,・--- I ! 

l 灰黄褐色粘質士(10YR6/2)

2 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

482 

[] 
ぐ......_へヽ-------＼ -------~-二-.□49. . 1 0 

第163図

_ 880cm 

w 

二
0 1m 

~ 

l 暗褐色粘質土(10YR3/3)

第164図溝10(1/30) 

l ＼ 
483 486 

480 

484 487 

叉
....... I 

：云？

481 485 488 

490 

489 

492 

10cm 

溝 8(1/30)・溝8・9出土遺物 (1/4)

溝10(第139・164図）

28 II I・II Kの中央やや東寄りに掘削された溝で、北側は調

介区外へと延びている。幅は1.19m、断面は深さ12cmを測る皿

状を呈する。出土遺物は無いが、溝11によって切られているこ

とから、中世前半に属すると思われる。 （松尾）

溝11 (第139・165・166図）

28 II Kの北端に位置し、輻3.75mで深さは20cmを測る。平面

形はいびつで、深さも一定しておらず、底面は凹凸が激しい。

890cm 

0 1m 

~ 1 黒褐色粘質土(10YR3/2)

第165図溝11(1 /30) 
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

人工的な溝というよりは自然のたわみであると思われる。

遣物は比較的多くの土器片が出土した。 493~498は士師器椀。 499·500は土師器lIIl. である。士器

の諸特徴から12世紀前半には埋没したものと思われる。 （松尾）

493 495 497 499 

494 496 498 
500 

0 10cm 
~ 

第166図溝11出土遺物 (1/4)

溝12(第139・167図）

28 II I・II Kに位置し、やや弧を描くように北西から南

東へ掘削されている溝。南端は丸く収まり、北西は調介区

外へと延びている。遺物は士師器椀501などの土器片のみ。

中世前半であると思われる。 （松尾）

溝13(第139・168図）

28 II Iの西端を北ー南

に掘削された溝。輻は80

Clll、断面形は深さ10cmを

測る1II1状を呈する。検出
w 

900cm 

890cm 

~ 
0 50cm O 10cm 
~ ~ 

501 

l 黒褐色粘質土(10YR3/2)

第167図溝12(1/30)・出土遺物(1/4)

状況は溝12を切って掘削

されており、なおかつ溝

14・ 溝15に切られてい

た。出土遺物は土器の細

片が多く、士師器椀502

や平瓦503などが出土し

ている。平瓦503は古代

に属するものであるので、何らかの要因で混人したものと雅察される。溝12・14・15、掘立柱建物2

との関係などから、 13世紀前半には埋没した溝であると思われる。 （松尾）

口
0 1m 

1 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)

502 

溝14・15(第139・169・170図）

溝14は26・28II G・II Iを北西ー南東に掘削された溝

で、溝15は溝14の南端に並行している。検出状況から溝

15が古く溝14が新しいと思われるが、実際の時期差は小

さいと考える。溝14は南端が丸く収まり、北側は調介区

外へと延びている。出士遺物は無く詳細な時期は不明で

あるが、溝14が溝13を切っていることから、 13世紀中頃

以降に掘削されたと考える。 （松尾）
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900cm 

air• 
O 50cm 

~ 

l 鈍い黄橙色粘質土

(10YR6/3) 

第169図溝14

(1/30) 

503 

゜
10cm 

第168図溝13(1/30)・出土遺物 (1/4)

900cm 

W 1 

□三□
0 50cm 一l 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3) 

第170図溝15

(1/30) 



第4章南溝手遺跡

溝16(第139・171図）

28II K中央やや北寄りで、溝11の南に並行している。溝11と同様に平面形は不整形で断面の深さも

3 cmと浅く、自然のたわみであると考える。出士遺物は無く時期を明確にすることは難しい。検出状

況などから、溝11と同様12世紀前半には埋没したものと考える。 （松尾）

溝17(第139・172図）

30II Mの北西で、掘立柱建物3の西隣に位置する。南西ー北東に蛇行している。輻44cmで、断面形

は深さ 5cmの浅い皿状を呈する。遺物の出土は少なく、土師器皿504などの土器片のみ。詳細な時期

は不明であるが、検出状況などから中世前半の溝と思われる。 （松尾）

890cm 

ii.J __ _:~ 

504 

゜
10cm 

0 1m — l 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)
第171図溝16(1/60) 

0 50cm 
← ~ 

l 灰黄褐色粘質上(10YR4/2)

第172図 溝17(1/30)・出土遺物 (1/4)

溝18・19(第139・173図）

28・30 II Kに位置し、東ー北西に弧を描くように掘削されている溝。北端は丸く収まり、調在区内

においてはそれ以上北へ延びていなかったが、対する東端は調介区外へと延びている。第173図の断面

図に示している様に第3層が溝18埋土、第 1・2層が溝19埋土に相当する。なお溝18・19の流路を踏

襲する様に現代用水路が北側に設置されていた。溝19は17匪紀代に溝18を踏襲する様に掘削し直した

ものと思われる。なお溝18の時期は明確ではないが、中憔後半まで遡る可能性もある。 （松尾）

F
 

G
 

920cm 

l 黄褐色粘性砂質上(2.5Y5/3)

2 暗灰黄色粘性砂質土(2.5Y5/2)

3 褐灰色粘性砂質土(lOYH.4/1)

0 1m 

505 506 

---—ーニ1/
ニ／〗 508

O 10cm 

507 

第173図溝18・19(1 /30)・ 溝19出土遺物 (1/4)
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

7 索掘溝群

素掘溝群 1 (第140・174図）

30II 0 の北東隅に位置し、中世包含層である賠褐色粘性砂質土を除去して検出した。輻20~40cmで、

深さは 2Clll程度。埋士は賠褐色粘性砂質士である。 5条余りの溝からなるが、後述する素掘溝群 2と

方向を同じくすることから、一連のものであると考える。耕起に伴う鋤痕の可能性が高い。出上遺物

は無く詳細な時期は決めがたいが、検出状況などから中世と思われる。 （松尾）

H I 900cm ―― 1 1 1 - - -
/ // 

/ //////// 

l 暗褐色砂質土(lOYR3/3) 0 2m 
~ 

第174図素掘溝群 1(1/60) 

素掘溝群2 (第140・175図）

32 II 0の南西に位置し、素掘溝群 lと同様、中世包

含層である賠褐色粘性砂質士を除去して検出した。幅

20cm~l.lm、深さは 2 cm程度。埋士は暗褐色粘性砂質

土である。時期を明確にすることは難しいが、素掘溝

群 lと同様、中匪と拙察される。 （松尾）

素掘溝群3 (第138・176図）

低位部南半にあたる38・40III A・III C で確認した。溝の幅は10cm~1 m、深さは 5~20cm程度。溝

の方向は38・40III Aの範囲が北東ー南内である一方、 38・40III Cでは西端がより南へ、東端がより北

900cm 
1 

wロ-口~~、ロ
0 2m 

1 暗褐色砂質土(10YR3/3)

第175図素掘溝群 2(1/60) 

J 800cm 

□ 11'7~> V///@P//////H// cm.•cc cm.•cc , グ／／／／／／／グ／／／／／／／グ／／／／／／／グ70-77777N7777M777 m m777077 7 7 w m 7 7 7 mmク／／／／三

k
 

800cm 
1 

L 800cm 

1 
1 1 1 

/ / / / 

1 褐灰色粘性徴砂(10YR4/l)
0 2m 
~ 

第176図素掘溝群 3(1/60) 
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第4章南溝手遺跡

ヘ角度が振っている。理由としては、自然地形である下がり 3の方向に規制を受けていることがあげ

られる。遣物は少なく哺乳綱目不明の骨片が出土している。時期は古代～中世包含層である褐灰色～

灰黄褐色砂質士を除去した後に検出したことから、古代～中世であると思われる。 （松尾）

8 下がり

下がり 1 (第139・162・177図）

26 II G・II Iで検出した地形の下がりで、下がり際には溝8・9が掘削されている。第162図に掲載

している土層断面図第 1層が埋土にあたる。西側については調介区外のため判然としない。

遺物は比較的多く、上器509~514や土製品 C32·33などが出土した。 509·510は土師器椀。 511·

512は土師器1II1で、 512の底部にはヘラ切りが観察できる。 513は白磁碗。 514は須恵器壺。溝8・9

との関係から、 11世紀後半以降の耕地化に伴うものであると思われる。 （松尾）

511 
509 513 

＼ 

510 

0 10cm 

0 C32 
5cm 
~ 

C33 

514 
512 

第177図下がり 1出土遺物 (1/4・1/3)

下がり 2 (第138・178図）

36・38 IIじに位置し、本来は東流する1B高梁川北岸にあたる。第25図に掲載している士層断面図で

も明らかなように、現在の水田面においても約20cm程度の比高差を明瞭に残している。第25図の第4

~7 層は古代から中恨の遺物を含む堆積層で、特に第 4~6 層は士層間にマンガン粒が多く沈着して

515 
0 10cm 

いた。このことから、第 4~6 層は中恨段階

での水田層である可能性が高いと思われる。

備前焼の揺鉢である515・516は近世水田層

と雅察される第3層より出土している。これ

らのことから、下がり 2はその上限がどれほ

ど遡るか明確にし難いが、少なくとも弥生時

第178図下がり 2出土遺物 (1/4) 代前期から現代まで続く地形の下がりである

517 

518 
O 10cm 
~ 

と言える。 （松尾）

下がり 3 (第179・180図）

38・40 III Cに位置し、窪木遺跡の微高地から南溝手遺跡の低位部への

下がりに相当する。前述した下がり 2 の対岸にあたる。第180図の第 2~

4 層が近世水田層で、第 5~9 層は中世水田層に相当する。第179図に示

第179図 下がり 3 している士師器椀517は第 5~9 層、備前焼灯明皿518は第 2~4 層、ま

出土遺物 (1/4) た中世水田層からウシ下顎臼歯が出土している。 （松尾）
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

M
 

880cm 

0 2m 

1 現代耕作土

2 鈍い橙色粘性砂質土(7.5YR7/4)

3 鈍い黄橙色粘性砂質土(10YR7/2)

4 鈍い橙色粘性砂質士(7.5YR7/3)

5 鈍い黄橙色粘性砂質上(10YR7/2)

6 灰白色粘性砂質土(10YR7/l)

7 褐灰色粘性砂質土(10YR6/l)

8 褐灰色粘性砂質土(10YR6/l)

9 明黄褐色粘性砂質士(10YR7/6)

10 灰白色粘性砂質士(10YR7/l)(中泄包含層）

11 灰黄褐色粘性砂質土(10YR6/2)

12 暗褐色粘質土(10YR4/l)(下へいくほど砂質強）

第180図下がり 3 (1/60) 

9 柱穴

柱穴12(第140・181図、図版13)

32 II Qの南東で上堀56の南東 lm

に位置する。平面形は直径43cmの不

整円形で、断面形は深さ30cmの筒状

を呈する。底面から 1辺10cm程度の

自然石と、軒平瓦519が出土した。

0 
900cm 

519 

0 10cm ー ・0 50cm 
~ 

l 灰黄褐色粘性砂質上(10YR6/2)

第181図 柱穴12(1/30)・出土遺物 (1/4)

519はいわゆる平城宮6663系の均整唐章文。備中国分僧寺 l類および栢寺廃寺 4類と同氾。土器の細

片や検出状況から中匪の柱穴と思われる。 （松尾）

柱穴13......,17 (第138~140·182図）

微高地で確認した柱穴。柱穴13は36IIWの南東で下がり 2付近。柱穴14は26II I北東、柱穴15・16

は28II I北世、柱穴17は30IIM南世にそれぞれ位置している。縛C34は柱穴13、鉄鏃M10は柱穴15、

土師器皿520は柱穴14、土師器皿521は柱穴16、土師器椀522は柱穴17から出土した。
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第4章南溝手遺跡

C34は古代まで遡り得る可能性があるが、他の柱穴圃様、埋士の状況や出士している士器片などか

ら、柱穴自休は中世以降であると考える。 （松尾）

゜
ーM
 

g
 
一□9 

521 

520 

゜
522 

10cm 

゜
10cm 

第182図柱穴13,-..;17出土遺物 (1/3・1/4)

10 遺構に伴わない遺物（第183・184図）

土器の内523~521·529~532·534·535~539·548·550~552は微高地から、 528·533·535·

540~547·549は低位部から出土している。 523~530は土師器椀、 531~534は土師器llI1 、 535·536

は土師器杯、 537は土師器大llI1 、 538~539は須恵器壺、 540~544は白磁碗、 545は青磁碗、 545~549

は肥前系陶器llI1・鉢、 550・551は備前焼灯明皿、 552は備前焼大甕である。基本的に中世あるいは近

世の但含層より出士し、時期は微高地上に建物や井戸が分布する時期である12世紀から13恨紀のもの

が多く、空白期間をおいて17世紀以降の土器が見られる。土器以外の遺物としてはM11~17の金属

器、 c35~45の土製品、 S48の石製品がある。 M13・M 15・C 37は微高地位含層から、それ以外は

低位部からの出士。 S48は滑石製の砥石で、石鍋を転用して使用している。 （松尾）
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534 

第183図 遺構に伴わない遺物① (1/4) 
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第4章南溝手遺跡

第6節まとめ

今回発掘調介を行った南溝手遺跡は、 1日高梁川の支流である河道が調介区の南端を東流している以

外は全域が微高地となっており、それは県立大学調在において第4微高地と称されているものに相当

すると思われる。以下主に微高地部分における遺構・遺物の変遷を時代順に述べ、まとめとしたい。

縄文時代後期～晩期の遺構・遺物

後期中葉の土器 3~33· 石器 s1~4 が低含層中より出土している。この位含層は第25図の第11層

に相当し、南へと地形が下がる微高地南端部分では黒褐色土を呈しているものの、北へいくにしたが

って黄色味を帯びた褐色土へと変化している。土器 3~33や石器s1~4 は、そのほとんどが黒褐色

土を星する微高地南端部分より出土した。

晩期の士器34~41 は少最ながら微高地全域より出士している。遺構の検出状況は突帯文士器出現前

後で異なり、晩期末（沢田式）の上城 lは第25図第9層上面より掘り込まれているが、晩期前半（谷

尻式）の柱穴 lは第9層を20cm程度面的に掘り下げた際に確認した。なお後期中葉の遺物が出士する

第11層およびその上層である第10層の士壌について、プラント・オパール分析を行った。分析結果の

詳細は付載に譲るが、稲作が行われていた可能性は低いと判断されている。

弥生時代の遺構・遺物

前期の遺構は士堀 2~7 の単発的な確認にとどまっており、その分布範囲も微高地南半にかたよっ

ている。出土している土器から前期でも前半に遡るものは無く、中葉後半から後葉前半の幅におさま

るものと思われる。ただし位含層中からは279・280・289の前半に遡る土器も少最ながら出土した。

中期の遺構は中葉に属する土戦が微高地上に散在している状態で、その密度は低い。中期後葉から

後期にかけては、微高地上における遣構密度が最も高い時期で、竪穴住居3軒、井戸 6基、士城13基

などが、主に微高地南半に集中して分布している。

特記すべき遺物としては、断面形が袋状を呈する士堀45から出士した、匝口壺210をあげることが

できる。算盤形の体部やや上方に焼成後の穿孔があり、それに対称する位置に線刻が見られる。線刻

が意味する具体的な対象は不明であるが、人為的に埋め戻された士堀内に意図して投げ込まれた士器

の体部へ線刻があるのは偶然でないと思われる。

古墳時代～古代の遺構・遺物

古墳時代初頭の遺構である竪穴住居4と溝 4は、弥生時代後期集落の流れの中に位置付けるべきで

あり、溝 4 は集落域の北限に掘削された溝であると考える。竪穴住居 4 は平面形が 1 辺7.6~8.2mの五

角形を呈し、周囲には高床部が巡っている。床面積は43.7mを測り、弥生時代後期の竪穴住居を含め

て最も大きい。住居の埋土中からは西部瀬戸内系の壺320や334が出土している。

古代の遺構は全体的に希薄であるものの、調在区南端に位置する低位部から奈良三彩436や緑釉陶

器437~440、硯C28~30が出士していて、当時の一般集落とは異なる様相を呈している。これらの遺

物は南西約800mに位置し、 7世紀中葉に創建された栢寺廃寺に由来するものと推察される。

中世～近世の遺構・遺物

中世の遺構は微高地全域に分布し、時期は13世紀前半を中心とする時期である。中世後半以降の大

規模な耕地化を経て、現代に至るまで周囲には田畑が広がっていたと思われる。 （松尾）
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第1節 遺跡の概要

第 5章

第1節

北溝手遺跡

遺跡の概要

南溝手遺跡の北に繋がる範囲で、総延長310mをこえる。県立大学の西

に隣接しており、 これまでに行われていた発掘調介や一次調介の成果か

ら、全面に微高地が広がり、弥生時代から近恨に至る集落が存在すると

予想されていた。調介前の景観は広域な水田地帯の中央で、小規模な道

路や農道、水路が縦横に走り、調介対象地内も分断されていたため、発

掘調介は幾つかのブロックに分けて実施した（第4図）。

遺跡の基本層序は第186図、第397図、第426図に示している。第186図

第17・18層は層序や標高から南溝手遺跡の縄文時代後期位含層と対応す

る可能性が高いが、遺物は皆無で、匝接結びつくかどうかは断定できな

い。縄文時代晩期の遺構は南溝手遺跡圃様に弥生時代遺構面と圃一面で

確認できた。希薄ではあるが、微高地上に縄文時代晩期突帯文期の生活

域が広がるものと想定される。ただし、縄文時代晩期中葉については資

ここでの判断は留保しておきたい。料が乏しく、

弥生時代の基盤は南溝手遺跡と同じく黄色味の強い砂で、南溝手遺跡

第25図第 9層が第186図第15層に、南溝手遺跡第25図第 8層の弥生時代但

含層が第186図第 5層、第397図第15層、第426図第9層に対応する。 B区

南半から A区北半にかけては但含層は存在せず、中近恨耕作士直下で基

盤に達する。この状況から、弥生時代以前では遺跡中央が最も高く、弥

生時代の遺構はこの部分に特に集中していた。微高地北側では1B河道を

利用した水田も確認された。

古墳時代～古代の遺構は極めて少ない。竪穴住居は古墳時代初頭に廃

絶した 1軒を除いて構築されなくなる。また、旧河道上の水田も古墳時

代前期のうちに埋没しているようである。ほかは溝や柵列状遺構しかな

く、後世の削平だけでは説明し難い状況である。おそらく古墳時代初め

の段階で、それまでに脈々と常まれてきた集落の立地や土地利用の転換

を迫られる事象が発生したものと拙察される。

中世以降には耕地化が進み、全域に中恨～近恨の耕作士が堆積してい

る。耕作土下面の標高は調介区南端で南に下がり、南溝手遣跡との境界

を成すと思われる。井戸や士堀、たわみ、溝などが検出されたが、掘立

柱建物は皆無であった。柱穴や出土遣物も僅少であることから、居住空

間としてではなく、主に農地として利用されたと考えられる。 （渡滋）
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第5章 北溝手遺跡

第2節 縄文時代の遺構・追物

ー 概要 （第186,---.,188図）

縄文時代の遺構は少なく、 土城3基と柱穴3基を数

えるに過ぎない。いずれも北溝手遺跡中央にあたるB

区に位置しており、 もっとも安定した微高地上に形成

されている。また、北溝手遺跡南端のA区西半では弥

生時代の基盤となる第186図第15層や第16層上部から

土器や石器が少なからず出土している。明確な遺構面

としては捉えられなかったが、第16層上面に晩期の生

活面が存在する可能性が考え られる。

南溝手遺跡では標高7.6m付近で縄文時代後期の包

含層（第25図第11層）が確認されている。北溝手遺跡

層）

でも標高7.4,....,,7.7mで黒色粘質土層（第186図第17・18

を確認したが、遺物は皆無であった。 （渡邊）
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第2節 縄文時代の遺構・ 遺物
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第5章 北溝手遺跡

2
 
±堀

土塙 1 （第187・189図）

16Mの西端で、後述する土堀2の北に位置する。調介当初は竪穴住居5に伴う土城であると考えた

が、出士する士器片が全て縄文時代晩期に属するものであったため、竪穴住居5とは別遺構として報

告する。平面形は長軸1.31m、短軸75cmを測る楕円形を呈する。断面形は南西にテラスを有し、中央

には若十の凹みがある。遺物は 1~9 までの土器片があり、器種は全て深鉢。口唇部のごく近い位置

に刻日突帯を有し、外面調整はナデているものが多い。

文時代晩期後葉であろう。

880cm 

0 1m 
~ 

l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)

第189図 土凜 1(1/30)・出土遺物 (1/4)
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l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

土塙2(1/30)・出土遺物 (1/4)
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9には断面V字形の条線が施されている。縄

（松尾）

-~ 
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後葉の士堀である。
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（第187・190図、図版21)

16Mの西端で士堀2の南に位置する。平面

形は長軸1.66m、短軸40cmを測る長楕円形。

断面形は検出面から底面までの深さ10cmを測

る皿状を呈する。埋士は灰黄褐色粘性砂質士

で土戦 lと圃じ。

出土遺物は少なく、 10,..__,12の土器片のみ。

器種は10・11が深鉢で、 12が浅鉢。 10・11共

に丸くおさめた口唇部と貼付突帯上に刻日を

施す。外面調整はどちらもナデ。浅鉢である

口端部内面に沈線が観察できる。

調整は内外面共にナデ。

出土した土器の諸特徴から、縄文時代晩期

（松尾）



第2節縄文時代の遺構・遺物

土塙3 (第188・191図）

160と16Qの境に位置する士城で、平

面形は長軸1.69m、短軸70cmを測る不整

長方形。断面形は検出面から底面までの

深さ16cmを測る皿状を呈する。

周囲には弥生時代中期の遺構が集中し

ており、本遺構もそれら弥生時代の遺構

を確認していく際に検出している。

出土遺物は少なく土器片のみ。深鉢で

ある13はやや尖った口唇部に刻日を有す

る。外面はケズリ、内佃はナデ調整を行

っている。浅鉢である14は口縁端部内面

に沈線があり、内外面共にミガキ調整。

出土している土器の諸特徴から、縄文時

代晩期中葉の士堀である。 （松尾）

3 柱穴

--7) 
13 

O 10cm 

゜
1m 

1 鈍い黄褐色粘質土(10YR6/4)

第191図 土環3 (1/30)・出土遺物 (1/4)

柱穴 1 (第187・192図）

14Mの北東角に位置する。径38cm、深さ25cmの小規模な柱穴である。竪穴住居3の床面精介中に検

出した。第206図に示した、 p3とP12の間の柱穴である。埋土は黒褐色粘質微砂で竪穴住居3の柱穴

埋土と差はなかったが、平面的な位置から竪穴住居を構成

する柱ではないと考えた。ただし、周辺の弥生時代以降の

遺構には縄文土器が混在するものが多く、この柱穴もその

ような遺構の 1つかもしれない。

出士遺物には突帯文士器深鉢15と石鏃S1がある。 15の

口唇部はやや角張り、端部に刻日を施す。突帯上には刻日

憂

15 S1 

。
10cm 

は確認できなかった。これらの特徴から、突帯文士器の中

でも古い要素を有しているといえる。 （渡滋）

柱穴2 (第188・193図）

18Sの南端で確認した柱穴。弥生時

代中期の遺構である竪穴住居17や土戦

70と同じく、中近世低含層除去後の黄

色上層（縄文時代晩期～弥生時代基盤

層）を面的に掘り下げていく際に検出

した。

遣物は16の深鉢片が出土したのみ。

口唇部に刻目が巡り、外面はナデ調整。

縄文時代晩期中葉。 （松尾）

0 2cm ー：
第192図柱穴 1出土遺物 (1/4・1 /2) 

16 
o 10cm 

第193図柱穴2出土遺物 (1/4)
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第5章北溝手遺跡

4 遺構に伴わない遺物（第194図・写真16)

11~21 は突帯文土器口縁部で、 11~20は端部に面を有したり、体部外面に二枚貝条痕を施すなど古

い要素を有する。 22·23は深鉢体部片、 24~29は浅鉢である。 29は晩期中葉でも古く位置付けられよ

うか。 17は溝30、19は竪穴住居3のP31、20・27・28は竪穴住居3覆士、 24は土堀18、18・22・25・

29・S 2は弥生時代以降の遺構面となる基盤層、 26は中恨以降位含層から出士している。 S3は打製

石斧で、遺跡北端の河道 1北側斜佃で出土した（第187図）。形態および出土状況から縄文時代晩期に

比定した。

第4図のドットはA区西半で行った基盤掘り下げ時の縄文時代遺物の出土地点を示している。遺構

面～ー10cmで出土することが多い。基盤は南に緩やかに下がっており、削平を免れた南端に比較的多

くの遺物が遺存していたようである。基盤層から出土した土器はローリングを受けておらず、写真16

に見るように比較的まとまった状態で出士する士器もあることから、本来は何らかの遺構に伴うもの

が、基盤に圃化して確認できなかった可能性も否定できない。 （渡邊）

24 
¥ I 

17 18 

n辺込
ミ辺

19 20 

21 

> ／ 
23 

22 

゜
10cm 

—·····+•••••O•• ············t·············•·············>·············I 

＼ 

29 

25 

26 

27 

28 

言
~ 

S2 
0 2cm 一
こ 写真16 土器29出土状況（北から）

S3 
0 5cm 

、

第194図 遺構に伴わない遺物 (1/4・1/2・1/3)
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第 3節 弥生時代の遺構・遣物

1 概災（第195,...___,.zoo図）

弥生時代の遺構面の標高は8.7,....__.,8.8mを測る。中世以降の耕作によ

る削平を著しく受けており、現状ではほぼ平坦であるが、竪穴住居

3以北及び溝11より南には耕作土層と基盤層の間に 5,....__., 10cmの弥生

時代低含層が遺存しており、本来は、遺跡中央にあたる B区が最も

高く、南北に緩やかに下がる地形であったと思われる。調査区南端

部匝壁にあたる第186図第5層及び河道南緩斜佃の東煎第397図第15

層及び北端部北隈第426図第 9層が弥生時代但含層とみなされる堆

積層である。南北両地点の形成時期が圃じかどうかは明らかにし得

ないが、確認された限りにおいて、弥生時代中期後半以降の遺構は

この但含層を切り込んで掘削されている。

検出された主な遣構は、竪穴住居23軒、掘立柱建物 6棟、井戸 4

基、土戦95基、溝20条、水田、河道などである。

遺構密度が高いのはB区からA区北半で、微高地の最も安定した

部分と想定される。 A区南半でも竪穴住居や掘立柱建物が確認され

ているが、南に行くにつれて徐々に遺構が希薄になる。一方、南溝

手遺跡北端では北に行くにつれ遺構が希薄となる状況が看取されて

おり、北溝手遣跡側に形成された集落と南溝手遺跡側に形成された

集落との境界を成す。一方、河道 1を挟んだ北端の微高地でも小規

模な士堀と溝を検出したに過ぎない。調介区より北側に広がる微高

地の南端にあたり、また別の集落の縁辺部にあたると考えられる。

前期は希薄で、竪穴住居は l軒のみである。しかし、同時期の土

堀や柱穴がB区南半に広く散在しており、本来はあったものが削平

された可能性も考えられる。本遺跡が最も盛行するのは中期前葉～

中葉である。当該期の集落の実態はこれまでの周辺での発掘調介で

は明確にし得ておらず、この度の調介の最大の成果の一つに挙げら

れよう。ただし、続く中期後半、さらには後期には遺構数が激減す

る。県下の弥生時代集落では、時期によって集落中心域が移動する

ことがこれまでにも指摘されており、本遺跡の状況もそのような観

点で捉えることが必要であろう。後期末の遺構には、古墳時代初頭

に比定される土器を含むものが幾つかある。遣構の存続時期を示す

ものか、埋没途上での混入か判断しかねるが、弥生時代の遺構とし

て扱った。この期を最後に竪穴住居は構築されなくなる。ここに集

落のひとつの画期を求めることができよう。 （渡滋）
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第195図弥生時代遺構
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第3節 弥生時代の遺構・ 遺物
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第3節 弥生時代の遺構・遺物
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

2 竪穴住居

竪穴住居 1 (第197・201・202図、図版23)

14K中央に位置する。大部分が調介区外になり、北直角を検出したに過ぎない。残存部では一辺4

m弱の方形を呈する。検出面からの深さは16cmで、床面の標高は8.5m前後を測る。 p1東側には非常

に良く焼け締まった面があり、屋内の火処と考えられる。側溝掘削により削平を受けたが、調在区東

壁沿いにおいて原さ 3cm前後の赤く硬化した部分を確認している。 p1は主柱穴で、おそらく 4本柱

であろう。 2本重複しており、古い方がA断面第2層に、新しい方がB断面に対応する。新しい方で

は径43x 57cm、床面からの深さ25cmを測る。 p2は径20cm、床面からの深さ18cmの小柱穴で、土器除

去後に検出したことから、竪穴住居構築以前の柱穴の可能性が高い。

出士遣物には壺30・31、甕32、台石S4・5がある。壺31は口縁部下端に段を有し、休部に貝殻腹

縁文を施すなど前期的な要素を残している。しかし壺30は口縁端部を拡張し、甕32も口縁端部に強い

ョコナデを施すことから、中期中葉の古い段階に位置付けられよう。 （渡邊）

竪穴住居2 (第197·203~205図、図版23)

14K中央で、竪穴住居 lの南に位置する。東側を側溝で掘削され、約1/3は調在区外となる。径3.5

mの円形、もしくは一辺3.2mの円形に近い隅丸方形と想定される。検出面からの深さは30cm前後で、

床面の標高は中央部で8.4m、周辺部で8.46mと中央部がやや低い。しかし明瞭な高床部は確認できな

A
 

P1 

:1 / ,xf"/ 

:I; I 

二
C 870cm 
"""""' 

• 

A
 

880cm 

B
 

870cm 

-~ 
O 2m 
I. l "'!"""""'I l 'I  I : I""" I 

!///; //  / 

l 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR5/3)

2 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

3 炭層

4 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

5 褐色粘性砂質上(7.5YR4/l)

30 

31 

32 

? ・I  I +-~~cm 

第201図 竪穴住居 1(1/60)・出土遺物① (1/4) 
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S4 

。
S5 
10cm 

第202図 竪穴住居 1出土遺物② (1/4) 

I 
土器溜り

＇ 

0 2m 

l 黒褐色粘質土(7.5YR3/l)(炭多含）

2 黒褐色粘質土(7.5YR3/2)

3 灰褐色粘質土(7.5YR4/2)(黄色土粒多含）

4 黒褐色粘質士(5YR3/l)(炭・焼士含）

5 炭層

6 褐灰色粘質土(10YR4/l)

第203図竪穴住居2(1/60) 

かった。輻20cm、深さ 7Clllの壁体溝

がめぐる。柱穴はない。

埋士上層にあたる第 1・2層はレ

ンズ状の堆積を示し、土器を多く包

含していた。特に第 1層の東隈寄り

では土器溜まり状を呈していた。図

示し得た土器はこの土器溜まり状の

部分から出土した土器である。弥生

時代中期後葉から後期前葉に位置付

けられ、本竪穴住居もこの範疇で捉

えられる。壁体溝からは中期末葉の

土器が出土しており、中期末葉に廃

絶された竪穴住居のくぼみに、後期

前葉まで土器が投棄されたものと考

えられる。弥生時代中期中葉の甕33

は混入であろう。なお、本竪穴住居

は基盤上部に薄く堆積した弥生時代

包含層を切って構築されている。 48

には細く、櫂のような形の沈線文が
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第204図 竪穴住居2出土遺物① (1/4) 
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描かれていた。

石器のうち台石S6は壁休溝上

にほぼ水平に置かれており、竪穴

住居廃絶時に捨て置かれたものと

思われる。石鏃S7は土器溜まり

状部分から、石鏃SBと楔形石器

S10はS6周辺から、楔形石器S

9は壁体溝から出土した。（渡邊）

く一

S7 

こ贔
~ 

S8 

。
10cm 0 2cm 一

冒

8
9
`
1
0

ロ
／
口

S

第205図 竪穴住居 2出土遺物② (1 /4・1 /2) 

竪穴住居 3 （第197·206~215図、写真17·18、図版24·25)

14M北東で、竪穴住居2の南に位置する。大形の竪穴住居で、東西両端が調介区外となっているが、

南北長から径10.8mの円形に復元される。検出面は位含層より下面で、竪穴住居 4 や士城14~16に切

られる。検出面からの深さは最大20cmで、床面の標高は8.54~8.6m である。埋士には炭・焼士を大量

に含み、炭化材も大最に遺存していることから焼失住居と考えられる。炭化材は、床面に接するもの

もあれば少し浮いた状態のものもあった。また比較的小片が散在しており、柱穴の上に重複するもの

もあった。焼士も圃様の状況で、屋根材が焼け落ちたままの状況を保持しているとは想定できず、焼

失後の片付け等、二次的に竪穴住居内に投棄されたものと考えられる。

竪穴住居の断面は浅いlIIl.状を呈し、壁休溝は確認できなかった。県下の前期竪穴住居では後半期に

比定される総社市山津田遺跡例と矢掛町清水谷遺跡例以外は隈体溝が確認されていないことから、前

半期段階では本来樅体溝を必要としない構造であった可能性が高い。中央やや西寄りには土城があ

り、中央穴と考えられる (P40)。中央穴P40の東西軸延長上両側には小柱穴P41・42があり、いわゆ

る松菊里應住居の範疇で捉えられる。中央穴の断面を第207図A・Bに示す。最上面は竪穴住居最下層

に対応する炭・焼上を多く含んだ層で覆われているが、第 2層と第 3層以下では切り合いが認められ

る。また平面に図示した士器がB断佃第2層上佃で出士したことから、中央穴には新古2段階あると

考えられる。各段階の規模を残存部で測ると、古段階では径約85cmの不整円形を呈し、床面からの深

さ37cm、底面の標高8.21mで、新段階では東西1.56m、南北I.Omの楕円形を呈し、床面からの深さ25

CIIl、底面の標高8.29mとなる。中央穴P40の出土遺物を第208図に示す。甕53は古段階底、甕56は新段

階西端第2層上面から出士した。厳密に時期を比定できる資料はないが、甕の口縁部の屈曲が弱く、
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l 暗褐色粘廣徴砂(10YR3/3)(炭・焼土含）

2 暗赤褐色粘質徴砂(5YR3/2)(焼土多含）

3 黒褐色粘貿徴砂(10YR3/l)(炭多含） 6 中央穴

第206図竪穴住居3(1/60) 
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第5章北溝手遺跡

870cm l 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)(炭 1 焼士含）

2 黒褐色粘質徴砂(10YR4/3)(炭・焼土多含）

3 炭層

4 明黄褐色粘質土(2.5Y6/6)

5 炭層

6 鈍い黄色粘質土(2.5Y6/4)

7 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)

B
 4 5 

l 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)(炭・焼士含）

2 黒褐色粘質微砂(10YR4/3)(炭・焼士含）

3 鈍い黄色粘質土(2.5Y6/4)

4 灰黄褐色粘質徴砂(10YR4/2)

5 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)(炭・焼土少含）

6 黒褐色粘質徴砂(10YR3/2)(炭多含）

7 暗褐色粘質微砂(10YR3/3)(基盤層土塊多含）

D-
870cm E 870cm 

ロUD
G 
-- 2 

l 黒褐色粘質土(10YR3/l)

（炭・焼士多含）

2 黒褐色粘質徴砂

(10YR3/2) 

（炭・焼士少含）

3 褐灰色粘質微砂

(10YR4/l) 

4 灰黄褐色粘質徴砂

(10YR4/2) 

F 870cm 

870cm 

8 鈍い黄褐色粘質徴砂(10YR4/3)

9 黒褐色粘質徴砂(10YR3/2)(炭・焼土少含）

10 黒褐色粘質徴砂(10YR2/2)(炭・焼土多含）

11 褐灰色粘質徴砂(10YR4/l)

12 黄褐色粘質微砂(2.5Y5/4)

13 黄灰色粘質徴砂(2.5Y4/l)

14 黒褐色粘質微砂(10YR3/l)(炭・焼士少含）

C 870cm 

LM 
1 黒褐色粘質土(10YR3/l)(炭・焼士多含）

2 黒褐色粘質土(10YR3/l)(炭・焼土少含）

3 鈍い黄褐色粘質徴砂(10YR5/4)

l 黒褐色粘質土(10YR3/l)(炭・焼土多含）

2 明黄褐色粘質微砂(10YR6/6)(炭・焼士徴含）

3 鈍い黄褐色粘質徴砂(10YR5/4)(炭・焼士徴含）

4 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

5 褐色粘質微砂(10YR4/4)(炭・焼士少含）

6 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

7 黒褐色粘質微砂(10YR3/2)(炭・焼士少含）

8 鈍い黄褐色粘質徴砂(10YR5/3)

880cm 

M 
l 黒褐色粘質微砂

(10YR3/l) 

（炭・焼土多含）

2 灰黄褐色粘質徴砂

(10YR4/2) 

（炭・焼土少含）

3 鈍い黄褐色粘質徴砂

(10YR5/3) 

860cm k
 

860cm 

L 870cm 

Wal 

P 870cm 

1 黒褐色粘質徴砂

(10YR3/2) 

（炭・焼士多含）

2 暗褐色粘質徴砂

(10YR3/3) 

M
 
870cm 

Q 
3 6 1 

l 黒褐色粘質土

(10YR3/l) 

涙・焼士多含）

2 鈍い黄褐色粘質徴砂
(10YR4/3) 

（炭・焼士徴含）

l 暗赤褐色粘質徴砂(5YR3/2)

（炭・焼士多含）

2 黒褐色粘質徴砂(10YR3/2)

（炭・焼士多含）

N 870cm 

口
3 灰黄褐色粘質徴砂

(10YR4/2) 

4 褐灰色粘質徴砂

(10YR4/l) 

5 暗褐色粘質徴砂

(10YR3/3) 

6 鈍い黄褐色粘質徴砂

(10YR5/3) (炭・焼土多含）

l 灰黄褐色粘質徴砂

(10YR4/2) 

（炭・焼土少含）

2 灰黄褐色粘質徴砂
(10YR4/2) 

0 870cm 

口
870cm 870cm 4

 

R
- l 黒褐色粘質微砂(10YR3/l)

（炭 1 焼士多含）

2 黒褐色粘質微砂(10YR3/2)

情も焼士少含）

3 褐灰色粘質土(10YR4/l)

4 灰黄褐色粘質徴砂(10YR4/2)

情も焼士少含）

5 黄灰色粘質徴砂(2.5Y4/l)

6 暗灰黄色粘質徴砂(2.5Y4/2)

0 2m 

第207図 竪穴住居 3断面図 (1/60) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

あまり胴も張らない形態から新しくは位置付けられない。士器のほかに石鏃35点、石錐11点、楔形石

器 8点、メノウ片などが出土している。サヌカイトのチップ・フレークを含めた出土総重贔は1113.51

g を計る。石鏃• 石錐は多様な形態で、一定の傾向や規則性は認められない。

柱穴は径10cm前後から径60cmをこえるものまで、大小様々な規模の穴が90基以上検出された。その

うち遺物を出土したものに柱穴番号を付している。なお、縄文時代晩期の土器• 石器のみを出土した

柱穴は縄文時代晩期の柱穴 lとして報告した。ほかにも土器の出土が無い柱穴については、縄文時代

晩期柱穴の可能性がある。主柱穴は、深さや並びから、中央穴を中心に環状に巡る r1~9 と想定し

た。これらの柱穴は検出面からの深さが57~75cm と比較的深く、埋士に炭・焼士を含み、床面で容易

に検出できたものである。底面の標高は7.8,...____7.9m前後を測る。なお、 pgは土堀15底面で検出された

柱穴である。また、土城14に削平されたP1 -2間にも主柱穴が存在していたと考えられる。各柱間

はl.2,...____2.2mとバラッキがあるが、やや東内に長い楕円を描くように巡る。さらにその外側に、 Pll-

12-29-36、P16-17-19が岡心円状に巡っている。外側の柱穴群は、中央穴の新古段階に対応し、

拡張に伴い新設された柱穴の可能性も考えられる。しかし、 p5は被熱により隈面が赤変していたこ

と、 P36には構造材と思われる径20cmの丸太材が炭化して遺存していた（写真17左下）ことから、焼

＼ 
51 52 

（（ 
53 

（（ 
54 55 

゜
10cm 

56 
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第208図 竪穴住居3出土遺物① (1 /4・1 /2) 
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第5章北溝手遺跡

失時点では両者とも上屋を支える主柱穴として機能していた蓋然性が高い。また、径10.8mにかかる

上屋構造を p1~9 だけでは支えきれないのではなかろうか。このような観点から、拡張に伴って内

側から外側に主柱穴が移動したのではなく、当初から 2巡する構造であったと考えておきたい。径10

Clll前後の小柱穴はこれら 2重に巡らされた主柱穴の周囲に分布しており、主柱穴に伴う支柱の可能性

がある。さらに、 p3→ 27、P4→13、p5→ 36、p8→ 16のように複数の柱穴が放射状に並んでお

り、全ての柱が圃時期に併存していたとはいえないが、主柱もしくは垂木を補助する働きを担ってい

たと雅察される。ただし、壁体に重複する P18・28・31などは深さ25cmと浅く、他の柱とは異なる性

格を想定した方が良いであろう。柱穴の出土遺物を第209・210図に示す。土器のみ出土した柱穴は5

基、石器のみ出土した柱穴は 9基、両者とも出土した柱穴は 5基ある。柱穴から出土した土器には壺

蓋57、段の部分に細い突帯を貼り付けた壺58、段の上下をくぼめて擬突帯を削り出し、格子状に沈線

を加えた甕64、突帯文の系譜を引く甕60・61などがある。比較的古い様相をとどめ、前期中葉でも古
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第209図 竪穴住居3出土遺物② (1/4) 
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0 一2cm 
第210図 竪穴住居 3出土遺物③ (1 /2・1 /3) 

い段階に位置付けられよう。柱穴から出士した石器には石鏃18点、石錐 5点、スクレイパー 4点、楔

形石器12点、敲石2点などがある。特にP4から多く、比較的多くのメノウ片も出士した。またP14 

からは楔形石器S49のほか、石鏃l点、楔形石器3点が出土している。 S49は板状の素材剥片の形状

をとどめている。 P31上面の76・77・79は床面出土として第212図に掲載した。

埋土中の出土遺物の取り上げは、可能な限り混人を排除すること、また原位置を確認することに努

めた。また、県立大学建設に伴い発掘調介された南溝手遺跡では玉作りに関連する遺物が出士してい

ることから、ここでも同様に〖作りが行われた可能性を念頭に置き調介にあたった。そこでまず上層

観察用に十字に土手を設定し、炭化材・焼土検出面までを上層として取り上げた。この段階で炭化

材・焼土の出土状況を記録している。その後、炭化材検出面以下を下層、さらに床に接している土器

を床面として取り上げた。下層以下については50cm単位のグリッドを設定（第211図、写真17) し、各

区侮に床面までの土を採集し、土壌水洗による遺物収集を行った。床面の遺物については別個平面図

に座標値と標高を記録しながら取り上げ、廃棄時の状況を捉えられるよう努めた。第206図は炭化材・

焼土検出面で記録した図と床面での検出状況を合成して作図したものである。また掘り進めていく過

程で完形もしくは大形の遺物が出土した場合は、 トータルステーションを用いて座標を記録しながら
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第5章北溝手遺跡

取り上げており、第206図の断面図に垂直分布をドットで示している。第212図に床面出士土器を、第

213図上段に下層出土土器、下段に上層出土土器を、 第214~215図には土製品と石製品を掲載してい

写真17 作業風景（南西から）

る。石器のうち S70・76・98・107 ,....__, 110は床面出土

である。管玉S52、赤彩文のある S53は下層の土壌水

洗により採集した。扁平片刃石斧S106は第 1層から

出土しており 、混人の可能性は否定しきれない。用途

不明棒状土製品C1は上層、円板形土製品C2は下層

から出土した。

土器はテンバコにして約 5箱あるが、ほとんどが細

片で図化しうるものは少ない。そのうち壺80・ 甕84は、

床面に土圧で潰れた状態で出土している（写真18)。甕

84の口縁部は緩やかな如意状に開き、段に刻目を施す

など古い様相をとどめる。上層からも最古段階に位置

付けられる甕が出士したが、沈線を 3条施す甕127・

128も出土しており、中央穴や床面出士遺物と比較し

て、新しい様相の土器を含む。

柱穴出土を除いた石器のうち、石鏃271点、石錐71

点、楔形石器82点、スクレイパー9点、扁平片刃石斧

1点、台石3点、磨製石斧2

点などが出土している。

写真18 土器80・84出土状況（南から）
サヌカイトのチップ・フレ
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第211図 竪穴住居3グリッド設定図 (1/120)
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ークや石器素材となり うる剥

片は大量に出土し、サヌカイ

トの総重最は約9.8kgを計る。

石器の詳細については第6章

第3節に譲るが、幾つか特殊

な石器についてここで触れて

おく 。S53は石英安山岩の自

然礫を利用したもので、穿孔

がある。おそらく、石材含有

鉱物が自然に欠落して小さな

空洞ができ、その部分を人為

的に広げたものと考えられ

る。穿孔部を中心に赤色顔料

を塗布して文様を施している

が、表面全体にも顔料が飛散

している。顔料の成分につい

てはベンガラとの鑑定結果を



第3節 弥生時代の遺構・遺物

得ている（付載6参照）。穿孔内面上部には擦痕が認められることから、紐孔と考えられる。 S105は

飩化木製で、両側縁に敲打による扶りがみられる。何らかの基部を成形しようとしていた可能性があ

る。玉作り関連として、玉の穿孔道具であるメノウ製の錐やメノウのチップ、玉の素材となりうる軟

質石材の剥片も出土している。ただし、この軟質石材の剥片の形状は、南溝手遣跡出土の緑色凝灰岩

剥片のような板状の剥片は認められない。また材質は粘板岩と岡定されており、当住居から出土した

管玉とは匝接的に結びつかない。一方、メノウ製の錐には、南溝手遺跡圃様の針状や米粒状を呈する

ものがあり、回転痕を有するものもあった。実測図は図示していないが、写真や顕微鏡写真を掲載し

た（図版47)。玉の研磨に使われる筋砥石などの道具類は確認できなかったが、メノウ片には錐を作る

際に発生する剥片が含まれることからメノウ製の錐を作っていたことは明確で、竪穴住居内で〖作り

を行っていた蓋然性は高いと考えられる。

なおP36の炭化材と中央穴出土の炭化材についてはAMSによる実年代測定を試みた。分析方法や

2000年問題、分析機器による誤差を憂慮して 2社に分析を委託した。分析資料はほぼ圃一箇所から採

取している。詳細は付載4・5に譲るが、 P36の炭化材については、 1社から2,560土30年、他社から

2,390土25年という測定結果を得ている。 （渡邊）
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第214図 竪穴住居3出土遺物⑥ (1 /3・1 /1・1/3・1 /2) 

-127-



第5章北溝手遺跡

戸
い
~
こ
こ

8
1
0

＼

u！ーJ
↓

4
L
(
r
り
上
'
i
¥？ャ

',j,＇

ー
ド
ド
じ

。゚
81 

81 02 八

,
8
1
0
 

81 ゚ 3 ， ^
 
S104 

0 2cm 

一

6
 ゜

、
＼
ド
ド
ド
V

ー

ー
臼
臼
い
リ
ー
S

,

1

4

 

(

'1
 

S108 S109 

,,___~ 

S107 8110 

0 5cm ............... 。
10cm 

第215図 竪穴住居3出土遺物⑦ (1/2・1/3・1/4) 

-128-



第3節 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居4 (第197・216図、図版25)

14M中央で、世側約1/2が調介区外となる。径5.7mの円形と想定される。竪穴住居3の南端に一部

咀複しており、本竪穴住

居床面において、竪穴住

居 3の輸郭が視認でき

た。床面はほぼ平らで、

標高は8.7mを測る。竪穴

住居 1,........,3と比較して20

,........,30cm高く、検出面から

非常に浅い。そのため、

当初は主柱穴となる p2 

を独立した土堀と誤認し

ていた。 p1は径50cmの

円形で、深さ67cm、p2 

は92x 66cmの楕円形で、

深さ80cmと深い。また壁

沿いには輻35cm、深さ 5

Clllの壁体溝がめぐる。被

熱面や中央穴は確認でき

なかった。

出土遺物には図示した

士製紡錘車C3、石鏃s

111・112、石錐S113の

他に士器細片がある。櫛

描き文を施した壺や口縁

端部の拡張の少ない甕の

細片があり、中期前半に

位置付けられる。（渡邊）

竪穴住居5 (第197・217図、図版26)

B
 

0 2m 
~ 

880cm 

□ 1 

三

C3 

0 5cm 

~ 

贔
~ 

S111 

ti ~ S112 

こ
S113 

O 2cm 一l 灰黄褐色粘性砂質上(10YR5/2) 3 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

2 灰禍色粘性砂質土(7.5YR4/2(焼士少含） 4 褐灰色粘質土(10YR4/l)

第216図 竪穴住居4(1/60)・出土遺物 (1/3・1 /2) 

14・16Mに位置する平面形が円形を呈する竪穴住居。輻20,........,30cm、深さ 5Clll程度の壁体溝が二重に

巡ることから、直径約2.8mから匝径3.52mへと一度建て替えが行われたと考えられる。なお建て替え

に伴う新たな床面の成形などは認められなかった。住居内にはP1,........, 9までの柱穴を確認したが、 P

l以外はいずれも規模が小さく積極的に主柱穴とする理山がない。 p1は直径約30cm、深さ20cmを測

り、初期住居のほぼ中心に位置するため、それに伴う主柱穴と思われる。また建て替え後の住居に対

しては中心からやや北西にずれているものの、他に柱穴が見あたらないため建て替え後も引き続き同

じ位置に柱が立っていたと考えたい。遺物は士器134,........,138や石鏃S114,.......,117・ 石錐S118がある。

134・136,........,138は建て替え後の住居南東隅からまとまって出土した。特に136,........,138はいずれも形や作

り方が酷似しており、当時この地域で一般的に使用されていた甕形土器に比べると稚拙な印象を受け
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第217図 竪穴住居 5(1/60)・出土遺物 (1/2・1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

る。士器の諸特徴から弥生時代後期初頭には廃絶したものと考えられ、住居の規模や簡易的な上屋構

造を予測させる点などから、副次的な建物であった可能性を指摘しておきたい。 （松尾）

竪穴住居 6 (第197・218・219図、写真19)

160中央やや東寄りで検出した竪穴住居で、後述する竪穴住居7と溝4により南西側が削平を受け

写真19 竪穴住居 6~8 検出状況（南から）

住10

G 

。
2m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

2 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

3 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)(焼土徴含）

4 褐灰色粘質士(10YR5/l)

5 褐灰色粘質土(10YR5/l)

6 褐灰色粘質土(10YR5/l)

7 灰褐色粘質土(7.5YR5/2) (炭・焼士含） 13 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

8 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭・焼土徴含） 14 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

9 禍灰色粘質土(10YR4/l)(炭多含） 15 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

10 褐灰色粘質士(7.5YR5/l) (基盤層士塊多含） 16 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/3)

11 褐灰色粘質土(10YR5/l)(基盤層土塊多含）

12 灰褐色粘質土(7.5YR5/2)

第218図竪穴住居 6;--..;10 (1/80) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

ており、東側約 3分の 2が調介区外へと延びている。そのため全体を伺い知ることは難しく、また主

柱穴の確認もできていない。平面形は直径約4.9m を測る円形を呈すると推測され、周囲には幅10~30

Clllで深さ10cm程度の糀体溝が巡る。床面の標高は8.8mで、炭や焼士を含む褐灰色粘質士により埋まっ

ていた。住居直端の床面は著しく被熱していて、その上には炭化材が散在している。また調介区東端

の住居北西隅では床面上に厚さ 4Clllの炭が堆積し、その上には土器140・142や石槍状石器S119があ

たかも 1か所に片付けられたようにまとまって出上した。

遺物は土器139~142、土製紡錘車C4·5 、槍状石器 S119や石錐S120が出土している。遺物の

出士状況等から、不要になった木材や士器などを住居内の数力所にまとめた後に火を放った様子を拙

測することができる。弥生時代中期前葉に放棄された住居であると思われる。 （松尾）

竪穴住居7 (第197・218・220・221図、写真19、図版26)

160中央南東寄りで確認した円形の竪穴住居で、竪穴住居6・8・9を切って検出していることか
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2 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

3 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

4 褐灰色粘質士(7.5YR4/l)(炭多含）

5 禍灰色粘質士(10YR4/l)(炭多含）

6 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

7 灰黄褐色粘質土(10YR5/2) 9 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

8 褐灰色粘質士(10YR4/l)(炭含） 10 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/4)

第220図竪穴住居7(1/60) 
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第5章北溝手遺跡

ら、密集して見つかった 5軒の住居のうち最も新しい時期の住居である。平面形は直径6mの円形を

呈し、住居周囲には幅10~30cm、深さ 20cm程度の壁休溝が口重に巡る。主柱穴は P 1~10が該当し、

Pl~3 、 P 4·5 、 P6~8 、 P 9・10が4か所にまとまっていることから、 4本柱により屋根が

支えられている構造で、少なくとも 2回の改築が行われたことが分かる。なお壁休溝の断面観察によ

り内側から外側の樅体溝へと、改築の度に住居が拡張していく様子を拙察することができた。床面の

標高は8.7m付近で、改築に伴う床面の貼り直しなどは認められない。 p11は中央穴と考えられ、平面

形は長軸1.19mX短軸67cmの不整形を呈し、深さは45cmを測る。埋土には炭や10cm程度の礫を含む。

P 11は当初からこの様な平面形を呈していたとは考えられず、数回の掘り直しを経た最終的な形であ

ると思われる。遺物は土器143~151、土製紡錘車C6·7 、石鏃 S 121~123、細粒花向岩製の台石

S 124がある。 143・146はP11、149はPS、150はp5、145は最も外周を巡る樅体溝埋土上面、 144・

14 7・148・1 51は埋土中から出土。弥生時代中期中葉には埋没した住居である。 （松尾）
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第221図 竪穴住居 7出土遺物 (1/4・1/2・1/3)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居8 (第197・218・222・223図、写真19)

160南端で検出した住居で、竪穴住居7や溝4により北および東側が削平を受け、後述する竪穴住

居9・10を切って建てられていることを確認している。なお第218図の断面図第13層下面と第12層下面

が床面に相当することから、それぞれを古• 新に分けて報告する。

竪穴住居8古は平面形が長軸6.4mX短軸3.48mを測る北東隅が外へ張り出すいびつな長方形を呈し

ている。住居の周囲には輻10,..__,30cmで深さ 5,..__, 10cmの壁体溝が巡るが、北東隅の張り出し部分につい

ては確認できなかった。床面の標高は8.72mで、基盤層である黄褐色土を掘り下げて平坦に成形して

いる。主柱穴は p1とp2が相当し、共に平面形が30X21cmの円形で深さは60cmを測る。 p1の東側

と南西側の 2か所に被熱面を確認した。遺物には上器152,..__,154、円板形土製品C8、石鏃S125があ

り、いずれも床面から出上している。 153は壺の口縁部で、端部の平坦面と口縁部内面にヘラ状工具

による施文が行われている。

G) ◎
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第223図 竪穴住居 8新 (1/60)・出土遺物 (1/2・1/3・1/4)

-136-



第3節 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居8新は平面形が竪穴住居8古と圃じであるものの、周囲には隈体溝が見られない。床面の

標高は8.82mで、古段階の床面上に10cm程度の鈍い黄褐色土を盛り上げて新たな床面を作っていた。

主柱穴は古段階圃様p1とp2が相当する。

遺物は土器155~162で、 155·157·159·162は住居南東隅の床面上から、 156·158·160·161 は

埋土中からの出土。土器以外では石鏃S126や流紋岩製砥石S127・128がある。土器の特徴から弥生

時代中期前葉から中葉にかけての住居であると思われる。

竪穴住居9 (第197・218・224図）

160南端で検出した住居で、床面の大部分が竪穴住居7・8により削平を受けていた。

（松尾）

このため住

居の北あるいは東については検出ラインを示しており、元々のプランが図示できているのは南西部の

みである。現状の平面形は虹径約4.8mの円形を呈し、南西部に残る炭化材や、壁面から床面にかけて

堆積している焼土の存在から焼失住居で

あると思われる。床OOの標高は8.6m、基

盤層である黄褐色士を掘り下げて平坦に

成形しているのみで、貼り床などは見ら

れない。主柱穴はp1から P4で、堀り

方の直径は26,....__.,50cmの円形、深さは50,....__.,

74cmを測る。 p 5は中央穴と思われ、平

面形が51.3x 50.7cmの円形、断面形は椀形

を呈し、深さは32cmを測る。また底面に

は原さ 4Clll程度の炭が堆積していた。 p
 5の東約50cmには長軸34cmx短軸20cmの

範囲に被熱佃が認められる。出士遣物は

163・164の土器のみ。いずれも埋土中か

らの出士で、甕の口縁部から体部にかけ

ての破片資料である。

士器の特徴や検出状況等から弥生時代

中期前葉には埋没した住居であると拙察

（松尾）

竪穴住居10(第197・218・225図）

160・Qで検出した住居で、竪穴住居

される。

8により西側の一部が削平を受け、北東

部は調介区外へと延びている。平面形は
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第224図 竪穴住居9(1/60)・出土遺物 (1/4)
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長軸5.4m、短軸3.06mの長方形を呈する。住居の周囲には幅8,....___,20cm、深さ12cmの隈体溝が巡る。床

面の標高は8.67mで、竪穴住居8古の床面よりも 5cm程低い。主柱穴はP1 ,....___, 3を確認している。主

柱穴の平面形は30,....___,50cmの円形あるいは楕円形を呈し、深さは30,....___,78cmを測る。本来は 4本柱である

と思われ、北西隅に関しては数度の精介を試みたが、調介区東辺に沿って掘削している側溝の影曹も

あり確認には至らなかった。 p1の南側では床面が40x 30cmの範囲で被熱した箇所が認められた。

出土遺物には土器165,....___,170、土製紡錘車C9、石鏃S129がある。 170のみが櫓体溝埋土からの出

土である以外は、全て住居埋土中からの出土である。壺165や深い椀形を呈する166の特徴から、弥生

時代中期中葉古段階には埋没した住居であると思われる。

今回の調在では弥生時代中期前葉から中葉にかけての住居を多く検出したが、総じて平面形が円形

を呈する住居よりも方形あるいは長方形を呈する住居の主柱穴を確認するのが困難であった。住居の

床面を面的に確認した後に、幾度かの精介を試みた結果検出できた例がほとんどである。 （松尾）
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2 灰黄褐色粘質土
(10YR5/2) (炭含）

3 灰黄褐色粘質士

(10YR5/2) 

4 灰黄褐色粘質土
(10YR5/2)淡含）
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。
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第225図 竪穴住居10(1/60)・出土遺物 (1/3・1/2・1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居11 （第198・226・227図、図版26)

16Q北端で確認した住居で、後述する竪穴住居12により南辺が削平を受け、南西隅は調在区外へと

延びていた。平血形は長軸3.66mで短軸の残存長が3.08mを測る東西に長い長方形を呈している。床面

の標高は8.68mで、検出面から床面までの深さは20cm程度であった。第226図上左に掲載している図面

は遺物の出土状況を示しており、いずれも住居床面より 8~lOcm程度浮いた状態で確認した。図示し

ている遺物の内、士器171,........,173・175・176と土製品C10が該当し、甕173は破片が3か所に分かれて

分布している様子が分かる。主柱穴はp1とp2の2個で、平面形はp1が直径28cm、

Clllの円形を呈し、深さは42,........,50cmを測る。

p 2が直径32

遺物は土器171,..__,177、土製品C10、石鏃S130がある。 171は無頸壺、 172も壺の休部でいずれの外
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灰黄褐色粘質上(10YR5/2)

鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

第226図

□ロ

竪穴住居11 
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贔
~ 

S130 
O 2cm 一

(1 /60)・出土遺物① (1 /3・1 /2) 
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第5章北溝手遺跡

面にも櫛描き沈線による文様が巡っている。また出士地点も圃じであることから、圃ー固体である可

能性が高い。土製品C10は下端部が欠けているために本来の形は明らかでない。全休的にヘラミガキ

調整が行われ、その後先端の尖ったエ具による刺突文が施されている。これら遺物の廃棄が行われた

弥生時代中期中葉古段階には、竪穴住居としての役割は終わっていたと考えられる。 （松尾）
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第227図 竪穴住居11出土遺物② (1/4) 

竪穴住居12(第198・228図、写真20、図版27)

16Q北東で竪穴住居11南端を切って検出した。西側一端が調在区外へ延びているが、平面形は長軸

5m、短軸3.4mを測る南北に長い長方形を呈する。周囲には幅約20cmで深さ10cm程度の糀体溝が巡

る。床面の標高は8.66mで、検出面から床面までの深さは10~15cmを測る。主柱穴は p 1とp2の2

個があり、 p1は平面形が直径54cmの円形で深さは56cm、p2は平面形が直径48cmの不整円形で深さ
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

は46cmを測る。住居東辺を巡る墜体溝の中央からは輻6Cillで深さ 8Cill、全長1.12mの細い溝が住居中

央に向かって真っ直ぐ延びていた。具体的な機能は明らかでないが、住居内の間仕切りとしての役割

を担っていたとも推察される。その溝から20cm南の住居東辺に、平面形が長軸96cm、短軸58cmの不整

長方形を呈する土堀を確認した。この土城埋土には 4,........,14cmの円礫が含まれており、土堀南壁が立ち

上がった所から出土した高杯脚部181の下にも礫が認められた。床面を確認した後に全体を掘り下げ

た際、住居南東隅で長さ1.5m、

幅50,........,94cm、深さ16cmの溝を

検出した。住居と同一方向に

掘削されていたため、住居の

下部構造と考えたい。

出土土器から弥生時代後期

末葉の住居と考えられる。

（松尾）

写真20 方形土濱検出状況（南から）
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S131 
o 2cm 
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1 褐灰色粘性砂質士(10YR5/l)

2 灰褐色粘質土(7.5YR5/2)

3 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

4 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

5 暗褐色粘性砂質士(10YR3/3)(基盤層土塊含）

~-- ~~ 

6 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/4)(基盤層土塊多含）

7 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)(炭・焼土含）

8 灰黄椙色粗砂(lOYR4/2)(円様含）

9 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

178 179 180 

ーニ二181 
O 10cm 
~ 182 

第228図 竪穴住居12 (1/60) ・出土遺物 (1/2• 1/4) 
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第5章北溝手遺跡

竪穴住居13(第198・229・230図、図版27)

18Q南西に位置する。後述する竪穴住居15により北側は削平を受け、北西側は調査区外へと延びて

いる。そのため全体を把握するのは難しいが、平血形は長軸4.6m以上で短軸2.2m以上の東西に長い長

方形を呈すると雅察される。住居の周囲には輻20cm、深さ 5Clll程度の壁休溝が巡っていたと思われる

が、南辺の東端については調介上の制約もあり、そのまま真っ直ぐに東へ延びているのか判然としな

い。また南西隅からは北西方向へと延びる別方向の樅体溝を確認しているものの、本住居との関係は

明らかにできなかった。床面の標高は8.8mで、竪穴住居14・15よりも若干低い。主柱穴はp1とP2

の2個が該当する。 p1の平面形は長軸62cm、短軸38cmの楕円形を呈し、深さは44cmを測る。 P2は
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口
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゜
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l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

2 鈍い黄橙色粘質土(10YR7/4)

3 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

4 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

5 褐灰色粘質土(10YR5/l) 9 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

6 禍灰色粘質土(10YR5/l) 10 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)

7 褐灰色粘質土(10YR5/l)(基盤層士塊含）

8 禍灰色粘質士(10YR5/l)(基盤層土塊含）

第229図竪穴住居13~15 (1/60) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

北西側が調介区外へ延びているため詳

細は明らかでないが、平面形は幅46cm

以上の不整円形で、深さは42cmo

とp2の柱間距離は2.6mを測る。

たい。

p 1 

出士遺物は無く詳細な時期は不明で

あるが、竪穴住居15との切り合い関係

から弥生時代中期後葉以前としておき

（松尾）

竪穴住居14(第198・229・231図、図版27)

16・18Qに位置し、住居中心部は中

世の溝46により削平を受けている。ま

た主柱穴の切り合い関係から、後述す

る竪穴住居15よりも古い住居であるこ

とを確認した。以上の理由から床面が

残存していたのは西側の一部分だけで

I 
！ 
l ご こ

, P2 

l i り
I 

I 

》 ．／
t / 

ー一-―-―-三三~ 900cm 

0 2m 

~ 

第230図 竪穴住居13(1/60) 

あり、 この少ない情報から周囲には櫓体溝が巡っていないこと、平面形が直径約4.6mの円形を呈する

ことを雅測できる。主柱穴はp1から P4までの 4本柱を想定することが可能で、平面形は長軸25,....__.,

50cmの不整円形を呈

し、深さは40~64crn を

測る。 p 5は平面形が

長軸30cmで短軸22cmの

梢円形を呈し、深さは

26cm。その位置から住

居の中央穴に相当する

と思われる。

出士遺物は無く、詳

細な時期は不明であ

る。竪穴住居13と同様

の理由で弥生時代中期

後葉以前としておきた

（松尾）

竪穴住居15(第198・

い。

229・232図、図版27)

18Q南西に位置し、

切り合い関係から竪穴

住居13・14より新しい

住居であることを確認

している。西側の一部

~@P4 

冒口

／ー'/／ 
c p 2 

~3-

B
 

900cm 

口
第231図
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灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

褐灰色粘質士(7.5YR4/l)

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

竪穴住居14(1 /60) 
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c
 

。
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パ
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E
 

F
 

890cm 

Ml 
1 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

2 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

3 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

4 褐灰色粘質土(10YR5/l)

W/.////tf//tf',:1 //ん9ルな

は中世の溝46により削平を受け、

東側の一部は調介区外へと延びて

いる。平面形は直径4.9mの円形を

呈すると思われ、周囲には輻約30

Clll、深さ約20cmの樅体溝が巡る。

第229図の断面図からは第 8層下

面、第6層下面、第 1層下面の 3

面に床面を想定することが可能

で、床面の貼り直しが二度行われ

たと考えられる。なお第229図ある

いは第232図で示した平面図は第

6層下面を床面として利用してい

た際の状況を示している。主柱穴

はP1,........, 4の4基で、この位置関

係は床面の貼り直しが行われても

変わらない。 P1,........, 4の平面形は

輻60,........,80cmの不整円形を呈し、深

さは約60cmを測る。主柱穴の掘り

方平面がこの様にいびつな形をし

ているのは、床面を貼り直す際に

柱の建て直しも同時に行っている

ことが理由の 1つであると思われ

るが、断面観察では明らかにし得

なかった。 P5・6は中央穴と息

われる。 p5の平面形は長軸1.22

mX短軸 lmの不整形で、深さは

24cmを測る。三面ある床面侮に掘

り匝して使用している

183 

八ロ
<ミこ＞

S132 

184 

。
10cm 

◇ 

S133 
0 2cm 一第232図 竪穴住居15(1/60)・出土遺物 (1/4・1/2)
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ようで、埋土中には焼

士や炭を多く含んでい

た。 p6は第6層下面

を床面としている際に

掘り込まれており、平

面形は長軸80cmx短軸

22cmの長楕円形を呈

し、深さは最も深い部

分で26cmを測る。

出土遺物は土器183・



第3節 弥生時代の遺構・遺物

184、石器S132・133がある。甕183は第 1層下面上で

p 2埋土上面より、 184はp5埋士中、 S132はp2埋

土中、 S133は住居埋士中よりそれぞれ出士している。

弥生時代中期後葉には埋没した住居である。 （松尾）

竪穴住居16(第198・233図）

18Q南西に位置し竪穴住居13南西に近接する。平面

の大部分が中世の溝46により大幅な削平を受けている

ため、東辺から北辺にかけての一部と、西辺一部分の

確認にとどまる。平面形は長軸3.2mX推定短軸1.9mの

東西に長い不整長方形、断面形は比較的平坦な底面か

ら斜め上方に立ち上がる壁面を有する。調介当初は土

堀という認識で調在を行ったが、規模や平坦な底面を

もつことなどから本項に含めた。いわゆる竪穴状遺構

と称されるものであろう。弥生時代中期後葉。（松尾）

竪穴住居17(第198・234・235図）

18S中央南寄りで確認した竪穴住居で、東側は中世
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l 褐灰色粘質士(10YR4/l)(基盤層士塊含）
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。
10cm 

溝46により削平を受け、西側は調在区外へと延びてい 第233図 竪穴住居16(1/60)・出土遺物(1/4)

B 6 - C 890cm 
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冒
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0 2m 
s 、

l 褐灰色粘質上(10YR4/l)(炭・焼土多含）

2 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)

3 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

4 黄灰色粘質上(2.5Y5/l)(炭・焼土含）

5 黄灰色粘質土(2.5Y4/l)

6 褐灰色粘質士(10YR4/l)

7 褐灰色粘質土(10YR5/l)

第234図竪穴住居17(1 /60) 
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第5章北溝手遺跡

る。そのため全体をうかがうことは難しいが、平面形が長軸5.8mの円形を呈すると思われる。周囲に

は輻14~25cmで深さ 5 Clll程度の壁休溝が巡る。床面上には焼土や炭が散在しているものの、焼失住居

とするには最的に少ない感がある。 r1~s は主柱穴に比定できる柱穴で、平面形は長軸30~70cmの

円形あるいは楕円形を呈し、深さは40~60cmを測る。主柱穴の並びを見ると本来 6 本柱であったと思

われ、若干南にずれた位置で検出したp6 をその候補として掲載した。出土遺物は土器186~191 、石

錐S134がある。 188はp5、191はp1、他の遺物は埋土中からの出土。弥生時代中期後葉の土戦69

に切られていることを考慮し、弥生時代中期中葉には埋没した住居と雅察する。 （松尾）

--r? 
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187 189 
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S134 
0 2cm 一第235図 竪穴住居17出土遺物 (1/4・1/2)

900cm 

0 2m 

1 灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)

2 暗褐色粘質土

竪穴住居18(第199・236・237図）

22W南西に位置する。東側の大部分が調在区外となるうえ、北側

を溝11に切られているためごく一部しか検出できていないが、円形

もしくは隅丸方形を呈する竪穴住居の南西角と考えられる。壁体溝

はなく、浅いlII1状の断面形である。検出面からの深さは 6cm、床面

の標高は8.72mを測る。主柱穴と思われる柱穴を 1基のみ確認した。

70 x 60cmの楕円形を星し、深さは70cmである。

出士遺物は少なく、図示し得たものは底部192・193、石鏃S135、

台石S136のみである。 192・193には被熱が認められる。台石S136 

は窪んだ面を上にして、ほぼ水平な状態で出士した。

時期を特定できる遺物はないが、但含層より下面で検出されたこ

と、土器の内面にヘラケズリを施していないことから、弥生時代中

期前半まで遡ると考えられる。 （渡邊）

192 193 

O 10cm 

t.... —~ 
~ 

S135 
0 2cm 一第236図 竪穴住居18(1/60)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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竪穴住居19(第199・

238~240図、 図版27)

22W南西角で、竪穴

住居18の南に位置す

る。西半を近世以降の

遺構に削平されてい

る。またp4北側は士

戦78に切られる。残存

部から径6m前後の円

形を呈すると考えられ

る。検出面からの深さ

10cm、床面の標高は

8.64~8.7m である。埋

士に炭・焼士を多く含

んでいた。樅沿いに輻

20~30cm、深さ 5 CIIlの

壁体溝が巡る。 第237図
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竪穴住居18出土遺物② (1/4) 

A
-

叫

C

ロ
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。
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褐灰色粘質土(7.5YR5/l)(炭・焼土多含）

褐灰色粘質土(7.5YR4/l)(炭・焼士多含）

褐灰色粘質土(7.5YR5/l)(焼土徴含）

4

5

6

 

褐灰色粘質土(7.5YR4/l)(炭・焼土多含）

褐灰色粘質土(7.5YR6/l)(炭徴含）

灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)

7 褐灰色粘質土(7.5YR5/l)(炭多含）

8 褐灰色粘質土(7.5YR6/l)(炭徴含）

第238図 竪穴住居19(1 /60) 
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第5章北溝手遺跡

現存する主柱穴Pl ,....__., 4は約 2m間隔に整然と配置されており、その間隔を用いると 6本柱に復元

できる。径25,....__.,30cm、深さはp3で45cm、ほかは75cm前後を測る。中央には80x 70cm、深さ28cmのP

5があり、中央穴とみなされる。 p5上層は炭を多く含み、両側には赤く焼け締まった面があった。

出土遺物のうち甕197はp1東側床面、太型蛤刃石斧S143はp2北側壁休溝内から出土している。

ほかは埋土中からの出土である。土器は少なく、細片のみであった。壺194、売195,....__.,197がある。石

器は石鏃S137・138、石錐S139,....__.,141、スクレイパー S142、太應蛤刃石斧S143、砥石S144などあ

り、土器と比較して出土鼠が多く、器種も豊富な感を受ける。出土土器は弥生時代中期中葉の古い様

相を示す。調在悦東壁断面で本遺構上面が弥生時代位含層に被覆されている状況が確認されており、

層序からも矛盾はない。しかし、竪穴住居18と時期差を想定し難いが、両竪穴住居は30cm弱しか離れ

ておらず、併存していたとは考えにくい。 （渡邊）

194 

＼
 

195 

197 

196 
O 10cm 
~ 

心一 △ 
~、9 ・=今

S137 8138 

， ,_ 
~ ぐ

゜S139 S140 S141 

~ i S143 

． S142 

O ~ 2cm 

゜
5cm 

S144 

第239図 竪穴住居19出土遺物① (1 / 4・1 /2・1 /3) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居20(第199・241図）

22Y北西で、竪穴住居19の南東に位置する。

東半は調介区外となる。残存部から径4.2mの円

形に復元される。検出面からの深さは 5CIIlで、

床面の標高は8.6,........,8.65mを測る。櫓は1II1状に立

ち上がり、櫓体溝は確認されなかった。

き文土器片がある。

p 1は

径60cm、深さ32cmの土堀で、位置的には中央穴

と考えられる。第 1層については、竪穴住居埋

没の過程で、中央穴上部の窪みに落ち込んだ土

と考えておきたい。中央穴下層は炭を多く含

み、周辺の床面にも炭が堆積していた。断面形

状から、柱穴とは考え難い。ほかに主柱穴は確

認できず、無主柱の可能性が高い。

出士遺物には、図示したほか高杯脚部や櫛描

S 146は紅廉片岩製の石鋸

であるが、紅廉片岩は県下では産出せず、玉作

りの材料や技術と共に他地域からもたらされた

ものと思われる。

本竪穴住居も包含層より下位で検出されるこ

とから、弥生時代中期前半に遡り、竪穴住居19

と併存していた可能性もある。 （渡邊）

~--- ----, (.......... (}  

¥ c(口1) " ,'',,--¥ ((=― 

¥,,  P1  /;  

、"~
‘ 

｀ 

~2 3 灰. 1 

~ ロニニニ

-
0 2m 

'....i—~ 

S145 

。
10cm 

第240図 竪穴住居19出土遺物② (1/4) 

□
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゜lii...i.iiiii.-'' 
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．
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．
＼
＼
＼

．．．．．．．．．． 
・・ベ勺

:p.¥．． 
ゞ

褐灰色粘質士(7.5YR5/l)(炭多含）

褐灰色粘質土(7.5YR3/l)

褐灰色粘質土(7.5YR5/l)(炭含）

4 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)

5 黒褐色粘質微砂(10YR2/2)

（炭多含）

-呈三 '.... ;_"二＂＇＼ー

S146 
0 5cm 一第241図 竪穴住居20(1/60)・出土遺物① (1/4・1/3) 
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第5章北溝手遺跡

900cm 

竪穴住居21(第199・242図）

20Y北東で、竪穴住居19の北西に位置する。弥生時代包含層を切

り込み、上部を中世以降の耕作士で削平されている。西側大部分が

調介区外となり全容は不明だが、残存部で南北2.15m、深さ24cmを

測る方形もしくは長方形の竪穴住居である。床面の標高は8.74mで

ある。壁は直立気味に立ち上がるが、樅体溝は確認されなかった。

また主柱穴も伴っていないことから、おそらく竪穴住居16のような

小型の長方形竪穴状遺構に類するものであろう。

時期を示す遺物は出土していないが、諷含層との層序関係から弥

（渡邊）

0 1m :....._一
l 褐色粘性砂質士(lOYR4/4)

2 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR4/3)

第242図竪穴住居21(1/60) 

生時代中期後半と考えられる。

竪穴住居22(第199・243・244図、写真21・22、図版28)

22Y南東で、竪穴住居20の南に離れて位置する。南側を近世の士

堀などに削平されているが、径約4.6mの円形を呈するとみられる。

主柱穴は Pl~3 の 3 本検出できたが、本来は 4 本柱であったと考

□ iー／戸三
B
 

c
 

0 2m 

u l 褐灰色粘性砂質士(7.5YR5/l)2 褐灰色粘性砂質士(7.5YR4/l)

3 褐灰色粘性砂質土(7.5YR4/l)

（黄色土粒含）

4 灰色砂質士

5 灰褐色粘性砂質士

(7.5YR5/2) 

6 黄色粘性砂質土

写真21 東側壁体溝内小穴列

検出状況（南から）

写真22 P 4・5検出状況（南西から）

第243図竪穴住居22(1/60) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

えられる。いずれも径30~40cmの円形で、最も深い p 1で深さ62cmを測る。幅20cm、深さ 7CIIl前後の

壁休溝が巡る。壁休溝底面の一部で径5CIIl前後の杭状の小穴を検出した。壁休の構造材の痕跡の可能

性がある。第243図第4層は灰色がかった均質な粘質士層で貼り床と考えられる。一方、第6層下面は

凹凸があり、壁休溝も第6層上面から掘削されていることから、整地層と考えられる。貼り床上面の

標高は8.7m、第6層下面の標高は8.63mを測る。中央穴はp4で、東側に長楕円形の土堀p5を伴う。

いわゆる 10(いちまる）上城である。 p4は径約50cm、深さ32cmの円形。 p5は南北1.48mX東西

55cm、深さ 8CIIlの長楕円形を呈し、底面の標高は8.6mである。 P4·5 周囲は 2~4cm程度土手状に

高くなっている。 P4南及び

p 5北西角からは細く浅い筋

状の溝が延びているが、排水

溝か間仕切りか判別できない。

出土した土器は少なく、細

片のみである。壺200はp3 

から出上した。

位含層との関係は確認でき

ていないが、土器にヘラケズ

リが施されていることから弥

生時代中期中葉でも後半に位

置付けられよう。 （渡邊）

竪穴住居23(第199・245図、図版28)

24II A南端中央から24II C 

北端中央に位置する。東側の

一部が調介区外となるが、東

酉2.56m、南北2.9m以上の長

方形と想定される。位含層よ

り下位で検出された。検出面

からの深さは 6Clllで、床面の

標高は8.62,........,8.66mである。壁

体溝や柱穴は検出できなかっ

た。竪穴住居21同様の小應の

長方形竪穴住居状遺構と考え

られる。

甕204・205が床面よりや

や浮いた状態で出士した。図

示したほか鎖状突帯片や櫛描

き文片が出土しており、中期

中菓でも古い段階に位置付け

られる。 （渡滋）

ー／
199 

200 

三ー／
201 

＼
 

0 10cm 
~ 

八`203 ~ 

S147 
0 2cm 一202 

第244図 竪穴住居22出土遺物 (1/4・1/2)

: I 
Cc、～＼ 

゜ 204 

G 

／ Ii 

：ク）1 
205 

゜
10cm 
--― 

890cm 

l 灰禍色粘性砂質土(7.5YR5/2)(炭少含）

0 2m 

第245図 竪穴住居23(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第5章北溝手遺跡

3 掘立柱建物

掘立柱建物 1 (第197・246・247図、図版28)

160中央西寄りで確認した桁行4間x梁行2間の掘立柱建物。桁行6.09mX梁行3.5mで、床面積は

21.3lrrf~ 測る。棟方向はN-25°-W。柱穴の掘り方は円形あるいは楕円形を呈し、規模も長軸40~70

cmと様々である。特に梁行北辺の柱穴については、調在の都合上設定した側溝底面においてかろうじ

て確認したため、平面形が判然としない。柱穴掘り方の断面形は逆台形を星しているものが多く、検

v~; 

0 2m 一第246図掘立柱建物 1(1 /60) 
-152-

l 灰褐色粘質士(7.5YR5/2)

2 褐灰色粘質土(10YR5/l)(炭含）

3 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

（基盤層土塊多含）

4 褐灰色粘質土(10YR5/l)(炭含）

5 褐灰色粘質士(10YR4/l)

6 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

（基盤層上塊多含）



第3節 弥生時代の遺構・遺物

出面からの深さは50~80cm、特記すべき点としては梁行中央に位置する柱穴掘り方の深さが他の柱穴

に比べて浅いことである。柱間距離は桁行がl.15~1.8m、梁行がl.3~1.8m を測る。出土遺物には土器

206~208があり、 206は P12から、 208はp7からそれぞれ出土した。

土器の諸特徴や弥生時

代後期末の土戦40により

上面を削平されているこ

とから、弥生時代中期末

の建物であろう。（松尾）

掘立柱建物2

206 

（第197・248図、図版28)

第247図

207 

掘立柱建物 1出土遺物 (1/4)

160 中央西窃りで確認し、掘立柱建物 l の東辺に沿うように位置している。桁行3.9X 梁行1.s~2m

で床面積7.8mを測る、 2X 1間の建

物である。柱間距離は桁行がl.62~

2.28m、梁行が1.s~2m。棟方向は

N-21°-Wで、掘立柱建物 lとほぼ

圃じ方向を示す。柱穴の掘り方平面

は長軸50~80cmの円形あるいは楕円

形、断面形は検出面からの深さ20~

60cmを測る逆台形を呈する。唯一柱

痕を確認できたp3から、柱直径が

30cm程度であったことを雅測するこ

とができる。出土遺物は皆無である

ため時期を明らかにすることは難し

208 
0 10cm .,_,. —~ 

いが、 P 2・3が掘立柱建物 lのP

4・5により削平を受けていること

や、 p 3が弥生時代中期前半の士堀

42を切っている点などから、弥生時

代中期後葉の建物であると雅察され

（松尾）る。
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一第248図
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-....___..__./ 

掘立柱建物2(1/60) 

掘立柱建物3 (第198・249図、図版29)

16Q東端に位置し、竪穴住居12の東側に隣接する 1X 1間の掘立柱建物。規模は桁行3.05mX梁行

2.4m を測り、床面積は7.32rrl。柱掘り方の平面形は幅5Q~70cmの円形あるいは楕円形を星し、検出面

から底面までの深さは40~60cm程度。柱穴のなかには柱痕の認められるものがあり、

の規模は直径20cm程度であったと思われる。

そのことから柱

出士遣物には士器209・210がある。 209はp3から、 210はP4からそれぞれ出上している。 209・

210共に壺の破片資料であり、 210は上下に肥厚した口縁部に凹線と棒状浮文が、頸部にも凹線が巡

る。これら柱穴から出土する土器の諸特徴と、近接する土城59(弥生時代中期中葉）・土城61(弥生時

代中期前葉）・溝7(弥生時代前期後葉）を本遺構が切っているという検出状況から、弥生時代中期末

の建物であると雅察される。 （松尾）
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第5章 北溝手遺跡

209 

o 10cm 
•— 

第249図

soc 

2
 

1
ー

1
¥
-
0
33 

0 2m 

E
 
00~6 

210 

掘立柱建物3(1/60)・出土遺物 (1/4)

l 鈍い黄褐色粘質上(7.5YR5/3)

2 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

（基盤層士塊含）

3 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

（炭・焼士少含、基盤層士塊含）

掘立柱建物4(第199・

250図、図版29)

22Y南東で、竪穴住

居22の南に位置する l

X 1間の建物である。

平面形は東西にやや長

い長方形を呈す。柱穴

はいずれも径60cmを超

え、掘り方断面も台形

の比較的大形である。

柱痕も明瞭に遣存して

おり、柱痕の径は20~

40cm、最も深いもので

深さ85cmを測る。

出土した土器は細片

で、弥生時代中期とし

かいえない。一方、当

建物と同様の規模、平

同様の柱

穴で構成される建物が

面形を有し、

県立大学建設に伴い調

査された南溝手遺跡で

確認されており、 この

890cm 

0 2m 
~ 

タイプの建物が弥生時

代中期後葉～後期前葉

に位置付けられている。

掘立柱建物 3もこのタ

イプに類し、 中期末葉

の遺物が出土している

ことから、当建物の時

期もこの範疇におさま

るであろう。 （渡邊）

1

2

3

4

5

6

7

 

褐灰色粘質土(10YR4/l)

黒褐色粘質士(10YR3/l)

褐灰色粘質士(10YR4/l)(基盤層士塊少含）

褐灰色粘質土(10YR4/l)(基盤層士塊多含）

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

褐灰色粘質土(10YR4/l)(基盤層土塊少含）

褐灰色粘質土(10YR4/l)(基盤層土塊多含）

第250図 掘立柱建物 4(1/60) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

掘立柱建物5 (第199・251図）

22 II A北端中央で、掘立柱建物 4の南直に位置する。検出当初は北東側にある土堀85も当建物に含

めていたが、主軸方向が一致せず、対応する柱穴も確認できなかったことから分離した。最終的に検

出できたのはこの 3本のみで、南直に身舎が延びる可能性がある。柱穴はいずれも隅丸長方形で、底

面は平らである。 p1は残存長1.05m、深さ26cm、P2は1.45X 1.2m、深さ35cm、p3は1.06X 0.75m、

深さ12cmを測る。 P2・3では柱痕も確認した。

p 2から212が、 p3から211が出土しており、弥生時代中期後葉に比定される。 （渡邊）

P2 -190ロ／
900cm _,.~ 

。
2m 

第251図 掘立柱建物 5(1/60)・出土遺物 (1/4)

ャ

。五°いe-06亨96-©~
P2 P3 P4 

— ~130~114―◎五116―◎西

890cm 

0 2m 
, 

第252図掘立柱建物 6(1/60) 

l 鈍い黄褐色粘性砂質土

(10YR4/3) 

2 鈍い黄褐色粘性砂質土

(10YR3/3) 

3 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

4 鈍い黄褐色粘性砂質土

(10YR5/3) 

5 灰褐色粘質土(7.5YR4/2)

6 鈍い黄褐色粘性砂質土

(10YR4/3) 

211 

212 
O 10cm 
~ 

l 灰黄褐色粘性砂質士(10YR5/2)(焼士少含）

2 鈍い黄褐色粘性砂質土(lOYR4/3)(基盤層土塊含）

3 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/3)

4 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)

5 鈍い黄褐色粘性砂質土(lOYR5/3)

6 褐灰色粘性砂質士(7.5YR5/l)(基盤層士塊少含）

掘立柱建物 6 (第200・252

図、図版29)

22 II C北東角から24II C 

北直にかけて位置する。調

査当初は Pl~4 と p 5~ 

8の2つの柱穴列と捉えて

いたが、主軸がほぼ並行し、

柱穴の規模に大差がないこ

とから掘立柱建物とした。

南側は調介区外、北側は現

代の水路に切られ、全容は

不明である。柱穴は径25cm

前後の円形で、最も深い P

3で深さ50cmを測る。

弥生時代中期前半の士器

細片が出士しているが、後

述する溝18と主軸が並行す

ることから、同時期の可能

性がある。 （渡邊）
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第5章北溝手遺跡

4 井戸

井戸 1 (第197・253,........,261図、写真23、図版30)

160北西に位置し、後述する土堀32の南端を切って検出した。平面形は長軸1.27mX短軸1.2mの北

端に若干の張り出しを有する不整円形。断面形は漏斗状を呈し、地表面での掘り方長軸が1.27mであ

るのに対して底面の直径は約70cmと狭く、大人が一人人って作業をすることができる最低限のスペー

スしか無い。検出面から底面までの深さは1.74mを測り、底面の標高は7.06m。今回調介した弥生時代

の井戸では最も掘削深度が深い。

当初は第 1,..__, 4層埋上からなる上堀（平面長軸1.06m、深さ54cm)であると認識して調在を行った。

第4層白色粘土上佃において土器溜まりを確認・記録（第253図左）し終え、白色粘土の堆積状況を確

かめるため遣構中央でトレンチを設定し断ち割りを行ったところ、第5層の炭層および士器を含む第

6層を確認した。このため井戸である可能性を認識しながら第6・7層の調査を実施したところ、埋

士中からおびただしい数の士器が出士し、特に第7層ではその傾向が顕著であった。また第7層下部

を掘削中は湧水が認められたため、底面付近から出士したいくつかの完形士器については出士層位を

確認しながら直ちに取り上げざるをえず、出士状況の実測や写真撮影等は行えなかった。

！ーーロ f
[
lーー
／
ー
ー
ー
！

l 灰黄褐色粘質土

(10YR5/2) (炭多含）

2 炭層

3 褐灰色粘質土

(10YR4/l) (炭多含）

4 白色粘土

5 炭層

6 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

7 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

890cm 

0 1m 

写真23 白色粘土検出状況（西から） 第253図井戸 1(1/30) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

以上の様な状況から井戸の埋没過程を推察すると、井戸としての使用を終えた後に多鼠の上器（完

形・破片）が投棄され、第6・7層埋土と共に埋没。その後第4層白色粘土により底面と壁面を成形

し直してから再び上器（破片のみ）を投棄した後程なくして埋没したものと思われる。なお第6層上

面で第4層と井戸壁面間には、土器破片が斜め方向に堆積している状態を確認した。通常の堆積では

なく、第 1~4 層埋土の重みで第 6 層が沈んでいる可能性も考えられよう。また第 2 層及び第 5 層で

ある炭層は、井戸内への士器投棄と共に井戸埋没過程における一定の規則として存在している可能性

を指摘できる。出土遣物の多くは土器であり、第254~261図に掲載している。第254図掲載の土器は第

4層である白色粘士層よりも上層から出士し、第253図左にその出士状況を図示した。その他第255図

以下には第6・7層より出土した土器を載せている。土器以外の遺物としてカナムグラの種子が45個

体認められた。種子は最下層である第7層下面から出上した甕260の内から出土したもので、その詳

細については付載で詳しく述べられている。なお種子の放射線炭素年代測定も同時に行っており、そ

れによると2,015土46BPという年代が提示された。また第4層白色粘士について鉱物分析を行ったと

ころその組成はカオリン鉱物が主であり、主に花岡岩に由来した堆積物である可能性が高いとの結果

が出ている。この白色粘士については南溝手遺跡掘立柱建物 l柱穴内においても確認し、圃ー産地に

由来するとの分析結果であった。なお分析は行っていないものの、北溝手遺跡上堀33・40・48(いず

れも弥生時代後期末葉）からも類似した白色粘土が出土している。

二重口縁をもつ壺223~231 は口縁部外面に櫛状工具による波状文や鋸歯文が施され、頸部に櫛描沈

線 (223~226·228) が巡る。 223の底部にはヘラミガキ調整前のタタキ痕が明瞭に観察できる。甕

(235~276) のほとんどは二重口縁を有するものの、 I く J 字状口縁の甕267 も認められる。

高杯277~296の脚部には 4 方向に円孔が施されている。その他鉢297~321、製塩土器322~333が

出土した。第4層（白色粘上）よりも上層では壺の出上が無いものの、下層との時期差は認められな

い。弥生時代後期末葉における士器の一括資料として有効な一群である。 （松尾）

213 217 

219 

214 

218 220 

215 

216 221 222 

o 10cm 
~ 

第254図 井戸 1出土遺物① (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

229 

口ロ 231 

230 

233 

0 10cm 
~ 

232 第256図 井戸 1出土遺物③ (1/4) 234 

-159-



第5章北溝手遺跡

239 

236 

口
―
―
 

2

`
 

,

i
 

＿こ
[

．

-

二
i

-

．

i

t
 

-―
i
'／

f1[if

7

 

-＿□三
23

-

r

一[-亨こ

――
 

-＿―

iィこ
そ
―

i-

――
 

―
―
 

―-
―
 

二二

―――

ニ

i

-

238 

241 

三ー一~4~ー／□-ロ

245 

~
 
ニニit ニ

〗
12

4
6

―
ニニ
ー

―
一
―

―
―
--―
 
―― ―― -―――
 

-

―

 

二
一
―ニ―-＿-

247 
251 

242 
248 

243 

心”／
 

ー、.¥④
 
物

／
 

―
―
 

遺

―
―/
 ，・

土

―

―-
-

.
q
/
.
 

~

i

 -i-
i

9

出

60

二

ー

4
 

――i-
i

2
ー戸

―

二―-＿
 

一―
-―一

井

―

―
 

―

二
＿二
i

-□

図7 5 2 
第

252 

O 10cm 一



第3節 弥生時代の遺構・遺物

253 
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261 

262 

256 

257 

258 

259 

269 

270 

271 

263 

266 

267 
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0 10cm 
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260 268 

第258図 井戸 1出土遺物⑤ (1/4) 
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第259図 井戸 1出土遺物⑥ (1/4) 
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第260図 井戸 1出土遺物⑦ (1/4) 
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第261図 井戸 1出土遺物R(1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

井戸2 (第198・262・263図、図版30)

18Q南端やや西寄りで、後述する溝 8 (弥生時代中期末）を切って検出した。平佃形は長軸98cmx 

短軸94cmの円形を呈し、断面は底面からややオーバーハング気味に斜めへ立ち上がる樅面を有する。

検出面から底面までの深さは89cm。底面の標高は7.97mと井戸 lに比べ90cm程度高い位置で掘削が終

了している。埋土は 1,.......,3層に分層することが可能であり、第3層（灰黄褐色粘質土）に基盤層土が

ブロック状に含まれていることから、故意に埋め戻された可能性を指摘できる。その第3層中からは

完形の甕337や鉢346、細粒花尚岩製の台石S148が出土した。第2層中の中程からは比較的多くの土

器が出土し、その状況を第262図に示している。壺334・335、高杯341・342、鉢347・348、脚部349

が該当する。その他図示はしていないが第2層中からは甕338・339、高杯343が出土した。埋土中に

は土器や石器以外に炭や焼土が多く含まれており、それは第 1・2層中において顕著であった。なお

第1層中からの遺物出士は極めて少なく、あったとしても士器細片がほとんどである。

出士した士器については第263図に掲載しており、出士層位については前述した通りである。 334・

335は壺で、口縁端部が下方、特に上方へ大きく立ち上がり、 334の「ハ」の字に閉いた頸部にはヘラ

描沈線が巡る。 336,.......,340は売。 336は外方へ大きく開く口縁部を有する甕で、いわゆる山陰系である

と思われる。 337,.......,339は上方へ立ち上がる二重口縁をもつ甕で、 337の口縁端部には凹線が巡る。 341

,.......,344は高杯。杯部が大きく開く341や深い杯部を有する342などがある。脚部は短い脚柱部から大き

＜閲＜裾部を有し、 4方向に円孔が認められる。 346,.......,348は鉢。小形の甕ともいえる346の他、二重

口縁を有する347・348がある。土器の特徴とその出土状況から掘削時期は明確でないが、弥生時代後

期末葉に埋め戻され、井戸としての機能を失ったものと看取される。 （松尾）

900cm 

。
1m 

1 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭・焼土含）

2 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)(炭多含） S148 
3 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(基盤層士塊含）

0 10cm 

第262図 井戸2(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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334 

337 

338 

339 

340 

335 

341 

342 

343 

344 

345 

第263図 井戸2出土遺物② (1/4) 

336 

346 

347 

348 

二
349 

。
10cm 

井戸3 (第199・264図、写真24、図版31)

22軸線上、 Y交点よりやや南に下がったと ころに位置する。用水路により東側上圃を削平されてお

り、当初は長方形の土堀として認識していた。とこ ろが、予想以上に深く、また東側へも広がりを見

せたので、用水路の底をさらえて精査したところ、方形の井戸であることが判明した。用水路底面の

標高は8.4mであるが、通常の弥生時代の土堀でこの深さ まで達しているものはあまりない。井戸の規

模は上而で南北1.7mX東酉1.59m、底面で南北43cmx東西50cmで、方形を星している。検出面からの

深さは1.24mで、底面の標高は7.59mを測る。壁血の傾斜は中段よりやや上で変化し、これより下は急

傾斜となっている。埋士は 5層に分かれ、最上層には基盤層に由来する黄色土塊を含んでいた。第4. 

5層はグライ化が著しい。

出士遺物は、図示した以外は土器細片のみで、少ない。一方、甕350は完形品で、第3層底で出土
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した（写真24)。第3層と第4層の境と、先述した壁面傾斜

角の変換点が一致している。また土質も第3層を境に粘性

に差があり、第4・5層では非常に脆弱であることから、

第3層以上と以下では埋没時期に差があると考えられる。

井戸埋没後に土堀として使われた可能性もある。

井戸の掘削時期は明らかにしえないが、弥生時代後期末

葉の段階で土器が投棄され埋没したと考えられる。（渡邊）

第3節 弥生時代の遺構・遺物

写真24 土器350出土状況（南東から）

i~ 
(¥  

'¥ ¥ 
-~~~ 

890cm 

0 1m ー ：

l 灰黄褐色粘性砂質士

(10YR4/2) (基盤層士塊含）

2 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

350 

3 灰色粘質士(5Y4/l)

4 オリーブ黒色粘質土(10Y3/l)

5 緑黒色粘質土(7.5GY2/l)

⑤ 
C12 

0 10cm O 5cm 

一 一第264図 井戸3(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

井戸4 (第200・265・266図、図版31)

22 II A南東に位置する。西側が調介区外となるため全容は明らかでないが、やや隅丸方形に近い円

形を呈する。残存部最大長で2.5mを測る。隅丸方形と想定するならば、一辺2.3m前後と推定される。

検出面での標高は8.75mである。底面はほぼ平らで、検出面からの深さl.Olm、底面の標高7.73mを測

る。埋土は東西断面では 6層に分かれ、南北断面の第 1層が第4・5層に、第2層が第6層に、第3

層が第 7·9 層に対応する。なお、第 2 図の第 8~13層が当井戸であり、上面を弥生時代位含層に覆
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われている。隈面は平らな底面より直線的に外方に立ち上がるが、掘り方中位で屈曲し、南東側では

テラス状の面を成していた。また北側はテラスが明瞭ではないが、小穴を検出した。径20~30cm、深

さ6Clllの楕円形を呈す。小穴上面は井戸検出面から約70cm下で、深さから、井戸掘削以前や埋没後に

掘削された遺構とは考え難く、井戸に伴う施設と考えられる。井戸の上屋を想定したが、井戸検出佃

ではそれらしき柱穴は見受けられなかった。また、井戸南側にもこの小穴と対になる小穴が存在して

いるかもしれないが、調介区外となるため、確認できなかった。

比較的多くの遺物が出土しており、土器のうち351・357・362が東西断面第4・5層、 361が東西断

面第6層、 352・353・354・356・360が東西断面第7層から出土している。壺、甕共に外面には櫛描

き直線文、内面にはヨコ方向のヘラミガキを多用する。 351・352は沈線下に刺突も認められる。甕の

口縁部は、断面三角形の端部を有する357、逆L字形の355、如意状の352、両者の中間的な354、「く」

字形の356・359など多様である。 353・354は口縁先端を折り返して、端部を丸くまとめている。 359

は口縁端部がやや肥厚している。胴部も匝線的な357、口縁部から底部にすぼまる353、やや膨らむ

352など差があるが、出士層位による傾向は看取されない。甕356は弥生時代中期前葉新段階に出現す

る広口壺の一群とみなした方が良いであろうか。弥生時代中期前葉に埋没したと考えられる。（渡邊）

890cm 

l 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

2 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR4/3)

3 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

4 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)(焼士少含）

5 褐色粘性砂質土(10YR4/4)(炭少含）

6 鈍い黄褐色粘性砂質土(lOYR4/3)(炭・焼土含）

7 褐灰色粘質士(10YR5/l)(炭少含）

8 灰色粘質上(5Y5/l)

9 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

尺
鱈
宣
~ 

゜
S149 
2cm 一0 1m 

~ ―三
第265図 井戸4(1/30)・出土遺物① (1/2) 
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冒
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0 10cm ー ペ361 

第266図 井戸4出土遺物② (1/4) 

5 士城

土塙4 (第196・267図）

lOE南東、調介区の北端に位置する。東西97cm、南北47cmの長方形を呈す。検出面からの深さは10

Clll、底面の標高は8.62mを測る。底面はほぼ水平

で、墜体は底面から緩やかに弧を描くように立ち

上がる。平面形が比較的整った長方形であったた

め、土戦墓と想定して調介を進めたが、この想定

を裏付けるような状況は確認できなかった。

士器細片が出士しており、弥生時代中期末葉に

位置付けられる。 （渡盪）

土塙5 (第196・268図、図版31)

lOE南東で、土堀 4の東に位置する。南北2.08

m、東西1.24mの不整形な士堀である。底面も凹
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凸が激しく、最も深い北側で検出面からの深さ10cm、底面の標高8.6mを測り、南に次第に浅くなって

いる。壁休の立ち上がりは弱い。

士堀内中央部で、底面に接して高杯脚部364が出土した。ほかは細片のみしかない。時期は弥生時

代後期初頭に位置付けられる。 （渡邊）

＼ 

880cm 

364 

。
10cm 

0 1m 
~ l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

第268図 土塙5(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃6 (第196・269・270図、図版32)

12G北西で、微高地南端の下がり際に位置する。南北1.64m、東西1.25mの不整円形で、検出面から

の深さ37cm、底面の標高は8.34mである。底面は平らでなく、椀形に中央部が深くなっている。検出

面から25cm前後下がったところで、北側と西側にテ

ラス状の段を有す。ただし、当初は後述する土堀7

がほぼ圃ー場所に咀複していることに気が付いてい

なかったため、土戦7まで掘削が及んだ可能性は否

定できない。

埋上は 2層に分かれ、下層は黒く、比較的粘質が

強かった。土器の多くは上層である第 1層から出土

している。比較的多くの士器片が出士しているが、

図化し得たのは壺365・368、甕366・367のみであ

る。壺365は屈曲した口縁部から強く胴部が張り出す
880cm 

0 1m 

~ 

l 暗褐色粘質微砂(10YR3/3)

2 黒褐色粘質徴砂(10YR3/2)(粘性強）

第269図土環6(1/30) 

割りには器高の低い、壺甕折衷とも言うべき器形で、

頸部に櫛描き直線文を、肩部には櫛描きの斜格子文

を施し、肩部下端には櫛状工具による刺突列点文を

施す。甕366の口縁部の屈曲も強く、口縁端部はやや

上方に引き上がりを見せる。また壺甕共に底部内面

はタテ方向のヘラミガキを施している。弥生時代中

期中葉でも新しい段階に位置付けられよう。（渡邊）
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366 

367 

368 

O 10cm 
~ 

365 

第270図土凛6出土遺物 (1/4)

土濃7 (第196・271図）

土城6とほぼ重複し、土戦 6完掘後に検出した。不整楕円形で、底面の標高は8.14mを測る。

図示した甕369は底面で出土した。このほか、凹線文を施した壺や、高杯脚部などがある。弥生時

代中期中葉の新しい段階に位置付けられ、土戦6との時期差は顕著に認められない。 （渡邊）

870cm 

369 
0 1m 

0 10cm 

l 灰黄褐色粘性砂質士(10YR4/2) 一第271図 土塙7(1/30)・出土遺物 (1/4)

土塙8 (第196・272図）

12G西端中央で、土堀7の南直に位置する。微高地下がりにほぼ並行し、長さ 3mをこえる溝状の

遺構であるが、いわゆる舟形士堀の可能性を想定して、士堀に含めた。ただし、底面は平らでなく、
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第5章

断面形状からも舟形士堀である可能性は低い。底面の標高は8.40mである。

土城6に北端を削平されており、出土遣物からも弥生時代中期中葉に位置付けられる。

土塙9

北溝手遺跡

（渡邊）

（第196・273図）

12G北西で、土戦7の南に位置する。上部は水田 lとした堆積層で覆われている。ほぼ水平な底面

から、隈体が匝角近く急に立ち上がる。底面の標高は7.71mである。埋士は基盤士をブロック状に含

む土と互層を成しており、人為的に埋められた状況を示す。
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時期の特定できる出土遺物はないが、溝2を切っているこ

とから、弥生時代中期後半と考えられる。 （渡邊）

＼ 

＼ 

870cm 

l/ 

ー

850cm 

0 1m 

l 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR5/3)

）
 。

370 

10cm 
------------.J 

0 1m 

l 褐色粘質上(7.5YR4/3)

2 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)

（基盤層士塊含）

3 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)

4 灰黄褐色粘性砂質上(10YR4/2)

5 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

（基盤層士塊含）

第272図 土塙8(1/30)・出土遺物(1/4) 第273図 土環9(1/30) 
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土塙10(第197・274図）

14K北西で、微高地北緩斜面に位置する。溝3を切って掘

削されている。上面で南北1.21m、東西86cmの楕円形を呈す

るが、検出面からの深さ13cmのところで南側が一段下がる。

底面はほぼ平らで、標高8.25mを測る。櫓体は断面台形に立

ち上がる。

出土遺物は土器細片のみであるが、頸部に鎖状突帯を有す

る広口壺や休部下半にヘラケズリを施した甕などがある。溝

3との関係から、弥生時代中期中葉に位置付けられる。（渡邊）

土濃11 (第197・275図）

土堀10の東で、同様に微高地北緩斜面に位置する。東半は

調在区外となり全容は不明である。径 lm程度と小さいが、

隈体が底面より直立気味に立ち上がる、しっかりした士堀で

870cm 

。
1m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

2 褐灰色粘質士(10YR4/l)

第274図土環10(1 /30) 

ある。底面はほぼ平らで、標高は8.16mを測る。

比較的多くの士器が底面近くより出士した。甕371・372、ジョッキ形土器373、台付鉢374などが

あるが、壺は出土していない。時期は弥生時代中期中葉に比定される。 （渡邊）

860cm 

。
1m 

l 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

（炭・焼土含）
371 

0 10cm 

372 

373 

374 

第275図 土凛11 (1 /30)・出土遺物 (1/4)

土塙12(第197・276図）

14K南匝で、竪穴住居3の北に位置する。土堀13を切っている。南北1.79m、東匝54cmの長楕円形

で、検出面からの深さは27cm、底面の標高は8.38mである。検出面から約10cm下がったところで、北

端に段を有す。南側への立ち上がりは緩やかであるが、東匝両側は比較的急で、断面台形を呈する。

埋tは3層に分けられ、第 2層には炭・焼士を含む。
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出士遣物には壺375、甕376・377、石鏃S151、楔形石器S152などがあ

る。壺375の口縁端部は肥厚し、端面に櫛描きの斜格子文を施す。弥生時

代中期中葉に位置付けられる。 （渡邊）

゜
1m 

｀ S151 0 2cm 
~ 

1 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

2 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

（炭 1 焼士含）

3 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/4)

八
□
口

375 

S152 

377 

0 10cm 
~ 

第276図 土塙12(1/30)・出土遺物 (1/2・1/4)

゜
1m 

面は台形を呈し、樅体は直線的に立ち上がる。長軸側の両端

が急峻に立ち上がることから、溝ではなく、舟形土堀と認識

している。底面は平らでなく、北端及び中央やや北寄りに一

段高い部分を有し、 2基の長楕円形の土城が連なったようにも見受けられる。北端と中央部の段の標

l 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)

土濃13(第197・277図）

土城12の西に位置し、北端の一部を土城12に切られる。南

北1.25m、東西90cmの不整楕円形を呈する。底面は中央がや

や深く、平らでない。検出面からの深さは19cm、底面の標高

／ は最も深いところで8.44mを測る。

弥生時代中期中葉の甕細片が出士している。 （渡邊）

870cm 土環14(第197・278,........,280図、図版32)

士堀12の南東に位置し、竪穴住居3の北東部を切る。長さ

3.27m、幅95cmの、南北に長大な遺構である。最も深いとこ

ろで、検出面からの深さ90cm、底面の標高7.74mを測る。断

第277図土環13(1/30) 

高はほぼ同じで、 7.88~7.85mである。北側の規模は長1.2m、南側は長1.8mで、底面の標高は北側で

7.74m、南側で7.8mと、南側が少し高い。長軸側には士層断面を設けなかったので、北側と南側の堆

積状況の違いなどについては検証できていない。短軸断面では埋土は 8層に分かれ、第 4層には特に

士器が多く、炭も含まれていた。第 7層には基盤士に由来する士がブロック状に混在していることか

ら、人為的に埋められた可能性がある。特に第4層では土圧で潰れた状態で土器が出土しており、埋

没の過程で人為的に投棄されたものと考えられる。第 1~3 層は士堀埋没後のくぼみに自然に形成さ
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380 

381 

382 

゜
1m 

l 鈍い黄褐色粘性砂質上(10YR5/4)

2 褐色粘性砂質士(10YR4/4)

3 鈍い黄橙色粘性砂質土(10YR6/4)

4 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)(炭含）

5 明黄褐色粘性砂質土(10YR6/6)

6 褐灰色粘質土(10YR4/l)(炭含）

7 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/3)(基盤層士塊含）

8 鈍い黄褐色粘質上(10YR5/4)

383 

。
10cm 

第278図 土環14(1/40)・出土遺物① (1/4) 
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，
 
384 

385 386 

＼ 

387 

388 

389 390 
＼ 

391 

392 

393 

394 

397 

O 10cm 
~ 

395 396 

第279図土塙14出土遺物② (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

れた堆積層であろう。

全体を層位側に掘り進められたわけではないが、おおむね第4層に対応する層位から出土した土器

は383·387·389·393·394·398·402·403で、 399はそれより下位で出士した。士器には壺• 甕•

台付鉢．把手付鉢• 小型の鉢• 高杯、石器には鏃．錐•楔形石器・敲石、円板形土製品など多様な器

柿がみられる。敲石S163は太型蛤刃石斧の基部を再利用している。士器には櫛描き文を多用し、胴

下半内面にヨコ方向のヘラミガキを施すものが多い。頸部の長い広口壺379や口縁部が逆L字形甕384

もある。一方、甕388は胴部が張り、 392は口縁端部が上方へ拡張されているなど新しい要素も認めら

れる。 394は広口壺に含めた。弥生時代中期前葉の新段階に位置付けられよう。 （渡邊）

398 

399 

ー＆ー
~ ~ 

S153 S154 

贔
~ ~ 

S157 S158 

400 

＝ 二＿ー～一 ぶ ニ一""'・ニ:::-=--7・・・・・・ - -

>
401 

402 

0 10cm 

一
—畠＿ ＿昌 《
~ ペぶ一、．ミ~>

I S161 S155 S156 

パ

喜 ,, ~ 

S159 ~ 

S160 

゜
2cm S162 

一第280図 土塙14出土遺物③ (1/4・1/2・1/3) 
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第5章北溝手遺跡

土塙15(第197・281・282図、図版33)

土堀14の世に位置する。竪穴住居上面で検出された。上面は、長さ2.28m、幅 lmの東世に長い楕

円形を呈する。断面は階段状に 2 段掘りになっており、中段では長さ 1.91m、幅60~80cmの隅丸長方

形を呈する。中段の上面は標高8.4~8.45mである。底面中央部にくぼみがあるが、第 4·5 層下面は

ほぼ平らで、標高8.1~8.15m を測る。平面形や掘り方の特徴から士堀墓と考えている。木棺痕跡は検

出できなかったが、第5層の炭層は棺底の存在を想起させる。

出土遣物は多く、壺、甕、甑形土器、石鏃、石錐、円板形土製品などがある。特に第3層より上方

での出士が多かったが、第4層下面からもまとまって出土している。第281図の上段は前者の、下段は

後者の出土状況を示している。しかし、壺405のように上層と下層で接合する資料もあることから、

下層の上器は上部から落ち込んだ可能性もある。平面的にも堀内に散在する破片が接合していること

から、破片の状態で城内に投棄されたものとみられる。

広口壺405~407は口縁端部を肥厚させ、端面に刺突文ないしは櫛描き文を施す。施文には、 405で

は箆状工具、 407では貝殻腹縁を利用している。甕は胴部のあまり張らない410や胴部下半に横力向の

ミガキを施す413といった古い様相を示すものと、口縁端部を少し上方に拡張させる411・412といっ

た新しい様相を示す2相がある。ただし、胴部内面下半のヘラケズリは認められず、弥生時代中期中

葉でも古い段階に位置付けられよう。 （渡邊）

405 

409 

405 

0 1m 
~ 

口

l 暗赤褐色粘質士(5YR3/2)(炭含）

2 黒褐色粘質士(5YR3/l)(炭含）

-/& 
~ ぃマ、

S164 

’ ~ 乏＇

S165 

~ 
~ 

0 さターS 1 6 6 2 c rr 

3 暗赤灰色粘質土(2.5YR3/l)(炭含、粘性強）

4 黒褐色粘質上(7.5YR3/l)(粘性強）

5 炭化した有機質層

6 褐灰色粘質土(10YR5/l)(炭・焼士含、粘性強）

第281図 土環15(1 /30)・出土遺物① (1 /3・1 /2) 
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411 

406 
405 

407 412 

415 

゜ i.............. 

10cm 
― 心ニゴ

413 414 

第282図土塙15出土遺物② (1/4) 

土環16(第197・283図）

14M北東で、土堀14の南に位置する。竪穴住居3に一部重複し、検出面では竪穴住居3との切り合

いを明らかにできず、士堀北半の形状を捉えることができなかった。検出血からの深さ13cm、底面の
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標高は8.62mを測る。弥生時代中期前半の遺物が出士しており、竪穴住居3より新しい。 （渡邊）

土演17(第197・284図、図版33・34)

士堀16の東に位置する。東側は調在区外となるため全容は不明であるが、平面は長方形、断面は台

形を呈している。上面は弥生時

代但含層に被覆されている。検

880cm 

0 1m 
~ 

l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)(炭含）

靡—
<!.~',:c.:; 史＇・哀

S167 

0 2cm 

一第283図土演16(1/30)・ 
出土遺物 (1/2)

：旦
多ロ0]
 芦

890cm 

--- . —,--;1 
0 1m 

出面からの深さ23cm、底面の標

高は8.52mを測る。埋土には基

盤土をブロック状に含んでいた。

出土土器には台付鉢416、甕

417、ジョッキ形土器418のほか、

櫛描き文を施した壺もある。弥

生時代中期前葉に比定され、当

微高地上の中期士城群の中でも

古く位置付けられる。 （渡邊）

l 灰褐色粘性砂質士(7.5YR5/2)(焼士含、基盤層士塊含）

416 

418 

O 10cm 

417 

第284図 土凛17(1/30)・出土遺物 (1/4)

土濃18(第197・285図、図版33・34)

土城17の南に位置する。東側は調介区外となり、全容は不明である。また土堀19と南東部が重複し、

土堀19に切られている。残存部での平面、断面共に不整形だが、検出面からは34cmと比較的深く、土

器も多く出土している。残存部での規模は、長さ1.2mをこえ、底面の標高は8.56mである。微高地か

ら河道部に至る斜面上に堆積した弥生包含層は上城17と上堀18の間から北へ堆積しており、当上堀と

但含層の関係は確認できなかった。埋士は単層であるが、第285図断面では、士器が埋士中程に堆積し

ている状況が看取される。平面的にもまとまっているが、いずれも破片の状態で、完形に復元できた

ものはない。

出士士器には壺419~421 、甕422~424などがある。頸部を刻目突帯で加飾する壺419は、口縁部が

直立よりは外方へ開き、上端面も内方へ拡張している。広口壺420は口縁部端面が下方へも肥厚を見
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せる。甕423は胴部の張りも弱く、口縁部端

面も丸く収めているが、甕424は胴部が張り、

口縁部も強いヨコナデを施している。口縁端

部は面を成し、凹線状の窪みを有している。

摩滅のため、胴部下半でのヘラケズリの有無

は確認できていない。弥生時代中期中葉の範

疇で捉えられる。また切り合いから土堀19よ

り古く位置付けられるが、土器の様相に矛盾

はないと考えている。 （渡邊）

419 

420 

) •. ばM冗？心＼ i゚

422 

900cm I 

。
1m 
l 禍色粘性砂質土(7.5YR4/3)

濁も焼士少含）

421 
423 

0 10cm —~ 424 

第285図 土凛18(1 /30)・出土遺物 (1/4)

土濃19(第197・286図、図版34)

土城18の南に位置し、土城18を切っている。東側は調介区外となる。長さ 3mをこえる長大な遺構

である。溝の可能性もあるが、隈体の立ち上がりが急で、断面も台形を呈していることから、士堀14

のような舟形土堀と考えた。上部に弥生包含層はなく、中世耕作土で被覆されていた。調介区東壁で

確認された規模は深さ50cm、幅 lmを測る。底面の標高は8.47mである。

出土遺物には図示したほか、上げ底の底部片もある。甕426の口縁端部は少し上方へ立ち上がる。

士器の様相と切り合いから、弥生時代中期中葉で、士堀18より新しく位置付けられる。 （渡邊）
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880cm 

。
1m 

l 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)

（基盤層士塊含）
0 1m 

-ー............... 第287図 土凛20(1/30)・出土遺物 (1/4)

425 

426 

427 

゜
10cm 

土塙20(第197・287図）

14Mの東端で竪穴住居3の南に位置し、平面形は長軸1.2m、短軸96

Clllを測る不整楕円形を呈する。断面形は検出面からの深さ10cmを測る

lIIl.形。

出土遺物は少なく428の甕形土器口縁部破片のみ。

士器の諸特徴から弥生時代中期後葉には埋没した士堀であると考え

られる。 （松尾）

土濃21(第197・288図）

14Mの東端で前述した土城20の西隣に位置する。平面形は長軸1.54

m、短軸1.04mを測る楕円形を呈する。断面形は検出面からの深さ16

Clllを測るlIIl.形。

出士遣物は少なく、石鏃S168の他は士器の細片のみ。詳細な時期

は不明であるが、弥生時代中期であろう。 （松尾）

890cm 

第286図土濃19(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

428 
0 5cm 一

1 灰黄褐色粘性砂質士

(10YR4/2) 

~ 

890cm 

゜
S168 
2cm ー→

1 灰黄褐色粘性砂質土
(10YR4/2) 

0 1m 

~ 

第288図 土塙21 (1/30)・出土遺物 (1/2)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙22(第197・289図）

14Mの東端に位置し、竪穴住居5の直に隣接して確認した。平面形は長さ3.22m、輻1.04mを測る南

北に細長い不整楕円形。断面形は緩やかに立ち上がる逆台形を呈し、北と南にそれぞれテラスを有

し、中央やや北寄りに一段凹んでいる箇所がある。検出面からの深さは26cmを測る。埋土は 3層に分

層でき、第2・3層埋士には炭や焼士を含んでいた。出士遺物の多くは南側のテラス上面から出士し

ている。

遺物には429~434の土器や、 S 169の泥質ホルンフェルス製の柱状片刃石斧がある。 429~431 は緩

く外反する口縁部端に刻目を巡らす甕。 431の甕には屈曲部下にヘラ描きの沈線が 1条認められる。

出土遺物から弥生時代前期後葉には埋没した土城であると思われる。 （松尾）

890cm 

429 

432 

433 

灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)

褐灰色粘性砂質土(7.5YR4/l)(炭・焼土含）

3 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/4)(焼土少含）

430 

431 

434 

゜
10cm 

。ロ
□ S169 

0 5cm 一0 1m 
~ 

第289図 土塙22(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

土環23(第197・290図）

14Mの南東で土堀22の南西に位置する。平面形は長軸1.02m、短軸82cmを測る楕円形を呈する。断

面形は検出面から底面までの深さ56cmを測り、南側が一段深くなっている。埋士は単層で炭が少最含
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890cm 
435 

436 
10cm 

゜
1m 

1 褐灰色粘質土(10YR4/l)

（炭少含）

第290図 土塙23(1/30)・出土遺物 (1/4)

900cm 

ii 
゜

1m 

438 
o 10cm 
~ 

まれていた。

遣物は435・436の土器細片のみ。詳

細な時期は不明であるが、弥生時代中

期の土城であろう。 （松尾）

土濃24(第197・291図）

14Mの南東端で土戦22の南東に位置

する。平面形は長軸1.31m、短軸1.16m

を測る楕円形を呈する。断面形は東側

にテラスを有し、西側が一段深くな

る。深さは検出面から底面まで18cmを

測る。

遣物は437・438の士器片と石鏃s

170が出上している。

出士遺物等から弥生時代中期中葉に

は埋没した士堀であろう。 （松尾）

437 
土濃25(第197・292図）

14Mの南東隅で土城24の南隣、後述

する土堀26の北端一部を切って確認し

た。平面形は長軸90cm、短軸80cmを測

る不整円形を呈する。断面形は東にテ

ラスを有し、北西側に深くなる。深さ

は検出面から底佃までの深さ18cm。

出士遣物には士器439・440、石鏃s
~ 

゜
S170 
2cm 

一灰黄褐色粘質士(lOYRS/2)(焼士少含）

第291図 土塙24(1/30)・出土遺物 (1/ 4・1 /2) 

171がある。

検出状況や出士遺物などから、弥生

時代中期前半には埋没した士堀である

と思われる。 （松尾）

:/~-~;j 
439 

890cm 

?allニ 0 440 
10cm 

~ 

S171 
O 2cm 一0 1m 

~ 1 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭・焼土少含）

第292図 土塙25(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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土塙26(第197・293図）

14Mの南東隅に位置し、土堀25と北端の一部が重なっており、本遣構の方が古いという認識で調介

を進めた。平面形は長さ3.86m、幅約50cmを測る南北に長い溝状を呈している。断面形は北側に 2段、

南側に 1段のテラスを有し、中央やや南寄りに逆台形に窪んだ箇所がある。最も深い底面は検出面か

らの深さ58cmを測る。いわゆる舟形士堀であると考えられる。

遺物は土器441~446、槍状石器 S 172が出土した。 441~443は売で口縁部をヨコナデし、端部には

若干の面をもつ。 444・445は甕底部。検出状況や遣物の諸特徴などから、弥生時代中期中葉には埋没

した土堀であると思われる。 （松尾）

890cm 

l 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

（焼士少含）

2 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

（炭多含・焼士少含）

3 褐灰色粘質上(10YR4/l)

（炭・焼土少含）

4 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

（焼士少含）

0 50cm 

~ 

444 

~ 

441 

442 

443 

446 

。
10cm 

445 

S172 

゜,.____ 
5cm 

第293図 土塙26(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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土塙27(第197・294図）

14M南東隅で検出し、土堀26の東隣に位置する。平面形は長軸1.34m、短軸75cmを測る隅丸方形を

呈する。断面形は南東隅にテラスを有し、底面へと緩やかに下がる。検出面から底OOまでの深さは17

Clllを測る。

出士遺物はヘラ描き沈線文を有する壺の体部片のみ。弥生

時代前期の士堀である。 （松尾）

土濃28(第197・295図）

16M西端で竪穴住居5の東隅に位置する。土堀の東側は調

介区外に延びているため、全体をうかがうことはできない。

残存長約60cm、輻68cmを測る。断面形は椀形を呈し、検出面
890cm 

. 二~
0 1m 

← ~ 

l 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

（基盤層士塊多含）

2 灰黄褐色砂(lOYR4/2) ミぃ
0 447 

5cm 
~ 

第294図土塙27(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

＇ 
＼ 

_＿＿
 

―
↓
 

ー

ー

900cm 

・A 
0 1m 

~ 

l 褐灰色粘性砂質上(7.5YR5/l)(焼士少含）

0 5cm 一第295図土濃28(1/30)・ 
出土遺物 (1/4)

から底佃までの深さ38cmを測る。遣物は448の土器のみ。 448

は甕の口縁部から体部上半にかけての破片で、口縁端部に刻

日が巡る。弥生時代前期後葉であろう。 （松尾）

土環29(第197・296図）

16M南西に位置し、東側の約半分が調在区外に延びてい

る。全体をうかがうことはできないが、最も残存している長

さはl.llmを測る。断面形は南側の底面が凸凹しており、北

端が最も深い。検出面から底面までの深さは41cmを測る。遺

物は449の上器片のみ。甕の口縁部破片から弥生時代中期末

には埋没した土城であると思われる。 （松尾）

土濃30(第197・297図）

160北西で、後述する士堀32の西に位置する。平面形は長

軸1.7m、短軸74cmを測る不整長方形を呈する。断面形は直端

が一段低くなり、隈面は上方に向かって緩やかに立ち上が

る。検出面から底面までの深さは28cmを測る。埋士は上下 2

層に分層することができ、どちらの埋士にも炭片が含まれて

I 

— I 
I 
/_  

900cm 

a 
449 

0 10cm ..,__—~ 

l 灰褐色粘質士(7.5YR5/2)

2 鈍い黄褐色粘質士(10YR6/3)

0 1m 

第296図 土環29(1/30)・出土遺物 (1/4)
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いた。遺物は第 1層中あるいは第2層上半からの出士が多く、底面付近からの出士は少ない。いずれ

も細かく割れた土器が多く、完形に復元できたものは皆無であった。 450は頸部に貼付突帯を巡らす

短頸壺。 451~459は強いヨコナデにより口縁部を［く」字に成形する甕。口縁端部を丸くおさめるも

のや端部に面を有するもの

などバリエーションがあ

る。調整は体部外面上半が

タテハケ、内面はナデを行

っているものが多い。士器

以外の遺物としては、槍状

石器S173がある。

弥生時代中期中葉の古相

段階の士器と共に、埋没し

た士堀であると考えられ

る。 （松尾）

890cm こ
S173 
0 2cm 

一
。

1m l 褐灰色粘質士(7.5YR4/l)(炭含）

2 褐灰色粘質土(10YR4/l)(炭少含）

450 

451 

454 
457 

455 

458 

452 
456 

453 

461 

459 

463 

。
10cm 

460 462 

第297図 土塙30(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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土塙31 (第197・298図）

160北西で、後述する土堀32中央を切って検出した土堀である。平面形は長軸79cm、短軸64cmを測

る不整楕円形を呈する。断面形は平坦な底面から上部へ急角度で隈面が立ち上がっていた。検出面か

ら底面までの深さは35cmを測る。遺物は土器破片のみで、いずれも埋土上半より出土した。弥生時代

中期後半には埋没した土堀であると思われる。 （松尾）

土濃32(第197・299・300図）

16M・0北西に位置し、土戦31や後述する土戦33に切られていることを確認している。平面形は長

軸2.8m、短軸50cmを測る溝状を呈していた。断面形は 2段に落ち込んでおり、北端にテラスを有す。

検出面から底面までの深さは64cmを測る、いわゆる舟形土堀と呼称される遺構である。

出土土器466~478は底面より浮いた状態で出土しており、完形に復元できるものは皆無であった。

466~476は甕で、口縁端部を丸くおさめた466があるものの、 457~473の口縁端部はいずれも肥厚

し、面をもっている。 473の口縁部には棒状浮文がみられ、頸部には指頭圧痕文突帯が巡る。 478は高

杯の脚部である。弥生時代中期中葉の士器と共に埋没した士堀であろう。 （松尾）

← ~cstv11. 
\~ 

890cm 

--,~ 

o 1m 

~ 

l 褐灰色粘質土(10YR4/l)(炭・焼土少含）

464 

0 465 
10cm 
~ 

第298図 土環31 (1/30)・出土遺物 (1/4)

890cm 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

（炭・焼土少含）

2 黄灰色粘質土(2.5Y5/l)

0 50cm 

一第299図土環32(1/30) 
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466 

468 

469 

467 
470 

/
＼
 471 

口 473 

472 

474 

二
475 476 477 

0 10cm 

一
478 

第300図土凛32出土遺物 (1/4)

土環33(第197・301・302図）

160北西に位置し、西側は井戸 lの東に隣接して確認した。

平佃形全体をうかがうことはできないが、残存長1.12m、最大

輻1.08mを測る。南西にやや開き気味の不整長方形で、断面形

は検出面から底面までの深さ 8Clllを測る皿形。埋土上半からは

細かく割れた土器が出土し、北西側には井戸 lに見られる白色

粘士塊が分布していた。

遺物は479~484などの土器片のみ。 479~482は甕。 483·484

は鉢である。 479~481 は二重口縁をもつ甕。 483は椀形、 484

は二重口縁で、内面は斜め方向にヘラケズリを行う。

土器の諸特徴から、井戸 lとほぼ圃じ時期であり、機能等の

特定は出来なかったものの、井戸 lに付属する施設と考えるこ

ともできるのではなかろうか。弥生時代後期末。 （松尾）

890cm 

゜
1m 

1 褐灰色粘質土催も・焼士含）

第301図土環33(1/30) 
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480 

481 

483 

484 
482 

゜
10cm 

479 

第302図土凛33出土遺物 (1/4)

土環34(第197・303図）

160北端に位置する士堀で、東側の一部が側溝により切られている。平面形は長軸1.56m、短軸1.1

mを測る不整楕円形。断面形は逆台形を呈し、平坦な底面から壁面はほぼ垂直に立ち上がる。検出面

/
f
 

~

~
こ

I~ 

900cm 

o 1m 

~ 

l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)(炭・焼土含）

2 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)(炭・焼土少含）

3 鈍い黄褐色粘性土(10YR5/4)

4 褐灰色粘性砂質土(10YR4/l)(炭・焼士少含）

485 

.-・・ ざ
胃--

486 

487 

488 

489 

490 
492 

゜
10cm 

491 

第303図 土塙34(1/30)・出土遺物 (1/4)
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から底面までの深さは70cmを測る。

出土遣物の多くは埋土第 3 層上面より出土した。 485は頸部にヘラ描沈線を巡らす長頸壺。 486~

490 は甕。 486~488は上下に拡張した口縁部に凹線文が巡る。 486の体部にはハケ調整前のタタキが

観察できた。 491は肥厚した端部を有する高杯の脚部。 492は台付鉢。土器の特徴から、弥生時代後期

初頭の土堀である。 （松尾）

土濃35(第197・304図）

160北端に位置し、土城34の南西で確認した。北半分を側溝や後世の遺構により切られており、平

面形は不明であるが、最大輻は50cmを測る。断面形は平坦な底面からやや斜めに樅面が立ち上がり、

検出面から底面までの深さは31cmを測る。詳細な時期は不明。弥生時代の遺構である。 （松尾）

土濃36(第197・305図）

160北西に位置する土堀で、調介の都合上掘削した側溝により直側と南側の状況は不明である。最

大幅は1.2m、検出面から底面までの深さはllcmを測る。

出士遺物は少なく、 493の甕など小破片のみ。弥生時代後期の士堀で

あろう。 （松尾）

土環37(第197・306・307図）

160北西で、土城35と土戦36の中間に位置する。平面形は長軸1.37m、

短軸79cmを測る楕円形。底面は中心から東側が平坦であるが、西側は上

方に向かってやや傾斜している。隈面はほぼ乖直であり、検出面から底

面までの深さは44cmを測る。

第306図に図示しているのは、埋土の第3層上面あるいは第2層中か

ら出土した土器の出土状況である。なお土堀底面からの土器出土は認め

られなかった。

出士遣物には494~500の士器がある。広口壺494は上下に拡張した口

縁部外面に凹線・円形浮文・棒状浮文が巡り、内面には櫛描波状文が施

／
 

890cm 

O 50cm 

~ 

l 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

第304図土塙35(1/30) 

＇ 890cm 

493 
0 5cm 

一
l 灰黄褐色粘性砂質土

(10YR5/2) (炭少含）
0 1m 
~ 

0 1m 

~ 
l 褐灰色粘質土(10YR4/l) 3 灰黄褐色粘質土

2 褐灰色粘質士(10YR5/l)(炭少含） (10YR5/2)頃棧；含）

第305図 土環36(1/30)・出土遺物 (1/4) 第306図土環37(1/30) 
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される。甕496~498は上方あるいは上下に拡張した口縁部外面に凹線を巡らせ、体部内面下半のヘラ

ケズリが顕著である。弥生時代中期末に埋没した土堀である。 （松尾）

494 

495 

496 

。

498 

497 

10cm 
499 

500 

第307図土塙37出土遺物 (1/4)

3 1 900cm 

0 1m 
し~

土塙38(第197・308図）

160北端で、士堀34・ 士堀35の南西に位置する。東側の一部が側溝により

切られてはいるが、長軸拙定2.4m、短軸96cmを測る長方形を呈すると思われ

る。断面形は検出面から底面までの深さ36cmを測る逆台形で、埋士第2層と

第4層の間に薄い炭層が堆積している。甕501が出士していることなどから、

弥生時代後期後葉の土城であると雅察される。 （松尾）

土濃39(第197・309図）

160北寄りで検出した土堀で、後述す

る溝14を切って確認した。平面形は北端

が側溝により切られているため明確でな501 
O 10cm 

一
鈍い黄橙色細砂混粘質土(10YR6/3)

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

3 炭層

4 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)

（甚盤層土塊含）

第308図 土塙38(1/60)・出土遺物 (1/4)
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いが、長軸1.7m以上、短軸1.65mで、隅

丸方形を呈するものと思われる。断面形

は中央部に若干の凹凸が見られるものの、

壁はほぼ垂直に立ち上がっている。遣物

には502~507の土器や石器 S174が出土



第3節 弥生時代の遺構・遺物

した。口縁部を上下に拡張する502や口縁部の拡張が少ない503・504などの甕、 505・506の肥厚・拡

張した口縁端面に凹線を巡らす高杯やミニチュア507などがある。 S174は斑状流紋岩製の石錘。弥生

時代後期前葉には埋没した士堀である。 （松尾）
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502 

503 

504 

． 。S174 scm 一
910cm 

505 

二
507 

。
1m 

。
10cm 

灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2) 禍灰色粘質土(7.5YR5/l)

第309図 土塙39(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

土塙40(第197・310図）

160の中央で、後述する土堀41を切って検出した。平面形は長軸90cm、短軸83cmを測る不整長方形

910cm 

0 1m 
, 

l 褐灰色粘質士(7.5YR4/l)(炭・焼土少含、

暗褐色粘質土(7.5YR3/3)塊含）

2 炭厩褐灰色(7.5YR2/l)

（焼土少含、褐灰色粘土塊含）

3 黒褐色粘質土(7.5YR3/l)

（炭少含）

508 

509 

512 

513 514 

510 

゜
第310図

511 

土塙40(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第5章北溝手遺跡

で、断佃形は底佃に凹凸があるややいびつなllI1状を呈している。埋士は 3層に分層することができ、

第2層である炭層中から多くの士器片や井戸 1. 土堀33で認められた様な白色粘土塊が出土した。出

士遺物の多くは508~515の土器片である。 508·509は口縁が上方に大きく直立した甕で、 508には凹

線が、 509にはヨコナデが顕著に認められる。 510・511は甕底部。 512は外反した口縁にやや深い杯

部を有した高杯で、脚部には 4方向に円孔が認められる。 513は鉢、 514はミニチュア鉢、 515は台付

鉢である。弥生時代後期末の土城である。 （松尾）

土濃41 (第197・311図）

160中央で、土堀40により中央やや北寄りを切られていた。平面形は明らかにしがたいが、長軸1.48

m、短軸推定95cmを測る楕円形を呈すると推察される。断面形は検出面から底面までの深さ16cmを測

る皿状。埋土は上下 2層に分層することができ、上器

は第 2層上面から多く出土している。なお、第 1層中

には炭や焼士が多く含まれていた。

出士士器には甕516や器台518などがある。弥生時代

中期後葉古段階には埋没した士堀であろう。 （松尾）

土環42(第197・312図）

160中央、土城40・41の南に位置し、掘立柱建物 l

や掘立柱建物 2の柱穴により東側の一部が壊されてい

る。平面形は長軸1.4m、短軸71cmを測る不整楕円形

で、断面形は南に傾斜する底面とそこから上方に立ち

910cm 

0 1m 

~ 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭・焼士多含）

2 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/4)

516 

517 

518 
O 10cm 

第311図 土塙41(1 /30)・出土遺物 (1/4)

上がる壁面を観察することができる。弥生時代中期前

半の土堀であると思われる。 （松尾）

土塙43(第197・313図）

160中央で、土堀42の南を切っていることを確認し

て検出した。平面形は

長軸57cm、短軸50cmを

測る不整円形。遺物が

検出面よりやや浮いた

形で出士しているため

掘り方は不明瞭であ

り、埋土も確認できて

910cm 

·~ 
。

1m 

l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)

第312図土演42(1/30) 
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いない。

出土遺物は土器のみ

で、いずれも細かく割

れた破片ばかりであっ

た。そのため完形に復

元できたものはなく、

士器519~521 はその

内でも実測に耐えうる



第3節 弥生時代の遺構・遺物

もののみを掲載している。

519・520は二重口縁を有する甕で、外面はタテハケ調整を内面はヘラケズリが顕著である。 521は

外反する口縁に深い杯部をもつ高杯。弥生時代後期末の士堀である。 （松尾）

_
 ＼` 

0 519 
10cm 

''  ＇ 

520 

／
 

―

-

521 
0 50cm 一 第313図 土凛43(1/30)・出土遺物 (1/4)

土環44(第197・314図）

160中央やや南西寄りで検出した士堀で、後述する士堀45や士堀46を切って検出した。平面形は長

軸1.38m、短軸94cmを測る楕円形。断面形は凸凹している底面からやや傾斜をもって立ち上がる壁面

を有する。埋土は上下2層に分層でき、図示した遺物の出土状況は第2層上面で確認したものである。

出土遺物は土器のみで、甕底部522は底部穿孔が認められ、内外面共にていねいなタテ方向のヘラミ

ガキを行う。高杯523は口縁部を水平に肥原させ、端部には刻日が、杯部から脚部への屈曲部には貼

付突帯が巡る。杯部内外面共にていねいなヨコ方向のヘラミガキを行っている。弥生時代中期中葉に

は埋没した土堀である。 （松尾）

900cm 

0 1m 

l 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4) 2 暗褐色粘性砂質土(10YR3/3)

522 

523 
O 10cm 

第314図 土塙44(1/30)・出土遺物 (1/4)

土環45(第197・315図）

160中央南直寄りに位置し、土堀44により南西部を壊されている。平面形は残存長1.6m、輻82cmを

測る不整楕円形を呈する。断面形は椀形を呈し、検出面から底面までの深さは16cmを測る。出士遺物
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第5章 北溝手遺跡

は土器524~526、石鏃 S 175がある。弥生時代中期前半の士堀であろう。 （松尾）

土演46(第197・316図）

160中央南西寄りで検出し、士堀44により一部切られていることを確認している。西側は調在区外

へ延びているため全休形は不明であるが、残存長2.82mで幅は39cmを測る。断面形は逆台形を呈し、

検出面から底面までの深さは28cm。いわゆる舟形士堀と称される遺構である。

遺物は土器527・528や石鏃S176が

出土している。弥生時代前期後葉の遣

＼ 

如ー
。

1m 

l 禍灰色粘質土(7.5YR4/l)(炭少含）

524 

525 

二
＜ 

゜
S175 2cm 

一第315図 土演45(1/30)・ 

出土遺物 (1/4・1/2)

910cm 

0 50cm 

一灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

528 
0 10cm -— 第316図

構である。

土濃47(第197・317図）

160南端で、竪穴住居8・9に隣接

していた。平面形は長軸2.05m、短軸

1.05mを測る不整楕円形。断面形は東

西それぞれにテラスを有し、最も低い

部分で検出面からの深さが24cmを測る

椀形を呈する。

出土遺物は529~532の土器のみで

あった。 529は短く外反する口縁部に、

大きく横へ張る体部を有する壺。外面

には体部上半に 1条沈線が巡る。内外

面共に細かい横方向のヘラミガキ調整

を行っている。弥生時代前期後葉には

埋没した士城である。

土塙48(第197・318図）

（松尾）

（松尾）

160南東で、竪穴住居7を切って検

出した。平面形は長軸92cm、短軸75cm

の不整楕円形で、断面は東西それぞれ

のテラスから緩やかに底面へと下がっ

ている。検出面から底面までは36cmを

測る。

527 

0

0

 

゜
S176 
2cm 一土塙46(1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

遺物には二重口縁を有する甕533・534があり、第 2層（灰白色粘上）下部より出上した。

色粘土は井戸 lや土堀33において認められたものと酷似している。弥生時代後期末。

この灰白

（松尾）

D ＼ 
529 

530 531 

900cm 

1~ 

532 

。
10cm 

。
1m 1 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)(炭含）

第317図 土塙47(1 /30)・出土遺物 (1/4)

(;¥□ 
900cm 

0 1m 

~ 

533 

。
10cm 

灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭 1 焼士多含）

灰白色粘土(2.5Y8/2)

暗灰黄色粘質土(2.5Y5/2)(炭少含）

534 

第318図 土凛48(1/30)・出土遺物 (1/4)

土塙49(第197・319図）

160南東に位置し、竪穴住居8の一部を切って検出している。東側は調介区外へ延びており、西端

は古代の溝である溝21により壊されていた。平面は残存長2.2m、幅65cm、断面形は検出面から底面ま

での深さ13cmを測る逆台形を呈する。いわゆる舟形士堀と称される遺構である。士器535,.......,539は底面
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第5章北溝手遺跡

よりやや浮いた状態で出士した。士器の他には石錐S177がある。

検出状況や土器の特徴などから、弥生時代中期中葉には埋没したものと思われる。 （松尾）

土環50(第197・320図）

160南東に位置し、

＼ ＼ 

880cm 

>
o 50cm 一l 灰黄褐色粘質士(lOYRS/2)

539 

535 

゜

538 

537 

□
 

10cm 

第319図 土塙49(1/30)・出土遺物 (1/ 4・1 /2) 

，
 
゜
゜
S177 
2cm 

-— 

竪穴住居10によって切

られていることを確認

している。北側の一部

は後世の柱穴により壊

されていた。平面形は

長軸l.Olm、短軸82cm

の不整方形。断面形は

検出面から底面までの

深さ18cmを測り、平坦

な底面から上方に向か

って緩やかに傾斜して

いる。

遺物は少ないが、壺

540や石鏃S178が出土

している。弥生時代前

期中葉の土城である。

（松尾）

土塙51 (第197・321図）

160南東に位置し、竪穴住居10や土堀49によって切られていることを確認している。周囲には遣構

が密集していたため全体の形を明らかにし難いが、平面形は幅54cmを測る楕円形を呈すると思われる。

詳細な時期は不明であるが、検出状況から弥生時代の遺構であることは間違いない。 （松尾）

890cm 

0 1m 

~ ―,1  
l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭 1 焼士含）

540 
0 10cm 
- --— , ---,'-~ 

~ 

S178 
0 2cm 

一第320図 土環50(1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)
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l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(炭含）

第321図土環51(1 /30) 



第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙52(第197・322図）

16Q北端で、竪穴住居11北酉を切って検出

した。西半分が側溝内で検出されたものの、

平面形は長軸1.33m、短軸1.14mの楕円形。

断面形は底面が平坦で、西隈が直角気味に東

壁がやや緩やかに立ち上がった逆台形を呈す

る。検出面から底面までの深さは28cmを測る。

埋土は 2層に分層することがで苔、どちらの

埋土にも炭が含まれていた。遺物は541,..__,550

の上器のみ。いずれも第 2層中および第 2層

上面より出土している。土器の特徴から弥生

時代後期末。 （松尾）

910cm 

黒色粘質土

(10YR2/l) 

（炭多含）

黒褐色粘質士

(10YR3/l) 

（炭含）

0 1m 

~ 

541 

543 547 

542 
。

10cm 544 550 

第322図 土塙52(1/30)・出土遺物 (1/4)
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二
I I 

¥:、＼、へ、ーロ!/

900cm 

＂ 。
1m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)(炭含）

2 鈍い黄褐色粘質士(10YR5/3)(炭含）

ー△
全

S179 

551 

喜・＼ 
552 

<:;§ ジ

S180 

土塙53(第198・323図）

16Q北東で検出し、北端が溝21によって切られてい

た。平面形は長軸3.lm、短軸1.2mで、北端が広く南西

が狭まる不整形を呈し、断面は所々にテラスを有する

ものの、比較的西側が深く、最も深い部分で検出面か

ら底面までの深さは45cmを測る。

いわゆる舟形土堀と呼称される遣構であると思われ

る。遺物は少なく、 551~553の土器片や S 179~181 

の石器がある。土器は頸部や体部に段を有するもの

(551・552)や、体部にヘラ描きの重弧文を配するも

の (553)がある。弥生時代前期前半には埋没した土

堀であろう。 （松尾）

土環54(第198・324図）

16Q北東に位置し、後述する士城57を切って検出し

た。平面形は長軸93cm、短軸53cmの不整楕円形で、断

面形は検出面から底面までの深さ12cmを測る逆台形を

呈している。

出土遺物は土器小片のみで、甕554が唯一図化でき

た。出土土器の諸特徴から弥生時代中期中葉には埋没

した土城であると考える。 （松尾）

土濃55(第198・325図）

16Q北東で後恨の遺構により上半部を壊されてい

る。後述する溝6を切って検出した。

平面形は長軸1.33m、短軸50cmの不整楕円形。断面

形は底面までの深さ 9Clllが残存し、筒形を呈すると思

われる。

出土遺物は少なく土器小片のみ。弥生時代後期の土

戦である。 （松尾）

O 10cm -— 
＜込

S181 
O 2cm :..........-、

900cm 

554 
O 5cm 

---------

。
1m 
l 灰黄褐色粘質上

(10YR5/2) 

第323図 土塙53(1/30)・出土遺物(1/4・1/2) 第324図 土環54(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土塙56(第198・326図）

16Q北東で後述する士城57を掘り上げた後に検出した。当初 lつの遣構

2つの上堀 (56A・B)が重なっ

AがBを切っていることを確認している。平面形は56Aが長軸63

Clll、短軸61cmの不整円形、 56Bが長軸66cm以上、短軸60cmの不整楕円形を

として認識していたが、断面観察から、

ており、

呈する。断面形は56Bが逆台形。 56Aは東壁が緩やかに西樅が急に立ち上

がり、中央やや西寄りが一段深くなっていた。遺物は土器小片555・556の

み。弥生時代前期後半であろう。

土濃57(第198・327図）

（松尾）

16Q北東で士堀55と古代の溝6に切られていることを確認している。特

に北東端は溝 6に壊されているため全休形は不明。平面形は残存長軸2.8

m、短軸1.27mの溝状を呈し、断面形は検出面から底面までの深さ28cmを

測る llI1形。遣物は557~559の士器片。甕557は口縁端部刻日、体部にヘラ

描き沈線を施す。 559は壺蓋。弥生時代前期後半。

土環58(第198・328図）

16Qと18Qの境で士堀57の東に位置する。

西半分が後世の柱穴と溝6により壊されてい

るものの、平面形は残存直径1.08mを測る円

910cm 

0 1m 

~ 

褐灰色粘質士(7.5YR4/l)(炭・焼士多含）

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

褐灰色粘質土(7.5YR5/l)(炭・焼土含）
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（松尾）

910cm 

弥生時代の遺構・遺物

第325図

910cm 

0 50cm 

~ 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

土演55(1/30) 
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0 559 
10cm 
~ 

l 灰黄褐色粘質土

(10YR4/2) 

556 
r, 

ーい

―-i 
~" 

~
い

O
'
 

10cm 

。
1m 

第326図 土塙56(1/30)・出土遺物(1/4) 第327図 土環57(1/30)・出土遺物 (1/4)

-201-



第5章北溝手遺跡

J f ーー／ 

‘‘ 
／ 

、、

w~ 
。

1m 

l 褐灰色粘質士(10YR4/1)

（炭・焼士含）

560 
0 10cm 

形であると雅察される。断面形は検出面から底面までの深さ28cmを

測る逆台形を呈する。遺物は少なく土器小片のみ。無頸壺560は端

部外面に円形浮文が巡り円孔が 1つ残存している。弥生時代中期中

葉の土堀である。 （松尾）

土濃59(第198・329図）

16Q東端で、後述する士城60の北東端を切って検出している。平

面形は長軸1.25m、短軸70cmの不整楕円形。断面は検出面から底面

までの深さ11cmを測り、壁面北東側がやや急に南西側は緩やかに立

ち上がっている。埋土は灰黄褐色粘質土で炭を含んでいた。

遺物は土器片561,..__,563、石鏃S182がある。甕561は口縁部と体

部上半内外面に横方向のヘラミガキ調整を行っている。弥生時代中

期中葉の士城である。 （松尾）

土環60(第198・330・331図）

16Q東端に位置し、北東端は士城59により切られていた。平佃形

は長軸98cm、短軸94cmの不整円形を呈している。断面形は逆台形を

呈し、検出面から底面までの深さは89cmを測る。埋土は 5層に分層

することができ、第2層中には焼士塊が多く含まれ、第2層下面に

第328図土環58(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

910cm 

0 1m 
~ と

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

910cm 

3
 

561 562 

八 0 1m 

<-sい＂＇へ f

563 

。
10cm 

゜
S182 
2cm 

一第329図 土環59(1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)
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l 禍灰色粘質士(10YR4/l) 4 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)(炭含）

2 褐灰色粘質土(10YR5/l) 5 灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)

3 炭層 （炭・焼土少含）

第330図土環60(1/30) 



第3節 弥生時代の遺構・遺物

は炭層（第3層）が薄く堆積していた。

川士遣物は554~559の土器があり、いずれも第 2 層以下から出土している。甕554~557は口縁部

をヨコナデし、体部外面上半をタテハケ、下半はタテ方向のヘラミガキ、体部内面はヨコハケのちヨ

コ方向のヘラミガキを行っている。 564休部外面には刺突文が巡る。土器の諸特徴から弥生時代中期

中葉古段階に埋没した土堀であると雅察される。 （松尾）

564 

565 

臼
567 

568 

566 

。
10cm 

569 

第331図土塙60出土遺物 (1/4)

土環61 (第198・332・333図）

16Q東端で、北西の一部を士城60により壊

されていることを確認している。平面形は長

軸1.9m、短軸90cmを測る不整長方形。断面は

底面にやや凹凸があり、櫓面は緩やかに立ち

上がる。検出面から底面までの深さは16cmを

測る。

遺物は570~572の上器片が出上した。甕

570・571は逆L字状口縁をもつ。 571のD縁

端部には刻目が巡り、休部外面上半には櫛描

沈線が施されている。 572の外面にはタテ方

向のヘラミガキが行われている。弥生時代中

期前葉の士堀である。 （松尾）

ヽヽ ＼ヽ ＼ 

910cm 

。
1m 

1 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

第332図土環61 (1/30) 
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第5章北溝手遺跡

:
 
570 

土塙62(第198・334図）

16Q東端で士城61の南西に位置する。南東

隅をトレンチにより壊されているものの、平

面形は長軸70cm、短軸65cmを測る不整楕円形

を呈する。断面形は筒形で、検出面から底面

までの深さは56cmを測る。埋土は上下 2層に

分層することができ、どちらの埋土にも炭が

含まれていた。

遺物は少なく、甕の口縁部破片573のみを

図化することができた。口縁端部に刻日が巡っている。弥生時代前期

後半の士城である。 （松尾）

572 

571 。
10cm 

第333図土演61出土遺物 (1/4)

土塙63(第198・335図）

18Q西端に位置し、西側を古代の溝21により壊されている。平面形

は残存長軸l.lm、短軸77cmを測る不整楕円形。断面はやや凹凸のある
910cm 

底面から緩やかに上方へ上がる隈血を有する。検出面から底面までの

深さは11cmを測る。

573 
0 50cm — 0 10cm 

灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

褐灰色粘質土(10YR4/l)憤t含）

第334図 土演62(1/30)・出土遺物 (1/4)

遺物は土器のみの出土。 574は口縁端部や

や下に刻日突帯が巡る。胎土などから弥生時

代のものであると思われる。 575は内外面に

ていねいな横方向のヘラミガキ調整を行った

鉢。上器の諸特徴から弥生時代前期の上堀で

あると拙察される。 （松尾）

＼ ヽヽ

890cm 

574 

。
1m 

l 褐灰色粘質土(10YR5/l)(炭含）

575 

゜

一
10cm 

第335図 土塙63(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙64(第198・336図）

18Q西端で、竪穴住居15の北に隣接す

る。平面形は直径80cmの円形。断面形は

椀形を呈し、検出面から底面までの深さ

は29cmを測る。

遣物は土器576・577や石鏃S183が出

土している。甕576・577は体部外面タ

テハケ、内面は576が横方向のヘラミガ

キを行ない、口縁端部はやや肥原してい

る。弥生時代中期中葉古段階の土戦であ

ろう。 （松尾）

土塙65(第198・337図）

18 S北西隅で検出した士堀で、東側を

溝21に、西側は溝46にそれぞれ壊されて

おり、長軸1.6m、短軸65cmがかろうじて

残存していた。底面はやや凹凸があり、

北側へいくほどに深くなる。検出面から

底面までの深さは16cmを測る。弥生時代

の遺構である。 （松尾）

土濃66(第198・338図）

18 S中央北寄りに位置し、後述する土

城67・68の北側で検出した。西側は中恨

の溝45により壊されているため、本来の

平面形は不明。残存している平面形は長

軸1.16m、短軸82cmの不整楕円形を呈し

ている。断面は中央部に落ち込みがあ

り、検出面から底面までの深さは27cmを

測る。

出土遺物は少なく、図化できたのは甕

578のみ。弥生時代中期末から後期初頭

にかけての土堀である。 （松尾）

土濃67(第198・339図）

18 S中央やや北寄りに位置し、土堀66

の南側で検出した。平面形は長軸1.05m、

短軸69cmを測る隅丸長方形。断面は平坦

な底面から緩やかに上方へ上がる樅面を

有し、検出面から底面までの深さは13cm

を測る。出土遺物は土器のみで、いずれ

900cm 

~ 
0 1m 

~ 

576 

0 577 
10cm 

l 褐灰色粘質士(10YR4/l) 皇
~ 

゜
S183 
2cm 一第336図土演64(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 

900cm 

O 1m 1 鈍い黄褐色粘質士

~(10YR6/3) 

第337図土演65(1/30) 

890cm 

0 1m 

~ —~ 

0 578 
5cm 
~ 

1 灰黄褐色粘質上

(10YR4/2) 

2 鈍い黄褐色粘質土

(10YR5/3) 

（基盤層士塊含）

第338図 土演66(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第5章北溝手遺跡

も破片であった。 579・580は甕上半部の破片。口縁部は強いヨコナデを行っている。弥生時代中期中

菓の土堀であろう。 （松尾）

土環68(第198・340図）

18S中央やや北寄り、土堀

890cm 

0 1m 

~ 

l 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)(基盤層土塊含）

579 

＿―・・r 

580 

0 581 
10cm 

一第339図 土環67(1/30)・出土遺物 (1/4)

67北東に位置する。平面形は

長軸1.09m、短軸82cmの不整

長方形。平坦な底面から緩や

かに上方へのびる櫓面をも

ち、北西側にはテラスを有す。

出土遺物は土器細片のみ。

582~585は甕の口縁部および

底部破片。 582のみが弥生前

期まで遡り得るが、他の士器

から弥生時代中期中菓の土堀

であると誰察される。（松尾）

土濃69(第198・341・342図）

18S中央やや南西寄りで、竪穴住居17を切って検出した。平面形は長軸1.05m、短軸1.04mの隅丸方

形。断面は樅面が急角度で落ち込み、底面へと至っている。検出面から底面までの深さは42cmを測る。

埋土中には多くの炭が含まれており、特に底面に貼り付

くように炭が堆積していた。

出上遺物は少なく図化したものは甕586と紡錘車未製

品C15のみ。 586は上下に拡張した口縁外面に凹線を巡

らす。弥生時代中期後葉である。 （松尾）

890cm 

0 1m 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)(基盤層土塊含）

/〉

582 583 

584 585 

。
10cm 

第340図 土塙68(1/30)・出土遺物 (1/4)

＼
 

＼／  

＼ 
~\~ u 

890cm 
3 

O 1m 

~ 

三

。C15 scm 
: ~ 

l 灰黄褐色粘質士

(10YR6/2) 

2 褐灰色粘質土
(10YR5/l) 

（粘性強）

3 褐灰色粘質士

(10YR4/l) 

（炭多含）

第341図 土塙69(1/30)・出土遺物① (1/3) 
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土塙70(第198・343図）

18S南端に位置し、竪穴住居17の南東に位置している。

平面形は直径l.llmの円形。断面は平坦な底面からほぼ

垂直に立ち上がる壁面を有する。検出面から底面までの

深さは43cmを測る。埋土は4層に分層することができ、

底面に堆積する第 4層には炭や焼士が多く含まれてい

た。出土遺物は少なく土器片の他は哺乳綱日不明骨があ

第3節 弥生時代の遺構・遺物

586 
O 10cm 
~ 

第342図土凛69出土遺物② (1/4) 

る。 587は甕の口縁部破片で、やや肥原した口縁端部は平坦な面をもっている。弥生時代中期中葉新

段階には埋没した土城であると思われる。 （松尾）

土濃71 (第199・344・345図）

A区北端にあたる20じ南東に位置し、溝9に切られる。長さ3.7m、輻1.6mをこえる長大な遣構であ

890cm 

0 1m 

~ 

l 鈍い黄橙色粘質土 3 褐灰色粘性砂質土

(10YR6/4) (10YR5/l) 

2 灰黄褐色粘性砂質土 4 褐灰色粘質土

(10YR6/2) (10YR4/l) 

（炭多含、焼土含）

587 

910cm 

0 1m 

~ 
0 588 

10cm 

一 1 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)(炭 1 焼土含）

第343図 土環70(1/30)・出土遺物 (1/4) 第344図土環71(1/30) 
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第5章北溝手遺跡

る。底面はほぼ平らで、樅体は緩やかに立ち上がる。底面の標高は8.7mを測る。

細片ながらも土器が出土しており、弥生時代中期中葉に位置付けられる。

土環72(第199・346図、図版34)

20W中央部に位置する。長さ2.45m、幅1.42mの隅の丸い不整長方形を星す。直側に底面より 10cmほ

（渡邊）

ど高いテラス状の面を持ち、売598はこのテラス面に接して立位で出土した。底部の破片はなく、元

から図示した上半部のみ据え置かれたものとみられる。士堀の形状及び士器の出士状況から士堀墓の

可能性がある。テラス面での標高は8.7m、底面の標高は8.58mである。底面には炭・焼土が面的に堆

積していた。

出土遺物は598のほかは少なく、細片が

出土したに過ぎない。弥生時代後期末葉に

位置付けられる。 （渡盪）

／
 
589 

590 ·~~ 又一591 

/
 

0 1m 

~ 

592 

-〈
593 

ぐ、
594 

595 

＼ 二
596 

0 10cm 

第345図土塙71出土遺物 (1/4)

l 黄灰色粘性砂質土(2.5Y5/l)憤も焼土少含）

2 暗灰色粘性砂質土(N3/0)憤t. 焼土多含）
3 灰黄褐色粘性砂質士(10YR5/2)(炭・焼士少含）

4 鈍い黄褐色粘性砂質上(10YR5/4)

5 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

（炭多含）

~~~ 
597 

598 

599 

0 10cm 
~ 

第346図 土環72(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土塙73(第199・347図）

20W南東で、土堀72の南に位置する。東半を用水路に削平さ

れているが長さ1.15m、幅 lm以上の楕円形を呈すると思われ

る。底面はほぼ平らで、標高は8.65mである。

図示した壺底部600のほか櫛描き波状文の壺片が出土してい

る。弥生時代中期前半に遡るであろう。 （渡邊）

土濃74(第199・348図）

20W南東で、土戦72の西に隣接する。西側は調介区外となる

が、東西に長い溝状の遺構である。西半が階段状に一段下がり、

深い部分での長軸上での高低差がないこと、横断面が台形を呈

することから土堀と認定した。底面の標高は8.25mである。

細片ではあるが図化し得る士器が比較的多く出士している。

図示したほか、櫛描き波状文の壺、櫛描き沈線文の甕も出士し

ている。 601・602は無頸壺としているが台付鉢との判別がし難

い。甕605の口縁端部は上方に拡張される新しい様相を示すが、

弥生時代中期中半の範疇で捉えられよう。 （渡滋）

I I 
I'  
I • 

I ! 

890cm 

0 1m 

l 暗褐色粘質士(10YR3/3)

600 

0 10cm 
~ 

f ／ ／ 

900cm 

第347図 土演73(1/30)・出土遺物(1/4)

601 

602 

——~---__ "—_- 一 i;~—.:c. --

ご
603 

605 

604 

o 1m 

一l 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)2 褐色粘質土(7.5YR4/3)

3 灰褐色粘質士(7.5YR4/2)

606 607 
O 10cm 

第348図 土塙74(1/30)・出土遺物 (1/4)
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890cm 

0 1m 

~ 

1 黒褐色粘質士(10YR3/2)

2 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

第349図土環75(1/30) 

。
1m 

1 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)(炭・焼士含）

第350図土演76(1/30) 

880cm 

0 1m 

1 黒褐色粘質微砂(10YR3/2)

第351図土環77(1/30) 

土塙75(第199・349図）

20W南東で、土堀74の南に位置する。南北1.3m、東直85cm

の長方形を呈す。検出面からの深さは12cm、底面の標高は8.68

mである。底面はほぼ平らで、壁休は緩やかに上方に立ち上

がる。出士遺物は皆無で、時期の特定はできないが、埋士の

状況から弥生時代中期の遺構と考えられる。 （渡邊）

土濃76(第199・350図）

22W南西で、竪穴住居19の東に位置する。東半が調介区外

となるが、輻98cmの長方形を呈すると思われる。底面はほぼ

平らで、標高は8.62mである。弥生位含層より下位である。

出土遣物は土器細片がわずかしかないが、検出状況と合わ

せて、弥生時代中期前半に位置付けられる。 （渡追）

土環77(第199・351図）

22W南端で、士堀76の南に位置する。長楕円形を呈するが、

本来は士堀78のような長方形が崩れた可能性もある。底面の

標高は8.63mである。

時期を示す出土遺物はないが、土城79と同じ埋土であり、

同じ時期に埋没したと考えられる。 （渡邊）

土濃78(第199・352図、図版34)

890cm 22 y北端で、土戦77の西に隣接する。竪穴住居19を切って

掘削されている。東西1.35m、南北69cmで、短辺側がやや膨

らんでいるが、長方形を呈する。断面も匝立気味に立ち上が

る。底面の標高は8.53mである。

出士遺物は少なく、図示し得た士器は高杯脚部608のみで

ある。弥生時代中期中葉に比定され、切り合いから竪穴住居

19より新しく位置付けられる。 （渡邊）

O 1m 
, 

880cm 

608 

゜
10cm 

' 

l 灰禍色粘性砂質土(10YR5/l)

（炭・焼土含）

第352図 土環78(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙79(第199・353図）

22Y北西で、土堀78の南に位置する。西側を中近世の遺構に削平されるが、径90cm前後の不整円形

を呈すると考えられる。一方、士堀80を切って掘削されている。

弥生時代中期に比定される土器細片が出土している。 （渡邊）

土濃80(第199・354図）

土城79の南に位置し、北端を土戦79に切られている。南北2.35m、東西1.3mの楕円形を呈するが、

北端がやや突出し、北半は埋土も 2層に分かれる。底面の標高も北側は8.45m、南側は8.56mと差があ

ることから、 2基の遺構が斬り合って

いる可能性がある。

櫛描き文を施す上器細片などが出上

しており、弥生時代中期前半に埋没し

たと考えられる。 （渡滋）

ヽ
)
 

[
 

¥＼r¥ 
／
 

[
 

ーf
l
¥
 

／
／
 

_, 

‘ 
/" 

‘ ， ”ヽ
ヽ

,/  

880cm 
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880cm 

0 1m 0 1m 

l 黒褐色粘質徴砂(10YR3/2)

第353図土凛79(1/30) 

l 黒褐色粘性砂質上(10YR3/l)(炭含） 2 褐灰色粘性砂質上(10YR4/l)

第354図土凛80(1/30) 

土塙81 (第199・355図）

20Y北東で、竪穴住居21の南に位置し、井戸 3に東端を削平されている。上部は弥生包含層が堆積

していた。西側は調在区外となり全容は不明であるが、東西長2.5m、南北幅2.14mの長楕円形を呈す

る。底面には凹凸が少なく、長軸上の東へ向かっては緩やかに上方へ傾斜する。短軸上では南北両端

とも直立気味に強く立ち上がる。底面の標高は最も深い所で8.48mである。埋土に炭を含み、第4層

には焼士も多く含まれていた。

出土土器は、櫛描き波状文の壺609・610、口縁端部断面が三角形の甕614、内面にヨコ方向のミガ

キを施す甕615など弥生時代中期でも古い様相を示し、中期前葉に位置付けられる。 （渡邊）

土濃82(第199・356図）

22Y南西で、土城76,........,80の一群とは10m以上南に離れている。一辺 lm前後の不整方形を呈する。

底面もあまり平らではない。埋士は弥生時代中期の遺構とは異なり、基盤士とよく似た黄色系の埋士

で、検出が困難であった。時期を示す遺物が出土していないが、後述する土堀83と埋土が同じである

ことから、弥生時代前期に遡ると考えられる。 （渡邊）

土演83(第199・357図）

22Y南西で、士堀82の南東に位置する。一辺 lm前後の不整方形で、北東角は柱穴が重複している。
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1 灰褐色粘性砂質士(7.5YR5/2)(炭含）

2 鈍い黄褐色粘性砂質上(10YR5/4)

3 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)

（炭•基盤層土塊少含）

4 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)

（炭・焼士・基盤層士塊含）

5 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR5/3)

890cm 
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613 617 

第355図 土塙81 (1 /30)・出土遺物 (1/4)

埋土は土城82と同じく、基盤との区別のし難い土であった。底はほぼ平らであるが、緩やかに傾斜し

ている。底面の標高は8.62~8.65m を測る。

土堀上面で土器が破片の状態で出土している。甕618は沈線を 3条施す。 619は貼付突帯を有する如

意状口縁の甕である。弥生時代前期中葉から後半に位置付けられる。 （渡邊）

土演84(第199・358図）

22Y南西で、士堀83の南西に位置する。南北1.27m、東西95cmの長方形を呈す。底面は平らで、樅
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890cm 

0 1m 

~ 

l 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/3)

第356図土塙82(1/30) 

／
 

618 

O 10cm 
~ 

619 

l 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR5/3)

2 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

3 鈍い黄褐色粘性砂質上(10YR4/3)

4 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/4)

0 1m —~ 第357図 土塙83(1/30)・出土遺物 (1/4)

休は箱形に立ち上がる。底面の標高は8.6mである。埋土は 2層に分かれ、第2層には基盤土がブロッ

ク状に混在していた。

土器細片がわずかに出土したのみであるが、弥生時代中期後半以降に位置付けられる。後述する土

戦85と主軸が一致する状況から、土堀85と同時期の可能性も考えられる。 （渡邊）

土濃85(第199・359・360図）

22Y南西で、上堀84の東に位置する。上堀84と長軸がほぼ並行している。南東角部が現代の用水路

により削平されているが、南北1.84m、東西90cmの長方形を呈する。底面に若干の凹凸があるが、隈

休は直立気味に立ち上がる。底面の標高は8.64mである。

出士した士器は破片ばかりであるが、壺620や鉢621が出土

しており、弥生時代後期前葉に比定される。 （渡邊）

＼＼  

890cm 

\~,,"' 

890cm 

。
1m 

灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)

灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)(基盤層士塊含）

0 1m 

1 褐灰色粘性砂質上(7.5YR5/l)

第358図土環84(1/30) 第359図土環85(1/30) 
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620 

O 10cm ー，： 621 

第360図土凛85出土遺物 (1/4)

土塙86(第200・361図、図版35)

22 II A中央で、掘立柱建物 5の南に位置する。南北2.29m、東西1.02mの長楕円形を呈する。底面近

くでは東辺が直線的で、直角に長辺側へ曲がることから、本来は長方形を呈していたと考えられる。

疇八,,F'"'

890cm 

0 1m ― l 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR4/3)(炭・焼土少含）

2 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)(炭・焼土少含）

3 灰黄褐色粘性砂質士(10YR4/2)(炭含）

／
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第361図 土塙86(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

隈体も東側は箱形に立ち上がる。検出面からの深さは

約50cmで、底面の標高は8.38mである。

士堀平面図に図示した出士状況は第2層下面での出

土状況である。第2層下面はほぼ平らで、標高8.45m

である。土圧でこの面に押し潰されたような状態が看

取される。第3層は出土遺物がほとんどない。

出土遺物には壺622~624、甕625~628、石鏃S184な

どがある。図示した出土遺物のうち、壺622は第 1層断

面に図示したもので、胴部以下を欠くが、口頸部は完

形である。弥生時代中期中葉と考えられる。 （渡滋）

土塙87(第200・362図）

22 II A北東で、 4つの士堀が群在するうちの北端の

士城である。士城88に南酉端を切られている。全長約

1.6mの不整楕円形の士堀として検出したが、断面の状

況から、 2つの士堀の可能性が高い。西側の底面の標

高は8.55m、東側の底面の標高は8.62mである。

弥生時代中期に比定される土器が出土しており、切

り合いから中期中葉に遡る可能性がある。 （渡邊）

土濃88(第200・363図）

土城87の南に接する。南側が少し張り出しているが、

本来は一辺1.2m前後の方形を呈すると思われる。断面

も南側に段差がある。検出佃からの深さ27cm、底面の

標高8.43mを測る。

出士遣物には士器、石器がある。 S185は自然礫を

利用した敲石である。士器の様相には弥生時代中期前

葉と、後期前葉の 2者が認められるが、土城87と土戦

89を切って掘削されており、古い遺物がこれらの士堀

から混入した可能性も考えられる。約 lm南には後期

前半の士堀90があり、圃じ頃に埋没したと考えられる。

（渡邊）

土濃89(第200・364図）

土城88の南に位置する。北端は土城88に、南端は中

世のたわみ 4に切られる。残存長1.5m、輻95cmの不整

楕円形を呈す。検出面からの深さも 3Clllと浅い、たわ

み状の遺構である。底面の標高は8.75mである。

時期を示す出士遺物もないが、埋士の状況から弥生

時代の遺構と考えられ、土堀88との切り合いから、弥

生時代中期中葉以前の可能性もある。 （渡滋）
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1 灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)(炭・焼土含）

2 褐灰色粘性砂質士(7.5YR5/l)頃も・焼士少含）

第362図土環87(1/30) 
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2 鈍い黄褐色粘性砂質土

(10YR5/3) 
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880cm 

。
1m ― l 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

第364図土環89(1/30) 

＼＼ 

＼ ＼ 

0 1m 

Ii.. —~ 
1 灰黄褐色粘性砂質土(10YR4/2)

634 

635 

0 10cm ― 第365図土濃90(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

土塙90(第200・365図）

24II A北西で、土堀89の東に位置する。南側を中世のたわみ4

に削平される。径70cm前後の円形に復元される。検出に困難を極

めたため残存状況は良くないが、壁休が台形に立ち上がるしっか

りした士堀と考えられる。底面の標高は8.42mである。

出土遺物は土器細片がわずかであるが、甕634・635から弥生時

代後期前半に位置付けられる。 （渡邊）

土濃91(第200・366図）

24II A西中央で、土城90の南に位置する。長さ2.4mをこえる溝

状の遺構である。検出面からの深さも10cm足らずと浅く、溝底の

痕跡の可能性もある。底面の標高は8.54mである。

細片ではあるが士器が出士している。壺636には凹線が施され

ており、弥生時代中期後葉に位

置付けられる。 （渡邊）

土環92(第200・367図）

24II A北西で、竪穴住居23の

北に位置する。東側が調介区外

となるが、径 lm前後の不整円

形を呈すると思われる。底面の

標高は8.61mである。位含層よ

り下位で検出される。

図示し得なかったが弥生時代

中期中葉に比定される土器細片

が出士しており、但含層との層

序関係からも、中期前半に遡る

可能性がある。 （渡邊）

870cm 

0 1m 

一l 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)

゜

636 

~cm 

第366図土演91 (1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

890cm 

0 1m 一l 灰褐色粘性砂質士(7.5YR5/2)第367図土環92(1/30) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙93(第200・368図、図

版35)

士堀92の南に位置する。

匝端は中世の溝56に削平さ

れ、東半上面には竪穴住居

23が重複している。また東

側が調介区外となるため全

容は不明だが、東西長3.5m

を超える長大な遺構である。

溝状を呈するが、西端が階

段状を成す形状から舟形土

堀の可能性を考え、ここに

含めた。幅は67cm、検出面

からの深さは50cmで、断面

はU字状を呈す。底面の標

高は8.2mである。埋土には

炭・焼士を多く含み、最下

層は粘質の強い土であった。

出土遺物は土器細片のみ

で、壺637、甕638~641 が図

示できた。弥生時代中期前

葉の新しい段階から中葉の

古い段階に比定される。切

り合いから竪穴住居23より

゜は古く、中期前半の中で埋

没したと考えられる。（渡退）

土濃94(第200・369図）

880cm 
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亨
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，
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640 

641 

0 10cm 

一
1 灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)(炭・焼土含）

2 褐灰色粘性砂質土(7.5YR4/l)(炭・焼士含）

3 褐灰色粘質士(10YR4/l)

1m 

第368図 土塙93(1/30)・出土遺物 (1/4)

22 II A南東で、井戸4の東に位置す

る。南北1.93m、東西92cmで、両端が

すぼまった楕円形を呈する。底面は凹

凸があり、最も深い所で標高8.44mを

測る。壁体は1II1状に緩やかに立ち上が

る。埋土には炭が少し含まれていた。

出士遺物は士器細片がわずかであ

る。弥生時代中期前半と考えられる櫛

描き文を施した壺片が出士している。

また主軸が土堀86と一致しており、同

時期の可能性も考えられる。 （渡滋）

890cm 

。
1m l 灰褐色粘性砂質土

(7.5YR4/2) (炭少含）

第369図土環94(1/30) 
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土塙95(第200・370図）

24II C南東に位置する。東端を調介区東側溝で削平されたが、南北1.17m、東匝1.4m以上の不整形

を呈す。検出面からの深さは10~13cm と浅いが比較的多くの士器が出士した。また西隈寄りには焼士

も底面に散っていた。底面は平らでなく、最も深い所で標高8.56mを測る。

土器は細片のみである。 642~644では胴部が少し張り、内面も縦方向の調整を基調とするが、口縁

端部の拡張がわずかで、古相をとどめる。弥生時代中期中葉に位置付けられる。 （渡邊）

焼士
880cm 
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。
1m 

- -, ,- -ッ-ツ--'---" 
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644 

0 10cm 

一灰色砂質土(7.5Y4/l)

暗灰色士

第370図 土塙95(1/30)・出土遺物 (1/4)

880cm 

。
1m 

1 褐灰色粘質士(7.5YR4/l)

645 

0 10cm 

第371図土凛96(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

土塙96(第200・371図）

26II E北西で、土堀95の南に位置する。南北1.25m、東匝90cmの不

整形を呈する。検出面からの深さも浅く、底面も傾斜している。最も

深い所で標高8.6mを測る。

土器細片がわずかに出土している。 645は指頭圧痕が明瞭に残る脚

台部。時期の特定できる遺物はないが、士器内面にヘラケズリが認め

られないことから、弥生時代中期前半に遡る可能性がある。 （渡邊）

土濃97(第200・372図）

24II E南東で、調介区南端に位置する。東半上部は古代の溝31に削

平されている。東直1.96m、南北1.08mの楕円形を星する。検出面から

の深さは56cmと深く、断面も台形を呈する。埋土は 4層に分かれ、第

2層は炭を多く含んでいた。最下層には有機質に富んだ黒色の粘上が

堆積していた。底面の標高は8.31mである。

土器は主に第3層から出土している。いずれも細片の状態で、自然

礫も混在していることから、埋没の段階で流れこんだものと考えられ

る。甕646~648、甕底部に焼成後穿孔した649などがある。弥生時代

中期中葉に位置付けられる。 （渡邊）
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

土塙98(第200・372図）

土堀97の東に隣接する。東

半は現代用水路に削平されて

不明だが、径l.lm前後の円形

を呈すると思われる。検出面

からの深さは42cmで、底面の

標高は8.42mである。断面形

は土堀97と良く似た台形を呈

すとみられる。

わずかではあるが上器細片

が出土した。口縁部上面及び

内佃にヨコ方向のヘラミガキ

を施す甕がある。弥生時代中

期中菓で、土堀97と同じ頃に

埋没したと考えられる。

（渡滋）

646 

647 

土堀97

0 1m 

~ 

暗赤褐色粘質徴砂(5YR3/2)

黒褐色粘質上(7.5YR2/2)(炭・焼土多含）

3 暗褐色粘質土(lOYR3/3)(炭少含）

648 

O 10cm 

6 被熱面

被熱面 1 (第197・373図）

160西で掘立柱建物 lの西側に位置する。北西部分を後世のピットに

より壊されていた。長軸47cm、短軸37cmを測る範囲が被熱により赤変し

ており、特に中心部分の44x 27cmの範囲はベース面が堅く焼けしまり、

周囲よりも一段白っぽく変化していた。被熱影曹を見るため断面観察を

行ったが、特に粘土等を貼り付けている様子は見られなかった。

竪穴住居に伴う火処の可能性も考慮し周囲を精介したが、住居のプラ

ンや柱穴等は確認していない。出土遣物は全くなく所属時期は明確にで

きないが、周囲の状況等から弥生時代の遺構であると思われる。（松尾）

土塙98

＾
 `
 
／
 

／ー＇

j,/ 

900cm 

4 黒褐色粘質土(10YR2/2)

5 暗褐色粘質徴砂(10YR3/3)

6 黒褐色粘質徴砂(10YR3/l)

649 

第372図 土塙97・98(1/30)・土演97出土遺物 (1/4)

900cm 

口
0 50cm 

~ 

第373図被熱面 1(1/30) 
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7 溝

溝 1 (第196・374,........,377図、図版35・36)

lOE南東からlOG北東にかけて、調介区北端に位置する流路である。底面の高低差から、流走方向

は東から西と想定される。検出上面での幅は 5mをこえる大規模なもので、検出面からの深さは1.5m

をこえる。第374図の士層断面では複数の流路が重複した状況が看取され、底面の状況からも南北2

条の流路が認められる。最も古い段階の溝は南側の流路で第20,........,23層に対応し、上面輻1.5m、底面の

標高7.28mを測る。次に北側に平行して流路が掘削される。第17・18層に対応し、上面輻2.2m、底面

の標高7.lmを測る。第19層以上は粘質微砂や砂と基盤上をブロック状に多く混在した上とが入り組ん

で堆積しており、先の 2つの流路の痕跡に自然に上砂が堆積する、人為的に埋められるなどして埋没

し、またその過程で小規模な流れができたりを繰り返して、このような形状に至ったと想定される。

北西端肩口には士器が一括して投棄されており、士器溜まり状を呈していた。なお第7層は東側隈沿

いテラス状部上面で検出された溝状部分に対応する。このような大規模な水路が、微高地肩口に地形

に沿って掘削されている状況から、集落の基幹的な水路であったと雅察される。

第375図は溝内から、第376・377図は士器溜まり状部分から出士した士器である。調介時点では南北

の溝を明確に分離することができなかったが、第17・18・20,........,23層を下層とし、溝底近くのグライ化

880cm 
"""""'""" 

。
2m 

黒褐色粘質微砂(10YR3/2)

黒禍色粘質微砂(10YR3/2)と明黄
褐色粘質微砂(10YR6/8)の滉在士

3 灰褐色粘質徴砂(7.5YR5/2)

4 灰黄褐色粘質微砂(10YR4/2)

5 褐灰色砂(10YR4/l)

6 黒褐色粘質微砂(10YR3/2)と明黄

褐色粘質徴砂(10YR6/8)とオリー
ブ黒色粘質士(5Y3/l)の混在士

7 灰色粘質微砂(5Y4/l)

8 黄灰色粘質土(2.5YR5/l)

9
 

9 褐灰色粘質微砂(10YR4/l)

10 黒褐色粘質微砂(10YR3/2)と明黄
褐色粘質微砂(10YR6/8)とオリー

ブ黒色粘質士(5Y3/l)の泥在土

11 灰色粘質土(N4/0)(明黄褐色粘質

徴砂(10YR6/8)塊含）

12 灰オりーブ色粘質徴砂(5Y5/2)

（明黄褐色粘質微砂(10YR6/8)塊含）
13 灰色粘質微砂(5Y5/l)

14 黄褐色砂質上(2.5Y5/6)

15 暗褐色粘質微砂(10YR3/4)

16 灰黄褐色粘質微砂(10YR4/2)

17 灰色粘質土(10Y4/l)(砂含）
18 暗灰色粘質士(N3/0)

19 黄灰色粘質微砂(2.5Y5/l)

（粘質強）

20 暗灰色粘質土(N3/ ) (砂含）

21 黄灰色粘質微砂(2.5Y4/l)

22 灰ォ l)ーブ色徴砂(5Y5/2)

23 灰色粘質士(10Y4/l)とオり

ーブ灰色砂(2.5GY5/l)の滉

在土

S186 
O 5cm 
← ~ 

□ :6 (~ 

一第374図溝 1(1 /40)・出土遺物① (1 /2・1 /3) 
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654 
658 

650 

659 

655 

（（ 
651 

660 

656 

661 
657 

652 

653 
662 

←こ二二］ー/;_;三/
663 

669 

666 

664 

667 

665 668 

0 10cm 
~ 

671 

第375図溝 1出土遺物② (1/4) 
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第5章北溝手遺跡

した粘質士層内を最下層として取り上げている。655・657・659・661・662・668は下層、651・653・

656・664・669は最下層から出土した。弥生時代中期末葉～後期初頭の輻があるが、最下層からも後

673 

672 676 

680 

677 

674 

678 

679 681 

675 

682 683 

(b.,._ JOcm 684 

第376図溝 1出土遺物③ (1/4) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

期の士器が出士するなど、士器の様相と層位は一致していない。また南北の溝の時期も明確でないが、

比較的短期間のうちに埋没し、後期前菓には完全に機能を停止していたと考えられる。 （渡邊）

溝2 (第196・378図）

12G南直で、溝 lょ

りllm南、微高地屑口

よりやや南に下がった

斜面に、斜面と並行に

流走する。河道の屑口

からは北（内側）へ2

m離れている。輻1.65

m、深さ24cmで、底佃

の標高は8.0mである。

位置的な状況から、後

述する水田 lに関連す

る水路の可能性がある。

出士士器から、弥生

時代後期後葉に位置付

けられる。 （渡遣）

685 
687 

688 

686 689 

691 

O 10cm 

69 0~ 

第377図溝 1出土遺物④ (1/4) 

w~ 830cm 

1 灰褐色粘性砂質土
(7.5YR4/2) 

692 

。
1m 

。
10cm 

第378図 溝 2(1/30)・出土遺物 (1/4)

溝3 (第197・379図）

14K北西で、河道の南側の北

向き緩斜面に位置する。西端を

土堀10に切られ、さらに西は調

介区外へ延びる。輻99cm、深さ

20cm弱で、底面の標高は8.31m

である。埋土上層には炭・焼土

が多く含まれていた。

出土遺物は土器、石器があ

る。土器は細片がわずかだけだ

が、弥生時代前期後葉と中期中

葉の 2層が認められる。新しい

土器は土堀10からの混入の可能

性も考えられる。 （渡邊）

z
 

860cm 

693 

＼
 

•
真~ 

8187 

~ 

8188 

。
1m o 2cm 

一灰褐色粘質土(7.5YR4/2)(炭多含・焼士含）

鈍い褐色粘質土(7.5YR5/4)

694 
0 10cm 
~ 

695 

第379図 溝3(1/30)・出土遺物 (1/2・1/4)
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第5章北溝手遺跡

溝4 (第197・380図）

160の北西から南東にかけて掘削されている溝。弥生時代中期の竪穴住居群を切っていたが、竪穴

住居埋士との違いが明瞭ではなく、南東側については明確なプランを検出しきれていない。北西端は

土城39により切られており、それより北側には延びていないものと思われる。出土遺物には土器があ

り若干の時間幅がある。弥生時代中期末葉を掘削時期と考えたい。 （松尾）

900cm 

lw J 696 697 
698 

r'-,,,:::, 700 

゜
50cm 699 

! l --.,-----,-..... ~, ・--1 

l 褐灰色粘質士(lOYRS/1)
i゚-• 

10cm 
,. • j ・''I""'"'""'"'"'"・"ー,,,............ ,, ............ 1 

701 

第380図 溝 4(1/30)・出土遺物 (1/4)

溝 5 (第198・381図）

16Q北東に位置する。竪穴住居12の床圃を除去し、下部構造を確

認する際に検出した。当初竪穴住居12に伴う遺構であると考えたが、

住居平面に対して若干南へ振っていたことと、出土する土器の帰属

時期から竪穴住居12に先行する溝であると認識している。平面形は

長さ 2m、輻66cmを測り、断面は平坦な底面からほぼ直角に立ち上

がる樅面を有する。弥生時代中期末葉。 （松尾）

溝 6 (第198・382図）

16Q北東に位置し、北西から南に向かって掘削されている溝。輻

27cmで、断面形は椀形を呈し、検出面から底面までの深さは17cmを

測る。出士遺物はなく詳細な時期は不明であるが、検出状況等から

弥生時代中期後半の溝であると思われる。 （松尾）

溝 7 (第198・383図）

16・18Qに位置し東側は調査区外へと延びている。西端は掘立柱建物 3を構成する柱穴により壊さ

900cm 

s
 

0 50cm 
~ : 

1 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

702 

゜ピ~＂ ；~―-一―ー砂---,----ご

10cm 

第381図溝5(1/30)・ 

出土遺物 (1/4)

れていることを確認している。幅67cmで、断面は平坦な底面から垂直に立ち上がる隈面を有し、検出

面から底面までの深さは14cmを測る。出土遺物は703,.....,705の土器細片のみ。掘削時期は明らかでない

が、弥生時代前期後葉には埋没した溝であると推察される。 （松尾）

910cm 

-
900cm 

s 

~ 703 f
 

＼
 O 50cm 

一l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)
O 50cm 

~ 

704 705 
0 10cm 

』~

第382図溝6(1/30) 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)(炭含）

第383図 溝7(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

溝 8 (第198・384図）

18Q南端に位置し、東側は古墳時代の溝23に、西側は

井戸2により壊されている。そのため全体形は不明であ

るが、西あるいは東へと続いている可能性は低い。幅26

Clll、断面形は椀形を呈し、検出面から底面までの深さは

5 Clllと浅い。売706などから弥生時代中期末葉には埋没

した溝であると思われる。 （松尾）

溝 9 (第199・385図、図版36)

900cm 

tr. 
706 

O 50cm 0 5cm 一 一第384図 溝 8(1/30)・出土遺物 (1/4)

20じ南東で、 A区北端に東西方向に 3条の溝9,........,11が並行しているが、北溝手遺跡中央部の微高地

が南へ下がり始める傾斜変換点に位置し、溝の方向が微高地の傾斜と並行することから、微高地を取

り巻くように配置された水路と想定される。溝9はそのうち最も北側、すなわち微高地中心部寄りに

位置する溝で、残存部の長さは10mをこえる。埋士上面で士器が多く出士し、その部分を残しながら

周囲の掘り下げ及び検出を行ったため、断面図中央が高くなっている。上面での幅は83cm、底面の幅

23cmと狭いが、検出面から90cmを超える深さがあり、断面形がV字に近い台形を呈するしっかりした

形状を有する。底面の標

高は7.95mである。

整理箱（テンバコ）に

して 2箱分の遺物が出士

した。弥生時代中期後葉

～後期前葉の輻が認めら

れる。遺跡北端の溝 lと

圃じ頃に埋没したと考え

られる。 （渡盪）

707 

708 

709 

711 

890cm 

l 褐灰色粘性砂質士

(7.5YR6/2) 

2 灰黄褐色粘性砂質土
(10YR5/2) 

3 褐灰色粘質上

(7.5YR5/l) 

0 1m 4 褐灰色粘質土—~(1 OYR5/l) 

710 

712 

713 

第385図 溝 9(1/30)・出土遺物 (1/3・1/4)
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溝10(第199・386・387図、図版36)

溝9の約 2m南に並行する。上面の幅は2.43m、検出面からの深さ67cm、底面の標高8.07mを測る。

断面は台形に近い。第 6層以上と第 8層以下に大きく分かれる。特に第 6層は水性堆積を示し、埋没

の過程で掘り直され、一時期水が流れていたと雅察される。溝底近くには粘質土が堆積していた。

出土遺物は整理箱（テンバコ）にして 2 箱あり、図示した士器• 石器のほか、弥生時代中期後葉の

N 4 

715 

716 

722 

723 

890cm 

0 1m 

~ 

717 

718 

719 

724 

725 

o 10cm 
lふふ . ..  一r・ ' • ー.·-―—マ ・ 

l 鈍い褐色粘性砂質士(7.5YR5/3)

2 灰褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)

3 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/4)

4 炭層

5 褐灰色粘性砂質上(7.5YR5/l)

6 褐灰色粘質士(10YR6/l)と

灰禍色粘性砂質土(5YR5/2)の

ラミナ状堆積

7 鈍い黄褐色粘性砂質土(10YR5/3)

8 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR6/3)

9 灰黄褐色粘質士(10YR5/2)

10 褐灰色粘質士(10YR5/l)

720 

721 

726 

727 

第386図 溝10(1/30)・出土遺物① (1/4) 
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器台片も出士している。混入した

可能性が高い。溝9埋没後に掘削

され、最も新しい士器の様相から

弥生時代後期後葉には埋没したと

考えられる。溝 9埋没後に同様の

機能の水路を大規模に構築し直し

たものと想定される。 （渡滋）

溝11(第199・388・389図、図版36)

溝10の60cm南に位置する。西端

ヽ

第3節 弥生時代の遺構・遺物

S190 
O 2cm 
1...-.1..--1 

第387図溝10出土遺物② (1/2) 

は古墳時代の柵列状逍構3に切られ、東端は弥生時代中期中葉の竪穴住居18を切っている。上面の輻

2.4~2.5m、検出面からの深さ50cm、底面の海抜高8.16m を測る。上面規模は溝10 と大差ないが、 10cm

程度浅く、断面も湾曲した底面から樅体が弧を描くように緩やかに立ち上がり、台形を呈していない。

溝底近くには粗砂が堆積し、摩滅した士器細片を多く位含していた。

士器の出士最は多く、整理箱にして 9箱を数える。石器も比較的多く出士した。砥石S198は折損

面以外全て使用痕が認められる。特に図示した側面と上面には筋状の研磨溝が認められ、玉の研磨に

用いられた可能性が高い。土器は弥生時代後期後葉のものが主休を占め、古墳時代初頭の櫛描き沈線

z 

゜卜・・・・・・・・・・1― ― —— -・・・・----,--・・・・ ● "● "● ・r・・--・--・ ― ; .................. , ― ―て・ ｀ で― . . . . . ,, ー

羹—
~ ~ 

8191 S192 

， 
8195 

I 

~, 
／ 

゜
2cm 

I S196 一

890cm 

1m 

リ
~ &, 

S193 S194 

l 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)

2 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/3)

3 鈍い橙色粘性砂質土(7.5YR6/4)

4 灰褐色粘性砂質士(7.5YR5/2)

5 灰褐色粗砂(7.5YR4/2)

J~ ニ〗
S198 
0 5cm 

一

S197 

第388図 溝11 (1/30)・出土遺物① (1 /2・1 /3) 
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第5章北溝手遺跡

の甕733・734も含まれる。井戸 lとよく似た様相を示す。位置関係と土器の様相から、溝10が機能を

停止した後に開削され、古墳時代初頭には埋没したものと考え られる。 （渡邊）

728 729 

←三二l
730 

731 

732 

733 

[
 

736 

~ -1 ニーロ
737 739 

740 

734 

741 

o 10cm 
~ 

735 

第389図溝11出土遺物② (1/4) 

900cm 

z
 冒
0 1m 

'~ 

l 黒褐色粘質土(10YR3/l)

第390図溝12(1/30) 

溝12(第199・390図）

20W中央で、溝11の南に位置する。溝11にほほ並行する。東

端は現代の用水路により削平され、西半は土城72に切られる。

平面は不整形で、検出面からの深さも16cmと浅い。底面も凹凸

が激しい。底面の標高は8.7~8.8mである 。

弥生時代中期前半の土器細片が出土している。 （渡邊）
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

溝13(第199・391図）

20W中央やや南で、溝12の南に位置する。西は調介区

外となる。最大幅1.26mを測る。底面には幾条も筋が付

き、櫓面の立ち上がりも弱い。底面の標高は、最も深い

部分で8.63mである。埋士には炭が多く混在し、遺存状

態が悪い割りには比較的多くの士器片を位含していた。

出土土器の様相から、弥生時代後期後葉には埋没した

と考えられる。 （渡滋）

_
S
 

890cm 

742 

744 
O 5cm 

一743 

I

昌
冒
り
紐

0 1m 

ー
黒褐色粘質土(10YR3/2)

（炭多含）

O 2cm ー：
第391図溝13(1/30)・出土遺物 (1/4・1 /2) 

溝14r-.J16 (第200・392図）

22 II A南東で、井戸4の北側に位置する。西は調介区外に延び、東端は現代の用水路に削平される。

また上面には古墳時代の溝27,....__,29が重複しているため、本来の輻をとどめていなかった。底面の標高

は溝14が8.5m、溝15が8.56m、溝16が8.6mと高低差があり、時期差を反映している可能性がある。

出土遺物はわずかだが、各溝から弥生時代中期の土器が出土している。溝14から凹線文を有する口

縁端部片が出土しており、弥生時代中期後半には埋没したと考えられる。 （渡邊）

890cm 

s
 

。
1m 

第392図溝14,,._,16 (1 /30) 

溝17(第200・393図）

22 II A南東で、溝16の南に位置する。南西側は調介

区外となる。上面幅は55cmと狭いが、深さ30cmを超え、

断面じ字形のしっかりした溝である。底面の標高は8.45

mである。第186図第7・8層が本遺構埋土にあたる。

図示したほか櫛描き文壺片も出士している。切り合

いから井戸4より新しく、弥生時代中期前半のうちに

890cm 

口

l 灰褐色粘性砂質土

(7.5YR4/2)―溝14

2 溝15

3 灰褐色粘性砂質土

(7.5YR5/2)―溝16

0 50cm 一l 褐色粘性砂質土(10YR4/4)(炭含）2 暗褐色粘性砂質土(10YR3/4)

（焼士少含）

745 

O 5cm 一
は埋没したと位置付けられる。 （渡滋） 第393図溝17(1/30)・出土遺物 (1/4)
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890cm 

s
 

o 50cm 

一l 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/3) 

第394図溝18(1/30) 

溝18(第200・394図）

22 II C北東で、井戸4の南に位置する。南直は調介区外に延びる。幅30

Clll、深さ14cmの細い溝である。底面の標高は8.6m。埋土から弥生時代の遺

構と位置付けたが、出土遣物は皆無で時期不明である。弥生包含層上面か

ら掘り込まれており、中期後半以降に開削されたと想定される。 （渡邊）

溝19(第200・395図）

24 II A西半中央に位置する。最大輻1.5mのたわみ状を呈する遺構であ

る。底面は凹凸があるが、 8.6,........,8.65mを測る。凹線文土器片が出土しており、弥生時代中期後半に位

置付けられる。溝14~15のいずれかと同一流路である可能性も考えられる。 （渡邊）

溝20(第200・396図）

24 II C東半中央に位置する。東側は調介区外に延びる。幅36cm、深さ20cm足らずの小規模な遣構で

あるが、隈体は急に立ち上がり、断面は台形を呈する。底面の標高は8.52mを測る。

弥生時代位含層より下位にあり、士器の様相からも弥生時代中期前半に位置付けられる。 （渡邊）

―z
 

880cm 

0 1m 
← 

l 鈍い褐色粘性砂質土(7.5YR5/3)

2 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

第395図溝19(1/30) 

890cm 

~A 
O 50cm 一l 灰黄褐色粘質士(lOYRS/2)

746 

゜
10cm 

第396図溝20(1/30)・出土遺物 (1/4)

8 水田

水田 1 (第196・397図）

北溝手遺跡の北端に位置する。調介時点で明確な水田として捉えていたわけではないが、プラン

ト・オパール分析の結果を受けて、河道上部の堆積層を水田層と認識するに至った。第397図第9層に

対応し、河道の埋没過程で営まれた水田と想定される。第 8層は後述する水田 2にあたり、水田範囲

は水田 2 より北 6m、南 8~9m狭い。第 9 層から出土した土器の抽出ができず、出土遺物から時期

の特定はできないが、層序関係から弥生時代中期～後期の範疇で捉えられる。 （渡邊）

9 河道

河道 1 (第196・397・398図）

水田 lの下部に位置する。幅25m、深さ 2mをこえる大規模な河道で、底佃の標高は6.9m以下であ

る。調介途上で調介区全体が崩壊したため、堆積状況を詳細に検討することができず、断面図も未完

である。第397図の第10~14層が河道堆積層に、第15層は微高地斜面部に堆積した弥生但含層にあたる

が、両者の前後関係は確認できなかった。河道の調介は作業効率を優先し、 4か所に試掘坑を設けて

堆積状況を確認した後、南北両斜面を基盤まで掘削し、河道中央については重機を使用した。重機掘
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

削時の出士物はほとんど無く、図示した士器は試掘坑及び斜面部で出士したものである。

第9層以下から出土したと考えられる土器は747・748・751・752・754・757・758・760で、弥生時

代前期～中期前半の士器が主体を成す。一方、南側の肩口では弥生時代後期後葉の753・756が出土し、

4
 

7
 

10 2
 

4
 

■はプラント・オパール分析資料採取地点（付載2)

ー-ロ-
-~-~ 

崩落

0 4m 一

1 現代耕作土
2 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)

―中近冊耕作土

3 暗渠

4 鈍い黄色粘質士(2.5Y6/3)

―中近世耕作痕

5 鈍い黄橙色粘性砂質上(lOYR6/3)

6 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/l)

7 黒褐色粘質士(10YR3/l)

8 灰褐色粘質土(7.5YR6/2) —水田 2

9 灰褐色粘質土(7.5YR4/3) —水田 1

10 橙色粘性砂質土(10YR6/6)

11 灰褐色粘性砂質士(7.5YR4/2)

12 灰色砂(N5/0)

13 灰色粘質土(N4/0)

14 鈍い黄褐色粘性砂質上(lOYR5/3)

15 灰黄褐色粘性砂質土(10YR5/2)

—弥生包含層

／ -(f 748 
747 

749 

) Cc > -一＼ 755 

752 
754 

750 
751 

753 756 

757 758 

゜
10cm 

~;/ 
759 760 761 

第397図 河道 1(1/120)・出土遺物① (1/4) 
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これは第8層出士と考え

て矛盾がない。また南側

斜面部では749・750・

755・759・761が出土し、

そのうち弥牛時代前期～

S200 
中期の土器は第15層の弥

>
生包含層の堆積時期の一

゜
10cm 端を示すものと雅察され

:-:-:-:-・.......... ・.......,.----,-.......... ; ・・・・ ··T···············j―---—•一
る。北側斜面でも弥生時

第398図河道 1出土遺物② (1/3) 代前期の土器が出土して

いる。 （渡温）

10 柱穴

柱穴3,..._,13 (第197~200·399·400図）

出士遺物や埋士から弥生時代とみなされる小穴は多く、特に遺構の集中する微高地中央部で密に検

出されている。しかし、平面形や大きさ、深さにはバラッキがあり、一概に全てが柱とは位置付けら

れない。ここでは時期を示す土器の出土した小穴を柱穴として取り上げた。また、石器しか出土して

いない小穴については、埋土の状況から弥生時代である蓋然性が高いものを取り上げた。 762,.....,765が

柱穴3、766が柱穴4、S201が柱穴5、S202が柱穴6、767が柱穴7、768・769が柱穴8、770が柱

穴9、771が柱穴10、772・773が柱穴11、S203が柱穴12、774・775が柱穴13から出土した。いずれ

766 762 

~ 

―ーロ 768 
763 

764 

767 

769 
=」- - - ( 

765 

770 

。
10cm 

771 

第399図柱穴出土遺物① (1 /4・1 /2) 
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第3節 弥生時代の遺構・遺物

も周辺の遺構の時期と圃様の時期に比定される。

竪穴住居3の北に位置する柱穴3は弥生時代前期中葉に比定される土

器が複数出士している。柱穴12は竪穴住居23の北西角に接する。 S203

は台石で、土器が出土していないため時期不明であるが、竪穴住居23に

付随する施設の可能性もある。 （渡滋）

/
 

772 

1/ 
773 

774 
0 10cm 

———~ 
775 

S203 

。
10cm 

第400図柱穴出土遺物② (1/4) 

11 遺構に伴わない遺物（第401~404図）

ここで取り上げる遺物は出上遺構や層位が不明確なもの、後世の遺構に混人したもので、ある程度

器形が復元され、時期を比定しうる土器、形態から弥生時代に属すると考えられる石製品、特殊な土

製品及び金属製品を掲載した。前期の土器は壺776~785、蓋786、甕787~798がある。口縁部に段を

776 ，
 
779 

777 ＼
 780 

｀ 
782 

778 781 

／
 

783 784 

第401図 遺構に伴わない遺物① (1/4) 
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¥¥ 
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゜
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第402図 遺構に伴わない遺物② (1/4) 
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゜
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第403図 遺構に伴わない遺物R(1/2)
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有す壺と、沈線3条までの甕が主で、前期中葉頃の様相を示す。また刻日突帯を有する甕もこの段階

に伴うと考えられる。 827は溝11から出土した。肩部より上は欠くが下半は完存しており、摩滅も少

ない。周辺に当該期の遺構が本来は存在していたのであろう。中期の士器は壺799,.......,803、甕804,.......,

806、高杯807,..__,809である。中期中葉と末葉のものが多く、遺跡の盛行期と重なる。

石製品は鏃S204,.......,230、錐S231,.......,239、スクレイパー S242,.......,246、素材剥片S247、石核S241・

248、磨製石斧S249、打製石斧S250、錘S251、敲石S252などがある。 S240はサヌカイト製だが、

先端部片佃にヨコ方向の研磨痕を有す。加工石斧的な用途が想定される。石鏃は主要剥離佃を大きく

残すものが多い。石核S248は塊状だが、当遺跡で用いられる素材剥片は S241・247の板状を呈する

タイプが主で、稀少である。弥生時代前期の竪穴住居3からも板状の素材片が数点出土している。

上製紡錘車C18,..__,20は弥生時代中期の土器片を転用している。 B区南半で採集された。前期の遺物

はB区北半から、中期の遺

二 S249 -S251 

S250 

0 5cm 

一 S252 

，
 

物はB区南半に出士が偏る

傾向が看取される。各地点

で構築される遺構の時期を

反映したものと雅察され

る。分銅形土製品C17は水

田3として後述する大規模

なアゼ内から出土した。弧

線が刺突列点で表現され、

端面は無文である。弥生時

代後期のタイプではなかろ

うか。土錐C21は遺跡南端

の弥生低含層から出士し

た。銅鏃M1は中戦の溝46

に混人していた。 （渡邊）
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□ 
て戸ww
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乙ー』
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~ 空文Zぅ

C20 

C17 o 10cm 

~ 0
5
 第404図 遺構に伴わない遺物④ (1 /3・1 /2) 

-236-
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第4節 古墳時代～古代の遺梢・遺物

ー 概災（第406・407図）

古墳時代に人ると、遺構数は激減し、竪穴住居12や井戸 lが弥生

時代後期末葉から古墳時代初頭にかけて廃絶したのを最期に、人々

の居住を直接的に示す遺構は微高地上に常まれなくなる。同様に、

弥生時代以来河道上部に作られてきた水田も古墳時代前期の中で廃

棄されるようである。続く古墳時代中期に位置付けられた遺構は皆

ここで一度集落は途絶える。再び遣構が見られるようになる

のは古墳時代後期以降で、小規模な溝や柵列状遺構が散見される。

ただしこれらの遺構から出士した士器は細片で、最も少なく、確実

に遺構の時期を示すものとは言い難い。古代では士堀 l基と溝が確

認されたのみである。遺構の希薄さに比例するように、出士遺物も

少なく、後世の削平が著しいことも要因の一つと想定されるが、こ

の時期、拠点を他に移したと考えた方が自然であろう。

溝21の流走方向は古墳時代以前の溝のように地形に沿った方向で

も、方位と合致する方向でもなく、現代の地割りに近く、当地域の

条里制施行を考える上で興味深い。

無で、
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（渡滋）

2
 
士堀

土塙99(第405・407図）

160北端で検出した。東端が後世の溝により削平を受けているも

のの、平面形は長軸89cm、短軸41cmの楕円形。断面形はやや凹凸の

ある底面から上方へ向かって直角気味に立ち上がる樅面を有する椀

形を呈し、検出面からの深さは12cmを測る。埋士は単層で鈍い褐色

粘質土である。

遺物は、底面から

板状鉄製品M2やウ

マ上顎臼歯Rが出土

している。

出上遺物から明確

な時期を知ることは

出来ないが、検出状

況や埋士などから古

代であると思われ

る。 （松尾）

900cm 

~ — 第405図

□ 
戸;:7//////h久Z空

゜
M2 5cm 一

l 鈍い褐色粘質土

(7.5YR5/3) (小礫含）

土塙99(1/30)・出土遺物 (1/3)
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第4節 古墳時代～古代の遺構・遺物

3 柵列状遺構

柵列状遺構 1 (第407・408図、図版36)

18Q で検出した遺構で、周囲には古墳時代の溝22~24あるいは後述する柵列状遺構 2 を確認してい

る。平面形が長軸40~60cm、短軸25~40cmの不整楕円形、断面は約 3 Clll程度の浅い掘り込みが北西か

ら南東にかけて 6基並んでいた。いずれも埋士は褐灰色粘質士である。検出した場所は溝が錯綜して

いることもあり、必ずしも切り合い関係を明確にしたうえで掘り下げたとは言い難い。出土している

土器片などから柵列状遺構2と同時期であると拙察される。 （松尾）

v1 o f:JC □-

。
2m 1 褐灰色粘質士(10YR5/l)

第408図柵列状遺構 1(1/60) 

柵列状遺構2 (第407・409図、図版36)

18 S·Q で検出した。平佃形は長軸45~60cm、短軸35~45cmの不整楕円形、断面形は深さ20cmの逆

台形を呈する掘り込みが北から南にかけて 6基並んでいた。北側は調介区外のため、南側は中世の溝

による削平のためそれ以上

延びるかどうかは明らかで

ない。埋土はいずれも黒褐

色粘質士。断面観察の結

果、後述する溝24の埋士を

切って形成されていること

を確認している。

出土遺物は土製品C22の

他、若干の土器片が出土し

ている。遺構の時期は古墳

時代後期であると思われ

る。 （松尾）

柵列状遺構3 (第407・410図、図版37)

□ ロロロロロ—
890cm □
/
口

゜
2m 

゜
C22 
3cm 

_____,J 

l 黒褐色粘質土(10YR3/l)

第409図 柵列状遺構2(1/60)・出土遺物 (1/3)

20W北西で、 A区の北端に位置する。弥生時代の溝群とほぼ並行し、残存長4.8mを測る。第410図

の断面はA区北壁の堆積状況で、第7・8層が当遣構埋土にあたる。第6層は中世以降の耕作土、第

9~11層は溝11 に対応する。上面は幅 2m程度の皿状のたわみ状を呈し（第 7 層）、底面南壁沿いに径

50~70cm、深さ 10~1scmの柱穴状の窪み（第 8 層）が並んでいる。底面の標高は8.65m である。

出土土器はわずかであるが、底から古墳時代後期と思われる須恵器細片が出土している。（渡邊）
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、〈

＼
 

＼
 
入

3
 

970cm 

柵列状遺構4 (第407・411図）

柵列状遣構 3 から南に 4~5m離れて位置す

る。小柱穴を連結させたような不整形な窪みが

3基東直方向に並ぶのみである。底面の標高は

8.72mと浅い。

時期を示す遺物は出土していないが、埋土の

状況や柵列状遺構5との共通点から、 1井存して

いた可能性がある。 （渡邊）

―ャ./、.-----.__

□ 
0 2m 
~ 

l 造成上

2 現代用水

3 灰色砂質土(7.5Y5/l)

4 暗青灰色粘質徴砂 (5PB4/l)—現代耕作土

5 暗渠

6 浅黄色粘質微砂(2.5Y7/3) —中近冊耕作土

7 黄灰色粘質土(2.5Y6/l)

8 褐灰色粘質土(10YR4/l)

9 賠褐色粘質土(10YR3/3)

10 黒褐色粘質土(10YR3/l)

11 灰黄褐色粘質士(10YR4/2)

第410図柵列状遺構3(1/60) 

柵列状遺構5 (第407・412図）

柵列状遺構3・4の東に位置す

る。残存長約 8m検出した。長さ

1.5m、幅50~60cmの不整形な長楕

円形の窪みが11基、 30cm間隔で東

直方向に並ぶ。柵列状遣構4同様

に、小柱穴状の窪みが複数連結し

て一つの単位を成している。さら

に東側 5基の南端には東匝方向の

溝が付設されている。底面の標高

は8.65mである。

古墳時代後期の須恵器細片が出

土しており、柵列状遣構3と同時

期の可能性が高いが、窪みの形状

や主軸方向が異なることから、同

ーのものとは考えがたい。（渡邊）

ニロ
900cm 

□ 
0 2m 

一褐灰色粘質土(10YR5/l)
第411図柵列状遺構4(1/60) 
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880cm 

゜
2m 

l 灰白色徴砂～細砂 (lOYR7/l)

2 褐灰色粘質徴砂と黄灰色粘質土

(2.5Y4/l)の滉在土

第412図柵列状遺構5(1/60) 



第4節 古墳時代～古代の遺構・遺物

4 溝

溝21 (第407・413図）

160~18S にかけて調介区を縦断するように検出した溝で、北西ー南東に掘削されてはいるものの、

18S北端で東へ若干屈曲している。南側の一部 (18S)が中近世の溝により削平を受けているが18S

南東端で続きを確認しており、
900cm 

調介区外へと延びている可能性

が高い。ただし、南側の調介区

(20じ）では検出しておらず後

世の削平を受けているものと考

えられ、時期や方向などから20

W東端から現れる溝25につなが

る可能性が高いと雅察される。

幅は60cmからl.lm、深さは25cm

程度。

底面の標高にはあまり高低差

がなく、いずれの方向へと流れ

ていたのかは不明。

比較的多くの土器a11~a20、

土製品c23~29、砥石 S253が

出土した。土器の特徴から10世

紀代に機能し、埋没したものと

考える。 （松尾）

溝22(第407・414図）

18Q南端で確認した溝で、北

東側は調介区外へ南西

端は溝22や中近世溝に

より削平を受けてい

る。輻は57cm、断面形

は椀形を呈し、底面ま

での深さは 13cmを測

る。埋土は単層で褐灰 ◎ 

色粘質土。
C23 

遣物は少なく須忠器 -8 ＇ i' 
杯蓋821のみ。土器の

特徴などから古墳時代 ◎ 

後期の溝であると雅察
C25 

される。 （松尾）

w ·~ 
0 1m 

813 

u
 
@ 

C24 

。

814 

10cm 

二

8
 
2
 
c
 八□
□
9
ー◎

9□
口
〗
◎

灰黄褐色粘質土(lOYRS/2)

褐灰色粘質土(10YR4/l)(焼土含）

811 

812 

＼ 巧
815 818 

816 819 

817 820 

一
C29 

C26 C27 。
10cm 

S253 

第413図 溝21 (1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)
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890cm 

~ 
0 50cm 
~ 

0 821 
5cm 

一1 褐灰色粘質土(10YR4/l)

第414図溝22(1/30)・出土遺物(1/4)

890cm 

0 1m 

~ 

l 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

（炭含）

823 
0 10cm 

第415図溝23(1/30)・出土遺物 (1/4)

w□□□□ ~ 
890cm 

。
1m 

l 灰黄褐色粘質士

(10YR5/2) 0 824 
5cm 

一第416図溝24(1/30)・出土遺物 (1/4)

900cm 

-
W
 

0 1m 

~ 

l 灰褐色粘質土(7.5YR6/2)

2 褐灰色粘質土(7.5YR6/l)(基盤層土塊含） 。

溝23(第407・415図）

18Qで確認した溝で、北東側は調査区外へ延びており、

南西側は溝22や中近世の溝に、東肩は溝24により削平を受

けていた。幅は86cm、断面は直側にテラスを有し東肩は緩

やかに底面へと下がっている。最も深い底までの深さは21

Clllを測る。出土遺物には822・823の土器がある。古墳時代

前期前葉の溝であろう。 （松尾）

溝24(第407・416図）

18 S北端で確認した。溝

22・23同様、北東側は調在区

外へ南西側は溝22や中近肌の

溝により削平を受けている。822 

825 

826 

10cm 

□
ニ

Scm-
。

第417図溝25(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

s~ 三
890cm 

0 50cm 一l 褐灰色粘質土(10YR4/l)第418図溝26(1/30) 

また柵列状遺構2によって切

られていることを確認した。

輻は1.07m、断面形は平坦な

底圃から緩やかに立ち上がる

壁面を有し、底面までの深さ

は12cmを測る。須恵器杯身

824から古墳時代後期の溝で

ある。 （松尾）

溝25(第407・417図、図版37)

遺跡南半にあたる A区を縦

走する溝である。中世以降の

耕作士直下で検出される。

幅、深さとも一定でないが、

南に行くにつれ深さを増し、

輻も広くなっている。第417図

に示した位置での底面の標高

は8.68mである。

出土遺物は少ないが、須恵

器細片及び椀825やヘラ切り

の杯826が出土し、 10世紀後

半に位置付けられる。溝21と

（渡温）一連の溝である可能性も想定される。

溝26(第407・418図）

22Y西半中央に位置する。東は現代用水路に削平され、西は調介区

外に延びる。弥生包含層より上面で検出した。溝25には切られている。

輻55cm、深さ 8Clllと小規模で、底面の標高は8.77mである。
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弥生時代以前の士器しか出士していないが、埋士の士質が柵列状遺構と圃じ灰色味の強い粘質士で

あることから、古墳時代後期に属する可能性が高いと考えられる。 （渡邊）

溝27,.._,29 (第407・419図）

24 II A南東に位置する 3条並行する溝群である。北から、溝27、溝28、溝29とした。東は現代用水

路に削平され、西は調介区外へ延びる。弥生時代の溝14,....__,16とほぼ重複し、西半上面は溝25が切る。

第419図第 1・2層が溝25に、第7・8層が弥生時代後期の溝に対応する。規模は、溝27が輻90cm、底

面の標高8.64m、溝28が輻2m、底面の標高8.56m、溝29が輻1.2m、底面の標高8.65mである。

溝28からは古墳時代前期の土師器、溝29からは平安時代の須恵器片や瓦827が出土したが、混人の

可能性もあり、 3条の溝の時期を示すかどうか判断しかねる。 （渡邊）

900cm 

0 1m 

~ 

l 黄灰色粘質土(2.5Y6/l)

2 賠灰黄色粘質土(2.5Y5/2)

3 鈍い黄橙色粘質土 (10YR6/4) —溝27

4 鈍い黄橙色粘質士 (10YR6/3) —溝28

5 灰黄褐色粘質上(10YR6/2) —溝29

6 鈍い黄褐色粘質土 (10YR5/3) —溝29

7 溝14

8 溝16

□
9

9

 

827 

0 10cm 
~ 

第419図溝27,.._,29 (1 /30)・ 溝29出土遺物 (1/4)

溝30・31 (第407・420図）

24 II E南東で、北溝手遺跡の南端に位置する。溝30は東西に長いたわみ状を呈し、溝31は弧を描く。

耕作士直下で検出された。底面は平らでなく、標高は溝30が8.75~8.8m、溝31が8.8m である。

図示し得なかったが、溝31から平安時代の須恵器細片が出土した。溝30は溝31と埋土が共通し、同

時期に埋没したと考えている。溝25の延長上にあり、何らかの関連があるかもしれない。 （渡邊）

B
 

960cm 

3
 

l 造成土

2 現代耕作士

3 浅黄色粘質徴砂(2.5Y7/4)

—中近i!t耕作土

4 鈍い黄橙色粘質微砂(10YR6/4)

—中近i!t耕作土

5 黄灰色粘質士 (2.5Y6/l) —溝31

6 黄灰色粘質士 (2.5Y6/l) —溝30

7 暗褐色粘質土(10YR3/3)

—弥生柱穴

8 褐灰色粘性砂質土(10YR6/l)

—弥生包含層

0 1m 

第420図溝30・31(1/30) 
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5 水田

水田 2 (第406・421図）

河道上部に営まれた水田で、第397図第 8 層にあたる。範囲は水田 l より南北共に s~6m広がり、

微高地縁辺を削り出して水田域の拡大を図った状況が看取される。上面で畔畔痕跡と思われる帯上に

鉄分が凝集した部分を検出した。帯の方向は平行でなく、複数の水田面が存在した可能性もある。

出土土器は細片がわずかで、弥生土器も混入しているが、古墳時代後期～平安時代の土器を包含す

る第7層との境から甕829が出土しており、古墳時代初頭に埋没したと考えられる。 （渡邊）

ー以
828 

830 
829 

0 10cm 
~ 

831 

第421図水田 2出土遺物 (1/4)

6 遺構に伴わない遺物（第422図）

古墳時代～古代に属する遺物の出土量は、遺構の希薄さに対応するかのように非常に少ない。いず

れも摩滅は著しくないものの、細片で、遺物からは近くに居住域を想定しがたい。古墳時代後期の須

恵器、平安時代の須恵器• 上師器・緑釉陶器・瓦、須恵器甕片を転用した円板形上製品などが出上し

ている。 845は古墳時代の須恵器甕片で、外面に窯壁が付着している。 842は削り出しの平高台を有す

る点都産の緑釉陶器で9世紀後半に比定される。 （渡邊）

＼
 

832 ¥__J--d 
¥ _,_J . 三／

835 

836 

837 

三
833 

839 

840 

□ -845 

834 

843 

841 

842 
844 o 

ゾ―¥
' ＼， ＼，  __ , 

f, 
＼ 

＼ 
、・'--.___j

846 

C31 

838 ゜

一
10cm 

--------.J 
0 5cm 
~ 

第422図 遺構に伴わない遺物 (1/4・1/3)
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第5節

第 5節

ー 概要（第423,.___.,426図、写真25)

中泄～近冊の遺構・遺物

中世以降には、全面に用水路と思われる溝や素掘溝群が展開し、

大規模な畦畔状遺構も構築されるなど、着実に耕地化が進んだ状況

が看取される。確実に中世に遡る遺構は土城7基のほか素掘溝群や
溝、たわみだけと少ない。近世も同様で、井戸9基と土堀11基、溝

数条などに過ぎない。掘立柱建物は皆無で、窪木遺跡や南溝手遺跡

とは趣が異なる。なお、近世の井戸とした遺構は土城との判別がし

難い。曲物の痕跡を井筒と認識したが、棺の可能性もあり、そうで

あるならば土堀墓としなければならない。しかし、同時期の土堀墓

より規模が格段に大きく、底板が確認されなかったこと、副葬品が

出土しなかったことから、いわゆる「野井戸」と呼ばれる施設と考

えた。中近世の土城や溝の多くも耕作に伴う施設であろう。

中近世の遺構は微高地全面を覆う中世以降の耕作土層除去後に検

出される。第426図に調在区北端の堆積状況を示す。第3層が中世～
近世耕作土層、第4・5層が水田 3の畦畔状遺構、第6・7層が素
掘溝群や溝、第8層が弥生時代の遺構、第 9層が弥生包含層にあた

る。他地点では第186図第3層、第397図第2層、第410図第6層、第
420図第3・4層が耕作土層にあたる。耕作士層下面の標高は約8.8
~8.9m とほぼ平姐であるが、南端10mの範囲で南に下がっており、
南溝手遺跡との間に低位部が存在する可能性がある。

条里については、溝等の方向に現代の地割りに近い傾向が窺える

が、条里の施行を積極的に裏付ける状況は確認できなかった。（渡邊）

中世～近世の遺構・遺物

'~~ 

B区南半中世～近世全景（北から）
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第5節 中世～近世の遺構・遺物
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第425図中世～近世遺構図② (1/400) 

l 造成土

2 現代耕作土

3 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/4)

ー中近世耕作土

0 2m —— 4 灰褐色粘質土(7.5YR6/2)―水田3畦

5 鈍い黄橙色粘質微砂 (10YR6/4)―水田3畦

6 灰黄橙色粘質土(10YR6/2)―素掘溝

7 灰黄橙色粘質土(10YR6/2)―溝32

第426図調査区北壁断面図 (1/60) 

8 灰黄褐色粘性砂質土(IOYR4/2)

9 灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)―弥生包含屈
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2 井戸

｀
 

~
 

_,, --
890cm 

0 1m 
~ 

1 灰色微砂(5Y6/l)

2 灰色微砂(5Y6/l)と鈍い黄褐色粘質土(10YR4/3)の混在士

3 褐灰色粘質徴砂(10YR6/l)

4 黒褐色粘質土(10YR3/l)

5 灰色粘質徴砂(5Y5/l)

第427図井戸 5(1/30) 

井戸 5 (第425・427図、図版38)

20W北東に位置する。西側を現代用水

路に削平されるが長径2.24mの楕円形を

呈する。検出面からの深さは76cmで、底

面の標高は8.04mである。底面は平らで

なく、樅体も直線的ではないが、平面規

模の大きさと深さから井戸とした。

埋上は 5層に分かれ、第2層はブロッ

ク状の粘土塊が混在し、人為的に埋めら

れた状況を示す。最上層は近世耕作士と

圃質の士が堆積していた。

磁器はないが、備前焼片が出士してい

る。近世に位置付けられる。 （渡邊）

井戸 6 (第425・428図、図版38)

井戸5の南に隣接して掘削される。西

半を現代用水路で削平されているが、直

径 2mを超える不整円形を呈すると考え

られる。上面より30cm程掘り下げた段階

で、竹皮とみられる繊維の多い木質が環

状に検出された。断面の堆積状況と合わ

せて、曲物を締めるタガが遺存したもの

と雅察される。環状の径は約70cmを測る。

井戸上部では桶の一部と思われる板材も出士している。第428図第 4層が桶を埋置した痕跡と思われ

る。底面はほぼ平らで、標高7.99mである。調介時点では湧水が激しく、放置しておくとすぐ水が満

ちる状況であった。

おはじきと俗に言われる、土器片を転用した円板形土製品C32のほか、染付や備前焼灯明皿などの

掏磁器細片が出土している。 18世紀以降に位置付けられる。 （渡邊）

井戸7 (第425・429図、図版38)

20Y北東に位置する。径1.3m前後の円形を星し、検出面からの深さは95cm、底面の標高は7.95mを

測る。底面は中央が窪むが、櫓体はほぼ直立し、断面はじ字状を呈する。上面より50cmほど掘り下げ

た標高8.35m前後で、桶のタガが環状に検出された。タガの内径は98cmである。埋土は 4層に分かれ、

最下層にはグライ化した粘質士が堆積していた。第 2・3層には基盤士が塊状に混在する。

図示した灰釉陶器847は近世後半に位置付けられるが、印判手や刷毛目唐津も出土しており、幕末

以降に埋没したと想定される。 （渡邊）

井戸8 (第425・430図）

22 II A南東に位置する。上面は東西1.81m、南北1.55mの方形を呈するが、標高8.6m前後で環状のタ

-248-



第5節 中世～近世の遺構・遺物

第428図

タガの内径は95~98cmであガを検出した。

る。底面はほぼ平らで標高は8.34mである。

最下層はシルト質の微砂が堆積しており、

内部に水が溜まった状態があったことを示

唆している。底面の底中央からは長さ87cm、

輻4Clllの細長い板材が出土した。

図示していないが染付や妬器、瓦が出土

しており、幕末以降に埋没したと位置付け

られる。 また、釘の可能性のある鉄器細片

も出士している。

井戸 6(1/30)・出土遺物（

（渡邊）

O
口
g

゜~ 
5cm 

1/3 

＇ 

。

o 847 5cm 
i__....._..,; 

第429図 井戸7(1/30)・出土遺物（1/4 

900cm 

第430図 1/30 
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井戸9・10(第425・431図）

井戸8の南に位置する。南北に 2基並んでおり、北が井戸9、南が井戸10である。井戸9が新しい。

井戸9は1.4X 1.24mの楕円形を呈し、底面の標高8.19mである。第 1~5 層が埋士にあたり、第 1 . 

2層は耕作土層と同質、第 3層が桶の痕跡にあたる。桶は径約 lmに復元される。

井戸9
心→一―--

0 1m -— l 灰オリーブ色粘質徴砂(7.5Y5/2)

2 灰色微砂(5Y5/l)

3 灰オリーブ色粘質土(5Y4/2)と灰色徴砂(7.5Y6/l)の混在土

4 黒色シルト質粘上(7.5Y2/l)

5 オリーブ黒色粘質士(7.5Y3/l)

6 緑灰色粘質土(5G6/l)と灰褐色粘性砂質土(7.5YR4/2)の滉在土

7 緑灰色粘質土(10GY5/l)

900cm 

＼ 

゜
848 
5cm 

←一
第431図 井戸9・10(1 /30)・ 井戸 9出土遺物 (1/4)

第2層下面の標高は8.2mで、底面に木質痕跡は認められなかった。

肥前陶器849が出土しており、 18世紀以降に埋没したと考えられる。

井戸12・13(第425・433図、図版38)

出土遺物には平安時代に遡る

須恵器や緑釉掏器842が混人し

ていた。青磁香炉848から幕末

以降に位置付けられる。

井戸10は径1.7m前後の円形

を呈すると想定される。底面の

標高は8.33mで、井戸 9より高

い。第6層は砂質士と粘質士が

混在する士で、人為的に埋めら

れた可能性がある。何らかの理

由で使用を止め、井戸9を掘り

直したと雅察される。

詳細な時期を示す遺物は出土

していないが、近世以降に掘削

され、井戸9に先行する。（渡邊）

井戸11 (第425・432図）

24II C中央北寄りで、たわみ

状の溝の中間に位置する。 1.94

X 1.75mのやや南北に長い円形

を呈し、底面の標高は8.04mで

ある。第 1・2層が桶の痕跡

で、径90cmを測る。第2層下面

は掘り方底より約15cm上方に浮

いている。第6層が堆積した後

に桶が置かれたと雅察される。

（渡邊）

24 II E北東に位置する。南北に 2基並んでおり、北が井戸12、南が井戸13である。井戸9・10同様、

連続して掘削された 2 基の井戸とみられる。井戸12が新しい。第 1~4 層は両方の井戸上面に堆積し

ており、両者埋没後にできた大きな窪みに堆積した土と考えられる。第 l層は近世耕作土と同質で、

第2・3層には弥生但含層あるいは遺構埋士に由来する士塊と、基盤層士塊が混在していた。

井戸12は1.75X 1.26mの不整形な楕円形を呈し、底面の標高は8.2mを測る。底面は平らで断面台形を

呈する。桶の痕跡は確認できなかった。
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890cm 

l 青灰色粘質士(5BG6/l)

2 灰色粘質土(10Y5/l)

3 青灰色粘質土(5B6/l)

4 青灰色粘質士(10BG5/l)

5 暗青灰色粘質士(10BG4/l)

6 褐灰色粘質土(5B6/l)

゜ ~
 

1m 

一第432図 井戸11 (1/30)・出土遺物 (1/4)

井戸13

第5節 中世～近世の遺構・遺物

井戸13は径1.45mの円形を呈し、底面の標

高は8.02mで、井戸12より深い。上面より 40

Clll下方で内側に階段状に一段狭くなる。底付

近の径は lm前後であり、これまでに確認し

た桶痕跡の規模と一致する。

井戸12からは図示した陶器850や磁器が出

土し、井戸13からは砥石S254のほか幕末に

降る磁器が出土している。切り合いから井戸

12は井戸13より新しく位置付けられるので、

18恨紀以降に掘削され、最終的な埋没が幕末

以降にまで降ると考えられる。 （渡温）

849 

。
10cm 

850 

0 10cm 

□
い
冒
屯

ー
ロ
〗
ー

900cm 

0 1m 

~ 

S254 
0 5cm 
~ 

l 暗褐灰色粘質士(10YR3/3)

2 灰褐色粘質徴砂(10YR6/l)

（弥生剋含層土塊密含）

3 褐灰色粘質徴砂(10YR6/l)

（甚盤層土］弥生包含層土塊含）

4 灰黄褐色粘質徴砂(10YR6/2)

5 黒褐色粘質土(10YR3/2)

6 灰色粘質土(N4/0)

7 灰黄褐色粘質土(10YR4/2)と

灰黄褐色粘質徴砂(10YR6/2)

の混在士

8 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3)

9 褐灰色粘質土(10YR5/l)

第433図 井戸12・13(1 /30)・出土遺物 (1/4・1/3)
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3± 堀

＼
 '
 

890cm 

l 褐灰色粘質土(10YR5/l)
0 1m 
: ~ 

第434図土塙100(1/30) 

920cm 

l 黄灰色粘質土(2.5Y6/l)
0 2m 

l...iiー
第435図土凛101 (1/60) 

920cm 

l 黄灰色粘質士(2.5Y6/l)
0 2m 

~ 

第436図土塙102(1/60) 

土環100(第424・434図・図版39)

lOG東端中央に位置する。水田3とした畔畔状の高まり除

去後に検出した。 125x 95cmの長方形を呈し、断面も隈体が匝

立に近い箱形の形状を有す。底面の標高は8.34mである。

出土遣物はわずかだが妬器を含み、埋土から近世以降に位

置付けられるが、水田 3よりは古い。 （渡邊）

土濃101 (第424・435図）

160中央に位置し、東側は現代水田に伴う陪渠により壊さ

れている。平面形は長軸2.3mの不整長方形を呈し、断面形は

深さ10cmの浅い皿状。出士遺物は無く、遺構の性格や時期の

詳細は不明であるが、周囲に分布する士堀102・103と埋士が

圃じであることや、水田 3に伴う畔に沿うように掘削されて

いることから、耕作に伴うものであろう。時期は18恨紀以降

であると思われる。 （松尾）

土濃102(第424・436図）

160中央で土堀101の南に位置する。平面形は長軸1.8m、

短軸約1.25mを測る不整長方形。断面は底面に凹凸があり、

最も深い部分で検出面から42cmを測る。土戦の四隅には直径

5 Clll程の杭が打ち込まれていた。時期は土堀101と同時期で

ある。 （松尾）

土塙103(第424・437図）

160南東寄りで、士堀101・102とは水田 3に伴う畔をはさ

んだ東側に位置する。平面形は長軸1.55m、短軸 lmの長方

形で、断面は南側にテラスを有し、底部の最も深い部分で検

出面から20cmを測る。時期は

土堀101・102と同時期。

（松尾）

土壊104(第424・438図）

16Q北東で検出した士城

で、水田 3に伴う畦に沿うよ

うに掘削されていた。平面形920cm 

口
0 2m ― l 黄灰色粘質土(2.5Y6/l)

第437図土演103(1/60) 
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は長軸1.5m、短軸63cmの不整

長方形。断面はやや凹凸のあ

る底面から緩やかに上がって

いる。検出面から底面までの

深さは16cmを測る。検出状況



第5節 中世～近世の遺構・遺物

等から水田 3の耕作に伴う士堀であると考える。出士遺物は士器細片のみ。中世後半以降に掘削され

たものと雅察される。 （松尾）

土環105(第424・439図）

16Q北東で、士城104の南に位置している。平面形は

長軸 lm、短軸54cmの不整長方形。断面形は逆台形を

呈し、検出面から底面までの深さは16cmを測る。出士

遺物は少なく土器細片のみ。埋土や検出状況等から土

戦104と同時期で、性格も同じ土堀であると思われる。

（松尾）

土濃106(第424・440図、図版39)

16Q北東で、土城105の西に位置している。水田 3に

伴う畔を除去した後に検出した。平面形は長軸l.llm、

短軸87cmの楕円形。断面は東隅に一段深く落ち込んで

いるか所があり、底面は凹凸がある。検出面から底面

の最も深い部分までは14cmを測る。埋土中には 2~12cm大の自

然石が含まれており、南半分に集中していた。これら自然石の

他は土器の細片が出土したのみで、詳細な時期を明らかにする

ことはできないが、検出状況から水田 3に先行する時期、中世

前半であると思われる。 （松尾）

土濃107(第425・441図）

20じ北西で、 A区の北端に位置する。溝49下面で検出した。

南北2.45m、東西1.7mの不整楕円形を呈し、底面の標高は8.27m

である。溝49と同質の土で埋没し、溝に伴う可能性もある。

砥石S255のほか、細片ではあるが士師質士器椀も出士した。

13世紀代に比定されるが、溝49からは 13世紀末~14世紀前半に

比定される士師器椀が出士しており、矛盾はなく、 13世紀のう

ちに埋没したと想定される。 （渡邊）

土濃108(第425・442図、図版39)

22Y中央やや北寄りに位置する。上面は不整形だが、底面近

くは一辺70cm弱の方形を呈する。底面の標高は8.58mである。

出土土器は細片のみで時期不明だが、土堀111最上層と同じ埋

土が堆積しており、同じ頃に埋没したと考えられる。 （渡滋）

土濃109(第425・443図、図版39)

22Y中央で、士堀108の南に位置する。南北1.64mを超える不

整方形を星すが、底面は一辺70~80crnの方形を呈す。底面の標

高は8.38mである。

磁器細片が出土しており、近世と考えられる。土堀110と埋

士が圃じで、圃時期に埋没した可能性がある。 （渡滋）

-253-

910cm 

0 1m 
I~ 

l 鈍い黄橙色粘質土(10YR7/3)

第438図土演104(1/30) 

910cm 

0 1m 

l 鈍い黄橙色粘質士(10YR7/3)

第439図土塙105(1/30) 

910cm 

0 1m 

1 鈍い黄褐色粘質土(10YR4/3)

第440図土塙106(1/30) 
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土塙110(第425・444図、図版39)

土堀109の東に位置する。東西1.67m、南北1.16mの長方形で、底面の標高は8.22m。壁休がほぼ直立

する箱形の形状を有す。第 1・2層は砂質士と粘士塊が混在し、人為的に埋められたとみられる。

肥前陶器片が出土しており、 18世紀以降に埋没したと考えられる。 （渡邊）

＇ 
＼
 

880cm 

□□ 
S255 

0 1m 0 5cm 

一第441図 土塙107(1/30)・出土遺物 (1/3)

890cm 

゜
1m 

l 黄灰色粘質徴砂(2.5Y6/l)

渇灰色粘質士(7.5YR4/l)塊少含）

第442図土演108(1/30) 

/
 

t
 
,
l
t
t
l
¥
 

1

|

＼

¥

 

＼
 
＼
 

890cm 

0 1m 

褐灰色粘質土(7.5YR4/l)と灰色粘質徴砂(7.5Y6/l)の滉在士

灰色シルト (7.5Y5/l)

第443図土塙109(1/30) 
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土塙111 (第425・445図、図版39)

土堀110の南に位置する。南北1.68mの長方形で、主軸方向

が士堀110にほぼ匝交する。底面の標高は8.26mである。樅体

はやや湾曲しているが、箱形に近い形状を有す。埋土は混在

した土で、人為的に埋められた状況を示す。

詳細な時期は不明だが陶磁器細片が出土しており、近世の

範疇で捉えられる。 （渡滋）

土濃112(第425・446図、図版39)

土堀111の南に位置する。東西1.58m、南北1.02mの長方形

を呈す。主軸方向は土城110に平行する。深さ22cmと浅いが、

壁休は直立しており、本来は箱形の形状を有していたと想定

される。底面の標高は8.58mである。

時期を特定しうる遺物は出士していないが、埋士は士堀111

の第2層と同じで、土堀111と同じ頃に人為的に埋められた可

能性が高い。

土堀110~112は良く似た規模・形状を有し、埋土もブロッ

ク状の士塊が混在する共通性がある。また、それぞれの主軸

方向も直交もしくは平行しており、無関係ではないと考えら

れる。これらの状況から、 3基は共通の機能を有し、計画的

に配置されたものと拙察される。 （渡滋）

＼ 

>>--~---~-\ 
\~~/ 

’
 

890cm 

0 1m 

l 黄灰色粘質徴砂(2.5Y6/l)(褐灰色(7.5Y4/l)粘質土塊含）

2 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)と灰色粘質徴砂(7.5Y6/l)と

浅黄色粘質徴砂(5Y7/3)の泥在土

3 灰色粘質士(7.5Y5/l)

890cm 

0 1m 

l 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)と灰色粘

質微砂(7.5Y6/l)の滉在士

2 灰褐色粘質士(7.5YR4/l)と鈍い黄

褐色粘質土(10YR5/3)の滉在士

3 灰色粘質上(7.5Y5/l)

第444図土演110(1 /30) 

＼
 
＼
 

890cm 

0 1m 

~ 

1 褐灰色粘質土(7.5YR4/l)と灰色粘質徴砂(7.5Y6/l)

と浅黄色粘質微砂(5Y7/3)の混在士

第445図土濱111 (1 /30) 第446図土演112(1 /30) 
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I
 

ぎ 土域116

‘
 
--

I 
-----~、

5
 

ーー壌土

-
A
 ：
 

-~----

A
 

890cm 

/
 

B
 

O
L
 

:
IIIロロ

IN 

l 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

2 灰黄褐色粘性砂度土(10YR4/2)

3 褐灰色粘質土(10YR5/l)

4 緑灰色粘質土(10G5/l)

5 灰福色粘腐土(7.5YR5/2)

6 褐灰色粘質土(10YR5/l)

7 灰白色粘性砂奨土(7.5Y7/2) 

8 鈍い黄褐色粘性砂質土(7.5YR5/3)

（褐灰色粘性砂質土(7.5YR6/l)塊含）

9 灰黄褐色粘性砂質土(7.5YR5/2)

（褐灰色粘性砂賀土(7.5YR6/l)塊含）

10 青灰色粘質土(5BG5/l)

11 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)

12 褐灰色粘貿土(10YR5/l)

13 灰色粘質土(N4/0)

土演113,,..._,116(第425・ 447図）

22Y南東で、土城112の南に

位置する。 4基の土城が南北

に切 り合いながら並んでい

ふ 新しいものから順に113、

114、115、116としたが、113

と114は直接的に切り 合って

おらず、前後関係は不明であ

る。西側は、調介時点でまだ

機能していた現代用水路を保

護するために調介ができず、

全容は不明だが、いずれも一

辺1.5mをこえる 長方形ない

しは方形の大形の土堀と想定

される。最も 大き い土堀115

は残存長2mを超える。底面

の標高は土腋113が8.14m、土

城114が8.lm、土堀115が8.29

m、土城116が8.49mを測り、

バラッキがある。時期差を反

映するものであろ うか。土城

115は底中央のくぼみに杭が

遣存していたが、杭は断面壁

口
851 

7 
852 

〗二」 斎
853 

三
854 

三ニー
855 

O 1m 
~ i 

o 10cm 

一第447図 土演113,,..._,116(1/30)・土塙115・116出土遺物 (1/4)
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

にむかって斜めに打ち込まれており、用水路に伴う

可能性もある。

土城115から 851~854が、土城116から 855が出土

した。 13世紀中頃～後半に比定される。土堀113・

114から時期を示す士器はないが、陶磁器を含んでい

ないことから、中肌後半のうちに埋没したと考えら

れる。 （渡滋）

土濃117(第425・448図）

24 II C北西で、井戸11の東に隣接する。径1.24m

の不整円形を呈す。 U字形の断面形状を有し、最も

深い所で底面の標高は8.32mである。上部は砂で埋

没していた。

埋士から中世に属す可能性が高いと考えた。

（渡滋）

4 溝

溝32(第424図）

lOE南東で、遺跡北端に位置する。第426図第 7層

が溝埋土にあたる。上部輻 lm、深さ 8cm、底面の

標高8.7mを測る。素掘溝群と同じ土で埋没してお

り、耕作に伴う溝と考えられる。 （渡邊）

溝33・34(第424・449図）

lOG北西に位置する。水田 3とした畦畔状遺構の

下で検出した。溝33は幅1.16m、底面の標高8.66m、

溝34は幅20cm、底面の標高8.59mである。耕作士と

圃様の士で埋没していた。耕作に伴う溝と考えられ

る。 （渡邊）

溝35(第424・450図、写真26)

12G北西から14I南西にかけて検出された溝で、

南北長28m、輻 lm前後、深さ 4cm、底面の標高は

8.65mを測る。西側に、約 lm間隔で櫛の歯状に短

く突出する溝が付随する（写真26)。畑作に伴う畝状

遺構とも考えたが明確にはできなかった。

古代の士器片や瓦が混在するが、堆積状況や埋士

より、中世に位置付けられる。 （渡盪）

溝36(第424・450図）

12 I北東で、溝35の東に隣接し、一部重複する。

輻60cm、深さ 4cm、底面の標高は8.65mである。短

-257-

890cm 

0 1m 

~ 

1 灰色砂質上(10Y5/l) 2 灰色粘質上(N6/0)

第448図土凛117(1/30) 

2 
890cm 

0 1m 

一l 褐灰色粘質微砂(7.5YR6/l)(明黄褐色土塊含）―溝332 灰黄色粘質徴砂(2.5Y6/2)―溝34

第449図溝33・34(1/30) 

880cm 

w 

。
1m 

l 褐灰色粘質微砂(7.5YR6/l)―溝35

2 黄灰色粘質徴砂(10YR6/2)―溝36

第450図溝35・36(1/30) 

写真26 溝35(南東から）



第5章北溝手遺跡

く途切れ気味で、底面も凹凸があり、耕作痕の一部とみられる。第397図第 5層が当遺構埋士にあた

る。

時期を示す遺物は出士していないが、堆積状況や埋士から、中世に属すると考えられる。 （渡邊）

溝37(第424・451図）

910cm 
-
W
 

0 50cm 
;......_____.,_ 

第451図溝37(1/30) 

920cm 

&I 
0 50cm 一l 鈍い黄橙色砂質士(10YR7/3) 

第452図溝38(1/30)

14K~l6Q にかけて調査区を縦断するように検出した溝で、水田 3 に伴う

闘の西側を並行して掘削されている。幅は27cm、断面形は椀形を呈し、検出

面から底面までの深さは 6Clllを測る。

埋士や出士遺物等から水田3の最終段階に伴うものであると考える。掘削

時期は明らかでないが、近肌以降であろう。 （松尾）

溝38(第424・452図）

16M・0で、水田 3に伴う雌および溝37に並行して掘削された溝。全長2

m、幅llcmで、断面は深さ11cmを測る椀形を呈する。埋士や検出状況等から、

水田 3の最終段階に伴い、溝37とほぼ圃じ時期であると思われる。 （松尾）

溝39(第424・453図）

160西側で確認し、西端は調介区外へ延びている。中近恨耕作士である鈍

い黄橙色粘質土を除去した後に検出した。輻は最も広い部分で1.45m、断面

は凹凸のある底面から緩やかに櫓が立ち上がり、深さは20cmを測る。出土遺

物は上器細片のみ。埋上等から中肌後半には埋没した溝であろう。 （松尾）

溝40(第424・454図）

16Q北側で検出した溝で、南側は調査区外へと延び

900cm 

-
N
 

0 1m 

~ 

l 灰黄色粘性砂質土(2.5Y7/2)(底面に基盤層土塊含）

第453図溝39(1/30) 

ている。輻は66cmで、断面形は浅い皿形を呈し、検出

面から底面までの深さは 6Clllを測る。土器の細片が出

土している。中世であろう。 （松尾）

溝41 (第424・455図）

16Q南東で確認した溝で、検出状況や埋土等は溝40

と似ている。幅は48cm、深さは検出面から底面まで10

Clllを測る。断面形は椀形を呈している。上述した理由

から、中世の溝であると雅察される。 （松尾）

溝42(第424・456図）

16Q南東隅で確認した。南側は調査区外へと延びており、水田 3に伴う畦に並行して掘削されてい

るものの、北端で西へ直角に曲がる。輻34cm、深さ 9Clll。検出状況等から中世。 （松尾）

w- 910cm 
910cm 

w 

□□冒□
910cm 

w~~ 
0 50cm ー→

l 鈍い黄橙色粘質士(10YR6/3)

第454図溝40(1/30) 

0 50cm 一l 鈍い黄橙色砂質上(10YR7/3)
第455図溝41 (1/30) 
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溝43(第424・457図）

18S北端に位置し、調介区を横断する溝。後述する溝45が埋没した後に掘削されている。幅19cm、

深さ 6Clllを測り、断面形は椀形を呈する。並行して掘削されている溝44との間に現代賠渠が埋設され

ており、方向は同じ。このことから水田 3の耕作に伴う溝で、

掘削時期は18恨紀以降であると考える。 （松尾）

溝44(第424・457図）

18 S北端に位置し、溝43に並行して掘削されている溝。輻

34cm、深さは 5Clllを測り、断面形は椀形を呈する。溝43と同

様の理由により、掘削時期は18世紀以降であると思われる。

（松尾）

溝43

z
 

溝44
910cm 

z
 -0 50cm 一l 鈍い黄灰色粘質士(2.5Y6/4)

第457図溝43・44(1/30) 

溝45・46(第424・458・459図）

溝45は18S北端に位置し、調在区を横断するように掘削されている。調在当初は溝46と圃ーの溝で

あるとの認識で掘り下げを行ったが、掘り下げ後に調介区西壁（第461図）を精介したところ、溝46埋

没後に掘削されていることを確認した。溝の幅は東端で4.lm、西端で2.2m、検出面から底面までの深

さは40~54cmを測る。なお、溝の幅が西へ行くほどに狭くなり、底面の高さが高くなることから、路

線西端のそう遠くない地点で溝が終結していると息われ、底面の標高からは南西ー北東に向けての流

水があったものと雅察される。

溝46は18Q・Sに位置し、北ー南に掘削されているものの、途中で北西ー南東に屈曲し、そのまま

路線外へと延びている。溝の幅は2.4~5.4m、検出面から底面までの深さは42~64cmを測る。底面の標

高からは北から屈曲部を経て南東に向けて流水があったものと推察される。ただし、溝の底面で観察

910cm 

0 1m —~ l 鈍い黄褐色粘性砂質士(10YR5/4) 3 灰褐色粘質土(7.5YR5/2)

2 褐色粘性砂質土(7.5YR4/4) 4 灰褐色粘質士(7.5YR4/2)

゜゚
。一

◎ 信 -二C33 C34 C35 C36 
856 

゜
10cm 

゜
5cm 

トー―-T~-— -・・・・・・・・・ ャ—---,--.--.--.I

第458図溝45(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)
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910cm 

z
 

できた著しい鉄分の沈着は、水位の上

下が頻繋に起きていたことを物語って

0 1m ト ー―
黄褐色粘質士(10YR5/6)

鈍い褐色粘質土(10YR5/3)

3 褐灰色粘質士(lOYRS/1)(粘性強）

いる。

溝の掘削時期は明らかにし難いが、

溝46は13世紀後半から14世紀初頭にか

けて徐々に埋没し、その後溝45が掘削

されたものの、程なく埋まり役日を終

えたものと思われる。 （松尾）

0 2m 
~' 

1 造成土

2 灰色砂滉粘質土(5Y6/l) —耕作土

3 緑灰色粘質士(10G5/l) —耕作土

4 賠渠

5 明黄褐色粘質土(10YR6/6)

6 明黄褐色粘質土(10YR7/6)

7 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)

―中近世包含層

8 灰色砂滉粘質士(5Y6/l)

9 鈍い橙色粘質土(7.5YR6/4)―溝48

10 明黄褐色粘質土(10YR6/6)ー溝46

11 灰黄褐色粘質士(10YR6/2) —溝46

12 鈍い黄褐色粘質上(10YR5/3)―溝46

13 褐灰色粘質土(10YR5/l)(粘性強）―溝46

14 灰黄褐色粘質土(10YR5/2) —溝21

15 鈍い橙色粘質土(7.5YR6/4)

16 明黄褐色粘質士(10YR6/6)

17 鈍い黄橙色粘質士(10YR6/4)

if 
--ッ

-- --

．ヽ
- -

858 

859 

＼ 

861 

860 

こ
862 。

863 
1゚0cm 

-0 
二
C38 

0 5cm 
~ 

-- ,_—• 

S256 
O 10cm 

' 
[l -0 ピ

◎ 
,, " 

◎ 

865 
C39 C40 

゜

C41 

10cm 

-゚—一5cm 864 

第459図溝46(1/30・1/80)・ 溝45・46出土遺物 (1/4・1/3)
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溝47(第424・460図）

18S東端で、溝46掘り下げ後に確認、北東ー南西に掘削された溝。輻は34

Clllを測り、断面は底面から隈面が匝角気味に立ち上がるものの、南隈は途中

で緩やかに傾斜する。検出面から底面までの深さは26cm。検出状況から溝46

に先行するものと思われる。中世前半であろう。 （松尾）

溝48(第424・461図）

18 S南半に位置する溝。水田3に伴う畦に並行して掘削されている。断佃

観察（第459・461図）の結果、溝46埋没後に掘削されたものと雅察された。

溝の規模は輻34cm、深さ26cmを測るが、底面から10cm程度掘り込んだか所が3か所認められる。掘り

880cm 

口
0 50cm 

一l 褐灰色粘質土(lOYRS/1)第460図溝47(1/30)

込みの規模は長さ1.4,........,2 m、輻は30,........,35cm程度。具体的な機能を断定することはできないが、水田耕

作に伴う溝であろう。

出士遣物は866のみ。幕末

以降のものと思われ、少なく

とも平成元年頃までは水田と

して利用されていた水田 3の

変遷を考える上で重要である。

（松尾）

900cm 

w 

l 鈍い橙色粘質士(7.5YR6/4) o 50cm 

2 鈍い黄褐色粘性砂質士 ~、

(10YR4/3) 

866 

。
10cm 

920cm 

゜
2m 

浅黄橙色粘性砂質土(lOYRS/4)―中冊包含層

褐灰色粘質土(7.5YR6/l)(基盤層土含）―溝48

3 鈍い黄橙色粘質土(10YR7/3)―溝45

4 灰黄褐色粘質土(10YR6/2)―溝45

5 褐灰色粘質土(lOYRS/1)(粘性強）―溝45

6 鈍い黄橙色粘質土(10YR6/3)―溝45

7 褐灰色粘質土(10YR5/l)―溝45

8 鈍い黄橙色粘質土(lOYR7/2)―溝46

9 灰黄褐色粘質土(10YR5/2)―溝46

第461図 溝48(1/30・1/80)・出土遺物 (1/4)

溝49(第425・462図）

20じ北世に位置し、土堀107埋没後に掘削された溝である。残存部で幅2.8mと広く、たわみの一部

かもしれない。底面は北に向かって緩やかに下がり、北端で標高8.38mである。

土師器椀867が出上しており、 13肌紀後半に位置付けられ、溝45・46と一連の可能性がある。（渡邊）

-
N
 

890cm 

ロ
867 

。
10cm 
~ 

0 1m 一
l 褐灰色粘性砂質土(7.5YR5/l)

2 灰褐色粘質上(7.5YR5/2)

第462図溝49(1/30)・出土遺物 (1/4)
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w- 890cm 

O 50cm 一第463図溝50(1/30) 
900cm 

w 

o 50cm 

~ 

l 灰黄褐色粘質士(10YR6/2)

第464図溝51 (1 /30) 

910cm 

w '////; ロ
。

1m 

l 鈍い黄色粘質徴砂(2.5Y6/4)

第465図溝52(1/30) 

910cm 

w 

ニ〗□芦二
。

1m 

1 鈍い黄色粘質徴砂(2.5Y6/4)

第466図溝53(1/30) 

溝50(第425・463図）

22W南直から24IIA北直にかけて直線的に延び、調介区に平行する

溝である。幅20cm、深さ 2Clllと浅く、底面の標高は8.77cmである。

時期を示す遣物は出土していないが、埋土より中世に属する可能性

が高いと考えられる。 （渡邊）

溝51 (第425・464図）

22Y南西から22II A南東にかけて延びる溝で、若干蛇行気味である

が、溝50にほぼ並行する。輻40cm、深さ 3Clll、底面の標高8.8mを測る。

白色～灰色味の強い粘質土で埋没していることから中世に属すると

考えられ、溝50と同じ頃に位置付けられよう。 （渡邊）

溝52(第425・465図）

溝51の東に位置する。 22Y南西から22II A北東にかけて不整楕円形

の柱穴状遺構が15基以上南北に並んで検出された。深さは一様でなく、

22 II A北端では一つの溝で繋がる状況も認められたことから、底面に

凹凸のある溝の上部が削平され、底面近くの痕跡が遺存していると考

えた。凸凹は起耕に伴う可能性がある。

時期を示す遺物はないが、黄色味の強い砂で埋没していることか

ら、近世に位置付けられる。 （渡邊）

溝53(第425・466図）

22 II A南東から24II C北西にかけて検出された。全長llmで、東へ

張り出すようにやや湾曲する。幅23cm、底面の標高は8.95mを測る。

埋士から近世に属すると考えられる。 （渡温）

溝54(第425・467図）

24 II A南西に位置する。幅2.3mの東西に長いたわみ状の遺構であ

る。深さは20cmで、底面の標高は8.4mである。底面には若干の凹凸が

あるが、ほぼ平坦である。現代用水路擁隈保護のために西端を調在し

ておらず、溝62との関係は不明である。

土師器椀868・869が出土した。 868の底部には穿孔がある。 12世紀

後半から13世紀前半に位置付けられる。 （渡邊）
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_
N
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l 鈍い黄褐色粘質土(10YR5/3) 3 灰黄褐色粘質上(10YR6/l)

2 褐灰色粘性砂質土(10YR5/l)

868 
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0 10cm 
~ 

第467図溝54(1/30)・出土遺物 (1/4)
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溝55(第425・468図）

24II C南西に位置する。輻45cm、深さ10cm、底面の標高8.8mである。平安時代の溝25を横断する。

早島式と呼ばれる士師器椀細片が出士し、中世に位置付けられる。 （渡邊）

溝56(第425・469図）

24II C北西で、溝54の南に位置する。輻2mをこえるたわみ状の遺構で、底面は大きく湾曲する。

深さ30cm、底面の標高8.5mを測る。

出土遺物は皆無で、時期の特定はできないが、最上層が溝57と同じ埋土であることから、同じ頃に

埋没したと考えられる。 （渡邊）

900cm ,.~ 890cm 

w 

0 50cm 一l 暗灰黄色粘質徴砂(2.5Y5/2) ＂ ゜
l 灰色粘質土(10Y6/l)

1m 
マ 2 青灰色粘質土(5BG5/l)

第468図溝55(1/30) 第469図溝56(1/30) 

溝57(第425・470図）

溝56の南に位置し、溝56に平行する。北側の一部を井戸11に伴うたわみに切られる。溝56と良く似

た平面形を有し、輻2.4mを測る。断

面図では北側の一部に窪みがある

が、底には平坦面を有し、緩やかに

壁体が外方へ立ち上がる。平坦面の

標高は8.46mで、最も深い窪みの底

は8.24mである。用水路により削平

されて断定できない

が、南北方向の溝62に

取り付く可能性がある。

890cm 

0 1m 

土師器椀870、白磁

871、中世須恵器甕片

を転用したおはじき C

42・43などが出土して

いる。 13世紀中頃～後

半に比定され、溝62と

同じ頃に埋没したと想

定される。 （渡盪）

溝58(第425・471図）

24II C中央から南東に位置する。溝57から南に延びる 3本の小溝の一つである。南端はたわみ 5と

l 灰色粘質士(10Y5/l)

2 褐色粘性砂質土(7.5YR4/4)

3 灰褐色粘質土(7.5YR5/2)

4 灰色粘質土(N5/0) ~~- -fc>

'-d_~ 

ー一

亨
這ニニニ乙ヲ

870 871 
C42 

C43 

0
'●
 

10cm 

。
10cm 

第470図溝57(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

繋がるようにもみえる。溝62とは並走する。幅80cm、深さ14cm、底面の標高は8.55mである。

t師器小1II1872が出士しており、 13世紀代に位置付けられる。 （渡邊）

-263-



第5章北溝手遺跡

溝59(第425・471図）

溝58の東に位置する。南端はたわみ 5の手前でT字状に東西に広がる。幅40cm、深さ 8cm、底面の

標高8.65mである。溝59とはH字状に接する部分があり、一連の施設である可能性がある。 （渡邊）

溝60(第425・471図）

溝59の東に位置する。北端は丸く収まる。輻72cm、深さ10cm、底面の標高8.78mである。

土師器椀873が出土しており、 13世紀後半に位置付けられる。 （渡邊）

溝58 溝59 呼0 -gQQg~ 
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゜
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872 873 

l 灰色粘質土(7.5Y5/l)―溝58

2 灰色粘質士(7.5Y6/l)―溝59

3 灰色粘質土(10Y5/l)―溝60
o 10cm 
~ 

第471図溝58r-.J60(1 /60)・ 溝58・60出土遺物 (1/4)

ii~ 
0 1m 

l 灰黄褐色砂質土(10YR5/2)

第472図溝61 (1/30) 

溝61 (第425・472図）

24II C南東で、溝58と溝59の接点から溝60の南側にかけて斜行す

る。溝59調介後に検出した。幅62cm、深さ18cm、底面の標高8.65m

で、じ字に近い断面形を有す。方向から時期が異なると拙察される

が、切り合いは未確認で、前後関係は明確でない。黄色味の強い砂

質土で埋没していることから、近世に降る可能性もある。 （渡邊）

溝62(第425・473図）

溝57南側から26II E西端にかけて検出した。大部分が用水路と重複し、南端を検出するにとどまる。

北半は深さ55cmで、断面V字に近い台形の溝だが、南に行くにつれ底が高くなり、南端は 2mをこえ

る幅広いたわみ状を呈す。底面の標高は北部で8.28m、南端で8.38mである。

士師器椀874~876、小1II1877、白磁878が出士し、 13恨紀中頃～後半に位置付けられる。 （渡邊）
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5 索掘溝群

素掘溝群 1 (第424・474図）

B区中央の微高地上で、 12Iから14Mを中心とした南北方向の素掘溝群である。北端と南端ば浅く

細い溝が密な間隔で並走し、鋤痕と想定されるが、中央付近では50cmを超える幅広い 2~3 条の溝と

して捉えられる。別遺構の可能性もあるが、耕作に伴う溝には間違いないであろう。このような溝の

埋土は第426図の第6層に対応し、水田化される以前の畑作に伴うものと考えられる。 （渡邊）

H 900cm 
1 

2~ 

戸 ク／へ I----:;,,//////クグ/////グ／／／グク/////?>- .- -~ _..////////////~////)); 
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（鈍い黄褐色粘質士(10YR5/2)塊含）

黄灰色粘質微砂(2.5Y5/l)

。
2m 

第474図素掘溝群 1(1/60) 

素掘溝群2 (第424・475図）

160・Qで検出した素掘溝群 2は、水田 3に伴う畔を除去した後に検出し、 N-25°-Wの方向に掘削

されていた。輻は20~60crn、断面形は椀形を呈するものが多く、深さは 2~10cm程度。

出土遺物は無く明確な時期を示すことは難しいが、水田 3畦が構築される以前の耕作に伴う溝であ

ると思われ、ここでは中世としておきたい。 （松尾）
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6 水田

水田 3 (第424・476・477図）

lOE~l8Q にかけて検出した雌が伴う。開の規模は確認か所によって若干異なるが、幅20cm~1 m 

で高さは20,.......,40cmを測る。 160より南側では中世から近世にかけての耕作土を盛り上げて畔を構築し
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9 鈍い橙色粘質士(7.5YR6/4)―溝48

10 鈍い褐色粘質土(7.5YR5/3)―畦

（弥生包含層）

11 灰黄褐色粘質土(lOYR4/3)―住7

12 灰黄褐色粘質上(lOYR5/2)―住8

第476図水田 3(1/60) 
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ている（第476図右）ものの、北側については弥生時代の包含層を削ることにより畦を成形して（第

476図左）いた。畦は幾度かの修紐・改築を繰り返して利用されており、少なくとも平成元年頃までは

水田として機能していたと思われる。出士遺物は幕末以降のものが大半で、嘉永年間に溝手村が北と

南とに分かれた際にこの畦を境界の目印としたようである。なお溝46が畦に沿って掘削されているこ

とから、その成立時期を中世後半まで遡らせることも可能であると雅察される。 （松尾）
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7 たわみ

780cm 
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。

1m 

第478図たわみ 1(1/30) 

886 
w 

890cm 

たわみ 1 (第425・478図）

20W南東に位置する。大部分を用水路のため調介でき

ていないが、たわみ 2と類似した遺構であると雅定され

る。検出面からの深さ12cmで、断面は浅いlIIl.状を呈す。

底面の標高は8.71mである。たわみ 2と同じ埋土である

ことから、同じ頃に埋没したと考えられる。 （渡邊）

たわみ2(第425・479図）

たわみ 1の南に位置

する。残存部で南北5.7

0 2m —~ 1 黄灰色粘質徴砂(2.5Y5/l)

~-{/ 
887 

O 10cm 

第479図 たわみ 2(1/60)・出土遺物 (1/4)
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第5節 中世～近世の遺構・遺物

きなかったが、南端から南へ溝状の遺構が延びている。堆積状況から両者が一連の遺構と捉えられ、

水溜とそれに伴う水路の可能性が考えられる。溝の先端は近世の土堀109に削平されている。

土師器椀886・887が出士しており、 13世紀中頃に位置付けられる。

たわみ 3 (第425・480図）

20W中央で、用水路の西側に位置する。上面は不整形で、底面も凹凸が激しい。東に向かって、低

（渡邊）

くなり、最も深い所で、底面の標高は8.75mを測る。

出土した土器には平安時代

の須恵器片があり、古代以降

としか言えないが、埋土から

中世と考えた。位置からたわ

み lの西端の可能性もある。

（渡追）

たわみ 4 (第425・481図）

24 II A北西に位置する。幅

2.5mをこえる大規模なたわ

みで、検出面からの深さも約

40cmある。底面の標高は8.33

mである。

時期を示す遺物は出土して

いないが、灰色味がかった粘

質微砂で埋没しており、中世

と考えた。 （渡温）

たわみ 5 (第425・482図）

24 II C南東から24II E北東

に位置する。南北3.6m、東西

2.4mの不整形のたわみで、検

出面からの深さ38cm、底面の

標高8.38mである。西端は溝

62を切っている。溝58の南端

がこのたわみと一体化して検

出されている。

東播系須恵器888と土師器

椀889が出土しており、 13世

紀後半に比定される。士器の

様相は溝57・62とほぼ同時期

であるが、切り合いから溝62

より新しく位置付けられる。

（渡邊）
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8 遺構に伴わない遺物（第483図）

遺跡全面に堆積している耕作士層や多時期の遺構に混在していたり、側溝など出士地点の明確でな

い中世～近世の遺物をここに掲載している。いわゆる I早島式土器」と呼ばれる中世の土師器椀が多

かったが、細片であり、図示できたものはわずかである。美濃犬日894は22II A北東の土戦114南側に

設けたトレンチから出土している。用水路裏込めに混人したものである。土製品は時期を比定し難い

が、土錘については細身の形状を、おはじきは材質が中世須恵器や備前焼片を利用したものを図示し

ている。鉄器・古銭は中世～近世位含層から出土したものである。 （渡邊）
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第6節まとめ

第6節まとめ

北溝手遺跡はほぼ全面が微高地にあたり、弥生時代を中心に縄文時代～近世の遺構が確認された。

検出できた主な遺構は竪穴住居23軒、掘立柱建物 6棟、井戸13基、土戦117基、溝、素掘溝群、柵列

状遺構などで、北端部では河道と河道埋没過程で利用された水田も検出された。弥生時代中期前葉～

中葉に集中し、本遺跡の盛行期と言うことができる。なお本遺跡は岡山県立大学に伴い発掘調介され

た南溝手遺跡（以下、県大南溝手遺跡と称する）の西に隣接しており、位置関係や堆積状況、標高か

らみて同じ微高地に占地していると想定され、本遺跡河道 lも県大南溝手遺跡河道 1と同一と考えら

れる。以下、各時代の状況を振り返り、集落の変遷を概観していきたい。

縄文時代の遺構・遺物

最も古い遺構は晩期中葉の士堀3である。弥生時代の遺構と圃ー血で検出されたが、これまでの発

掘調介では晩期中葉の遺構は縄文時代晩期～弥生時代基盤層を10cm程度掘り下げたレベルで検出され

ており、上部が削平された結果と考えた方が妥当であろう。このような状況から、被熱面 lも縄文時

代に遡る可能性がある。続く晩期後葉の士堀も 2基のみと少ない。しかし、後恨の遺構や位含層への

混在ではあるが土器の出土贔は増加しており、集落の発展が認められる。なお、後期については南溝

手遺跡の位含層とほぼ圃ーレベルで圃様の黒色士層を確認したが、遺構・遺物は皆無であった。

弥生時代の遺構・遺物

前期の主な遣構は竪穴住居 l軒（竪穴住居3)、土城13基、溝 l条で、 B区南半に密である。筆者の

編年観では全て前期中葉の範疇に収まり、県大南溝手遺跡と並行する時期に位置付けられる。竪穴住

居3は河道 1に向けて北側に緩やかに傾斜する面で検出されたが、微高地頂部でないため逆に削平を

免れた結果とみられ、本来はまだ他に竪穴住居が存在していた可能性もある。竪穴住居3の規模は復

元径10.8mを測り、県下では同期最大であるが、県大南溝手遣跡竪穴住居3とほぼ圃規模で、集落内で

突出するわけではない。また玉作り関連遺物が出士したが、県大南溝手遺跡竪穴住居2でも玉作りが

行われており、専業工房としての特殊な構造ともみなし難い。しかし、赤色顔料で彩色を施された石

製品S53が出士しており、この点からは居住していた人物に特別な側面を見出すことができよう。

中期の主な遺構は竪穴住居19軒、掘立柱建物5棟、士堀63基、溝19条である。時期の細分可能な限

りにおいて、竪穴住居は前葉2軒、中葉11軒、後葉5軒、土堀は前葉6基、中葉32基、後葉7基とな

り、中葉が突出して多く、本遺跡の盛行期とみなされる。また中葉の出士遺物は質• 最とも比較的鷹

富で、分銅形土製品の祖形の可能性のある C10や紅簾片岩製石鋸S20などもあり、集落の内的発展や

対外交流の活発さを物語っている。一方、掘立柱建物では中期中葉以前に遡るものはない。おそらく

全て中期後葉～後期前葉に属すると考えられ、竪穴住居検出数の増減とは対照的な傾向である。また

竪穴住居の平面形は前期～中期前葉までは円形しか見られないが、中期中葉には方形が出現し、中葉

～後葉には円形と方形（小應長方形竪穴状遺構も含む）がほぼ同率となるなど、中期中菓を境として

集落構造の変化を見出すことができよう。

さて、いわゆる舟形士堀については、本遺跡の調介区は幅llm程度と狭く溝との分離が困難なため、

今回は特に項を設けなかった。ただし溝状遣構の中でも側壁が比較的急に立ち上がるものを土堀とし

て扱っており、その中からあえて舟形士堀として抽出するならば、士堀14・19・22・26・32・46・49・
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53・93が挙げられる。全て中期前半以前に位置付けられる。墓として積極的に認める根拠に乏しいが、

土堀14・22・26・32・53など端部にテラス上の段を設けるものがあり、通常の土堀や溝とは異なる特

徴を有するものが含まれる。また士堀14・26では底面の形状から複数の舟形士堀が連結していると考

えられる。一方、形状や遣物の出土状況から墓の可能性が高いと考えられる土堀15・30があり、両者

とも墓と考えるなら、その差が何に起因するのか定かではなく、今後の検討課題としたい。

後期の主な遺構は前葉の竪穴住居2軒、土戦 6基、後葉の竪穴住居 l軒、土戦 7基と少ない。一方

井戸は、遺構密度の最も高い中期前葉～中葉では竪穴住居13軒に対し 1基しかないのに、後期後葉で

は3基に増加している。このように竪穴住居に対して井戸が多く設けられる現象は弥生時代後期後葉

～古墳時代前期の県南平野に立地する集落遺跡で比較的多く見受けられる。井戸は生活用水や手工業

用水の確保のためと考えられているが、それだけでは竪穴住居に対する掘削数の卓越は説明し難い。

特に井戸 lからは大形の二重口縁壺を含む大最の土器の投棄を伴う祭祀が行われ、またその埋没過程

が本遺跡最期の竪穴住居12と軌を一にすることは、弥生集落の終焉に際して井戸の掘削と廃棄が特殊

な役割を担っていたことを示唆しているのではなかろうか。また特筆すべき遺構として溝 1・9・

10・11が挙げられる。溝 1・10・11は幅2mを超える大規模な溝で、溝9は幅は狭いが深く断面台形

を呈しており、集落の主要な用水路とみられる。

古墳時代～古代の遺構・遺物

古墳時代前期までの士器を含む竪穴住居12及び井戸 1のほか、溝や水田も前期の中で埋没をし、以

降日立った遺構は構築されなくなる。後期には柵列状遺構が掘削されるが、居住域としては放棄され

たようである。平安時代に至っても小規模な土城が 1基と溝が散見されるのみである。遣物の出土鼠

も少ない。 10世紀代の溝21と溝25は、出土遺物に時期差があるがおそらく同一流路と考えられる溝で

ある。古墳時代に属すると思われる溝が調介区に対しておおむね直交ないしは斜行するのに対し、 B

区南半からA区全域にかけて南北方向に延びており、この間に土地利用の転換が図られたと想定され

る。またこれ以降掘削される溝や雌も南北方向を指向しており、この段階での転換を踏襲したものと

考えられる。ただし、この方向性は厳密には現代の地割りとは合致せず、条里とも整合してない。

中世～近世の遺構・遺物

微高地上全面に溝や素掘溝が掘削されるが掘立柱建物はなく、全域が耕作地として利用されていた

と考えられる。溝のうち溝43,........,43は水路と考えられる溝で、東西方向に走る溝43,........,45を境に北側は素

掘溝群、南側は土戦や井戸が中心に広がっており、耕作の主体が異なる可能性が示唆される。

さて、ここで井戸について触れておきたい。本報告で分類した遺構は掘り方の規模が lmをこえ、

深さも比較的深く、中に桶を埋設した痕跡を有するものである。墓や単純な土戦の可能性も否定でき

ないが、鏑方正樹氏のいうところの［野井戸J註の可能性が高いと結論付けた。野井戸は「水田泄漑用

の保水施設J で 1s~19肌紀に出現するとされており、本報告の井戸との時期的な矛盾はない。ただし

岡山平野での報告例は少なく、また大阪平野や奈良盆地と同様の状況下にあったかどうかも定かでな

いが、ここで I野井戸」の可能性に言及し、今後の検討課題として提起しておきたい。

註

鐘方正樹［井戸の考古学」『ものが語る歴史』 8 同成社 2003 
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第6章総括

第1節遺跡の概要

l はじめに

現行の遺跡名は、現在の字を以て付しているため、調介地内には窪木遺跡、南溝手遺跡、北溝手遺

跡の 3遺跡が存在する形となっている。しかし、遺跡名は本来の集落を限るものではなく、遣跡の性

格を反映するものでもない。特に弥生時代においては北溝手遺跡と南溝手遺跡は一体の集落であり、

さらには岡山県立大学構内に存在する南溝手遺跡・窪木遺跡とも不可分な集落遺跡である。そこで、

まずは今回報告する 3遺跡の動向を総合して概観した後、これまでの調介成果も合わせて、集落の全

体像を明らかにしてきたい。なお、国道180号バイパスに伴い発掘調介された遺跡には 1180号」を、

県立大学建設に伴い発掘調介された遺跡には［県大」を遺跡名に冠して呼称することとする。

2 調在の概要

今回発掘調介された中で最も古い遺物は、南溝手遺跡の位含層から出土した縄文時代後期中葉の土

器である。類似する堆積層が北溝手遺跡でも確認されたが、遺物の出土は皆無であった。南側は急激

に下がり、窪木遺跡では堆積層の存在すら確認できていない。県立大学構内でも広範囲にわたって黒

色士層の分布が認められたが、遣物は局所的にしか出士しないことから、縄文時代後期の段階で微高

地が安定し始めたが、その利用は限定的であったとみられる。また、県大窪木遣跡では長良山裾の斜

面堆積中から圃時期の遺物が出士していることから、 1B来通り山側に生活基盤を置く集団と、沖積地

へ進出を始めた集団が共存する姿を垣間見ることができよう。以後も沖積化は進行し、後期位含層の

上部には lm近く黄色の士砂が堆積している。縄文時代晩期～弥生時代の遺構はこの黄色士層を基盤

としており、この段階で沖積化が一段落し、定着に向けて本格的に平野部での活動を開始したと拙察

される。

竪穴住居は、弥生時代前期中葉に比定される北溝手遺跡竪穴住居3が初現となる。以降、着実に弥

生時代集落は発展を見せるが、特に遺構が集中する地点は北溝手遺跡の中央部と南溝手遺跡の南半部

に偏在する。しかし遺構の形成時期は異なり、北溝手遺跡では中期の、南溝手遺跡では後期の遺構が

主体を占める。竪穴住居の分布からみた集落の動向については後に譲るが、集落の中心域が時期によ

って変動していくことを指摘しておきたい。なお、両遺跡間の遺構が粗な範囲については、遺構が密

集する地点が河道に向けて緩やかに傾斜する部分にあたっている点から、逆に高所であったため後世

に削平されてしまった可能性もある。一方、窪木遺跡では弥生時代以前の遺構は見つかっていない。

窪木遺跡の基盤は、縄文時代後期から形成された黄色士層とは異なり、粗砂～砂礫層で構成される。

180号路線内の調介では河道や基盤となる礫層内から弥生時代中期の土器が出土することから、窪木遣

跡以南では微高地の形成が遅く、居住地としての利用も遅れたためと雅測される。
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なお、今回舟形士堀の分類は行わな

かったが、第5章で先述したとおり前

期～中期前葉に属する士堀には、その

可能性のある遺構が含まれている。分

布は上記の遺構密集部分と重複してお

り、今回墓としての評価も避けている

が、もし墓であるならば、墓域として

独立していないことが指摘できる。ま

た、南溝手遺跡竪穴住居3北側に中期

末葉～後期前葉に属する井戸と上城が

群在しているが、形態や堆積状況から

井戸 2~6 と士堀23·39·45は袋状士

堀とみられ、貯蔵穴の可能性が高い。

古墳時代では、南溝手遺跡中央より

北に日立った遺構はなく、竪穴住居や

井戸、水田が埋没する古墳時代前期を

以て集落が放棄されたと言っても過言

ではなかろう。しばらくの間、日立っ

た遺構が形成されず、人々の営みが感

じられないが、江見正己氏(1)が指摘し

ているように一帯が後背湿地化したこ

とがその一因として挙げられる。後期

後半段階になると、南溝手遺跡南端に

掘立柱建物が唐突に出現する。やや大

形の掘り方を有する総柱の建物で、調

査地の南には 7世紀の掘立柱建物群か

らなる特異な集落形態を有する180号

窪木遺跡が接しており、180号窪木遺跡

と一連の現象として理解しておきた

い。古代では、南溝手遺跡と窪木遺跡

間の河道から奈良三彩や緑釉掏器、硯

など特殊な遺物が出土しているが、や

はり南に存在する他遺跡からの流人と

考えられ、古墳時代以降、地域の拠点

が南に移った傍証と考えられる。

中匪では窪木遺跡から南溝手遺跡に

遺跡変遷図 (1/2,500)
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かけて13世紀を中心とした掘立柱建物や柱穴が多く見られる。一方、南溝手遺跡南端の低位部上面や

北溝手遣跡では、素掘溝群や耕作に伴う土堀、溝が検出されており、窪木遣跡・南溝手遺跡が居住地

として、北溝手遺跡が耕作地として利用された状況が看取される。近世には南溝手遺跡中央部に屋敷

地が形成されており、耕作地の中に屋敷地が点在する、農村集落の景観が成立していたと想定される。

3 弥生時代の集落について

ここでは弥生時代竪穴住居の分布に主眼を置き、集落の変遷をみていきたい。

前期の竪穴住居が構築される範囲は、南は1日河道、北は後背湿地に限られた、南北300mX東西400

mの範囲： Aに及ぶ。 Aは、突帯文期の遺構分布範囲とも重複しており、平野部内の最も安定した場

所と考えられる。前期中葉の竪穴住居は 8軒あるが、低位部や河道を挟んだ各微高地上に50m以上の

距離を置いて点在する状況は、同じ前期中葉に環濠集落を形成する百間川沢田遺跡とは大きく異な

る。また竪穴住居はそれぞれ平面形状が異なっており、個々の竪穴住居が各微高地単位で独立しなが

らも広い空間＝領域を共有し、その結び付きは緩やかであったと雅察される。

前期後葉の竪穴住居はなく、中期前葉に集落を形成し始めたのは前期とは違う集団であった可能性

は高い。中期前葉では北溝手遺跡： Bと県大南溝手遺跡： C、県大窪木遺跡： Dの3地点に集住が認

められるが、中央の微高地上には竪穴住居は見られず、前期と立地が大きく異なっている。各地点と

も2,........,3軒の竪穴住居からなる単位集団が小さな領域を形成した状況が看取される。中期中葉は前段

階からの領域を踏襲しており、継続的な発展とみなすことができる。とりわけ Bでは竪穴住居が急増

し、複数の単位集団がやや広い領域を形成するようになる。一方、 C・Dでは竪穴住居は減少してお

り、 Bに集約されたかのようにも見える。中期後葉には遺構数が急増すると共に分布範囲も広がり、

平野中央部にも再び竪穴住居が構築されるようになる。基本的に各微高地師にまとまりを形成してい

るが、特に集住が認められるのは県大南溝手遺跡： Eで、集落の中心域がBから Eへ移ったとみなす

ことができよう。後期前半では拡大傾向及び集住性はさらに強まるが、遺構密集地は前段階から少し

ずれている。中心域も新たに利用するようになった県大窪木遺跡： Kに形成され、意図的に生活空間

＝領域を変えていた可能性が指摘できる。後期後葉は、竪穴住居4軒が縁辺部に点在するのみとなり、

古墳時代前期には溝や水田も埋没し、集落は放棄される。

以上のような状況から、前期では個々の竪穴住居が独立していたが、中期前葉には小さな単位集団

が形成され、各集団が等質的に集落を構成するようになり、さらに中期中葉には複数の単位集団から

成る中心的な集団が出現し、周辺に配置された複数の 1,........,2程度の単位集団から成る小集団と有機的

に結びついて、一定の地域を但括するような集落域が形成されたと想定される。すなわち個々の集団

が集落を独自に営むのではなく、強く結びついてムラを構成していたと考えられ、変化の画期を中期

中葉に求めることができる。中期後葉～後期前半にかけては遺構数が急激に増加し、最盛期を迎える。

この段階では小集団数が増加するだけでなく、中心的な集団の拡大かつ集住性の高まりがみられ、さ

らなる画期を認めることができる。後期後半には単位集団が形成可能な程の竪穴住居はみられず、こ

れまでの集落は解休されたように息われる。

中期後半における遺跡数の増加は丘陵部に限った現象ではなく、広く吉備全体に認められる現象

で、当集落が中期後半に飛躍的に拡大する動きもその流れの中で理解できよう。また中期後半の大き

な変化の一つに、掘立柱建物の急増と方形竪穴住居の出現を挙げることができる。掘立柱建物は県北
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第1節遺跡の概要

や県南丘陵上の集落では一定数建てられるが、県南平野部で一集落内に多数が群在するのは百間川今

谷遺跡(2)のみで、他の遺跡ではあったとしても少ない(3)。県大南溝手遺跡では掘立柱建物のみが占め

る領域も形成されており、当遺跡群の性格の一端を現す特異な状況とみなされよう。重根弘和氏は中

期後半に起こる変化を［他地域との交流により情報を得た人々が、人口増加に伴い、新しい生活様式

を選択した結果」 (4) と説くが、当集落の状況はまさしくその見解に合致しており、外部からの人口の

流入が想起される。この時期、北溝手遺跡溝 1・9など大規模な幹線水路が閉削されており、人口増

に応じるべく生産力の向上を図った証と考えられないだろうか。またこの時期には貯蔵穴が多く掘削

されているが、これもまた増加した人口を支える食糧の確保のためと考えられ、掘立柱建物の中には

長期的な食料保存の場である［高床倉」も含まれていた可能性がある。なお、南溝手遺跡南端と N、

Kの貯蔵穴群では竪穴住居が近接して 1軒存在している。貯蔵穴の管理のために怠図的に配置された

可能性を指摘しておく。

後期後葉には集落が解体されたと考えられるが、足守川を南に下った高塚遺跡や津寺遺跡周辺の遺

跡群では、この時期逆に竪穴住居数が急増し、古墳時代前期には律寺遺跡に集約されていく。このよ

うな現象については江見正己氏が［単に一微高地（ムラ）内で理解されることではなく、少なくとも

足守川下流域一帯を統括する政治的な要因から集合体への何らかの移動の働きかけがなされた」 (5)結

果と指摘しているが、より上流にあたる当地域一幣にもその作用が及んでいたと想定できないであろ

うか。なぜ当集落が放棄され津寺遺跡周辺に移住したのか、明確な答えは出せないが、中期後半に起

こった人口増もその要因の一つに想起される。服部平野内の水田は比較的狭小で、生産力には限界が

あったと思われる。また地形的にも河川の影評を受けやすく、耕作地を放棄せざるを得ない状況に陥

った可能性も高い。逆に、沖積化の進行に伴い足守川下流域にはより広大な平野部が形成され、他地

域との交流にも悔が近く利便性が高いなど、優位な条件の整った南の土地に、その拠点を移していっ

たのではなかろうか。今後、こういった観点から集落の動向を見虹し、弥生社会の実像を明らかにで

きるよう取り組んでいきたい。 （渡温）

註

(1) 江見正己 9南溝手遺跡・窪木遺跡 第5章第6節 9備中国賀陽郡服部郷図」からみえてきたこと」『岡山

県埋蔵文化財発掘調杏報告214』 岡山県教育委員会 2008 

(2) 1百間川今谷遺跡l」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告51』 岡山県教育委員会 1982 

(3) 拠点集落である高塚遺跡でも竪穴住居106軒に対して 5棟、津寺遺跡でも87軒に対して7棟しか確認され

ていない。「高塚遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調在報告150」 岡山県教育委員会 2000、「津寺遺跡J

『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告90』 岡山県教育委員会 1994 ほか

(4) 重根弘和 9岡山県南部の弥生時代集落遺跡J『環類戸内悔の考古学J上巻 古代吉備研究会 2002 

(5) 江見正己「高塚遺跡 第3章第4節まとめJ『岡山県埋蔵文化財発掘潤査報告150』岡山県教育委員会 2000
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第2節 南溝手追跡五角形住居について

1 はじめに

南溝手遺跡で確認した竪穴住居4は平面形が五角形を呈する古墳時代初頭の住居である。弥生時代

から古墳時代における竪穴住居の平面形は、円形・方形・隅丸方形などを中心とし、一部多角形が存

在する。この様な平佃形の違いは、建築構造（つくり）と居住形態（すまいかた）の一部を反映し、

相互に影聾を与えている (1) と予想されている。

ここでは少数ながら存在する多角形住居に焦点をあて、岡山県内における類例から当遺跡における

五角形住居について若干の考察を行いたい。

2 岡山県内における多角形住居

平面形態

岡山県内における多角形住居は表5の通りで、現在までのところ23遺跡・ 35軒を数える。その形態

は五角形から八角形と様々であるが、比較的六角形が多く次いで五角形、七あるいは八角形を呈する

ものはごく少数である。

分布と変遷

初現は弥生時代中期後葉で 5遺跡・ 6軒が存在する。しかしながら明瞭な多角形を呈しているのは

貝殻山遺跡（岡山市）や矢部堀越遺跡（倉敷市）の 2例に過ぎず、他は一部のみの検出あるいは多角

形とはいえ不明瞭なものが多い。弥生時代後期では中葉以前と後葉以降で検出数における明瞭な差が

現れる。すなわち後期中葉以前では大田松山久保遺跡（津山市）・小原遺跡（沖山市）・天神坂遺跡（岡

山市）の 3遺跡・ 3軒のみであったものが、後期後葉以降になると 6遺跡・ 9軒に増加する。続く古

墳時代では前期初頭から前半に集中し、 7遺跡・ 10軒となっている。なお古墳時代後半の斎富遺跡（赤

磐市）竪穴住居67や、 8世紀代の今岡中山遺跡（美作市）竪穴住居3は、不明瞭な多角形であったり、

一部のみの検出であったりと不確定な部分を多く含んでいる。

立地

初現期の弥生時代中期後葉では県南の遺跡にのみ見られ、平野部と丘陵• 山頂部それぞれに立地し

ている。弥生時代後期になると県北でも多角形住居が出現し、その立地は丘陵部を中心とする。対し

て県南では平野部に立地するものが大多数を占め、丘陵部の遺跡は極少数しか認められない。古墳時

代になると県南で、かつ平野部に立地する遺跡にのみ認められる。

規模と構造

多角形住居の規模は調在の都合上一部のみの確認となっている例が多い。全体が明確な多角形住居

の床面積は 19.5~43.7可まで存在する。弥生時代中期後葉から後期の一般的な竪穴住居の床面積は10~

30mの範囲内に収まるとされていることから、圃時期における多角形住居の床面積を比較するとその

範囲内か若干大形のものが多いことに気付く。また古墳時代前期においては、一般的な竪穴住居の床

面積が20m程度(2) とされており、それらと比較すると多角形住居はいずれも大形に属する。

主柱穴の数は基本的に平面形態における角の数に対応する。ただし例外もいくつか存在しその多く

は平面形が明瞭な多角形をなしていないことが多い。
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遺跡名 所在地

百間川兼基遺跡 岡山市中区兼甚

奥坂遺跡 岡山市北区大内川

貝殻山遺跡 岡山市南区宮浦ほか

津寺遺跡 岡山市北区津寺

矢部堀越遺跡 倉敷市矢部

大田松山久保選跡 津山市大田

小原遺跡 津山市瓜生原

天神坂遺跡 岡山市北区大内田

狼谷遺跡 美作市美作町

小中遺跡 勝央町岡

向林遺跡 津山市大篠

伊福定国前遺跡 岡山市北区伊福町

段林遺跡 浅口郡鴨方町地頭上

洒吉田北遺跡 津山市西吉川

高塚遺跡 岡山市北区高塚

新市谷遺跡 神郷町下神代

高下遺跡 岡山市東区竹原

百間川沢田遺跡 岡山市中区沢川

津寺遺跡 岡山市北区津寺

南溝手遺跡 総社市南溝手

金井戸新田遺跡 総社市総社

雄町遺跡 岡山市中区雄町

津寺遺跡 岡山市北区津寺

頑宮遺跡 赤磐市煩宮

今岡中山遺跡 美作市今岡

第2節 南溝手遺跡五角形住居について

表 5 岡山県内の多角形住居一覧

遺構名 悶） 主柱穴 高床部 床(面rr1積) 時 期 備 考 文 献

竪穴住居8 6 6 無 3013 弥生時代中期後葉 県報告208 2007 

No.49住居址 6 7 無 34.6 弥生時代中期後葉 県報告53 1983 

2号住居跡 6 6 無 28 弥生時代中期後葉
高地性集落の研究
1979 

竪穴住居21 多角形 (2) 無 弥生時代中期後葉

県報告104 1996 
竪穴住居22 多角形 (1) 無 弥生時代中期後葉

Hl02 6 6 無 30 弥生時代中期後葉 県報告82 1993 

住居2 5 5 無 22 弥生時代後期前葉 県報告129 1998 

住居址3 7 7 無 (40) 弥生時代後期前半 津山市報告38 1991 

No 2住居址 6 6→7 無 34 81 弥生時代後期中葉 県報告53 1983 

4号住居 (3) 弥生時代後期 県報告7 1975 

竪穴住居5 5 6 無 22 弥生時代後期

竪穴住居9 6 6 無 弥生時代後期 県報告117 1997 

竪穴住居21 多角形 4~7 無 (36) 弥生時代後期

S H05 5 5 有 39 弥生時代後期 津山市報告29 1989 

竪穴住居4 多角形 4 無 (12.83) 弥生時代後期後葉 県報告125 1998 

竪穴住居11 6 4 無 19.5 弥生時代後期後葉 柱穴内礎板 県報告188 2005 

竪穴住居 多角形 8以上 無 弥生時代後期後葉 県報告132 1998 

住居址24 5 5 無 37 弥生時代後期後葉 津山市報告58 1997 

竪穴住居77A~C 6 6 無→有 27.9~33.7 弥生時代後期後葉
県報告150 2000 

竪穴住居79A 5 (4) 有 23.4 弥生時代後期後葉

12号住居址 6 or 8 無 弥生時代後期末 県報告15 1977 

竪穴住居7 6 6 有 (38) 弥生時代後期末
県報告123 1998 

竪穴住居8 6 6 有 36 弥生時代後期末 四国系土器

竪穴住居5 5 5 無 34 古墳時代初頭 四国系土器 県報告5 1985 

竪穴住居106 5 or 6 (4) 有 古墳時代初頭 東海系士器 県報告104 1996 

竪穴住居139 5 5 無 28.6 古墳時代初頭 県報告116 1997 

竪穴住居4 5 5 有 43.7 古墳時代初頭 西部頴戸内系士器 本報告

H6 6 6 無 39 古墳時代初頭 総社市年報3 1994 

7号住居跡 6 (3) 有 古墳時代前期 柱穴内礎板 県報告1 1972 

竪穴住居41 5 5 有 22.6 古墳時代前期
県報告104 1996 

竪穴住居101 5? (1) 有 古墳時代前期

竪穴住居17a 6 or 8 4 無 古墳時代前半

竪穴住居17b 6 6 無 28.8 古墳時代前半 県報告105 1996 

竪穴住居67 多角形？ 無 古墳時代後半

竪穴住居3 多角形 (4) 無 8世紀代 県報告213 2008 

＊文献中「県報告」は岡山県埋蔵文化財発掘調府報告書、「総社市年報」は総社市埋蔵文化財発掘調在年報、「津山市報告」は津山市埋蔵文化財

発掘調査報告書を指す。

弥生時代後期後葉から岡山県において見られる屋内高床部との関係については、その盛行時期が一

致するため、特に弥生時代後期末から古墳時代初頭における多角形住居内に高床部がつく例は多い。

ただし全ての多角形住居内に高床部が付設するわけではない。
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3 南溝手遺跡五角形住居（竪穴住居 4) について

竪穴住居4の詳細については第4章において詳しく述べられている。ここではその特徴と、竪穴住

居4と関連があると思われる竪穴住居2 (弥生時代後期末）についてまとめておきたい。

竪穴住居4は平面形が長軸で8.2m、短軸で7.6mの五角形を呈し床面積は43.7mを測る。住居内部に

は隈面に沿って隈体溝が巡り、その内側には幅70cm~1 m程度の盛土による高床部が付設されている。

高床部の内面に沿っても樅体溝が巡っていた。主柱穴は 5本で高床部内側の各角で確認している。住

居中央には平面形が不整円形を呈する中央穴が掘り込まれており、その埋土から西部瀬戸内系の壺

320が出土している。その他の外来系土器としては壺334が認められる。この竪穴住居4の北約 5m離

れた場所に位置している竪穴住居2は、竪穴住居4の直前あるいは一部重複した時期に機能している

住居である。竪穴住居2 (床佃積30.6m) には古•新の 2 時期が認められ、改築によって住居内部の

高床部の形状および主柱穴の数が変化している。すなわち古段階には平面形が直径6.4mの円形を呈

し、その内側に付設した高床部（地山ケズリ出し）内面も円形を呈しており、主柱穴は 4本。次の新

段階になると平面形は変わらないが、高床部（盛上）内面の形状が不明瞭な六角形に変化し、その各

角に主柱穴が6本確認できた。なお外来系士器などの日立った遺物は特に認められない。

4 おわりに

岡山県内で確認できた多角形住居を集成したところ、以下の様にまとめることができる。①弥生時

代中期後葉、県南（平野部、丘陵•山頂部）において出現。②弥生時代後期前葉になると県北でも確

認できる。③弥生時代後期までは平野部・丘陵部ともに見られるが、古墳時代になると県南でかつ平

野部に位置する遺跡にのみ見られる。④弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけて盛行し、その時期

は高床部のそれに重なる。③おおむね大形の住居に属する。

これら多角形住居の諸特徴から南溝手遺跡における竪穴住居4を見ると、多角形住居が最も盛行す

る時期に建てられ、県内の多角形住居では最大床面積を有することが分かる。竪穴の平面形と屋内高

床部の内面形は共に五角形を呈しており、一見高床部内面の平面形態が竪穴の平面形に影曹を及ぼし

ている様にも見える。しかし竪穴住居2新の様に高床部内面形は六角形であるのにも関わらず、竪穴

平面形は円形であるなど、一概に高床部と竪穴平面形の関連を論じるのは難しい。 (3)

多角形住居は大形住居として分類されることが多く、今回の作業でも再確認することができた。弥

生時代全般において竪穴住居の大形化は多柱化をもって行われたとされている。 5本以上の柱穴によ

って建てられる多角形住居は必然的に大形化を指向したものであり、円形住居との違いは竪穴の周隈

が板材などの直線的な部材によって形作られた点にある。(4) (松尾）

註

(1) 合田茂伸• 合田幸芙「大和•河内の住居J 『邪馬台国時代の吉備と大和」資料集 香芝市教育委員会 2002 

(2) 重根弘和「岡山県南部の弥生時代集落遺跡J『環瀬戸内海の考古学』上巻 古代吉備研究会 2002 

(3) 竪穴平而形と高床部内面の形状が異なる竪穴住居は、他に窪木薬師遺跡竪穴住居6 (県報告86 1993)な

どがある。

(4) 福島孝行［平面多角形の竪穴住居の検討J『考古学に学ぶ』同志社大学考古学シリーズVII 1999 
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第3節 北溝手遣跡竪穴住居3出士石製品について

弥生時代前期中葉の竪穴住居3の埋土中から、石器616点、装身具2点と残核・素材剥片を含めた多

数の剥片・砕片が出土した。出土品は、炭化材の上下で分層して取り上げ、下層土と柱穴などの遺構

埋士は水洗選別を行い採取した。ここでは、住居内出士の石製品についてみていく。

器種組成と石器の概要

表6に住居内から出土したすべての石製品の数鼠を示した。

剥片石器• 石製品では、サヌカイト製のものが圧倒的に多く、剥片・砕片などを含めて総重量約

9,810 gが出上している。生産具としての石鏃が324点、次いで加工具の楔形石器102点、石錐87点が続

く。石鏃は、完成品の完形品・欠損品が264点、非成品（失敗品）・未成品が60点ある。三角形鏃が主

体で、若干五角形鏃がある。形態による大きさの差はみられないが、三角形鏃は片面に主要剥離面を

大きく残すものが多い。楔形石器は、側面に顕著な階段状剥離があり、その対辺にツブレが認められ

るものを認定した。ただし、階段状剥離だけかツブレしか残っていないものは、剥片に含めているの

で、実際の点数は多くなるといえる。打面は線打面S27・48と面打面S26・28・49・50の2者がほぼ

同率でみられる。サヌカイト製の石錐は、欠損品が多く全形のわかるものは少ない。棒状のものS80

~s2、広いつまみと短い錐部を持つもの S25・84・85、つまみを作り出して長い錐部をもつものS22

~24·83·86~93がある。これに対してメノウ製の石錐（針）は、米粒状の先端に径 1 mm弱の短い錐

部を作り出している。

礫石器は少なく、台石4点と敲石3点 (S43・44・1 07)がある。敲石は、いずれも先端部に鱗状

の敲打痕が残るが、棒状のS44・107には全面に敲打痕と主として側面に線状の使用痕が残る。

出土状況について

第486図に埋土下層と床面での剥片石器• 石製品の石材別出土分布状況を示した。住居北側が希薄に

見えるのは、後世の遺構による攪乱の影曹が大きいことを先に断わっておく。

サヌカイト製品は、石器と剥片・砕片がある。剥片は、 5Clll未満のものが多く自然面を残すものも

ある。砕片は、鱗状の薄片が圧倒的に多くみられることから、細部調整時に発生したものと考えられ

る。中央南部分に集中しながら、広く全体で出士する。東西2か所のピークのうち、西側のピークは、

調介時にP40の西側床面で砕片が比較的まとまって確認されていることと、壁寄りに集中的にみられ

ることから、住居内での作業後の片づけに伴う一括廃棄と考えられる。これに対して、東側のピーク

表6 竪穴住居 3出土石製品の組成

材質 サヌカイト メノウ
ガラス質

軟質石材
流紋岩

; ス 総重量

’ 
乳! 『i 雇 雇 雇ク R.F. 材素

器種等 鏃 槍 錐 楔
レ I 孟

(g) 
閂 錐 位 ~ 

Jイ{ ＊剥片 ~ g ~ g ~ g 
U.F. 核

會砕片含I 

埋土（床面） 271 1 71 82 1 9 39 2 17 8,072.41 1 3 2 2 2 965 21 44.37 324 35.44 45 16.47 

P4 2 1 1 44.76 60 13 10.51 

その他の柱穴 16 4 11 4 1 1 1 579.14 2 1 0.24 

P40 (中央穴） 35 11 8 1 1,113.51 46 2.19 14 0.68 1 o.m 
合計 324 1 87 102 1 13 41 3 18 9,809.82 1 3 4 2 2 1,072 34 57.31 338 36.12 46 16.48 
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① サヌカイト製品（重量） ② メノウ製品（点数）
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③ ガラス質流紋岩製品（点数）
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U 

23 

④ 軟質石材製品（点数）
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U 

第486図 竪穴住居3石材別出土分布 (1/150)

は、中央寄りに広くみられることから住居外からの搬入の結果を反映していると推察される。

メノウ製品は、鱗状や米粒状の砕片と錐（針）がある。いずれも10mm前後であることと、乳白色ま

たは透明で調整痕や使用痕が観察しにくいため、砕片の中には錐が含まれている可能性がある。分布

状況は、サヌカイト製品と圃様住居全体に広く出士し、中央東寄りの柱穴p4周辺のJ17・18に顕著
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に集中する。中央穴P40やP4からもメノウ片が出士することから、住居内での作業時に出た砕片等

をここにまとめて廃棄する怠図があったものと考えられる。 p4については、主柱穴と考えているが、

柱穴内埋士のどの深度にメノウ片が含まれていたのかは未確認である。このため、石器製作に関連し

た穴への廃棄なのか、柱脇の床上への廃棄なのかは明確でない。

ガラス質流紋岩製品(1)はすべて砕片で、 0.1g前後のものが主体である。硬質で鋭利な破面になる特

質があるが、石英の結晶が多くみられるため、定形的な剥片採取は困難と拙察される。このため、岡

山県内での出土例(2)をみると、塊状のものを敲石（ハンマー）にするか、大形剥片を簡単に調整した

スクレイパーや使用痕のある剥片がみられるのみである。本遺跡ではこの石材の石器は出土していな

いが、砕片だけが出上することから、敲石に使用した際の破片であろう。柱穴p5周辺に集中的に出

上することから、 p5を怠識して廃棄していると考えられる。また、 P40内からも14点出上するが、

この周辺では希薄な分布であることから、穴の埋没過程での流人と考えるよりも、穴が機能している

時に混入したと判断したほうがよいだろう。

軟質石材製品は砕片のみで、 0.05g前後が主体である。当初は管玉S52と圃じ緑色凝灰岩と考えて

いたが、圃定の結果異なることが判明した。しかし、砕片に明確な敲打痕は認められないものの、破

面に顕著な磨滅が認められない薄片であることと、柱穴P6 -7間と南隈際に集中的に出士すること

から、何らかの製品を作った際の砕片と考えられる。

まとめ

以上、竪穴住居3から出土した石製品について概観した。出土した石製品は、石器の製作・再加工

の作業による産物である。これらの製品は、床面付近で出土することと住居が機能していた際に開口

していたP40の埋土中からも多量に出土することから、住居内で石器製作が行われていたことは間違

いない。特にメノウ製品と軟質石材製品は、下層埋上または床面と柱穴からしか出上していないこと

と、柱穴付近または樅際に集中的に廃棄された状況が看取されることから、ここで玉製作に関わる作

業が行われていたといえる。それに対してサヌカイト製品は、集中的に廃棄された状況も見て取れる

が、住居内に広く廃棄されている。仮にすべてのものがこの住居内での作業による産物であるならば、

十分な作業空間が確保できないだろう。したがって、サヌカイト製品については、住居機能が終わっ

た後も廃棄場所として利用されていたと考えたほうがよいだろう。このことは、焼失後の上層埋士中

からも下層埋士と大差ない数の石器片が出士することからも類雅できる。

この調介で、住居と床面の遺構の埋土を水洗選別することによって、多数の微細な石製品が採集で

きた。特にメノウ製品は、通常の調介方法では見過ごしてしまう可能性が高く、大きな成果といえる。

東に近接した県立大学調介(3)の南溝手遺跡でも圃時期の竪穴住居で玉製作関連の遺物やサヌカイト片

が出土している。今回の報告では、遣物の比較検討ができなかったが、この地域の石器生産や玉製作

の様相を考えていくうえで、遺跡間での遺物の比較検討は重要になるだろう。

註

(1) 硬度から石英流紋岩に分類される場合もあるが、分類は困難なので、今回はガラス質流紋岩に分類する。

(2) 岡山県下の弥生時代遺跡では、岡山市 百間川今谷遺跡（中期）でハンマー、岡山市 塩納成遺跡（中期中

業）でハンマー・スクレイパーなど、小田郡矢掛町清水谷遺跡（前期後業）でハンマーが出土している。

(3) 1南溝手遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調杏報告』 100 岡山県教育委員会 1995 
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第4節樵榜具について

本書で掲載されている遺跡の中で、南溝手遺跡は36・38II W・II Yに東流する河道 1・2が存在し

ている。また南側の窪木遺跡との境には中世以降の低位部が展開し、河道 1・2以前の1B河道が存在

していたと考えられる。また集落が展開する弥生時代中期から後期にかけての岡山県内の海岸線は、

現在よりも奥まった位置にあり、中世以降の干拓に至るまで、海へのアプローチは容易であったと考

えられる。そのため今回の調介では北溝手・南溝手の 2遺跡から、少数ではあるが漁携具を出土して

おり、漁榜活動の存在をうかがうことができる。本節では出上した漁携具から北溝手・南溝手遺跡に

おける樵榜活動の内容を明らかにしたい。

まず本調介区から出土した漁榜具は、大きく分けると石錘と士錘の 2種類が確認されている（表7)。

そしてそれらの出士した時期は、弥生時代後期、古代、中恨、近恨の 4段階に分けることができる。

柿類別に見ていくと、石錘は有溝石錘が出士しており、時期も弥生時代後期段階のみである。有溝

石錘は調行区の中では南溝手・北溝手遺跡の固含層から各 l点のみ出土している（第487図1・2)。

南溝手遺跡出士の有溝石錘は花尚岩製の円礫が用いられ、その形状は平面がほぼ正円から楕円形、断

面もほぼ正円から楕円形を呈している。また柚位に敲打による施溝がみられ、縦位にも若干溝を巡ら

そうとした痕跡がみられる。北溝手遺跡出土の有溝石錘は斑状流紋岩が用いられ、形状は正面断面と

もに惰円形を呈している。溝の位置は、横位にのみ施溝するものである。大きさは南溝手遺跡のもの

とほぼ同じ法贔である。県内での有溝石錘の出土例は津島遣跡・百間川原尾島遣跡・奥坂遣跡・雄町

遺跡・足守川加茂遺跡・鹿田遺跡・上東遺跡など、県内の主だった弥生集落遺跡（表8)の、特に当

時の海岸線に近接している遺跡から出上している。そのなかで一番多いタイプは縦位に施溝するもの

で、県内の有溝石錘を出土している遺跡のほとんどから出土している。このような形状はいわゆる瀬

戸内型の有溝石錘と呼ばれるもので、弥生時代後期を中心として、瀬戸内海沿岸地域で展開する最も

ポピュラーな有溝石錘である。しかし今回出士した有溝石錘は、それとは施溝方向の異なる型式であ

る。おそらく岡山県内で有溝石錘が導入される中期末から後期の前半には北部九州から導入された形

状、つまり施溝方向が縦横に巡るものをそのまま踏襲するが、後期末になると比較的点数が増え、有

溝石錘の施溝の位置も多様化するなかで現れたものであると考えられる。北溝手遺跡で出士した横位

に溝を巡らせるタイプは百間川原尾島遺跡や上東遺跡など、当時の沿岸部の遺跡や、津山市の草加部

表7 南溝手遺跡・北溝手遺跡出土錘の分類

管状土錘 球状土錘
遺跡名 時期 有溝石錘 打欠石錘

孔径が0.5cmより大告なもの 孔径が0.5cm以下 管状士錘和田e類

弥生時代後期 1 4 3 1 

南溝手 古代 8 

中世 1 6 

弥生時代後期 1 1 1 

古代 5 
北溝手

中世 1 6 

近憔 1 2 
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1 (A) : S25 
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2 (B) : S174 
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戸 I 10 (B) C23 , I 
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6 (B) C45 7 (A) C24 
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◎ 

◎ 

゜
◎ 

16 (B) CSO 

言） ◎ 
12 (A) G4S 13 (B) C34 15 (B) C49 

14 (B) C33 
11 (A) C41 

1・2 : 有溝石錘 4~16: 管状土錘 (A) : 南溝手遺跡

3 : 打欠石錘 17 球状士錘 (B) : 北溝手遺跡

第487図 南溝手遺跡・北溝手遺跡から出土した錘 (1/2)
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遺跡名 所在

1 津島
岡山市北区

いずみ町

2 奥坂 岡山市北区大内田

3 天神坂 岡山市北区大内田

4 足守川加茂A 岡山市北区加茂
5 足守）II加茂B 岡山市北区加茂

6 加茂政所 岡山市北区加茂

7 鹿田 岡山市北区鹿田町

8 津寺 岡山市北区津寺

9 百間川原尾島 岡山市中区原尾島

10 百間川米田 岡山市中区米田

11 百間川沢田 岡山市中区沢田

12 百間川今谷 岡山市中区今谷

13 百間川兼基 岡山市中区兼基

14 雄町 岡山市中区雄町

15 高下 岡山市東区高下

16 南溝手 総社市南溝手

17 北溝手 総社市北溝手

18 草加部稲荷 津山市草加部

19 山形福田 津山市勝北町

20 足守川矢部南向 倉敷市矢部
21 上東 倉敷市上東

22 種松山貝塚 倉敷市粒江

23 山際紫山 倉敷市粒江

24 惣図 赤磐市山闊町河本

25 用木山 赤磐市山陽町河本

26 段林 浅tJ市鴨方町

27 竹林寺天文台 浅tJ市鴨方町

表 8 岡山県内の主な石錘•土錘出土遺跡一覧
時期 縦位に溝のあるもの 周囲に溝のあるもの 横位に溝のあるもの

弥生中期

゜弥生後期

弥生後期

゜弥生後期

゜弥生後期後半

゜ ゜弥生後期 ． ゚
弥生後期

゜古瑣~IJ期

゜弥生中期

゜弥生後期

゜古墳~IJ期

゜弥生中期

゜弥生後期

゜古墳前期

゜ ゜弥生後期 ． 
゜古墳前期

弥生後期末～古墳前期

゜ ゜古墳前期

゜弥生中期中葉～後期

゜古墳前期

゜弥生後期

゜弥生後期

古墳前期

゜弥生後期

゜弥生後期

゜弥生後期前半

゜弥生中期

゜ ゜弥生後期後半

゜弥生後期

゜ ゜ ゜弥生中期後葉

゜弥生後期後半

゜ ゜弥生中期後葉

゜弥生中期後葉

゜ ゜弥生後期

゜弥生後期

゜

縦横に溝のあるもの

゜

゜

〇:10点未満
● : 10点以J:.

打欠石錘

゜゚
゜
゜゚
゜．゚ 
゜゚
゜゚
゜
゜゚

゜
゜゚
゜

管状土錘． 
゜
゜゚
゜．゚ 
．゚ ．゚ ． 
．゚ ．゚ 
゜゚

゜

゜
稲荷遺跡や山形福田遺跡など内陸部の遺跡でも出土している。しかし南溝手遺跡で出土した縦横に溝

を巡らせる九州型石錘の痕跡が色濃く残るタイプは県内では上東遺跡に若「みられる程度である。岡

山県内での有溝石錘の出現時期は弥生時代中期頃であるが、その多くは弥生時代の後期段階に集中す

る。そして後期末、遅くとも古墳時代の初頭に姿を消す。瀬戸内全体では弥生時代の前期から見られ

始めるが、岡山県内においては、それぞれ後期を中心としているもので、北溝手・南溝手遣跡で出土

した有溝石錘の種類とは出現時期に差はない。県内の主な遺跡で隆盛する中心時期に圃じく導入し

て、用途としては、錘以外に漁榜具としての出士は見られないため、雅測するしかないが、おそらく

延縄のような釣針を用いたものや、袋網の一部に使われていたのではないかと考えられる。有溝石錘

の点数は 1点ずつではあるが、過年度の調介でも l点の有溝石錘が出士しており、当時、集落におい

て小規模な延縄樵や釣漁、そして網漁を行っていたのではないかと考えられる。

その他の石錘として平らな安山岩の端部を打ち欠いた打欠石錘が1点出土している（第487図3)。

表8を見てもらってもわかるように、岡山県内においても、沖島遺跡・百間川原尾島遺跡・奥坂遺

跡・鹿田遺跡・上東遺跡など有溝石錘を出土している遺跡においてセット関係のように確認すること

ができる。時期的にも弥生時代中期～古墳時代初頭まで輻広く存在している。打欠石錘、あるいは切

日石錘と呼ばれるタイプの石錘は、時代幅が広く、分類等もなされていない。今回出士した打欠石錘

は遺構に伴うものではないため、おそらくは弥生時代後期段階のものであると考えられるが、はっき

りはしない。しかし用途という面では、有溝石錘と同様、あるいはそれを補完するような役割を担っ

ていたのではないかと考えられる。

そして弥生時代の土錘は管状土錘と球状土錘が出土している。その形状は、管状土錘は長辺5Clll前

後の軸断佃が紡錘型ないし長方形で、側面に丸みを帯び、中心軸状に単孔を施している（第487図 4~
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6)。また 1点だけではあるが、竪穴住居から出上した球状上錘（第487図17)は、その形状は和田晴

吾氏の分類で管状士錘 e類(1) とされているもので、断面平面ともに円形で、中央に孔を通している。

よく間違えられる士玉よりも比較的大型で孔径も大きい。管状士錘は真鍋篤行氏の管状士錘の孔径が

0.5cm以上か、あるいは未満かという点から魚網の種類を大別する方法(2)を採用すると、南溝手・北溝

手遺跡では、孔径が0.5cm未満と小さく、細長い形状をしたもの（第487図6など）である刺網系と、

孔径が0.5cm以上の袋網系の両方が確認され、また袋網系には 1点だけだが、津寺遺跡や百間川原尾島

遺跡などでも出土している大型のもの（第487図8)も確認されている。刺網系はやや不整形を呈した

ものが多く、いまだ明確な量産化の兆しは確認されていない。そして全体的に焼成は粗いものになっ

ている。出上状況はほとんどが包含層、あるいは溝の埋上に散在しており、集中した状態で確認され

ているわけではないため、石錘と合わせて、土錘は集落内に全生業においてそれほど大きなウニイト

を置かれた生業具であったと言えないだろう。そのほかの岡山県内での管状土錘の出土例は有溝石錘

を出士している遺跡でも大最に確認されており、時期的にも有溝石錘に併存しているものもある。し

かし資料数が増し、画期となるのは弥生時代の後期末から古墳時代にかけてである。これは瀬戸内海

地域全般に見られ、有溝石錘と管状士錘が併存する関係から、製作が比較的平易で、最産もしやすい

小型の管状士錘に取って代られる流れを北溝手・南溝手遺跡も踏襲するようである。

以上のことから本調介区における弥生時代の樵携活動は、あくまで主休となる生業とはまだ言えな

いものの、メインとなる農耕の補助的な役割で、粗製な管状土錘を装着した袋網（地曳網• 船曳網）

や刺網を用いて、小規模な網漁を行っていたと考えられる。 1点だけ出土している球状土錘は民俗例

から考えると袋網の一部として用いられていたと考えられる。それに加えて、出土数が少ないが、有

溝石錘を用いた延縄を用いた延縄漁や手釣りのような釣樵も行われていたのではないかと考えられる。

古代の他含層においても数点の管状上錘が確認されている（第487図7・9・10)。この時代の上錘

は刺網系の管状士錘のみで、前段階のものに比べて形状に規格化がみられ、おおよそ成形された紡錘

状の外形を呈したものが多くなる。しかし本調介区内より出土したものの中には、この段階でも粗製

のものが確認されているため、若干の最産化は見られるものの、古墳時代以降も比較的平易な漁業に

従事していたと考えられる。

中肌段階には北溝手・南溝手両遺跡から土錘が出土しており、漁携具の種類は管状土錘（第487図

11~14) のみ確認されている。形状としては先述した袋網系と刺網系の 2 柿類で、点数的には袋網系

2点、刺網系12点と、刺網系の管状土錘が比較的多く確認されている。しかし弥生時代の確認されて

いる大型の管状士錘はこの段階では出士していない。点数では弥生時代のものより多いが、出士した

場所はこちらも弥生時代圃様、基本的には位含層が中心で、集積した状況では出士してはいない。こ

の時期の県内で出土する土錘の多くは管状土錘で、その形状も、前段階よりも圃ー化が進み、網漁の

錘としての規格化が窺い知れるようになる。出土数も圧倒的に増し、複数でまとまって出土するよう

になるため、それと比べると本調介区の管状土錘の出土鼠は少ない。そのため本調介区においては中

恨段階に至り、ある程度規格化した漁携具を用いているものの、漁携活動における劇的な変化を今回

の出土資料のみでは見てとることはできない。

近匪段階では北溝手遺跡にのみ、 3点だけ出士している。しかし本調介区は全面にわたって、近世

以降の耕作によって削平されている。そのため当時の周辺地域で、樵業が行われていたかどうかを判

断することはできない。そのため近世以降も中世と比較的圃様の漁業を行っていたのではないかと拙
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第6章総括

測するに留める。

最後に樵獲対象と絡めて考えていきたい。本調介区において、樵獲対象の直接的な判断材料である

動物遺存体は出士していない。そのうえ弥生時代の漁携具の点数も少なく、先述したように、小規模

な網漁の展開が考えられる程度のことしか想定できない。そのため当時の樵獲対象魚は周辺の遺跡か

ら雅測するしかない。いくつか例をあげてみると、岡山県内の遺跡では、百間川原尾島遺跡ではサメ

やマダイ、奥坂遺跡ではダツ・スズキ・クロダイ・ニベ・フグ・ハモ・エイ・マハタ・マゴチ、上東

遺跡ではマダイ・スズキ・クロダイなどが確認されている。同じ県内でそれほど魚種の内容が変わる

とは考えられないので、本調在区においても、管状士錘を用いた刺網系の網漁を中心にしてマダイ・

クロダイ・スズキなどを獲得していたのではないかと想定できる。そしてそれは管状上錘など樵携具

の組成が劇的に変化しないために、古代まで同様の状況が続いていたと考えられる。それ以降、北溝

手・南溝手遺跡の中世段階において、どのような漁を行い、何を獲っていたのだろうか。まず考古資

料から判断すると、出士している管状士錘から袋網系と刺網系両方を用いた網漁が行われていたと考

えられる。しかし大型の士錘の点数が少ないため、多くは弥生時代や古代と圃様に刺網系の網を用い

ていたと考えられる。また先述したように、動物遺存体が確認されていないため、直接的に何を獲り、

消費していたかは確認できないが、当時の文献資料からそれを読み取ることができる。中世段階の物

流を矧る上で重要な史料であり、船の積み前について記載された『兵庫北関入舷納根』 (3)によると、

当時の備前や備中から積み込まれた海産物は海老• 塩鯛• 干鯛•小鰯• 鰯（マイワシ・ウルメイワ

シ・カタクチイワシなどを一括して指す）などとなっている（表9)。このことから漁獲物が、当時の

岡山では自ら消費するだけではなく、中央に対しての交易品として扱われていたことがうかがえる。

つまり当時の北溝手・南溝手・窪木遺跡周辺の網漁もそのような漁獲物を対象としたものであったと

考えられる。そして小型の管状上錘では海岸部や河口域や浅瀬において、刺網系の瀬張網や建網、袋

網系の地曳網、また海老籠のような小應の陥痒具などを用いた網漁を行い、比較的大隈の袋網は沖合

での船曳網、さらに鯛網のような大型の巻網を用いて、鰯や鯛、海老などを樵獲していたのではない

かと考えられる。

上のことから、本調在区における漁携活動は、弥生時代においては北溝手遺跡と南溝手遺跡では自

身の食糧獲得のため、小規模な網漁を始めていたと考えられる。そのような漁業はおそらく古代まで

続いていたと考えられる。しかし中恨以降になると、北溝手・南溝手・窪木遺跡が含まれる特に調介

区の南側において、自らの食糧確保のためだけではなく、消費地に向けての裔品樵獲物獲得を目的と

して営まれた、比較的規模の大きな網漁を展開していったと考えられる。 （白木）

表9 兵庫北関入訟納帳に記載されている漁獲物の積み荷

備前 備中

牛窓 八浜 番田 B々 下津井 連嶋 笠岡

海老 90 7 30 23 

いか 12 

ふぐ 15 

塩鯛 52 6 

干鯛 10 2 

小鰯 18 18 

鰯 390 

＊数値の単位は鰯は石、それ以外は駄（駄は 1駄につき、馬 l頭に背負わせることのできる単位）

-286-



第4節漁持具について

註

(1) 和田睛吾［弥生・古墳時代のi魚具J『考古学論考』平凡社 1982 

分類上の e類は管状土錘の中に含まれているが外形の特徴から球状土錘と称すことにする。現状でも、

形状を同じくする土玉と球状土錘の境界がかなりあいまいになっており、出土状況や孔径の大きさなど

で推測していくしかない。しかし錘としての球形というものは、視在においても土製や鉛製の丸型錘と

して、網の結節部や釣漁のカブラ用沈子として比較的ポピュラーなものである。そのため管状土錘と同

じように、球状土錘も存在していたと考えるのはそれほど無理なことではない。

(2) 真鍋篤行「付論 頻戸内地方出上上錘の変遷J『瀬戸内地方出上上錘調査報告書J(I)瀬戸内海歴史民

俗資料館 1992 

ここでは孔径の数値を 3乗にした値を0.25以下と0.25超と示している。つまりは孔径が0.5cmを境界にし

て、管状土錘の用途を当てはめている。今同はそれを踏襲して検討することとする。

(3) 文安二年 (1445年）の一年間における兵庫北関（東大寺が管掌）を通過した船舶の積荷に対する関税の

課税台帳。船籍地、積荷の内容と積載量、関税額、入港B、船頭、間丸が入港日順に箇条古きで記され

ており、中世後期の瀕戸内悔における船舶運航や商品流通の構造を知る上で最重要の史料となっている。

人浩船の船籍地は瀕戸内海東部を中心に瀬戸内海全域と土佐東部におよび、積載物の中には魚介類に関

しての記載もあり、当時の漁獲物がどのように扱われていたかを知る上でも重要な資料といえる。

参考文献

乗松真也 「備讃瀬戸の古墳時代樵業生産体聞J『古墳時代の悔人集団を再検討する― 9海の生産用具Jから20

年―』発表要旨集 埋蔵文化財研究会 2007

富岡直人 「百間川米田遺跡出土動物遺存体の分析J『百間111米田遺跡4』岡山県埋蔵文化財発掘潤査報告

164 国土交通省岡山河川工事事務所 岡山県教育委員会 2002 

真鍋篤行 「弥生・古墳時代の瀬戸内地力の樵業J『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第8け

瀬戸内海歴史民俗資料館 1995 

［瀬戸内地方の網漁業技術史の諸間題J『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第9号

瀬戸内海歴史民俗資料館 1996 

白木亨 ［土錘について」『中島遺跡宮南遺跡 国長遺跡天神河瓜遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

211 岡山県教育委員会 2009 

林屋辰三郎編 9史料J『兵厭北関人舷納帳」中央公論美術出版1981
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付載l 南構手遺跡のプラント・オパール

株式会社パレオ・ラボ鈴木茂• 米田恭子

1 . はじめに

岡山県総社市南溝手ほかに所在する南溝手遺跡において、一般県道服部停車場線道路改築に伴う発

掘調介が行われた。この発掘調介に際して、縄文時代後期低含層とその上位層から土壌試料が採取さ

れた。以下に、この上壌試料について行ったプラント・オパール分析の結果・考察を示す。

2. 試料と分析方法

分析用試料は、南溝手遺跡c区の南区 (2地点： 4試料）、中区 (2地点： 4試料）、北区 (1地点：

2試料）の 5地点の 2層準（縄文時代後期位含層の第25図第11層とその上位の第10層）より採取され

た 10試料である。これら 10試料については南側地点より顛に試料番号 1~10を付し、奇数が10層試料、

偶数が11層試料を示している（表 1)。また、これら試料の上層について、 10層試料が黒褐色のシル

ト、 11層試料が黒褐色の粘土質シルトである。プラント・オパール分析はこれら10試料について以下

のような手顛にしたがって行った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約 1g (秤最）をトールビーカ

ーにとり、約0.02g のガラスビーズ（直径約0.04mm) を加える。これに30%の過酸化水素水を約20~30cc

加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法

により 0.01mm以下の粒子を除去する。この残清よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、

検銚した。圃定および計数はガラスビーズが300個に達するまで行った。

3. 分析結果

圃定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 1g当りの

各プラント・オパール個数を求め（表1)、それらの分布を図 lに示した。以下に示す各分類群のプラ

ント・オパール個数は試料 1g当りの検出個数である。

検境の結果、試料 1より 2,400個のイネのプラント・オパールが検出された。最も多く得られたのは

表 1 試料 1g当たりのプラント・オパール個数

試料 試料
層位
イネ ネザサ節型 クマザサ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 キビ族 ウシクサ族 不明

番号 採取地点 （個lg) （個lg) （個lg) （個lg) （個lg) （個lg) （個lg) （個lg)

1 南区南側 10層 2,400 28,200 16,500 8,200 

゜
2,400 

゜
9,400 

2 11層

゜
27,900 11,200 32,400 

゜
2,200 1,100 11,200 

3 南区北側 10層

゜
29,000 13,300 31,400 

゜
2,400 

゜
8,500 

4 11層

゜
25,900 15,300 25,900 1,200 1,200 1,200 14,100 

5 中区南側 10層

゜
31,500 10,100 22,500 

゜゜
1,100 6,800 

6 11層

゜
15,100 10,400 17,400 

゜゜ ゜
9,300 

7 中区北側 10層

゜
24,600 25,800 27,000 1,200 1,200 

゜
12,900 

8 11層

゜
39,900 15,300 23,500 

゜
2,300 

゜
5,900 ， 北区 10層

゜
29,700 7,100 4,700 

゜゜ ゜
7,100 

10 11層

゜
44,400 5,800 19,900 

゜
1,200 1,200 9,400 
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図 1 南溝手遺跡のプラント・オパール分布図

ネザサ節刑で、約150,000個～約44,000個を示している。次いで他のタケ亜科が多く、個数的には20,000

個前後が検出されている。クマザサ属刑も比較的多く、多くの試料で10,000個以上の検出個数を示し

ている。その他、 ヨシ属、 キビ族、 ウシクサ族が若干検出されている。

4. 稲作について

上記したように、 10層より採取された試料1よりイネのプラント・オパールが検出されている。こ

こで検出個数の日安を示すと、イネのプラント・オパールが試料1g当り5,000個以上検出された地点

から雅定された水田址の分布範囲と、実際の発掘調介とよく対応する結果が得られている（藤原1984)。

こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個を目安に、プラント・オパールの産出状態や遺構の

状況をふまえて判断されている。南溝手遺跡の試料lでは2,400個と、この5,000個には達していないこ

とから稲作が行われていた可能性は低いと検出個数からは判断されよう。検出された要因としては、

植物の根や上壌微生物などの撹乱により上位層から落ち込んできたことなどが考えられよう。また一

方で、少ないとは言えイネのプラント・オパールが検出されていることから、 10層準における稲作につ

いては、検出された遺構や遺物、花粉分析等、多方面からの検討の上、判断されることが望まれよう。

下位の11層準試料についてはイネのプラント・オパールがまった＜得られていないことから、南溝

手遺跡c区の11層準、すなわち縄文時代後期において稲作が行われていた可能性は低いとプラント・

オパール分析からは判断される。

5. 遺跡周辺のイネ科植物

最も多く検出されているネザサ節型について、このネザサ節型のササ類（ケネザサ、ゴキダケなど）
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は遺跡周辺の空き地や周辺丘陵部に成立していた森林の林縁部などの日の当たる開けたところに生育

していたと雅測され、ウシクサ族（ススキ、チガヤなど）とともに草地を形成していたとみられる。

また、クマザサ属型のササ類（スズタケ、ミヤコザサなど）については、遺跡周辺に成立していたで

あろう森林の下草的存在で生育していたとみられる。

ヨシを代表とするヨシ属が若干検出されており、遺跡周辺においてこのヨシ属が生育できる湿地や

地下水位の高い所の存在が雅測される。また、キビ族についてはその形態からアワ、ピエ、キビとい

った栽培種によるものか、エノコログサ、スズメノビエ、イヌビエなどの雑草類によるものかについ

て現時点においては分類が難しく不明であるが、現生標本観察から雑箪類の可能性が高いと息われる。

なお、比較的多く検出されている他のタケ亜科については、マダケ属と似た形態を有していると思

われるが、同定には至っておらず不明である。

引用文献

藤原宏志［プラント會オパール分析法とその応用ー先史時代の水田址探在ー」『考古学ジャーナル』 2訂号， 2-7.1984 

図版 1 南溝手遺跡のプラント・オパール

3-b 

5-a 5-b 

~ ,-a 7-b1 

11-a 4-b 

0. 03皿n

1 : イネNo.l、2: ネザサ節型No.l、3: クマザサ属型No.7、

4 : 他のタケ亜科No.10、5 : ウシクサ族No.5、6: キビ族（側

面） No.8、7 : ヨシ属No.4

(a : 断面、 b: 側面）
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付載2 北溝手遺跡の河道堆積物における稲作の検討

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調介では、旧河道での稲作に関する情報を得るために植物珪酸体分析を実施する。

1 . 試料

試料は、 C区東壁で確認された微高地間の河道 1堆積物である第397図第9層、およびその上位に堆

積する第 8·7·6·2 層の各層準から塊状試料（試料番号 1~5) として採取された 5 点である。

これら分析層準のうち、第2層（試料 1)が中世～近世の耕作士層（水田）、第 7層が古墳時代～古代

の遺物位含層、第9層が縄文時代～弥生時代の1日河道堆積物とされる。また、第 8層上面では畦岬ら

しき痕跡が確認されている。試料の岩質は、極細粒砂質泥からなり、第7層はやや腐植に富む。

2. 分析方法

各試料について、乾燥重量を秤量後、過酸化水素水• 塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタング

ステン酸ナトリウム，比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これを

カバーガラス上に滴下・乾燥させた後、プリュウラックスで封人してプレパラートを作製する。 400倍

の光学顕微鍼下で全佃を走介し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来す

る植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に山来する植物珪酸体（以下、機動

細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤 (2010)の分類を参考に圃定、計数する。

分析の際には、プレパラート作製に用いた分析残済贔を正確に計贔し、堆積物 1gあたりの植物珪

酸休含鼠（同定した数を堆積物 1gあたりの個数に換算）を求める。

分析結果は、堆積物 1gあたりの植物珪酸体含最（圃定した数を堆積物 1gあたりの個数に換算）

の一覧表と、層位分布図として示す。その際、各分類群の含鼠は10の位で丸め (100単位にする）、合

計は各種類の丸めない数字を合計した後に丸めている。また、 100個lg未満は 1<100」で表示する。

3. 結果

結果を表2、図 lに示す。

各試料からは植物珪酸体が検出されるが、概して植物珪酸体含量密度は低い。また、産出する植物

珪酸休は保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

植物珪酸休含鼠密度は層位的に変化する。第 9層（試料5)では、約2,800個lgであるが、第 6層

（試料4)では約400個lgに減少し、第 7層（試料3)で約5,000個lgと増加する。第 6層（試料2)

では約1,200個lgと減少し、第2層（試料1)で約1,000個lgとなる。

栽培植物のイネ属は、調介を行った全層準から、葉部の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が産出する。

ただし、その含贔密度は極めて低く、最も高い値を示した第7層（試料3)で短細胞珪酸体と機動細

胞珪酸体がともに200個lg程度であり、その他の層準の試料では100個lg未満である。
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イネ属以外の種類では、メダケ属（メ

ダケ節）を含むタケ亜科、ヨシ属やイチ

ゴツナギ亜科などが、わずかあるいは稀

に産出する。

表 1. 東壁の植物珪酸体含量

種類

層位・試料番号

第2層第6層第7層第8層第9層

3
 
4
 

4. 考察

今回の調介地点における植物珪酸体の

産状は、上記したように層準によって異

なっていた。植物珪酸体の産状と調介層

準の層相を比較すると、腐植の集積が認

められる第7層や18河道堆積物である第

9層で含量密度が高くなっている。この

ことは各層における産状の差異が、各層

の堆積環境の違いに起因していることを

示唆する。すなわち、第7層のように腐

植の集積する土壌生成が進行している層

準は、堆積層の形成期間が長く、堆積物

中に取り込まれる植物珪酸体含最も多く

なる。このような層相解析に基づく化石

群集の形成過程（タフォノミー）を踏ま

えた、分析結果の解釈を行うことが大切

である。今回の場合、現地調査を実施し

ていないので、分析試料の層相に基づいて検討する。

第9層（試料5)は、縄文時代～弥生時代の18河道を充填する堆積物で、やや擾乱されている細粒

砂質泥からなる。本層上位に累咀する第8層も細粒砂質泥からなるが、第9層に比較して擾乱の程度

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

メダケ属メダケ節

タケ亜科

ヨシ属

イチゴツナギ亜科

不明

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

メダケ属メダケ節

タケ亜科

<100 <100 200 

<100 <100 

<100 

<100 

<100 100 1,900 100 1,300 

<100 300 - 100 

100 - <100 

100 200 900 <100 600 

ヨシ属

不明

t
 

―Jnn 
合

イネ科葉部短細胞珪酸休

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総計

<100 200 <100 <100 

<100 

200 200 300 <100 <100 

<100 <100 

500 500 800 200 500 

300 500 3,500 200 2,100 

700 800 1,500 200 700 

LOOO L200 5,000 400 2,800 

数値は含量密度 (g/個）を示し、 10の位で丸めた値として示す (100単位にす

る）。合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。 <100は100個I

g未満を示す。

が小さく、淘汰も良い。層相から放棄流路の堆積相とみられ、士壌生成の進行が認められないことか

ら短期間に形成された堆積物の可能性が高い。第 9~8 層で珪酸体の含最密度が低かったが、このよ

うな堆積環境と関係している可能性がある。また、栽培種のイネ属も産出するが、含鼠密度は100個/g

以下と著しく低く、著しい擾乱の痕跡が確認されないことから、第 8層で稲作が行われた可能性を積

極的に支持することは現状では難しい。ただし、岡山平野の津島遺跡など弥生時代前期の水田跡での

植物珪酸休分析結果の集成から、イネ属の機動細胞珪酸体が数百個/g程度にとどまる分析結果が多い

ことが指摘されている（辻本ほか， 2007)。この点を踏まえると、当時の調介地点周辺では稲作が行わ

れていた可能性もある。

第7層（試料3)は腐植の集積する著しく擾乱された極細粒砂質泥からなり、当時の調介地点は土

壌生成が進行する状況にあったことが推定される。植物珪酸休含鼠密度が高くなるのは、このような

堆積環境に起因すると判断される。本層からも栽培柿のイネ属の植物珪酸体が産出する。含最密度は

今回の調介層準の中では最も高いが、 200個/gと低密度である。これらのことから、本層形成期には調

在地点が耕作地として利用された時期を挟在している可能性もあるが、古墳時代～古代の遺物を位含
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することを踏まえると、当該期に資材と

して持ち込まれたイネ属が周辺から流人

している可能性も考えられる。

第6層および中肌～近世耕作土層（水

田）とされる第2層は擾乱された極細粒

砂質泥からなる。イネ属は検出される

いずれの層準も含量密度は低かっ

た。稲作が行われた可能性を積極的に支

が、

持することは難しい。

イネ属の他に検出された種類からは、

硝`物1
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t
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層
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層

位

第

莫

第

第

第

短紐胞珪酸体

図 1

(X 103個/g)

東壁の植物珪酸体含量の層位的変化

埋没河道の周辺の高燥な場所にメダケ属

を含むタケ亜科などが生育して、流路内やその集水域にはヨシ属やイチゴツナギ亜科な（メダケ節）

どが生育していた可能性が考えられる。

引用文献

辻本裕也・辻 康男•伊藤良永•堀内誡示•田中義文•高橋 敦•松元美由紀・馬場健司「池島•福万寺遺

跡の古環境変遷2」『（財）大阪府文化財センター調脊報告書第158集

近藤 錬三 『プラント・オパール図譜』北海道大学出版会，

西本豊弘編『新弥生時代のはじまり第2巻

387, 

池島＇福万遺跡 3』,

2010 

縄文時代から弥生時代へ』， 185, 雄山閣

397-473, 2007 

2007 

図版 1 植物珪酸体

50/,lm 

(1-5) 

。
ー

1

4

7

 

イネ属短細脆珪酸体 (1; 東盛第2層）

メグケ節短細胞珪酸体 (5; 東墜第9層）

イネ属脹動細胞珪酸体 (1; 東墜第2層）

ヨシ属捜動紐胞珪酸体 (3; 東壁第7層）

2

5

8

 

イネ属短細脆珪酸体 (2; 東壁第6層）

ヨシ属短細胞珪酸体 (3; 東墜第7層）

イネ厩機励紐胞珪酸体 (3; 東壁第 7層）

3

6

9

 

50μm 

一(6-10) 
イネ属短紐脆珪酸体 (3; 東壁第 7層）

イチゴツナギ亜科短細脆珪酸体 (5;東壁第9隣）

メダケ節楓動細胞珪酸体 (3;東墜第 7層）
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付載3 北溝手遺跡竪穴住居3出土炭化材の樹種同定

株式会社パレオ・ラボ 黒沼保子

1 . はじめに

北溝手遺跡は総社市北溝手の沖積平野部に所在し、窪木• 南溝手遺跡の弥生時代前期集落の西部分

にあたる遺跡である。ここでは、竪穴住居3P36から出士した柱材Aの樹種圃定結果を報告する。な

お、同じ試料を用いてAMS法による年代測定を行っており、弥生時代前期に相当する結果が得られて

いる（放射性炭素年代測定の報告参照）。

2. 方法

手あるいはカッターナイフを用いて 3断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、試料を作

製した。直径1Clllの真鍮製試料台に試料を両面テープで固定し、銀ペーストを塗布して乾燥させた後、

金蒸着して走在型電子顕微銃(8本電子（株製 JSM-5900LV型）を用いて樹種の圃定と写真撮影を行った。

3. 結果

樹柿圃定の結果、広葉樹のニレ属であった。以下に、圃定根拠となった木材組織の特徴を記載し、

顕微鏡写真を図版に示す。

(1) ニレ属 Ulmus ニレ科 図版 1 a -1 C 

年輪界が観察できなかったが、大型の道管が早材部に数列並び、晩材部では徐々に径を減じた小道

管が集団をなして接線状から斜線状に配列する半環孔材である。道管の穿孔は単ーで、小道管にはら

せん肥厚がみられる。放射組織は圃性で、 3~5 列幅程度である。

ニレ属は温帯から暖帯に分布する落葉高木で、アキニレ、ハルニレ、オピョウの 3柿がある。

4. まとめ

ニレ属のうち、ハルニレとオビョウは温帯から暖帯の山地に、アキニレは本州中部以酉の荒れ地や

川沿いに生育する傾向がある。ニレ属の材は全般に、硬さ中庸からやや重硬でやや粘り気があるが、

狂いが出やすく保存性もよくない。また、ハルニレとオヒョウは強靱な樹皮の繊維を利用して布や縄

を作るのに利用される。

山陽・四国地方の弥生時代における施設材・建築材は、ヒノキ属・コウヤマキなどの針葉樹とアカ

ガシ亜属の分割材、シイノキ属・コナラ節・クリ・ヤマグワ・サクラ属などの広葉樹丸太が使用され

ている（山田， 2003)。ニレ属の使用例はまだみないが、比較的大木になることから、柱材としても有

用であったと思われる。

引用文献

山田昌久 9山陽•四国・近畿地方の木• 繊維製品J『考古資料大観J第8巻， 182-190, 小学館 2003 
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図版 1 北溝手遺跡竪穴住居 3出土炭化材の顕微鏡写真

I a -I c. 二レ属 (a: 横断面、 b: 接線断面、 C : 放射断面）
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付載4 北溝手追跡竪穴住居3出土炭化材の放射性炭索年代測定 I

1 . はじめに

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

伊藤茂• 尾褐大真・丹生越子・廣川正史•山形秀樹・小林紘一

Zaur Lomtatidze・Ineza J orjoliani・ 中村賢太郎

北溝手遺跡は総社市北溝手の沖積平野部に所在し、窪木• 南溝手遺跡の弥生時代前期集落の西部分

にあたる遺跡である。ここでは、竪穴住居3から出土した炭化した柱材および炭化材片について、加

速器質量分析法 (AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。

2. 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表 lのとおりである。

試料は、竪穴住居3から出土した炭化材2点である。試料AはP36上から出士した柱材で、円柱状

に遺存しており、残っている中で最も外側の年輪から採取された (PLD-17395)。試料Bは試料Aと同

じ竪穴住居跡の中央穴P40から出土した炭化材片である。試料Bは部位不明であった (PLD-17396)。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS:NEC製 l.5SDH) を用いて測

定した。得られた14c濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 14c年代、暦年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

試料A
試料の種類：炭化材（ニレ属） 超音波洗浄

PLD-17395 
遺構：竪穴住居3

試料の性状＇最外年輪以外で樹皮に近い部分 酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸 ・1.2N,水
層位： P36上
その他．柱材

状態： wet 酸化ナトリウム： lN, 塩酸： 1.2N) 

試料B
試料の種類．炭化材 超音波洗浄

PLD-17396 
遺構＇竪穴住居 3

試料の性状：部位不明 酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸 ・1.2N,水
層位中央穴 (P40) 

状態： dry 酸化ナトリウム： lN, 塩酸： 1.2N) 
遺物No.119

3. 結果

表2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（り13c)、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正した年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14c年代を、

図lに暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 l桁を丸めていない値であり、今

後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

14c年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 14c年代 (yrBP)の算出には、 14c

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14c年代誤差（土 1(J)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14c年代がその14c年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
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暦年較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減期が5568年として算出された14c年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変動、及び半減期の違い (14cの半減期5730士

40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正にはOxCal4.l(較正曲線データ： INTCAL09) を使用した。なお、 1(J暦年代範

囲は、 OxCalの確率法を使用して算出された14c年代誤差に相当する68.2%1言頼限界の暦年代範囲であ

り、圃様に2(J暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲

内に暦年代が入る確率を紅味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14c年代の確率分布を示し、二重曲線

は暦年較正曲線を示す。

表 2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

暦年較正用年代 14c年代 14c年代を暦年代に較正した年代範囲
測定番号 b 13c (%。）

(yrBP±1 (J) (yrBP±1か 1 CJ暦年代範囲 2a暦年代範囲

PLD-17395 
-26.59±0.16 2392±24 2390±25 

508BC (50.9%) 439BC 705BC (1.4%) 695BC 

（試料A) 420BC (17.3%) 402BC 539BC (94.0%) 397BC 

PLD-17396 
731BC(9.8%)691BC 

（忌じ料B)
-23.99士0.21 2418士22 2420士20 512BC (68.2%) 412BC 660BC (1.4%) 652BC 

545BC (84.2%) 403BC 

4. 考察

竪穴住居3の柱穴上から出土した柱材である試料A (PLD-17395) は、 1 (J暦年代範囲（確率68.2

％）において508-439cal BC (50.9%)および420-402cal BC (17.3%)、2(J暦年代範囲（確率95.4%)

において705-695cal BC (1.4%)および539-397cal BC (94.0%)の範囲を示した。竪穴住居3の中央穴

内から出土した炭化材片である試料B (PLD-17396) は、 1 (J暦年代範囲において512-412cal BC 

(68.2%)、 2(J暦年代範囲において731-691cal BC (9.8%)、660-652cal BC (1.4%)、545-403cal BC 

(84.2%)の範囲を示した。今回の結果は、較正鼎線が平坦で暦年代範囲が絞り込みにくい 12400年間

題」に該当する範囲である。

九州北部における弥生土器應式と14c年代および暦年代との対応関係（藤尾， 2007・2009)に照らす

と、弥生時代前期の板付IIa~II b式に並行する時期にあたる。

また、木材を14c年代測定した場合、最外年輪部分を測定すると枯死・伐採年代が得られるが、内

側の年輪を測定すると最外年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。試料Aの柱材に

ついては、最外年輪ではないが、円柱状に遺存しており、その中で最も外側が採取されているため、

最外年輪に近い部位と考えられる。そのため、試料Aについては古木効果を考慮せずとも間題はない

だろう。一方、試料Bの炭化材片については、小破片であったために部位が不明である。試料Bにつ

いては古木効果の影聾により、枯死・伐採年より古い年代が出ている可能性を考慮した方が良い。

引用・参考文献

Bronk Ramsey, C. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy: The OxCal Program. 

Radiocarbon, 37, 425-430. 

Bronk Ramsey, C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal. Radiocarbon, 43, 355-363. 
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G.S., Edwards, R.L., Friedrich, M., Grootes, P.M .. Guilderson, T.P .. Hajdas, I., Heaton, TJ. Hogg, A.G., Hughen, 

K.A., Kaiser. K.F., Kromer, B., McCormac, F.G., Manning, S.W., Reimer, R.vV .. Richards, D.A .. Southon. J.R., 

Talamo, S., Turney, C.S.M., van der Plicht, J. and Weyhenmeyer C.E. (2009) IntCal09 and Marine09 
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付載5 北溝手追跡竪穴住居3出土炭化材の放射性炭索年代測定II

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調介では、弥生時代前期中葉前半と考えられる北溝手遣跡竪穴住居3の構築年代に関す

る情報を得ることを目的として放射性炭素年代測定 (AMS法）を実施する。

1 . 試料

測定試料は、弥生時代前期中葉と推定される竪穴住居3より出土した炭化材2点（試料a・b)で

ある。試料aはP36、試料bは中央穴P40に落ち込んだ木材が炭化したものである。

2. 分析方法

炭化材に付着している士壌や根など目的物と異なる年代を持つものは、ピンセットや超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後HCIにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、 NaOHにより腐植酸等ア

ルカリ可溶成分を除去、 HCIによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・

アルカリ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、 1 gの酸化銅 (II) と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内

を真空にして封じきり、 500℃ (30分） 850℃ (2時間）で加熱する。液体窒素と液休窒素＋エタノー

ルの温度差を利用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2と

鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラファイ

トを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定する。測定機器は、 3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置 (NEC

Pelletron 9SDH-2) を使用する。 AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)から提供

されるシュウ酸 (HOX-II) とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13c ;12cの測

定も行うため、この値を用いてり13cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年

代 (BP)であり、誤差は標準偏差 (OneSigma ; 68%)に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.00 (Copyright 1986-2010 M Stuiver and 

PJ Reimer) を用い、誤差として標準偏差 (OneSigma) を用いる。

なお、暦年較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減期が5568年として算出された年代値に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変動、及び半減期の違い (14cの半減期

5730土40年）を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、

将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、

1年単位で表している。

暦年較正は、測定誤差oと2(J'双方の値を計算する。びは統計的に真の値が68%の確率で存在する
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範囲、 2(Jは真の値が95%の確率で存在する範囲である。また表中の相対比とは'¥ (Jや 2(Jの範囲を

それぞれ lとした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

3. 結果

放射性炭素年代測定結果および暦年較正結果を表 lに示す。

表 1 放射性炭素年代測定及び暦年較正結果

試料會 種類 処理 測定年代 炉℃ 補正年代 暦年較正結果 Code 
地点名 （樹種） 方法 BP 侭。） BP 誤差 calAD/BC cal BC 相対比 No 

cal BC 796 - cal BC 759 cal BP 2,745 - 2,708 0.817 
び

cal BC 683 - cal BC 670 cal BP 2,632 - 2,619 0.183 

試料a
2,560土30 cal BC 801 - cal BC 748 cal BP 2,750 - 2,697 0.683 IAAA-

P36 炭化材 AAA 2,510±30 -2219土0.62
(2,555±26) 103447 

柱材 cal BC 688 - cal BC 665 cal BP 2,637 - 2,614 0.169 
2a 
cal BC 643 - cal BC 589 cal BP 2,592 - 2,538 0.154 

cal BC 580 - cal BC 557 cal BP 2,529 - 2,506 0.039 

cal BC 760 - cal BC 735 cal BP 2,709 - 2,684 0.170 

cal BC 690 - cal BC 682 cal BP 2,639 - 2,631 0.052 
試料b

炭化材 (22,4,4994 0±30 
er IAAA-

中央穴内
AAA 2,380土30 -17.85士0.76

士28)
cal BC 671 - cal BC 662 cal BP 2,620 - 2,611 0.060 

103448 
cal BC 649 - cal BC 546 cal BP 2,598 - 2,495 0.718 

2a cal BC 777 - cal BC 514 cal BP 2,726 - 2,463 1.000 

1) 処理方法は、酸処理—アルカリ処理—酸処理 (AAA処理）。

2)年代値の算出には、 Libbyの半減期5568年を使用した。 BP年代値は、 195位Fを基点として何年前であるかを示す。付記した誤差は、測定誤差u (測定値の68%が人る
範囲）を年代値に換算した値。

3)暦年較正計算には、 RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0 (Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer) を使用。暦年の計算には、補

正年代の括弧内に示した丸める前の値を使用。年代値は、 1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計鉢や比較が行い

やすいように、暦年較正用年代値は 1桁目を丸めていない。相対比は、 g、2uのそれぞれを 1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したもので
ある。

4. 考察

弥生時代前期中葉とされる竪穴住居3より出土した炭化した柱材、および中央穴内に落ち込んでい

た炭化材の補正年代値は、各々2560土30yBP、2490土30yBPを示し、暦年代 (2aの確率 1位の値）

ではcalBC 801-748、calBC 777-514を示した。本地域を含む瀬戸内東部地域の弥生時代前期の実年代

は、土器付着物の放射性炭素年代測定による較正年代から、 calBC 3~7 世紀と推定されている（酉

本編， 2007)。今回の測定対象が炭化材であるため、得られた年代値は残存部位の年代を示しており、

実際の伐採年より古い年代を示していることを考慮する必要がある。これらのことから、今回の炭化

材の年代値は、出士遺物から雅定される年代と圃調的な年代値を示していると判断される。

引用文献

西本豊弘編『新弥生時代のはじまり第2巻 縄文時代から弥生時代へ』， 185, 雄山閣 2007 
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付載6 北溝手遺跡竪穴住居3出土赤色彩文石製品の顔料素材推定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北溝手遺跡は、これまでに行われた発掘調介の結果、弥生時代から中世にわたる遺構・遺物が確認

されている。この度、県道服部停車場線道路改築に伴う発掘調在が行われ、弥生時代前期の竪穴住居

3から赤色に彩色された石製品が出土した。そこで、赤色顔料の素材を雅定するために蛍光X線分析

を実施する。

1 . 試料

試料は、弥生時代前期の竪穴住居3から出士した赤色彩文石製品 l点 (S53)である。穿孔がみら

れ、また一面が打ち割られる。

2. 分析方法

エネルギー分散刑蛍光X線分析装置、株式会社堀場製作所製分析顕微鎧XGT-5000TypeIIを使用し

た。装置の仕様は、 X線管が最大50kV・1mAのロジウムターゲット、 X線ビーム径がlOOμmまたは10

Jilli、検出器は高純度Si検出器 (Xerophy)である。検出可能元素はナトリウム～ウランであるが、ナ

トリウム、マグネシウムといった軽元素は蛍光X線分析装置の性質上、検出感度が悪いため、試料中

に少鼠含む程度ではピークを検出し難く、検出できてもその定鼠値はかなり誤差が大きい。

本分析での測定条件は、 50kV、l.OOmA(自動設定による）、ビーム径lOOμm、測定時間500s、パルス

処理時間p4に設定した。定最分析については、標準試料を用いないFP(ファンダメンタル・パラメ

ータ）法による半定鼠分析を装置付属ソフトで行った。定鼠値の誤差は大きく、注怠を要する。また、

顕微鋭下での観察も行い、赤色顔料の粒子形状を確認した。

3. 結果

分析により得られたスペクトルおよびFP法による半定鼠分析結果を図 lに示す。測定の結果、鉄

(Fe)、ケイ素 (Si)、アルミニウム (Al) を中心に、リン (P)、硫黄 (S)、カリウム (K)、カルシウ

ム (Ca)、チタン (Ti)などが検出された。また、顕微鏡観察により得られた画像を図 2に示す。

4. 考察

赤色顔料と考えられるものとして、朱（水銀朱）、鉛丹、ベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀

(HgS)で、鉱物としては辰砂と呼ばれる。鉛丹は四酸化三鉛 (Pb3Qいである。ベンガラは狭義には

三酸化二鉄 (Fe203、鉱物名は赤鉄鉱）を指すが、広義には鉄 (III)の発色に伴う赤色頗料全般を指し

（成瀬， 2004)、広範な地域で採取可能である。また、ベンガラは直径約 1μmのパイプ状の粒子形状か

らなるものも多く報告されている。このパイプ状の粒子形状は鉄バクテリアを起源とすることが判明

しており（岡田， 1997)、含水水酸化鉄を焼いて得た赤鉄鉱がこのような形状を示す（成瀬， 1998)。
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試料からは、水銀や鉛は検出されなかった。このことから、水銀朱や鉛丹は使用されていないと判

断される。鉄が多く検出され、赤い発色は鉄 (III) による発色と推定でき、顔料としてはベンガラに

相当するとみられる。

和

1 84 4冒10

1 33 21 36 
。冒49 。冒93
。冒32 5冒85

。冒26 2冒90
。冒33 20冒43
。冒 15 3冒78
。冒05 357 28 

20.tll keV 

図1 蛍光X線分析結果

図2 顕微鏡観察結果

引用文献

成瀬正和［縄文時代の赤色顔料l一赤彩土器一」『考古学ジャーナルJ438, 10-14, ニューサイエンス社 1998 

成瀬正和「正倉院宝物に用いられた無機顔料J『正倉院紀要」 26, 13-61. 宮内庁正倉院事務所 2004 

岡田文男「パイプ状ベンガラ粒子の復元J『日本文化財科学会第14匝大会研究発表要旨集』， 38-39, 1997 
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付載7 北構手遺跡井戸 l出土種子の識別報告

東扇大学総合研究膊物館 人類先史部門 松谷暁子

1 はじめに

北溝手遣跡井戸 lの中から約45粒出土した種子は、直径3-4ミリの円形ー楕円形で、一端が少し

とがっている。出土状況から、弥生時代後期の一つの土器からこぼれたと雅定され、弥生時代の人々

が何らかの用途に利用した植物と考えられるが、イネやムギ類などの穀類ではなく、ソバやマメ類で

もない。最初、小西猛朗先生から出土種子 8点の写真が送られてきたが、その写真を見た当時の筆者

には、植物名は判断できなかった。その後、出土種子のうちの 5粒が小西先生から筆者の下に送付さ

れ、実体顕微銃と走在型電子顕微鋭による観察を行った結果、カナムグラと識別されたので報告する。

2 実体顕微鏡による観察

先のとがっている方が上、少し幅広い方が下と考えられ、縫合線で二分されるように見うけられる。

表面の保存状態は様々で、 No.l、No.2と名づけた種子は保存が良いが、 No.3は、裏表とも、ところど

ころ表面がはがれている。 No.4は、さらに広範囲に表佃が剥がれている上、形もいびつである。 No.5 

は表面の破損がもっとも広範囲に及んでおり、下部が破損している。外形の保存が良いNo.1 -No. 3は、

高さが幅よりやや大きく、アサ種実に類似しているが、 No.4とNo.5は、高さより幅のほうが広く、カ

ナムグラに似ている。（図版 I: 1 -5)。クワ科のアサとカナムグラの種実は、低湿地遺跡から伴出

することが多い（笠原1984、南木1989他）。筆者も米泉遺跡（松谷1989)や新保田中村前遺跡（松谷

1993) などで報告しているが、出土カナムグラには、特徴的なハート型のへそが存在することが多い

（図版 I-6)。しかし、北溝手遺跡出土種子には、この特徴的なへそが観察されず、角度によっては

アサ種実にも類似して見えるものがあり、外形が変形している場合も考慮し、走介型電子顕微銚

(SEM) による表面などの観察を試みることにした。

3 走査型電子顕微鏡 (SEM) による観察

出土試料は、アルミニウムの試料台に、カーボン両面テープを接着した上に載せ、白金パラジウム

を300秒蒸着し、東京大学総合研究t導物館所蔵の走介型電子顕微鏡（日立S-2250型）を使用し、加速

電圧lOkvで観察をおこなった。

最初に、表面の保存が良好なNo.lとNo.2の表面を観察したところ、特徴的な組織が見出されなかっ

たが、表佃が最も多く剥がれているNo.5から、細胞の輪郭がジグザグ状の細胞からなる、独特の組織

が広範囲にわたって観察された（図版II-13)。No.3とNo.4からも、類似の組織が見出された。（図版

II -11、12)。No.lとNo.2も、最初の試料を裏返して観察したところ、両面テープに接着していた裏面

の表面が剥がれNo.3、No.4、No.5と圃様の特徴を示す組織が観察された（図版II-9、10)。ジグザグ

状の細胞の大きさには多少の変異があるが、長さ25-30ミクロン、幅10-15ミクロンの長方形または

円形で鋸歯が顕著である。細胞の鋸歯の数は12-15個くらい。また、細胞の内面は一面に細かい孔が

認められる。従って、これらの 5粒は、圃じ柿であると想定された。ハート型のへそが残り、外形か
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らカナムグラと考えられる他遺跡出上種子の観察でも同様の組織が観察された（写真14)。

4 カナムグラ果実との比較

2010年10月中旬、熟したカナムグラの実を野外で採取して観察したところ、果実の外形は、北溝手

遺跡出土種子に酷似していた。しかし、遺跡出土カナムグラと異なり、表佃全体に脈状の線が存在し

ており、ハート型のへそは観察されない（図版 I-8)。

一方、実休顕微鏡で撮影した北溝手遺跡出土種子を詳細に観察すると、 No.2とNo.5の表面に部分的

に脈状の線が残っていることが確認された。

次に、現生のカナムグラ果実の表面をピンセットで剥がしたところ、ハート型のへそが観察された

（図版 I-7)。そこで、北溝手遺跡出土種子も外皮を剥がせばハート型のへそが認められるに違いな

いと思われ、 No.4を例にとり、ピンセットで外の果皮を剥がしてゆくと、ハート型のへそが現れた。

従って、北溝手遺跡出士種子は、 5点とも、カナムグラの果実であると判断される。また、 5粒のな

かで最も破損が強いNo.5の画像を見匝したところ、ハート型が崩れた形態のへそが露出していること

が認められた。

このように、北溝手遺跡出士種子は、他の多くの遺跡出士カナムグラと異なり、蔓から剥がれ落ち

た現生のカナムグラ果実（種子）と同じ状態のものが多い。クワ科なので、周辺の土壌を採取してと

げなどの珪酸体が検出されれば、葉や茎も残存していたことが雅察されるかもしれない。

ところで、カナムグラの果実をSEMで観察したところ、表面にも明瞭な文様がある（図版II-16) 

が、この模様は、北溝手遺跡出土種子には観察されていない。一方、ピンセットで物理的に表面を剥

がした現生カナムグラ粒で観察される組織には、ジグザグ模様が見られるが、北溝手遺跡出土種子と

比較すると、少し異なる形態をしている。すなわち、細胞の大きさはより大きくて鋸歯が粗く、鋸歯

の数は 7-8個で、出土種子より少ないほか、細胞の中の細かい孔状構造はまったく見られない（図

版II-15)。

しかし、米泉遺跡出士カナムグラや、山形県の押出遺跡出士柿子で、ハート型のへそからカナムグ

ラ種子と判断された種子が手元に残っており、その表面をSEMで観察したところ、北溝手遺跡出士種

子ときわめて類似した構造が見出された（図版II-14)。従って、実体顕微鏡およびSEMによる観察

の結果、北溝手遺跡出士種子は、カナムグラの果実であり、表面の脈構追が残っており、ハート型の

へそが露出していない状態のカナムグラ果実であるという点が、従来多くの低湿地遺跡で出土したカ

ナムグラと異なる。現生のカナムグラ果実と比較すると、実体顕微鏡レベルではほとんど同じである

が、 SEMで表面構造を観察すると、現生の種実とは形態がかなり異なる。現生のカナムグラの果実の

表面が土壌に埋もれている過程で、表皮細胞の表面に物理的ならびに化学的変化を受け、米泉遺跡や

押出遺跡から出土した種子に観察されるジグザグ細胞からなる構造が露出したものと判断される。現

生のカナムグラ果実を、過酸化水素および水酸化カリウムで処理（それぞれ2日間つけ置き）しても、

出士粒に見られるのと圃じジグザグ形態の細胞組織には変化が認められなかった。もっと強い硫酸な

どを試せばあるいは出土粒と同じ形態が見られたかもしれないが、確認するには至っていない。この

ことを考慮すると、北溝手遺跡出士種子は、現生のものとは状態が異なり、縄文• 弥生時代の低湿地

遺跡出士のものと圃じ状態であるといえる。
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5 考察

北溝手遣跡井戸 lから出土した植物がこのカナムグラだけであり、近くの土器に包含されていたと

いう拙定がなされ、この種子の存在が単に当時の植生を示すだけではなく、人間に利用されていた植

物と考えられることは、きわめて興味深い。今8食用に用いられることはないが、民間薬では果穂を

健胃薬に利用（木村・木村1981) との記述があり、薬用植物の一つに含まれる。また、薬用のほかに

救荒植物として葉や茎をゆでて食用に利用されたという（伊沢1980)。岡山県の他の遺跡からも、多数

のカナムグラが出土している。特に、鹿田遺跡の井戸6 (平安時代）からは、 401粒と破片655点とき

わめて多数の出土が報告され（古環境研究所2007)、弥生時代の南方（済生会）遺跡の貝層からは、 17

粒と破片が104点識別されている（新山2007)。岡山県以外でも、カナムグラ種子の出上は多く、縄文

晩期の佐賀県菜畑遺跡からは532粒のほか、破片418と多数のカナムグラが出土している（渡辺・粉川

1982)。

筆者の経験でも、群馬県弥生時代の新保田中村前遺跡では河川跡から多数のカナムグラ種実が出士

しており、特に上堀の中からは、カナムグラだけが117点も出上しており（松谷1993)、それ以来何ら

かの用途に利用された有用植物なのではないかという疑いが残っていた。ただし、つる植物であるカ

ナムグラには、きわめて多数の果実が実るので、現在でも一面に繁茂しているカナムグラを日にする

と、一度に多数の粒を採取するのは容易であろうし、採取時に落下する果実の量もかなり多いことが

拙測される。このため、カナムグラ種子が多数出士した場合も、古植生を示すと考えられることが多

かったが、京都府桑飼下遺跡の報告（西田1975)では、アカメガシワ、カラスザンショウなどととも

にカナムグラも、I用途が予想しにくいものとして、植物利用の民俗例からさらに検討を加える必要が

あるだろうJと記され、報告された写真を見ると、北溝手遺跡出土種子と同じく、へそが現れていな

い状態の果実であることは興味深い。

北溝手遺跡井戸 lから出土した45粒は、鹿田遺跡の井戸からの出土数などに比較すれば、特別多い

とはいえないが、土器の中に入っていたものとすると、たまたま遺跡近辺に生育していたことを示す

だけのものではなく、弥生人が意図的に採取し、何らかの用途に用いていたことが示唆され、きわめ

て興味深い事例になるであろう。そのためには、出士柿子弥生時代のものかどうか、年代の確認が必

要と考えられる。

カナムグラの識別はSEMによる観察を行わなくても、外形から十分に可能である（小林他2008)。

しかし、将来、土器に付着した炭化物など外形からの判断が困難な場合、北溝手遣跡出土種子から見

出されたのと類似のジグザグ構造を参考にカナムグラが識別される例が増えれば、古代人によるカナ

ムグラの利用が、より明らかになるものと期待される。
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l 北溝手 lの外形 2 北溝手2の外形 3 北溝手3の外形 4 北溝手4の外形

5 北溝手5の外形 6 米泉遺跡出士カナムグラ種子
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9 北溝手 lの表面で観察されたジグザグ状細胞からなる組織
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12 北溝手4の表面で観察されたジグザグ状細胞からなる組織

13 北溝手5の表面で観察されたジグザグ状細胞からなる組織
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15 現生カナムグラ柿子表面の観察像 16 現生カナムグラ果実表面の観察像
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図版II



遺構一覧表凡例

・（数値）は、残存最大値を表す。

• 空欄と記人漏れを区別するために、備考以外の項日についてはーを記人した。

竪穴住居

• 床面積は、璧体溝の下場（外側）で囲まれた床面積を示した。

•標高は、床面中央付近の計測値を示した。

• 主柱のB/Aは、住居本来の柱の数をA、その内で確認された本数をBとして表した。

掘立柱建物

•桁行と梁行は、両端の柱穴での直線距離を測り、その最大値～最小値を示した。ただし、柱痕のあ

る場合は、その中点を結んだ距離とした。柱間距離もこれに準ずる。

• 面積は、建坪の面積で示した。

土濃

• 断面形は、樅の立ち上がり形態と床面形態の組み合わせをもとに記号で示す。

立ち上がり形態 I : 壁が上方に向かって狭くなる傾向のあるもの（袋状）

II : 垂匝に近いもの（筒状）

III : 上方に向かって広くなる傾向のもの（逆台形）

床面 a : 平坦なもの b : 比較的中央がくばむもの

C : 比較的中央が高くなるもの d : 明確な溝が巡るもの

e : 凹凸の著しいもの とする。

• 面積は、下場で測定した値を示した。

• 床面標高は、最深部の計測値で示した。

遺物観察表凡例

・（数値）は、残存最大値を表す。

• 土器の口径の（数値）は、その残存率が 1/6以下であることを示す。

•色調は、『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色

票監修）を使用した。
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掘立柱建物

遣構名 地区名

掘立柱建物 l 40 皿c~、 IIIE

掘立柱建物2 40 皿c~rnE

柱穴列

遣情名 地区名

柱穴列 l 40IIIE 

柱穴列 2 40IIIE 

土濃墓

遺構名 地区名 平面形

土壊墓 l 40皿C 楕円形？

上渡墓2 40IIIC 

土塙

遣嘴名 地区名 平面形

上壊 l 38皿C 隅丸長方形

土塙2 40IIIE 不整円形

上壊3 38IIIE 楕円形

土堀4 40皿C 円形

上壊5 40IIIE 楕□形

土器

掲載
遺情名

番号

1 
I 

2 工事立会詞査出上遣物

「了―
4 

二
6 
遣喘に伴わない遣物I 

7 

18 ， 
10 掘立柱建物2

11 
土壊5下

13 柱穴1

14 柱穴2

15 柱穴3

16 

下
了
遣嘴に伴わない遣物

口
20 
I 

21 

土製品

遺情名

Cl I遣構に1半わない遣物

窪木遺跡遺構一覧表

規模
柱間距離 (cm) 桁行 梁行 面積 l 1,1~/-,/ I _, 

I 
時期 情考

桁 I 染 (cm) (cm) (rrl) I N-"-E w I 
3 X 1 24s~190 I 216・2so 660 276 1s.?6 I N-70" -E I 13世紀前半
3 X 1 300~180 I 386・378 662 386 25.46 I N-70" -E I 13世紀前半

規模 全長 (cm)
往聞距離 N a 

掘り方 時期 傭考
(cm) N-"-E W 

2間 438 225 213 N-68"-E 円形 中世後半

l間 310 310 N-72"-E 円形 中世後半

堀り方上面 (cm) 堀り方底面 (cm) 深さ ' ,~ 
時期 情考

長さ I 
-I 
-I 

断面形

ma 
ma 

ma 
皿b

Illb 

種別

須恵器

須恵器

±師器

弥生土器

±師器

須恵器

須恵器

須恵器

ニ師器

±師器

上師器

土師器

±師器

ニ師器

±師器

上師器

須恵器

須恵器

ニ師器

土師器

上師器

器種

錘

掴 長さ I 闘 (cm) N-゚-E W 

(51) -I (40) 5 N-72"-E 中世 上顎永久歯

-I 10 中世 上肢骨、下肢骨の一邪（長管骨4本＋上顎・下顎）

長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標苓 (cm) 時期

72 56 28 801 古墳後期

115 88 19 814 古墳後期

78 20 810 古墳後期

79 76 30 810 中世

91 13 822 13世紀前半

窪木遺跡遺物観察表

器種
音t祖U{直 (cm)

D径 器高

杯身 (2.3) 

杯 (15.7) (3.4) 

高杯 15.4 (5.7) 

甕 (4.7) 

壺 17.4 (6.9) 

杯蓋 12.8 (31) 

杯身 (21) 

杯身 (2.7) 

甑 (4.0) 

頷 (4.0) 

皿 (0.8) 

鍋 (4.2) 

就 (1.0) 

椀 (1.6) 

椀 14.8 5.7 

杯壺 (0.9) 

杯蓋 (1.7) 

壺 (2.2) 

椀 (2.6) 

椀 14.8 5.7 

鍋 (29.8) (10.2) 

計測憤 (mm)

最大長 1 厨可rp豆厚
52.6 10.3 

底径

6.0 

6.2 

6.2 

6.3 

6.8 

7.0 

孔径

3.1 
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色詞

褐灰(10YR6/l)

灰(N4/0)

橙(5YR6/8)

橙(5YR6/8)

にぶい黄橙(10YR6/3)

黄灰(2.5Y6/l)

黄灰(2.5Y5/l)

灰(N6/0)

橙(5YR7/6)

にぶい黄橙(10YR7/2)

灰白 (10YR8/2)

灰黄禍(10YR6/2)

灰白 (10YR8/2)

灰白 (10YR8/2)

にぶい赤橙(10YR6/4)

明赤褐(25YR5/8) 

灰白 (10YR8/l)

灰(N5/0)

灰白 (10YR8/l)

灰白 (10YR8/2)

灰視(7.5YR6/2)

重三

(g) 
色調

形態•手法の特徴他

内仕上げナデ

外煤付著

外煤付芦

内・外丹塗り

4.0 Iにぶい黄橙(10YR4/3)

時期

中世

情考

情考

備考



金属製品

掲載番号 遺構名
言t祖肘直 (mm) 

最大長 I 星大帽 I 尼大厚
重量 (g) 時期 備考

M 1 I工事立会調査出上遣物
M2 柱穴列 2

器種

鎌

銭

竺
冑

(135.8) 25 2.5 

25.6 
三後期
(1.6) 中世 永楽通賓

南溝手遺跡遺構一覧表

竪穴住居

長粕 短軸 床面積
床面
柱 柱間胆離

中央穴 (cm) 焼 壁 _,.,. 向

遣樺名 地区名 平面形 主ホ；；-T 土 体 床 時期 備考
(cm) (cm) (rrf) 

(cm) 
八占 (cm) 形状 長x短 深さ

面 濤 部

竪穴住居 l 2811K 隅丸方 350 853 - ー有 無 弥生後期後半

竪穴住居2古 34IIS 円 640 30.6 850 4 220~200 有 有 有 弥生後期後葉

堅穴住居2新 34IIS 円 640 30.6 868 6 230-210 不整 135 X 80, 90 X 80 20、35 有 有 有 弥生後朗後葉

竪穴住居3古 3611W 円 (650) (650) 28.9 830 5 215~160 不整 30 X 20 24 有 有 無 弥生後期前葉

竪穴住居3新 3611W 円 640 634 30.9 汎0 5 275~220 不整円 107 X 85 42 有 有 無 弥生後期前葉

竪穴住居4 34~36 II S 百角 820 760 43.7 856 5 290-265 不整円 115X 110 60 有 有 有 古墳初頭

掘立柱建物

遣襦名 地区名 規模
柱聞距離 (cm)

桁行 (cm) 梁行 (cm)
面積 棟方向

時期 備考
桁 梁 (rrl) N-゚-E W 

掘立柱建物 1 36IIU 2x2 200~180 185~160 398 353 14 N-70"-E 古墳後期 総柱

掘立往建物2 28 III (1 X 2) (185) (126~112) (185) (238) N-90"-W 13世紀前半

掘立柱建物3 3011M (3x 1) (242~189) 265 (624) 265 N-W-W 13世紀前半

拘立柱建物4 32110 (2x2) (170-145) (195-197) (392) (298) N-25"-W 13世紀前半

掘立柱建物5 32IIQ (2x2) (160~150) 182 (310) (364) N-W-W 中世

掘立柱建物6 32IIQ (2 X 1) (230~215) 395 (432) (395) N-71'-E 近世

柱穴列

遺構名 地区名 規模 全長 (cm) 柱聞距雛 (cm)
方向

棚り方 時期 情考
N-゚-E會 w

柱穴列 l 36IIU 1間 190 190 N-90"-E 円形 古墳後期

柱穴列 2 36IIU l間 165 165 N-10"-W 方形 古墳

狂穴列 3 26 III 2間 378 198~180 N-0" 円形 中世前半

柱穴列 4 32IIQ 2間 270 140~130 N-20"-W 円形 中世

柱穴列 5 36IIW 3間 270 105-80 N-28"-W 円形 中世

柱穴列 6 32IIQ 2間 350 197~155 N-21"-W 円形 近世

井戸

遣構名 地区名 平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標志 (cm) 時期 備考

井戸 l 34IIS 不整円形 102 96 93 777 弥生後期後葉

井戸2 36IIU 不整円形 159 147 91 790 弥生後期前葉

井戸3 36IIU 楕円形 (122) 62 808 弥生後期前葉

井戸4 36IIU 隅丸方形 155 (112) (763) 弥生中期末～後期初頭

井戸5 36IIU 円形 177 172 107 772 弥生中期末～後期初顕

井戸6 36IIU 円形 150 146 74 777 弥生後期前半

井戸7 28 III 方形 66 (60) 60 795 13世紀

井戸8 26 III 不繁楕円形 75 63 71 795 13世紀初頭

井戸9 26 III 不墜楕円形 136 (60) 72 799 13世紀前半

土濃

遣喘名 地区名 平面形 断面形 長粕 (cm) 包軸 (cm) 深さ (cm) 底面標忘 (cm) 時期 備考

上塘 l 36IIS 楕円形 Ille 14 860 縄文晩期末

土塙2 36IIU 不整円形 Illa 83 (80) 16 863 弥生前期後葉

上渡3 36IIU 隅丸方形 Ila 157 124 16 863 弥生前朗後葉

上涼4 34IIS 不整楕円形 皿a 190 52 18 837 弥生前期 舟形上渡

土壊5 36IIU 不整楕円形 Illa 287 45 (33) 842 弥生前期後葉 舟形土壊

上涼6 36IIU 皿a 31 2 847 弥生 舟形上壊

土壊7 38IIW 楕円形 Ille 165 15 866 弥生前朗後葉

±渡8 26IIG 不茎長方形 Illb 114 71 30 840 弥生中期中葉古

上渡9 26IIG 不整形 皿a 150 25 845 弥生中期中華
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遺構名 地区名 平面形 断面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標志 (cm) 時期 備考

土壊10 26IIG 隅丸方形 Illa 45 44 10 850 弥生

上渡11 3011M 不整長方形 Ille 135 98 26 845 弥生中期前半

土塙12 30・32110 楕円形？ 皿a (159) 16 860 弥生

上濯13 32IIO 隅丸長方形 皿a 107 80 15 842 弥生？

上壊14 32IIO 楕円形 皿a 122 63 16 842 弥生？

土境15 32IIO 円形 Illa lll 95 17 839 弥生？

上渡16 32IIO 円形 皿a 73 72 20 842 弥生？

上涼17 32110 IIQ 楕円形 皿a 133 89 19 860 弥生

上濯18 32IIQ 不墜長方形 Illa 114 29 870 弥生

上壊19 32IIQ 不整長方形 Ille 155 23 863 弥生中朗中華

土境20 32IIQ 不整長方形 Ille 280 38 853 弥生中期中葉

±渡21 34IIS 楕円形 皿a 96 44 10 844 弥生中朗中葉

上涼22 34IIQ 不整楕円形 皿a 216 175 18 856 弥生中期前半

土壊23 36IIU 円形 II e 125 123 56 823 弥生後期初頭

上壊24 28111 IIK 楕円形 皿a 103 14 845 弥生

土境25 28 III 不整円形 皿a 50 47 21 824 弥生後期前半

上渡26 28III IIK 長方形 皿a 122 106 22 851 弥生後朗初頭

上涼27 28IIK 袴円形 皿a 76 45 24 835 弥生

土壊28 28IIK 不整楕円形 Illb 107 56 8 851 弥生

上湛29 28IIK 楕円形 Ille 71 38 842 弥生

上涼30 32・34IIQ 不整長方形 皿a 213 156 44 817 弥生後期後蕪

土壊31 34IIQ 隅丸方形 Illa 145 (83) 17 876 弥生

上涼32 34IIQ 不墜楕円形 皿a 77 67 22 857 弥生後期

土壊33 34IIS 不整楕円形 Ille 140 97 (14) 862 弥生後期後葉

上湛34 36IIS 楕円形 皿a 11 874 弥生後期前葉

上涼35 36IIS 不整円形 皿a 104 85 15 836 弥生

土壊36 36IIS 不整楕円形 Illa 127 178 17 837 弥生

上濯37 36IIS 不整□形 Ila 164 32 857 弥生後期後葉

上壊38 36IIU 袴円形 皿a 112 49 839 弥生

上渡39 36IIU 不墜円形 Illa 137 (129) 89 791 弥生中期末～後期初頭

上壊40 36IIU 円形 Illb 131 127 56 794 弥生

土壊41 36IIU 円形 Ille 124 118 69 787 弥生後期初頭

上濯42 36IIU 円形 皿a 94 90 28 822 弥生

上壊43 36IIU 円形 皿a 142 142 23 826 弥生

土壊44 36IIU 不整円形 Illa 130 123 ， 843 弥生後期初頭

上壊45 36IIU 不茎円形 Ia 76 74 57 823 弥生後朗前葉 袋状上渡

土壊46 38IIW 楕円形 皿a (105) (75) 55 705 弥生後期前蕪

上濯47 36IIS 不整□形 皿a 94 85 66 821 古墳後期

上壊48 38皿C 不整枠円形 Illb 75 50 ， 764 古墳後期

土壊49 40皿C 不整円形 Ille 163 131 14 767 8世紀後半

上渡50 26 III 円形 II e 70 67 34 825 中世前半

上渡51 3011M 隅丸長方形 皿a 75 54 10 867 中世

土境52 3011M 不整楕円形 Illa 59 50 16 863 中世

上壊53 3011M 不墜長方形 Ille 88 39 (16) 850 中世

土壊54 30IIO 不整長方形 皿a 72 44 21 862 中世

上渡55 32IIQ 楕円形 皿a 65 47 15 800 17世紀

上壊56 32IIQ 不整長方形 皿a (190) 48 848 18世紀後半~19世紀初頭

土境57 34IIS 不整円形 Illa 240 220 76 818 17世紀

上渡58 34IIS 長方形 皿a 195 140 40 850 17世紀

南溝手遺跡遺物観察表

土器

掲載
掲載遣柵名 種別 器種

音t祖CT{冑 (cm)
色調 形態手法の特徴など 情考

番号 D径 底径 器高

1 土壊 l 簡文上器 深鉢 27.6 (11.5) にぶい褥(7.5YR5/3) 外貼付突幣上刻目・沈線

2 柱穴1 縄文±器 深鉢 27.2 (13.1) にぶい黄橙(10YR6/3) 外測目

3 伺文上器 深鉢 (2.4) 灰黄褐(10YR6/2)

4 縄文土器 深鉢 (31) 灰黄褐(10YR6/2) 外沈線

二 縄文上器 深鉢 (2.8) 灰黄褐(10YR4/2) 阿網文・沈線外縄文

二 簡文上器 深鉢 (3.9) にぶい黄橙(10YR7/2) 丙縄文・沈線外縄文

7 麗文土器 深鉢 (2.8) 灰黄褐(10YR5/2)

18― 遣喘に伴わな 縄文上器 深鉢 (3.0) にぶい黄橙(10YR7/2)

二 い遣物 簡文±器 深鉢 (2.2) 灰黄褐(10YR4/2)

LJQ_ 縄文上器 深鉢 (3.7) 患(7.5YR2/l)

11 簡文上器 深鉢 (4.7) 暗褐(7.5YR3/3)

□ 網文土器 深鉢 (1.4) 灰黄褐(10YR6/2)

□丁 縄文上器 深鉢 (3.3) にぶい黄橙(10YR7/2) 外巻貝条痕

14 龍文上器 深鉢 (3.0) 灰黄褐(10YR5/2) 外巻貝条震
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掲載遣樺名 種別 器種
言t祖U{直 (cm)

色調 形態• 手法の特徴など 備考
D径 底径 器忘

渇
縄文±器 深鉢 (4.0) 褐灰(10YR4/l) 外巻貝条痰

簡文上器 深鉢 (3.5) にぶい褥(7.5YR6/3)

17 縄文上器 深鉢 (7.8) 褐灰(10YR4/l) 外巻貝条痕

18 簡文上器 深鉢 (21) 灰黄褐(10YR5/2) 外：縄文

19 縄文上器 深鉢 (1.4) 褐灰(lOYRS/1) 外縄文

号
縄文上器 深鉢 (1.8) 黄灰(2.5Y6/l) 外縄文

簡文±器 深鉢 (3.8) 褐灰(10YR4/l) 外縄文

22 網文土器 深鉢 (5.2) 仄緑(5YR4/2) 外縄文

23 縄文±器 深鉢 (2.6) 灰(N4/0) 外縄文沈線

こ 龍文上器 深鉢 (4.1) 灰褐(7.5YR5/2) 外闊文沈線

国
縄文上器 深鉢 (2.4) 灰黄褐(10YR5/2)

簡文±器 深鉢 (3.5) 患褐(2.5Y3/l) 外巻貝条痕

27 網文土器 深鉢 (3.7) にぶい黄褐(10YR5/3)

28 遣嘴に伴わな 縄文±器 深鉢 (5.0) にぶい黄橙(10YR7/2)

舟
い造物 龍文上器 深鉢 (5.2) 灰黄褐(10YR6/2) 外巻貝条哀

籠文土器 深鉢 (6.0) 仄黄緑(10YR6/2) 外巻貝条哀

戸 縄文上器 深鉢 (7.2) 灰黄褐(10YR6/2) 外条痕

32 簡文上器 鉢 (3.6) 褐灰(10YR4/l) 外縄文・沈線

33 縄文±器 鉢 18.8 (5.8) 灰黄褐(10YR5/2) 波状D縁

号
龍文上器 深鉢 (4.3) にぶい黄橙(10YR6/3) 外二枚貝条衷

籠文土器 深鉢 (4.1) 灰白 (10YR8/2)

戸 縄文上器 深鉢 (5.9) 褐灰(lOYRS/1)

37 簡文上器 深鉢 (6.9) にぶい黄褐(10YR5/3)

38 縄文±器 浅鉢 (4.2) 灰黄褐(10YR5/2) 内沈線

39 簡文±器 深鉢 (3.5) 灰黄褐(10YR5/2) 外別目•貼付突帯

戸 籠文土器 深鉢 (3.6) 明褐灰(5YR7/2) 外刻目，貼付突帯

亡 縄文±器 深鉢 (5.7) 灰褐(7.5YR5/2) 外貼付突帯則目

42 簡文上器 深鉢 (5.9) にぶい黄橙(10YR7/3) 外貼付突帯刻目

43 竪穴住居l 弥生土器 甕 5.8 3.2 9.1 浅黄橙(7.5YR8/6)

44 弥生二器 甕 (2.3) にぶい橙(7.5YR7/4)

戸 弥生±器 甕 13.0 (10.9) にぶい橙(7.5YR6/4)

46 弥生±器 甕 14.8 (31) 橙(5YR6/8)

47 竪穴住居2古 弥生±器 癌 14.8 (13.6) 橙(7.5YR7/6) 外黒斑

48 弥生土器 忘杯 17.8 (5.3) 明赤褐(5YR5/6) 外黒斑

49 弥生±器 壺 (8.0) にぶい橙(7.5YR6/4) 外黒登＃透かし孔

了 弥生±器 忘杯 14.8 (3.5) にぶい橙(7.5YR7/3) 外：透かし孔

51 弥生土器 癌 17.0 (16.1) にぷい橙(7.5YR6/4)

52 弥生±器 甕 (1.8) 橙(5YR7/6)

53 弥生二器 甕 (3.0) 灰褐(7.5YR4/2)
I 

54 弥生±器 甕 11.2 (2.3) 橙(5YR6/6)

rss- 弥生±器 甕 13.8 (3.0) にぶい橙(7.5YR6/4)

56 弥生土器 癌 13.8 (2.6) 浅蒻橙(7.5YR8/3)

57 
竪穴住居2新

弥生±器 甕 15.4 (3.3) にぶい橙(7.5YR6/4)

58 弥生二器 甕 15.8 (3.4) 灰黄褐(10YR6/2)
I 

59 弥生±器 甕 16.4 (4.0) 浅黄橙(7.5YR8/3)

~ 弥生±器 甕 4.3 (9.5) 褐灰(10YR4/l)

61 弥生土器 鉢 8.8 2.0 (5.8) 橙(5YR7/8)

二 弥生±器 高杯 (3.6) にぶい橙(7.5YR7/4)

63 弥生±器 高杯 18.8 (5.5) 橙(5YR6/8)

~ ― 弥生土器 鉢 (17.6) (4.4) 明赤褐(2.5YR5/6) 丙會外丹塗り

65 弥生±器 壺 (13.4) (3.2) にぶい橙(7.5YR6/4) 外沈線い牒付菩

二 竪穴住居3古 弥生二器 甕 13.0 (6.0) 橙(7.5YR7/6)

67 弥生±器 高杯 12.6 (2.5) 橙(5YR6/6) 外竹管文・沈線

68 弥生±器 壺 18.8 (8.0) 橙(7.5YR7/6) 外沈線

~ 弥生土器 空士 6.0 3.5 11.2 にぶい橙(7.5YR7/4) 外黒斑

戸 弥生±器 甕 14.0 (4.2) にぶい褐(7.5YR6/3) 外凹線

L2!- 弥生二器 甕 (12.2) (81) にぶい橙(7.5YR6/4) 外黒斑

72 弥生土器 空士 9.0 (51) 浅黄橙(lOYRS/3) 外黒斑
I 

橙(5YR7/6)73 
竪穴住居3新

弥生±器 甕 21.6 (6.8) 外沈線

戸 弥生±器 癌 6.8 (3.3) にぶい赤褐(5YR5/4)

75 弥生±器 甕 7.6 (8.0) にぶい黄橙(10YR7/4) 外黒斑

~ 弥生二器 鉢 8.2 (5.3) にぶい黄橙(10YR6/3)

77 弥生土器 忘杯 23.2 (5.5) にぷい黄橙(10YR7/4)
I 

78 弥生±器 高杯 10.2 (3.2) 橙(7.5YR7/6) 外透かし孔

戸 弥生±器 器台 (12.7) 橙(5YR6/6) 外沈線會透かし孔

80 上師器 甕 (2.8) 灰黄褐(10YR5/2)

口 上師器 甕 (2.5) 橙(7.5YR6/6) 外樟描沈線5条

82 弥生土器 甕 14.8 (2.0) 橙(5YR6/8)
I 井戸 l

弥生±器 橙(5YR6/8) 外透かし孔83 高杯 (5.0) 

□丁 弥生±器 忘杯 12.0 (4.5) 明赤褐(5YR5/6) 外：透かし孔

85 弥生土器 甕 (4.2) 黒褐(10YR3/l) 外タタキメ

予 井戸2
弥生±器 甕 13.1 6.2 25.9 にぶい橙(7.5YR7/4)

弥生±器 甕 9.6 (1.9) 橙(5YR6/6) 外黒斑
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掲載遣樺名 種別 器種
言t祖U{直 (cm)

色調 形態• 手法の特徴など 備考
D径 底径 器忘

88 井戸2 弥生±器 甕 7.6 (10.0) にぶい橙(7.5YR7/4) 内 煤イ寸昔

89 弥生±器 甕 7.6 (2.2) にぶい橙(7.5YR7/4)

90 井戸3 弥生±器 鉢 9.7 5.0 5.7 橙(5YR6/6)

91 弥生±器 忘杯 (8.6) 橙(5YR7/6) 外衝描沈線文

92 弥生土器 空士 24.6 (10.5) にぶい黄橙(10YR7/2) 外沈線會刺突文

膚
弥生±器 壺 18.8 (5.5) 橙(5YR7/6) 外沈線

弥生二器 壺？ 12.2 (9.9) 灰黄褐(10YR6/2)

95 弥生±器 甕 (11.8) (5.7) にぶい黄橙(10YR7/4) 外凹線→黒斑

96 井戸4 弥生±器 甕 9.6 (7.8) 灰黄褐(10YR4/2) 外凹線

二 弥生±器 甕 (11.8) (13.0) 橙(5YR6/6) 外凹線

H¼- 弥生±器 甕 18.0 10.2 39.2 にぶい黄橙(10YR6/3) 外凹線内・外黒斑

弥生二器 甕 17.1 (5.5) 橙(5YR6/6) 外沈線汀刺突文

100 弥生土器 忘杯 (5.9) にぷい橙(7.5YR7/4)

101 弥生±器 甕 (3.8) 橙(7.5YR7/6) 外凹線・刺突文

己 弥生±器 甕 (3.8) にぶい橙(7.5YR6/4)

二104 井戸5 弥生±器 甕 (9.7) 灰黄褐(10YR6/2)

弥生二器 甕 7.8 (211) 橙(5YR6/8) 外黒登

105 弥生土器 甕 6.6 (31) 明赤褐(5YR5/6)

106 弥生±器 壺 4.8 (8.9) 橙(5YR6/6)

玉
井戸6 弥生±器 甕 (17.8) (9.3) にぶい橙(5YR7/4)

弥生土器 忘杯 (4.9) 仄黄緑(10YR4/2) 外沈線・透かし孔

109 弥生二器 壺 (8.5) 赤褐(5YR4/6) 外沈線・穿孔

llO 
土堀2

弥生±器 甕 (13.0) (8.0) 橙(5YR7/6) 外沈線•黒斑

111 弥生±器 甕 (5.4) 灰黄褐(10YR4/2) 外沈線

112 弥生±器 甕 (4.1) にぶい黄褐(10YR5/3) 外沈線→黒斑

113 
上湿3

弥生土器 空士 22.6 (10.6) 明赤褐(5YR5/6) 外削出突牌• 沈線

下 弥生±器 甕 16.8 (15.5) にぶい黄橙(10YR6/3) 外刻目・沈線文

115 士浪5 弥生±器 癌 19.8 (15.8) にぶい黄褐(10YR5/3) 外刻目

116 上湿7 弥生±器 甕 (8.0) 橙(7.5YR6/6)

117 弥生二器 甕 (16.0) (5.5) にぶい黄橙(10YR6/3) 外煤付泡

冒 弥生土器 甕 (15.3) (17.9) にぶい橙(7.5YR7/4) 外刺突文

119 弥生±器 甕 17.4 (51) にぶい黄橙(10YR6/4)

120 弥生±器 癌 (18.0) (8.2) にぶい褥(7.5YR5/4)

121 弥生土器 甕 18.0 (8.2) にぷい橙(7.5YR6/4)

122 上堀8 弥生二器 甕 (17.6) (2.3) にぶい黄橙(10YR6/4) 外凹線

冒 弥生±器 甕 16.4 (4.5) にぶい黄橙(10YR7/3) 外門線

124 弥生±器 甕 14.0 (3.7) 明赤褐(5YR5/6)

125 弥生±器 癌 5.7 (16.7) にぶい黄橙(10YR6/3)

126 弥生土器 甕 3.4 (2.7) にぶい赤褐(5YR5/4)

127 弥生±器 甕 5.8 (6.0) 明赤褐(2.5YR5/6) 外穿孔

128 弥生±器 甕 (18.2) (5.6) 灰黄褐(10YR6/2)

129 
上壊9

弥生土器 癌 18.0 51 25.3 灰黄褐(10YR4/2)

130 弥生±器 甕 25.2 (7.9) 橙(2.5YR6/6)

131 弥生二器 甕 5.2 (2.9) 明赤褐(5YR5/6)

132 上濯11 弥生±器 壺 12.0 (8.4) にぶい黄橙(10YR7/2) 外黒登

133 弥生±器 宝士 13.4 (6.8) にぶい黄橙(10YR7/4) 内種の圧痕？

134 弥生土器 空士 (5.9) にぶい赤褥(2.5YR5/4) 外貼付突帯押圧貝依？刺突文

旦 弥生±器 壺 8.7 (5.0) 橙(7.5YR6/6)

136 弥生±器 空士 9.3 (4.9) 灰黄褐(10YR6/2)

冒 弥生±器 壺 8.8 (8.0) 橙(7.5YR6/6)

冒 弥生±器 癌 (17.2) (4.8) 明赤褐(7.5YR5/6)

旦 弥生土器 甕 17.8 (5.3) にぶい黄橙(10YR6/3)

已 弥生±器 甕 17.5 (6.3) にぶい黄橙(10YR6/4)

141 
土壊19

弥生±器 甕 16.6 (6.3) にぶい黄褐(10YR5/3)

冒 弥生土器 癌 17.2 (8.0) にぷい赤褐(5YR5/4)

冒 弥生±器 甕 17.6 (5.5) 灰褐(7.5YR4/2)

己 弥生二器 甕 (22.4) (7.8) にぶい褥(7.5YR5/4) 外刻目

已 弥生±器 甕 3.7 (2.0) 赤掘(5YR4/6)

146 弥生±器 甕 5.8 (4.0) 明赤褐(5YR5/6)

冒 弥生土器 癌 4.2 (3.9) 明赤褐(2.5YR5/6) 外黒斑

冒 弥生±器 甕 5.4 (7.3) にぶい赤褐(5YR5/4) 外穿孔

己 弥生二器 吝杯 (6.0) 灰黄褐(10YR6/2)

150 弥生土器 忘杯 26.2 (6.6) にぷい橙(5YR6/4) 外凹線•黒斑・ 穿孔

151 弥生±器 壺 (3.4) 赤褐(5YR4/6) 外楯描沈線文
I 

152 弥生±器 壺 (5.3) 患褐(7.5YR3/2) 外櫛描沈線文•刺突文

153 弥生±器 壺 (12.2) 橙(2.5YR6/6) 外貝殻復縁刺突？文

旦 弥生二器 壺 (16.2) (2.0) にぶい赤褐(5YR5/4) 外櫛描波状線

155 
上壊20

弥生土器 空士 15.8 (6.2) 明赤褐(5YR5/6) 外刻目• 円形浮文・貼付突帯

冒 弥生±器 甕 (7.0) (8.8) 灰褐(5YR5/2) 外煤付者

冒 弥生±器 癌 12.7 (4.4) 灰黄褐(10YR6/2) 外：刺突文

158 弥生土器 甕 16.0 (8.7) にぷい橙(7.5YR6/4) 外凹線・刻目・刺突文

玉
弥生±器 甕 6.0 (6.0) 褐灰(7.5YR4/l) 内黒斑

弥生±器 空士 8.7 (5.0) 橙(2.5YR6/6) 外黒斑
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掲載遣樺名 種別 器種
言t祖U{直 (cm)

色調 形態• 手法の特徴など 備考
D径 底径 器忘

是
弥生±器 甕 12.2 (6.2) 褐(7.5YR4/4)

弥生±器 甕 12.4 (91) 灰黄褐(10YR6/2) 外沈線？刺突文煤付苦

163 弥生±器 甕 13.8 (5.7) 橙(2.5YR6/8) 外凹線

164 弥生±器 甕 16.4 (7.0) にぶい褐(7.5YR5/3)

165 弥生土器 甕 (16.4) (4.2) にぶい褥(7.5YR5/4)

二167 弥生±器 甕 14.8 (91) 褐灰(10YR4/l)

弥生二器 甕 (18.2) (6.5) にぶい赤褐(5YR5/4)

168 弥生±器 甕 17.8 (6.3) 黒褐(2.5Y3/l)

169 弥生±器 甕 15.4 (7.9) 橙(7.5YR6/6)

己 弥生±器 甕 14.8 (8.0) 明赤褐(2.5YR5/6) 外線刻一部残存

号
弥生±器 甕 (17.6) (7.5) にぶい橙(5YR6/3)

弥生二器 甕 22.8 (6.7) 灰黄褐(10YR6/2) 外凹線

173 
上壊20

弥生土器 甕 26.6 (8.4) 橙(5YR6/8)

174 弥生±器 甕 39.6 (6.6) 灰褐(7.5YR4/2)

己 弥生±器 甕 5.3 (3.7) 明褐灰(7.5YR7/2)

堪
弥生±器 甕 5.3 (2.5) にぶい褥(7.5YR5/3)

弥生二器 甕 5.3 (5.0) にぶい褥(7.5YR5/3)

178 弥生土器 甕 5.3 (5.0) 灰黄褐(10YR5/2) 外穿孔

179 弥生±器 甕 5.6 (7.9) にぶい赤褐(5YR4/3)

~ 181 
弥生±器 甕 6.0 (9.6) 明赤褐(5YR5/6)

弥生土器 鉢 13.0 8.4 7.3 黒褐(10YR3/2)

冒 弥生二器 志杯 (16.4) (3.9) 橙(5YR6/6) 外別目• 刺突文・穿孔

183 弥生±器 忘杯 17.0 (6.6) にぶい赤褐(5YR4/3) 外刻目・穿孔

184 弥生±器 高杯 (8.7) にぶい黄橙(10YR6/3) 外黒斑

185 弥生±器 高杯 14.4 (4.2) にぶい褥(7.5YR5/3) 外透かし孔

冒 弥生土器 忘杯 13.4 (5.0) 灰褐(7.5YR5/2) 外黒斑

187 上壊21 弥生±器 壺 (3.2) 灰黄褐(10YR5/2) 外楷抽沈線文

188 弥生±器 癌 5.0 (6.4) 明赤褐(5YR5/6)

189 上壊23 弥生±器 高杯 (3.5) にぶい橙(7.5YR6/4) 外凹線

190 弥生二器 高杯 (3.6) にぶい赤褐(5YR5/4) 外沈線

191 土堀25 弥生±器 甕 (2.6) 患(N2/0) 外穿孔

192 弥生±器 甕 (16.5) (6.0) 灰黄褐(10YR6/2)

193 
土堀26

弥生±器 癌 (2.3) にぶい褥(7.5YR6/3) 外凹線

194 弥生土器 甕 6.0 (3.0) にぷい橙(7.5YR7/3) 外黒斑

195 弥生二器 高杯 22.2 (8.8) にぶい黄橙(10YR7/3) 外沈線→黒斑

196 
土堀30

弥生±器 甕 15.7 (3.2) 橙(5YR7/6)

197 弥生±器 甕 15.8 (3.7) 橙(5YR6/8)

198 上塘33 弥生±器 癌 15.8 (4.0) 橙(5YR6/6)

199 土堀34 弥生土器 忘杯 (1.7) 橙(5YR6/8)

200 上壊37 弥生±器 鉢 16.8 (6.3) にぶい橙(7.5YR6/4)

201 弥生±器 甕 12.2 (51) にぶい黄橙(10YR7/4)

202 弥生土器 癌 13.4 (4.7) 橙(5YR6/6) 外凹線

203 弥生±器 鉢 14.8 (5.3) 橙(5YR7/6) 外刺突文→黒斑

204 土堀39 弥生二器 甕 5.8 (2.9) にぶい黄橙(10YR6/4)
I 

205 弥生±器 甕 10.6 4.6 12.8 橙(2.5YR6/6)

后 弥生±器 忘杯 (31) 橙(5YR7/6)

207 弥生土器 忘杯 12.8 (16.7) 橙(5YR7/6) 外刺突文倉加描沈線文會透かし孔

208 上湛41 弥生±器 甕 3.4 (3.2) 褐灰(lOYRS/1)

209 上壊44 弥生±器 高杯 (6.9) 橙(7.5YR7/6) 外門線

210 弥生±器 壺 7.4 6.4 15.9 橙(5YR6/6) 外沈線・線亥U2箇所黒斑穿孔

て汀― 上壊45 弥生±器 甕 (2.3) にぶい黄橙(10YR7/4)

212 弥生二器 忘杯 13.4 (2.2) にぶい黄橙(10YR7/4)

三旦~ 弥生±器 壺 14.2 (12.0) 明赤褐(2.5YR5/6) 外樟描沈線文

214 弥生±器 宝士 (8.0) 明赤褐(5YR5/6) 外楯描沈線文

言 弥生土器 空士 (3.7) 橙(7.5YR6/6) 外刻目貼付突帯

言 弥生±器 壺 (8.0) 灰黄褐(10YR4/2) 外貼付突帯

已 弥生二器 壺 7.0 (5.4) 褐灰(10YR4/l)

~ 弥生±器 壺 8.0 (7.6) にぶい橙(7.5YR6/4)

219 弥生±器 壺 9.6 (10.3) にぶい橙(7.5YR6/4)

同 土器溜まり l 弥生土器 癌 (4.0) にぶい黄橙(10YR7/3) 外黒斑

rm- 弥生±器 甕 (7.3) 橙(5YR6/6)

已 弥生二器 宝士 7.0 (6.3) 褐灰(10YR4/l)

223 弥生土器 甕 (14.4) (4.6) にぷい橙(7.5YR6/4)
I 

224 弥生±器 甕 (23.0) (4.6) 浅蒻橙(7.5YR8/4)

同 弥生±器 癌 (15.9) (3.0) にぶい橙(7.5YR6/4)

226 弥生±器 甕 4.8 (4.3) 橙(5YR6/6) 阿黒斑外穿孔

227 弥生二器 ジョッキ形上晋 11.6 (61) にぶい橙(7.5YR6/4) 外穿孔

228 弥生土器 空士 (4.8) にぶい黄橙(10YR7/4) 外椅描沈線文•黒斑
I 

229 弥生±器 甕 (2.6) にぶい黄橙(10YR7/3)

同 土器溜まり 2 弥生±器 癌 5.8 (2.0) にぶい褐(7.5YR5/4)

231 弥生±器 甕 8.0 (5.3) にぶい橙(7.5YR6/4)

232 弥生±器 高杯 (16.2) (3.8) 灰黄褐(10YR6/2) 外則目

233 土器溜まり 3 弥生±器 空士 (5.8) にぶい橙(7.5YR7/4) 外沈線
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色調 形態• 手法の特徴など 備考
D径 底径 器忘

予
弥生±器 甕 (11.8) (3.6) にぶい黄橙(10YR7/3)

弥生±器 甕 12.6 (4.3) 明赤褐(2.5YR5/6)

236 弥生±器 甕 (14.2) (5.6) 灰黄褐(10YR5/2)

237 弥生±器 甕 7.5 (2.8) 灰黄褐(10YR6/2)

238 
上器溜まり 3

弥生土器 空士 13.8 (4.5) 橙(5YR6/8)

二240 弥生±器 甕 9.0 (2.5) にぶい赤褐(5YR5/3)

弥生二器 甕 7.9 (2.6) 橙(5YR6/6) 外穿孔

241 弥生±器 志杯 (15.8) (3.0) 橙(5YR6/6)

242 弥生±器 高杯 (17.2) (2.8) にぶい黄橙(10YR7/3) 外穿孔

243 弥生±器 忘杯 (12.2) (4.3) 浅橙(SYRS/3)

244 
上器溜まり 4

弥生±器 壺 23.4 (8.2) 橙(5YR6/8) 外貼付突帯•押圧

冒 弥生二器 宝士 7.8 (3.7) にぶい黄橙(10YR6/3)

246 弥生土器 甕 (4.0) にぷい黄橙(10YR6/4) 外刻目・沈線

247 弥生±器 甕 (10.8) にぶい黄橙(10YR7/3) 外刺突文

已 弥生±器 甕 17.9 (51) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外凹線會黒斑

~ 250 
弥生±器 壺 22.0 (5.8) 明赤褐(5YR5/6) 内竹管文外沈線

弥生二器 壺 21.0 (14.0) にぶい橙(5YR7/6) 外沈線

251 弥生土器 空士 15.6 (9.5) 灰白 (10YR8/2) 外門線

252 弥生±器 壺 8.6 (6.9) 橙(7.5YR6/6)

二254 弥生±器 宝士 15.6 (5.0) 明赤褐(2.5YR5/8)

弥生土器 壺 6.5 (9.0) 明赤緑(5YR5/6) 外黒斑

冒 弥生二器 甕 18.0 (4.3) 橙(5YR7/6) 外凹線

256 弥生±器 甕 15.6 (51) 橙(7.5YR6/6) 外門線•黒斑

257 
町道 1

弥生±器 甕 25.9 (3.8) にぶい黄橙(10YR6/3) 外凹線

258 弥生±器 甕 15.0 (3.5) にぶい橙(7.5YR7/4)

后 弥生土器 甕 16.6 (4.0) 橙(5YR6/8) 外門線

后 弥生±器 甕 15.8 (9.5) にぶい黄橙(10YR7/3) 外凹線

261 弥生±器 癌 (4.5) 灰黄褐(10YR5/2)

262 弥生±器 鉢 (10.8) (9.7) 橙(5YR6/6)

263 弥生二器 脚台 6.6 (31) にぶい黄橙(10YR7/2)

后 弥生±器 忘杯 (6.5) にぶい赤橙(10R6/4) 外透かし孔

265 弥生±器 高杯 11.8 (9.8) 橙(7.5YR6/6) 外凹線・透かし孔

266 弥生±器 忘杯 (3.7) 赤(lOR5/6)

267 弥生土器 忘杯 10.4 (3.8) 橙(5YR6/6) 外透かし孔

268 弥生二器 壺 20.6 (3.6) 灰白 (10YR8/2) 外鋸歯文

后 弥生±器 忘杯 (10.4) にぶい橙(7.5YR7/4) 外沈線・透かし孔

270 柱穴2 弥生±器 壺 6.3 (9.2) にぶい橙(7.5R6/4)

271 
柱穴3

弥生±器 壺 9.0 (3.9) 橙(5YR6/8)

272 弥生土器 盗？ 18.8 (3.8) 橙(5YR6/6)

273 柱穴4 弥生±器 高杯 (6.0) にぶい橙(7.5YR7/4) 外沈線

274 柱穴5 弥生±器 甕 (15.8) (3.3) にぶい橙(7.5YR6/4)

275 柱穴6 弥生土器 癌 11.4 (3.0) 褐灰(10YR6/l)

276 柱穴7 弥生±器 甕 6.8 (4.5) にぶい橙(7.5YR6/4)

277 柱穴8 弥生二器 亜 (21) にぶい橙(7.5YR7/4)

278 柱穴9 弥生±器 高杯 (11.6) (4.5) にぶい黄橙(10YR7/3) 外沈線・凹線

279 弥生±器 壺 13.6 (13.6) 橙(5YR6/6) 外楷抽沈線文

280 弥生土器 空士 (3.9) にぶい橙(7.5YR6/4) 外櫛描沈線文

己 弥生±器 壺 (13.6) (8.5) にぶい黄橙(10YR7/3) 外沈線

282 弥生±器 宝士 (3.7) 橙(7.5YR6/6) 外削出突帯

冒 弥生±器 壺 (3.5) にぷい黄橙(10YR6/3) 外沈線

同 弥生±器 甕 (3.5) 灰黄褐(10YR4/2) 外沈線

已 弥生二器 甕 (4.5) 褐灰(10YR4/l) 外沈線

旦 弥生±器 甕 (3.2) 暗灰(N3/0) 外沈線

287 弥生±器 甕 (3.8) にぶい黄褐(10YR4/3) 外沈線

同 弥生土器 癌 (6.3) にぷい黄橙(10YR7/4) 外沈線

同 弥生±器 甕 (19.6) (5.3) にぶい黄橙(10YR7/3) 外別目•貼付突帯

已 弥生二器 甕 (2.4) 灰黄褐(10YR4/2) 外沈線・煤付菩

己 弥生±器 甕 (4.4) 橙(7.5YR6/6) 外別目•榔描沈線文

292 遣喘に伴わな 弥生±器 甕 (4.8) 橙(5YR6/6) 外沈線・刺突文

同 い遺物 弥生土器 癌 (5.5) 明赤褐(5YR5/8) 外刻目櫛描沈線文

同 弥生±器 壺 (19.2) (21) 明赤褐(5YR5/6) 阿貼付突帯・刻目外刻目

已 弥生二器 宝士 (1.4) 明赤褐(2.5YR5/6) 外刻目・沈線・円形浮文

296 弥生土器 空士 18.2 (3.0) 橙(5YR6/6) 外刻目・沈線・円形浮文
I 

297 弥生±器 壺 25.8 (3.2) にぶい黄橙(10YR6/3) 外測目

同 弥生±器 空士 (11.4) (7.8) にぶい橙(7.5YR6/4) 丙刻目外刻目會櫛描沈線文

299 弥生±器 壺 11.6 (4.6) 明赤褐(5YR5/6) 外貼付突帯・刻目

已 弥生二器 壺 15.5 (4.2) にぶい橙(7.5YR6/4) 外貼付突帯・刻目

301 弥生土器 空士 18.5 (3.3) 明赤褐(5YR5/6) 外貼付突帯・刻目
I 

302 弥生±器 甕 15.0 (3.3) 褐灰(7.5YR4/l)

言 弥生±器 癌 14.8 (4.7) にぶい橙(7.5YR6/4)

304 弥生±器 甕 (21) にぶい橙(7.5YR7/3) 外刺突文

二306 弥生±器 甕 (4.3) 橙(2.5YR6/6) 外則目

弥生±器 甕 (24.6) (5.6) にぶい橙(7.5YR7/4)
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~ 
弥生±器 高杯 11.0 (5.5) にぶい黄橙(10YR7/2)

弥生±器 壺？ (20.0) (1.8) 灰白 (10YR8/2) 外凹線

309 弥生±器 甕 (21.0) (4.8) にぶい褥(7.5YR5/3) 外凹線

310 弥生±器 忘杯 21.8 (3.3) 橙(2.5YR6/6) 外凹線

311 弥生土器 忘杯 12.0 (3.9) にぶい橙(7.5YR6/4) 外凹線會透かし孔

玉
弥生±器 高杯 (15.8) (3.3) にぶい黄橙(10YR7/2) 外黒登＃透かし孔

遣喘に伴わな
弥生二器 甕 17.0 (4.0) 橙(5YR6/6) 外沈線

い遺物
314 弥生±器 壺 18.4 (5.5) にぶい橙(7.5YR7/3) 外沈線

315 弥生±器 甕 (10.0) (2.5) にぶい黄橙(10YR7/2)

已 弥生±器 甕 14.0 (3.6) 橙(5YR6/6)

膚
弥生±器 壺 12.8 (6.2) にぶい黄橙(10YR7/3) 外黒登

弥生二器 甕 10.0 (9.5) 橙(5YR6/6)

319 弥生土器 甕 (13.4) (2.9) 仄黄緑(10YR6/2)

320 上師器 壺 16.8 (4.3) にぶい橙(7.5YR7/4) 外 刺突文・余斗格子文 西聟瀬戸内系

已 上師器 甕 (2.0) にぶい赤褐(5YR5/4)

二323 上師器 甕 14.8 (3.5) にぶい橙(7.5YR6/4) 外櫛描沈線9条

上師器 鉢 9.4 3.4 にぶい橙(7.5YR6/4) 肉□外ナデ

324 弥生土器 空士 21.6 (81) 橙(5YR7/8)

325 上師器 甕 12.0 (3.5) にぶい褐(7.5YR5/4) 外衝描沈線7条

二327 上師器 甕 (2.5) 褐灰(10YR4/l) 外榔描沈線9条

土師器 甕 12.2 (3.3) にぷい黄橙(10YR7/3) 外黒斑

□百― 上師器 志杯 (7.5) 橙(5YR6/6) 外透かし孔

329 弥生±器 手捏土器 5.0 2.9 3.5 黒(lOYR2/l) 丙・外ナデ

330 弥生±器 壺 17.4 (7.7) 灰白 (10YR8/2) 外凹線

331 弥生±器 壺 (5.0) 明赤褐(5YR5/6) 外貝殻張縁刺突文・沈線

□言 竪穴住居4 弥生土器 空士 (7.5) にぶい褥(7.5YR5/3) 外沈線・刺突文

□言 弥生±器 壺 (4.5) にぶい橙(7.5YR7/3) 外沈線・刺突文

334 弥生±器 宝士 20.0 (7.3) にぶい橙(7.5YR6/4) 外刻目 西蔀瀬戸内系

335 弥生±器 壺 3.3 (81) 明赤褐(2.5YR5/6) 外丹塗り

336 弥生二器 甕 3.8 (9.4) にぶい黄褐(10YR5/3)

~ 弥生±器 鉢 6.3 (2.5) 橙(5YR6/6)

338 弥生±器 壺 18.4 (7.0) 橙(5YR6/6)(5YR7 /6) 

339 弥生±器 宝士 12.6 (7.8) にぶい橙(7.5YR6/4)

340 土師器 甕 (15.0) (3.4) にぷい赤褐(5YR5/4) 外櫛描沈線6条

341 上師器 高杯 19.8 (6.7) 橙(5YR6/8)

~ 弥生±器 忘杯 (7.3) にぶい橙(7.5YR6/4) 外透かし孔

343 弥生±器 手捏±器 6.0 (4.5) にぶい黄橙(10YR7/2) 外黒斑

344 上師器 壺 8.0 (6.7) 黄灰(2.5Y5/l)

345 掘立柱連物 l 須恵器 杯身 (12.8) (21) 灰(N7/0)

346 柱穴列 1 須恵器 高杯 (0.7) 褐灰(10YR6/l)

347 上壊47 須恵器 甕 (6.0) 灰(N7/0) 外：タタキメ カキメ

348 士浪48 須恵器 忘杯 (1.9) 灰(N6/0)

349 上壊49 瓦 平瓦 長(17.0) 闘(8.5) 涅(2.5) 黄灰(2.5Y5/l) 凹ヘラナデ凸縄目

350 溝3 上師器 甕 15.8 (3.0) 明赤褐(5YR5/6) 外櫛描沈線7条

351 
溝4

上師器 壺 (14.3) (5.5) にぶい橙(7.5YR7/4)

□豆― 上師器 忘杯 (6.9) 浅黄橙(lOYRS/4)

353 溝5 士師器 空士 (5.2) 42 6.9 灰白 (7.5YR8/2) 外黒斑

354 溝7 須恵器 杯 8.8 (1.3) 灰白 (N7/0)

355 上師器 宝士 (6.3) 灰黄褐(10YR6/2)

言 上師器 壺 15.4 (4.0) にぷい橙(7.5YR7/4)

言 上師器 甕 14.0 (3.2) にぶい褐(7.5YR5/3) 外櫛措沈線9条

已 土師器 甕 14.4 (3.7) にぶい黄橙(10YR7/3) 外櫛描沈線8条

已 上師器 甕 13.4 (6.0) にぶい黄橙(10YR7/3) 外樟描沈線7条

360 上師器 甕 16.0 (5.7) にぶい橙(7.5YR7/4) 外楯描沈線5条

言 士師器 癌 (4.6) 橙(5YR7/8)

言 上師器 鉢 29.4 (9.5) にぶい黄橙(10YR6/4)

已 上師器 鉢 37.9 (12.0) にぶい黄橙(10YR7/4)

已 上師器 杯 15.0 4.8 にぶい褥(7.5YR5/3)

365 上師器 高杯 20.4 (8.8) 橙(5YR6/6)

言 士師器 忘杯 (5.4) 明赤褐(2.5YR5/6) 外透かし孔

言万― 町道2 上師器 鉢 9.6 (7.5) にぶい黄橙(10YR6/4)

已 上師器 宝士 10.6 (4.7) 橙(5YR6/8)

369 土師器 空士 15.8 (23.7) にぷい橙(7.5YR7/4)
I 

370 上師器 甕 12.8 (7.6) 灰黄褐(10YR6/2)
言可~

上師器 癌 18.4 (9.3) 明赤褐(5YR5/6) 外黒斑

372 上師器 甕 18.7 (6.4) 浅黄橙(lOYRS/3)

已 上師器 甕 16.0 (11.0) にぶい橙(5YR7/4)

374 土師器 鉢 10.7 5.3 橙(5YR7/8) 外黒斑
I 

375 上師器 鉢 11.7 (6.0) 橙(5YR7/6)

言 上師器 忘杯 14.2 (3.9) 橙(5YR6/8)

377 上師器 忠杯 14.3 10.1 11.3 橙(5YR6/6)

国
上師器 高杯 (51) 橙(5YR6/6)

士師器 忘杯 9.0 (5.0) 橙(7/5YR7/6)
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戸381 
上師器 甑 長(6.0) 闘(3.2) 涅(3.1) にぶい黄橙(10YR6/3)

上師器 甑 長(7.2) 闘(4.7) 厚(3.2) 橙(5YR6/6)

382 上師器 甑 長(7.8) 闘(4.7) 厚(3.0) にぶい橙(7.5YR7/3)

383 上師器 甑 長(6.0) 闘(3.2) 厚(3.6) 明褐灰(7.5YR7/2)

384 士師器 甑 (13.9) 橙(5YR6/6)

~ 386 
上師器 甑 (2.6) にぶい橙(5YR6/4) 底邪円孔

上師器 製塩±器 (4.0) 灰白 (2.5Y7/l) 外タタキメ

387 
河道2

上師器 製塩上器 (2.0) 灰白 (10YR8/2) 外タタキメ

388 須恵器 杯壺 12.8 4.3 黄灰(2.5Y5/l) 内仕上げナデ

已 須恵器 杯蓋 (2.8) 灰(N5/0)

二391 須恵器 杯身 11.4 4.1 灰(N5/0)

須恵器 壺 14.0 (4.5) 灰(N6/0) 外刺突文

392 須恵器 忘杯 14.4 11.6 12.7 仄(N6/0) 外波状文・透かし孔4方

393 須恵器 高杯 10.0 (6.8) 灰白 (N7/0) 外沈線・竺角形透かし孔3個

已 須恵器 空士 6.3 11.2 灰白 (N7/0) 外波状文

395 須恵器 椀 16.8 (81) 黄灰(2.5Y6/l)

396 柱穴10 上師器 甕 14.0 (9.8) にぶい黄橙(10YR6/4) 外櫛描沈線7条

397 柱穴11 須恵器 杯身 (12.0) (2.3) 灰(N4/0)

398 上師器 甕 (3.4) 明赤褐 (2.5YR5/6) 外街描沈線内・外丹塗り 山陰系

二400 上師器 甜 9.8 (8.0) 橙(5YR6/6)

土師器 甑 長5.4 帽4.5 1.8 褐灰(10YR4/l) 外ナデ，指オサエ

冒 須恵器 壺 11.6 (3.2) 灰(N6/0) 外刺突文

402 須恵器 杯壷 (3.4) 灰白 (N7/0)

403 須恵器 杯身 (21) 灰(N6/0)

404 須恵器 杯身 (21) 灰白 (N7/0)

冒 須恵器 杯身 (21) 灰(N5/0)

冒 須恵器 杯身 (11.6) (3.2) 黄灰(2.5Y6/l)

407 須恵器 蓋 7.4 (3.0) 灰(N5/0) 外カキメ

408 須恵器 高杯 (3.2) 灰(N6/0) 外カキメ

409 須恵器 提瓶 8.0 (61) 灰(5Y5/l) 外カキメ・沈線

冒 須恵器 鵡 (5.4) 灰(N5/0) 外沈線・カキメ

411 須恵器 甕 (8.6) 灰(N5/0) 外沈線ヘラ描き斜線文

412 須恵器 杯蓋 (1.2) 灰(N5/0)

413 須恵器 杯壷 (1.2) 仄(N6/0)

414 須恵器 杯蓋 (1.3) 灰(N6/0)

冒 須恵器 杯蓋 (1.7) 灰(N5/0)

416 須恵器 杯 8.0 (1.7) 青灰(5B6/l)

417 須恵器 杯 92 (1.2) 灰(5Y6/l)

418 須恵器 杯 9.0 (1.5) 灰(N6/0)

419 須恵器 杯 11.0 (1.5) 灰(N6/0)

冒 須恵器 杯 (11.8) (1.5) 灰(N6/0)

421 
遣嘴に伴わな

須恵器 杯 (1.8) 灰白 (N7/0)
い造物

422 須恵器 杯 10.4 (1.8) 灰(N6/0) 外底部を硯に転用

423 須恵器 杯 11.8 (2.0) 灰(N5/0)
I 

424 須恵器 杯 13.4 (2.2) 灰白 (5Y8/l)

冒 須恵器 杯 9.2 (1.7) 灰(N5/0)

426 須恵器 杯 10.6 (2.4) 灰白 (10YR8/2)

已 須恵器 杯 9.8 (1.0) 灰(5Y5/l)

428 須恵器 杯 8.7 (21) 灰(N6/0)

~ 須恵器 壺 12.0 (6.6) 黄灰(2.5Y6/l)

□阿― 須恵器 壺 9.8 (2.5) 灰(N6/0)

已 須恵器 壺 12.0 (2.3) 灰白 (N7/0)

己 須恵器 壺 9.2 (3.5) 灰(N6/0)

433 須恵器 宝士 (3.5) 黄灰(2.5Y5/l) 外：カキメ

□可― 須恵器 平瓶 (3.0) 灰(N5/0)

□百― 上師器 杯 (15.3) (3.3) 明赤褐 (2.5YR5/6) 阿□外丹塗り

已 奈良三彩闊器 壺 (1.4) 素灰白 (7.5Y8/l) 施釉（オリープ蒻(7.5Y6/3)) 8C 

己 緑釉陶器 椀 (1.8) 素灰(7.5Y6/l) 施釉（オリープ灰(2.5GY6/l)) 京都産 9C中

438 緑釉陶器 椀 (1.7) 素浅黄橙(lOYRS/3) 施釉（ビーグりーン(6GY6/4.5)) 京都産9C前～中

□言 攣白陶器 椀 (1.3) 素灰白 (5Y7/l) 袖薬剥落 京都産 9C中

言可 緑釉陶器 椀 6.0 (2.8) 素灰(N6/0) 施釉（松葉(7.5GY5/4)) 京都産gc後

已 黒色±器 椀 6.8 (1.5) にぶい橙(5YR6/4) 阿黒色

442 黒色土器 椀 6.0 (1.5) にぷい黄橙(10YR7/3) 丙黒色
I 

443 瓦 平瓦 長(7.0) 闘(6.5) 涅(2.4) にぶい褥(7.5YR5/4) 凹ナデ・布目凸縄目

言汀．
瓦 平瓦 長(8.0) 闘(9.9) 厚(2.6) にぶい橙(7.5YR7/3) 凹布目凸無文叩き痕

445 上師器 椀 14.2 6.5 5.5 にぶい黄橙(10YR7/2)

已 掘立柱遮物 2 上師器 皿 7.4 6.0 1.0 にぶい黄橙(10YR7/3)

447 土師器 皿 7.8 6.6 1.3 にぶい黄橙(10YR7/2) 外ヘラ切り

448 掘立柱建物 3 上師器 皿 9.9 6.6 1.4 にぶい黄橙(10YR7/3) 外ヘラ切り

449 掘立柱建物 6 上師器 皿 (21) 明褐 (7.5YR5/6)

450 柱穴列 3 上師器 皿 8.0 62 1.3 にぶい黄橙(10YR7/3) 外ヘラ切り

是 井戸7
上師器 椀 (2.3) 灰白 (10YR8/l)

士師器 椀 15.6 (3.0) にぶい橙(7.5YR7/3)
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~ 454 
上師器 椀 (15.6) (3.6) 灰白 (10YR8/2) 内ミガキ？

上師器 椀 14.6 (4.6) 灰白 (10YR8/2) 丙：ミガキ

455 上師器 椀 14.4 (4.0) 浅黄橙(lOYRS/3)

456 上師器 椀 (16.6) (31) にぶい黄橙(10YR7/3)

457 
井戸8

士師器 椀 6.6 (2.8) 灰白 (10YR8/2) 外ミガキ？

戸459 
上師器 椀 5.7 (1.6) 灰白 (10YR8/2)

上師器 椀 6.8 (2.0) 灰白 (10YR8/2)

460 上師器 杯 14.2 9.2 2.9 にぶい黄橙(10YR7/4) 外ヘラ切り

461 上師器 皿 (8.7) (7.0) 0.8 灰白 (10YR8/2) 外ヘラ切り？

462 士師器 鍋 (4.0) 灰褐 (7.5YR5/2)

463 井戸9 上師器 椀 6.4 (2.5) 灰白 (10YR8/2)

464 
士浪50

上師器 椀 (2.5) にぶい黄橙(10YR7/2)

465 土師器 鍋 (2.5) にぷい褐(7.5YR6/4) 外煤付菩

466 上壊55 陶器 椀 10.8 5.0 7.2 素灰白 (5Y8/l) 施釉（灰白 (5Y7/2)) 肥前系

己 染付磁器 碗 5.4 (4.3) 素灰白 (2.5Y8/l) 施文（暗青灰(5B3/1)) 肥前系

~ 469 
染付磁器 皿 6.0 (1.8) 素灰白 (5Y7/l) 内施文（藍(2PB3/5)) 肥前系

陶器 天目椀 3.7 (3.3) 素 にぶい赤褐(2.5YR5/3) 施釉（赤黒(2.5YR2/l)) 天目

470 瓦質土器 鉢 (30.0) (4.3) 灰黄(2.5Y6/2) 外ヘラ描文

471 亀山焼 甕 (9.6) 灰黄褐 (10YR6/2) 内エ其ナデ外タタキ後ハケメ

~ 473 
上壊56 傭前焼 甕 26.0 (13.3) 灰赤(2.5YR4/2)

備前焼 摺鉢 (31.8) (6.2) 仄赤(2.5YR4/2) 丙摺り目

冒 瓦 軒丸瓦 長(13.0) 闘(8.0) 厚(3.3) 灰(N4/0) 裏ナデ表珠文 三己文

475 瓦 丸瓦 長(13.0) 厚(2.2) 帽(7.7) 灰白 (10YR8/2) 凹布目凸ナデ

476 瓦 平瓦 長(11.4) 車目(14.7) 厚(2.3) 黄灰(2.5Y6/l) 凹布目凸縄目

477 瓦 平瓦 長(11.6) 車面(11.7) 涅(2.5) にぶい黄橙(10YR7/3) 凹布目凸格子目

478 土堀57 閲器 皿 12.1 4.1 3.2 素灰白 (7.5Y7/l) 施釉（灰オりープ(7.5Y5/3))・ 砂目 肥前系

479 上壊58 陶器 皿 (2.6) 素黄灰(2.5Y6/l) 施釉（暗オリープ(5Y4/3)) 肥前系

480 上師器 椀 14.9 6.6 6.0 灰白 (10YR8/2) 丙會外ヘラミガキ

481 上師器 椀 (15.6) (3.3) 灰白 (10YR8/2)

482 上師器 椀 (15.0) (5.3) 灰白 (10YR8/2) 内 暗文状の線状痕

冒 土師器 椀 (2.2) 灰白 (10YR8/2)

484 上師器 椀 6.0 (1.6) 浅黄橙(lOYRS/3)

485 上師器 椀 5.4 (1.7) にぶい黄橙(10YR7/2)

486 溝 8・9 土師器 椀 4.7 (2.5) 仄白 (10YR8/2)

487 上師器 杯 8.6 (21) にぶい黄橙(10YR7/2) 内黒斑外底音臼ナデ

冒 上師器 小皿 7.9 6.7 1.9 橙(7.5YR7/6)

489 上師器 鍋 (8.4) にぶい黄橙(10YR6/3) 外煤付昔

490 須恵器 壺 14.1 (3.7) 灰白 (2.5Y7/l)

491 瓦 平瓦 長(12.3) 車面(11.0) 涅(1.8) 灰白 (2.5Y7/l)~灰(N6/0) 門布目凸ナデ

492 瓦 平瓦 長(12.3) 闘(7.8) 涅(2.3) にぶい橙(7.5YR6/4) 凹布目

493 上師器 椀 (2.3) 灰白 (10YR8/2) 内・外 ミガキ

494 士師器 椀 (14.8) (3.0) 明褐灰(7.5YR7/2) 丙ミガキ

495 上師器 椀 62 (1.9) 灰白 (7.5YR8/2)

496 
溝11

上師器 椀 6.6 (1.5) 灰白 (10YR8/2)
I 

497 上師器 椀 7.8 (1.7) 灰白 (10YR8/2)

冒 上師器 椀 7.2 (2.8) 灰白 (2.5Y8/l)

499 士師器 皿 (7.0) 42 11 灰白 (7.5YR8/2) 外ヘラ切り後ナデ？ 穿孔

500 上師器 皿 9.8 7.4 1.6 橙(7.5YR6/6)

501 溝12 上師器 椀 7.2 (2.2) 灰白 (10YR8/2)

502 
溝13

上師器 椀 15.1 (21) 仄白 (2.5Y8/l)

言 瓦 平瓦 長(13.6) 闘(8.6) 厚(2.0) にぶい黄橙(10YR7/3) 凹布目凸縄目

504 溝17 土師器 皿 6.0 (1.0) にぶい黄橙(10YR7/2)

已竺 陶器 皿 9.0 (4.0) 素にぶい褐(7.5YR6/3) 肉施釉（灰白 (5Y7/l))・ 砂目 肥前系

506 
溝19

情前焼 宝士 13.8 (3.0) 褐灰(5YR4/l)

言 備前焼 癌 (29.6) (5.0) 赤禍 (lORS/3)

言 瓦 平瓦 長(9.0) 闘(9.4) 厚 (2.0) 灰白 (10YR8/2) 凹布目凸縄目

已 上師器 椀 6.9 (2.0) 浅蒻橙(lOYRS/3)

已 上師器 椀 6.8 (1.9) 浅蒻橙(lOYRS/3)

511 
下がり l

上師器 皿 8.7 51 1.3 浅蒻橙(lOYRS/3) 外ヘラ切り

言 士師器 皿 9.6 7.2 1.4 にぶい黄橙(10YR7/2) 外ヘラ切り

言 輸入白磁 碗 6.0 (1.5) 素灰白 (5Y7/l) 内〗外怖釉（透明）

514 須恵器 宝士 14.0 (71) 黄灰(2.5Y6/l)

515 備前焼 摺鉢 (6.2) 橙(2.5YR6/6) 丙摺り目 8本l単位
I 下がり 2

情前焼 灰赤(2.5YR5/2) 内摺り目516 摺鉢 (8.4) 

517 
下がり 3

上師器 椀 6.0 (1.3) 灰白 (10YR8/2)

518 傭前焼 灯明皿 (11.0) 1.3 褐灰(7.5YR6/l)

519 往穴12 瓦 軒平瓦 長(13.0) 車目(15.3) 涅(5.6) 灰(N4/0) 凹ナデ凸縄目・ケズリ 平城宮6663系均墜唐草文

520 柱穴14 土師器 皿 7.6 6.5 0.9 浅蒻橙(lOYRS/3) 外ヘラ切り

521 柱穴16 上師器 皿 (6.4) (4.4) 1.3 にぶい黄橙(10YR7/3) 外ヘラ切り

522 柱穴17 上師器 椀 15.0 (4.5) 灰白 (10YR8/2)

523 上師器 椀 12.4 (3.0) にぶい黄橙(10YR7/3)

詈
遣喘に伴わな

上師器 椀 14.3 (3.8) にぶい黄橙(10YR7/2)
い遣物

士師器 椀 14.2 (6.0) 4.3 にぶい黄橙(10YR7/2)
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掲載遣樺名 種別 器種
言t祖U{直 (cm)

色調 形態• 手法の特徴など 備考
D径 底径 器忘

二527 上師器 椀 14.8 7.0 5.4 にぶい黄橙(10YR7/2) 内ミガキ？

上師器 椀 5.8 (1.8) 浅黄橙(lOYRS/3)

528 上師器 椀 5.8 (3.2) にぶい黄橙(10YR7/4)

529 上師器 椀 7.0 (3.3) にぶい黄橙(10YR7/2) 内ミガキ？

530 士師器 椀 71 (51) 灰白 (10YR8/2)

号
上師器 皿 8.6 6.8 11 橙(7.5YR6/6)

上師器 皿 8.4 5.4 (1.5) 灰白 (2.5Y8/l)

533 上師器 皿 8.2 6.3 11 にぶい橙(7.5YR7/4) 肉□外ヨコナデ

534 上師器 皿 8.2 7.3 1.2 灰白 (2.5Y8/2) 外ヘラ切り

已 士師器 杯 7.4 5.3 3.3 にぶい黄橙(10YR7/3) 外ヘラ切り

二537 上師器 杯 6.0 (2.8) にぶい黄橙(10YR7/3)

上師器 皿 9.6 (2.5) にぶい黄橙(10YR7/2)

538 須恵器 空士 (12.0) (5.8) 仄白 (10YR8/2)

539 
遣嘴に伴わな

須恵器 壺 11.9 (6.8) 灰白 (N7/0) 外貼付高台

已 い造物 輸入白磁 碗 15.8 (3.5) 素灰白 (5Y8/l)

渇
輸入白磁 碗 17.0 (3.3) 素灰白 (N7/0) 施釉（灰白 (7.5YR7/2)) 

輸入白磁 皿 5.0 (1.3) 素灰白 (5Y8/l) 施釉（灰白 (5Y7/2))

543 輸人白磁 碗 6.6 (3.0) 素灰白 (5Y8/l) 内施釉（灰白(5Y7/l)) 外露胎

544 輸入白磁 碗 6.7 (2.6) 素灰黄(2.5Y7/2) 内沈線・施釉（透明）外露胎

ニ546 輸入音磁 碗 5.6 (3.5) 素灰白 (10YR7/l) 施釉（オりープ灰(OYR6/2)

閲器 皿 12.6 3.8 2.8 素灰黄 (2.5Y6/2) 丙施粕（灰オリーブ(7.5Y4/2)) 肥前系
I 

内 蛇ノ目釉ハギ＋ 胎土目・胞釉（暗オリ
547 陶器 皿 4.6 (1.9) 素灰白 (10YR7/l)

ープ(7.5Y4/3))
肥前系

548 陶器 皿 4.4 (2.6) 素 にぶい黄橙(10YR7/4) 内砂目外施釉（灰白(2.5Y7/l)) 肥前系

549 陶器 鉢 (3.5) 素蒻灰(2.5Y5/l)
内→外胞釉（オリープ黒(7.5Y3/l))

肥前系
外 D禿,j'・刷毛目文

言 情前焼 皿 6.8 4.3 0.8 にぶい橙(2.5YR6/4) 外糸切り→油煙付菩

551 備前焼 灯明受皿 9.7 7.0 1.3 暗灰(N3/l) 外糸切り

552 傭前焼 甕 (6.5) 暗赤褐(2.5Y3/3)

石製品

掲載番号 掲載遺柵名 器種 石材
言十j則｛直 (rnrn) 重三

時朗 備考
最大長 荒大嘔 荒大厚 (g) 

＊ 打製石斧 粘板岩 (84.0) 49.0 16.0 (60.72) 

還樺に伴わない造物
打製石斧 粘板岩 (96.0) 46.0 11.0 (52.93) 

縄文
S 3 打嬰石斧 粘板岩（弱い熱変戌） 100.5 49.0 16.0 78.03 

S4 打製石斧 粘板岩 115.0 53.0 19.5 13126 

S 5 竪穴住居 l 鏃 サヌカイト (17.0) 14.0 2.5 (0.42) 弥生後期後半

S6 
竪穴住居2古

砥石 流紋岩 106.0 57.0 13.0 123.27 
弥生後期後葉

I S7 砥石 流紋岩 (133.5) 108.0 33.0 (559.40) 

S8 竪穴住居2新 鏃 サヌカイト (19.3) 17.0 4.0 (1.28) 弥生後期後葉

S9 鏃 サヌカイト 15.0 12.0 3.0 0.39 

三 竪穴住居3古
鏃 サヌカイト (20.0) (14.0) 2.0 (0.59) 

弥生後期前葉
鏃 サヌカイト (22.5) 16.0 2.5 (1.02) 

I s 12 鏃 サヌカイト (35.5) 15.0 42 (2.29) 

I s 13 鏃 サヌカイト 19.0 13.0 2.5 (0.43) 

I s 14 鏃 サヌカイト (16.5) 15.0 2.5 (0.58) 

三 竪穴住居3新
鏃 サヌカイト 22.0 (18.0) 3.5 (0.97) 

弥生後期前葉
鏃 サヌカイト (17.5) 13.0 2.3 (0.54) 

S 17 鏃 サヌカイト (22.2) 14.5 5.5 (1.38) 

S 18 鏃 サヌカイト (34.0) (16.0) 5.5 (2.91) 

S 19 井戸4 打製石包丁 サヌカイト 92.0 47.5 7.0 38.75 弥生中期末～後期籾頭 珪酸付菩

S20 井戸5 砥石？ 流紋岩 94.0 79.0 9.5 89.92 弥生中期末～後期初頭

S21 土渡9 磨石敲石 流紋岩 82.0 80.0 51.0 46.17 弥生中朗中葉

S22 
上灌20

鏃 サヌカイト 23.0 15.0 3.0 (0.78) 
弥生中期中葉

S23 不明 粘板岩 (32.0) 18.0 11.0 (8.67) 

S24 土壊41 打製石包丁 サヌカイト (35.0) 43.0 5.5 (10.91) 弥生後期初頭

三
錘 花尚岩（細粒） 65.0 61.0 55.0 277.00 

打製石包丁 サヌカイト (34.5) (42.0) 9.0 (18.28) 

S27 打製石包丁 サヌカイト (37.0) 48.5 9.5 (19.84) 珪酸付菩

1 S28 錐 サヌカイト 19.0 11.0 4.0 0.62 

｀ 
錐 サヌカイト 28.0 16.5 8.0 2.25 

鏃 サヌカイト (12.0) 10.0 2.5 0.33 

鏃 サヌカイト 18.5 (12.0) 2.5 (0.54) 

S32 遣樺に伴わない造物 鏃 サヌカイト (14.0) 15.0 2.5 (0.50) 

1 S33 鏃 サヌカイト 19.0 (14.0) 3.5 (0.52) 

予
鏃 サヌカイト (19.5) (14.5) 2.5 (0.51) 

鏃 サヌカイト 24.5 14.0 3.0 0.56 

I S36 鏃 サヌカイト (23.8) 16.5 4.0 (0.93) 

1 S37 鏃 サヌカイト (11.5) (16.5) 3.0 (0.52) 

三
鏃 サヌカイト 17.0 7.0 3.0 0.60 

鏃 サヌカイト 18.5 12.0 2.5 0.54 

-320-



掲載番号 掲載遺樺名 器種 石材
言十j則｛直 (rnrn) 重三

時防 備考
荒大長 荒大嘔 荒大厚 (g) 

＊ 鏃 サヌカイト (17.5) (13.5) 4.0 (10) 

選樺に伴わない逍物 鏃 サヌカイト 25.0 23.0 5.0 3.04 末成品

S42 鏃 サヌカイト (35.5) 24.0 6.0 (5.62) 

S43 鏃 サヌカイト 21.0 12.0 3.5 0.86 

S44 
堅穴住居4

砥石 花尚岩（細粒） 78.0 78.0 44.0 403.62 
古墳初頭

臼
砥石？ 泥質ホルンフェルス 86.0 55.5 47.0 217.66 

磨石 珪質片岩 129.0 78.0 136.0 788.58 

S47 河遵2 砥石 流紋岩 (19.0) 27.0 (20 0) (10.96) 

S48 遣嘴に伴わない遣物 鍋 滑石 7.9 2.2 1.5 62.96 中世 砥石に転用

土製品

掲載番号 遺請名 器種
言t祖肘直 (mm) 

重蓋(g) 色調 時期 備考
琵大長 辰大閲 荒大厚 孔径

C 1 堅穴住居2古 土玉（土錘？） 28.0 30.8 12.0 5.0 24.13 灰褐(7.5YR6/2) 弥生後朗後葉

C2 上壊9 不明 (32.3) 10.0 7.4 (2.65) 患褐(10YR3/l) 弥生中期中薬 控状

C3 土壊20 紡錘車 33.8 4.2 3.9 5.29 にぶい黄褐(10YR5/3) 弥生中期中葉

C4 遣嘴に伴わない遣物 分鋼形 (45.0) (49.5) 12.5 (2515) 黄灰(2.5Y4/l)

C5 上壊49 円面硯 2.2 12 灰白色(N7/0) 8世紀後半 脚蔀片

C fi 不明 69.3 40.8 41.2 (49.74) 灰白色(lOYRS/2)

I C7 錘 62.1 15.7 4.9 16.25 にぶい黄橙(10YR7/3)

C8 錘 62.4 15.5 52 15.58 にぶい黄橙(10YR7/3)

C9 河道2 錘 73.8 18.6 4.4~5.0 20.19 にぶい黄橙(10YR7/3)

ClO 錘 69.6 19.3 4.3~5.0 22.62 にぶい橙(7.5YR7/3)

I Cll 錘 73.4 20.3 5.0~5.6 26.10 にぷい黄橙(10YR7/2)

I Cl2 錘 (36.7) 15.9 4.1 (10.66) にぶい橙(7.5YR7/4)

Cl3 玉 22.3 22.3 10.0 2.1 9.81 灰白色(lOYRS/2)

C14 円板形上製品 24.6 10.7 6.40 灰色(N5/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

Cl5 円板形上製品 22.1 10.5 5.87 灰白色(N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

I Cl6 円板形土製品 33.1 15.0 17.82 灰白色(N7/0) 須恵苦転用、打ち欠き成形

I Cl7 円板形上製品 33.5 12.0 15.62 灰色(N6/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

Cl8 円板形上製品 47.6 13.7 40.20 灰色(N5/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

Cl9 錘 23.4 6.2 2.5 0.89 仄黄緑(10YR5/2)

C20 錘 (34.8) 12.7 2.2-4.0 (4.26) にぶい黄橙(10YR6/4)

I C21 錘 (36.3) 9.4 2.6 (3.17) 灰(N3/0)

C22 遣嘴に伴わない遺物 錘 (29.0) 12.2 3.6 (4.79) にぶい黄橙(10YR6/4)

C23 錘 (43.2) 12.8 3.0 (6.82) にぶい黄橙(10YR7/2)

C24 錘 54.9 15.2 3.3 12.93 にぶい黄褐(10YR5/4)

C25 錘 (50.2) 15.6 3.3 (9.27) 褐灰(10YR4/l) (3点）

I C26 錘 60.3 19.1 4.4 17.66 患(7.5Y2/l)

C27 錘 93.2 419 11.9 187.43 にぷい黄橙(10YR6/3)

C28 円面硯 灰白 (2.5Y7/l) 古代 脚聟片、復元径 321cm 

C29 風字硯 76.0 38.0 23.0 灰(N6/0) 古代
I 

C30 風字硯 57.0 24.0 29.0 灰(N6/0) 古代 脚紐片

I C31 円面硯？ 53.0 43.0 31.0 灰白 (2.5Y7/l) 古代

C32 
下がり l

円板形土製品 21.9 10.7 5.42 灰(N5/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C33 円板形上製品 26.3 13.8 10.89 灰白 (N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C34 柱穴13 漣 90.3 71.1 68.4 475.61 にぶい黄橙(10YR7/2) 古代

C35 円板形上製品 24.1 11.6 6.99 灰(N5/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

I C36 円板形上製品 27.9 12.5 10.35 灰白 (lOYRS/2) 須恵器転用、打ち欠き成形

C37 円板形土製品 23.7 7.5 5.29 灰白 (N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

1 C38 円板形上製品 44.4 18.5 48.72 にぶい褥(7.5YR6/3) 傭前焼転用、打ち欠き成形

C39 錘 (27.5) (13.5) 3.3 (3.99) 患褐(2.5Y3/l)

I C40 追樺に伴わない遺物 錘 (29.7) 12.1 4.6 (3.42) 浅黄橙(10YR8/3)

I C41 錘 (58.4) 17.3 5.2 (15.26) 灰黄(2.5Y6/2)

1 C42 錘 (37.2) 116 3.9 (4.16) 灰白 (2.5Y8/2)

1 C43 錘 (34.8) 9.6 3.8 (3.16) 灰黄(2.5Y7/2)

C44 錘 (44.1) 12.7 4.7 (5.69) 灰白 (2.5Y7/l)

I C45 錘 48.5 13.0 3.0 8.66 にぶい黄橙(10YR7/2)

金属製品

掲載番号 掲載遣構名 器種 材質
言t祖肘直 (mm) 

重蓋 (g) 時期 情考
振大長 荒大閲 荒大厚

I Ml 不明 鉄 (25.9) llO 4.2 (1.72) 

M2 竪穴住居2古 鏃の茎？ 鉄 (28.7) 69 6.4 (2.09) 弥生後期後葉
I 

M3 摘鎌 鉄 (29.6) 78.4 2.0 (3219) 

M4 土境20 不明 鉄 34.8 22 6 3.2 7.45 弥生中期中葉 鋳造鉄斧再加工品

M5 竪穴住居4 不明 鉄 40 7 34.4 3.0 13.74 古墳初頭 板状

M6 河道2 釦 鉄 (25.8) 55 5.2 (1.28) 

M7 選樺に伴わない逍物 不明 鉄 (26.3) 212 5.1 (12.99) 古墳 板状
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掲載番号 掲載遣樺名 器種 材質
言t洞肘直 (mm) 

重;.;:(g) 時期 備考
昂大長 荒大嘔 荒大厚

＊ 遣構に伴わない遣物 鋤先 鉄 (114.6) (39.8) 15.8 (5510) 
古墳

不明金具 銅 (34.5) 19.1 4.7 (3.40) 

MlO 柱穴15 鏃 鉄 (49.6) (21.2) (3.2) (910) 

Mll 錢 銅 23.4 (2.03) 聖安元賓

Ml2 錢 銅 22 7 2.08 寛永通賓

三岳
鏃 鉄 (42.0) (20.0) 5.0 (2.22) 雁又

遺喘に伴わない還物 鏃 鉄 (50.2) (23.0) 5.0 (4.48) 中世 雁又

Ml5 鏃 鉄 (50.2) (22.4) 3.0 (9.65) 

Ml6 釘 鉄 (45.7) 4.2 4.1 (1.71) 

Ml7 刀子 鉄 (92.5) 10 8 3.8 (810) 

北溝手遺跡遺構一覧表

竪穴住居

長軸 短軸 床面積
床面
往 柱間距離

中央穴 (cm) 方形上渡 焼 壁 .,., 向

遣樺名 地区名 平面形 標忘 ± 体 床 時期 備考
(cm) (cm) (rrf) 

(cm) 穴
(cm) 形状 長x短 深さ 長x短 深さ 面 溝 部

竪穴住居 l 14K 方？ - (6.35) 847 (1) 無 無 無 無 無 有 無 無 弥生中期中葉古

堅穴住居2 14K 隅丸方 350 - (6.04) 841 無 無 無 無 無 無 無 無 有 無 弥生中期末葉

竪穴住居3 14K M 円 1080 - (65.31) 854 (8) (270~125) 有 156 X 100 32 無 無 有 無 無 弥生前期中葉

竪穴住居4 14M 円？ (570) - (10.77) 870 (2) 225 ？ ？ ？ ？ ? - 有 無 弥生中防前半

竪穴住居5 14 16M 円 382 - (10.30) 867 (1) 無 無 無 無 無 無 有 無 弥生後期初頭

竪穴住居6 160 円？ (490) - (4.89) 876 有 有 無 弥生中期前蕪

竪穴住居7 160 円 600 - (13.74) 884 4 270~210 不整惰円 110X54 45 無 無 無 有 無 弥生中期中葉

竪穴住居8 160 長方 (670) (348) (21.55) 872 2 285 無 無 無 無 無 有 無 無 弥生中朗前葉～中葉

竪穴住居9 160 円 (482) 866 4 239~205 円 51 X 51 32 無 無 有 無 無 弥生中期前葉

竪穴住居10 160・Q 長方 540 (306) (22.46) 874 (3) (245-150) 無 無 無 無 無 有 有 無 弥生中期中葉古

竪穴住居11 16Q 長方 (366) (308) (11.27) 882 2 277 無 無 無 無 無 無 無 無 弥生中胡中葉古

竪穴住居12 16Q 長方 500 (340) (13.32) 886 2 270 無 無 無 100 X 51 18 無 有 無 弥生後期末葉

竪穴住居13 18Q 長方 880 (2) (260) 無 無 無 無 無 無 有 無 弥生中期後葉以削

竪穴住居1416 18Q 円 883 4 230~190 円？ 32X29 33 無 無 無 無 無 弥生中防後葉以前

竪穴住居15 18Q 円 490 885 4 230-210 不整楕円 120 X 100 32 無 無 有 有 無 弥生中期後葉以荊

翌穴住居16 18Q 長方 319 (187) 861 

゜
無 無 無 無 無 無 無 無 弥生中期後葉以前

竪穴住居17 18 S 円？ 588 881 6 275~140 無 無 無 無 無 有 有 無 弥生中期中葉

竪穴住居1822W 円？ 871 (1) ＿紐"'、 無 弥生中期中葉

竪穴住居1922W 円？ 625 - (19.45) 864 (4) (220~185) 隅丸方 (81) X (71) 28 無 無 有 有 無 弥生中期中薬

竪穴住居2022Y 隅丸方？ 420 - (8.78) 865 無 無 円 6QX6Q 32 無 無 無 無 無 弥生中期削半

竪穴住居21 20Y 長方 215 874 無 無 無 無 無 無 無 無 無 弥生中期後半

竪穴住居2222Y 円 458 - (13.30) 870 (3) (240~230) 楕円不
148 X 55、

8、32 無 無 無 有 無 弥生中朗中葉後半
整楕円 50X48 

竪穴住居2324IIA !IC 方？ (290) 256 (6.44) 862 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 弥生中期中葉古

掘立柱建物

遣樺名 地区名 規模
柱聞距離 (cm)

桁行 (cm) 梁行 (cm)
面積 棟方向

時期 備考
桁 梁 (rrl) N-0-E・W 

掘立柱建物 l 160 4 X 2 180-117 180-130 609 350 21.31 N-25"-W 弥生中期末葉

掘立柱建物2 160 2 X 1 228~162 200~180 390 200 7.80 N-21"-W 弥生中期後葉

掘立柱建物3 16Q 1 X 1 305-303 240-232 305 240 7.32 N-90"-E 弥生中期末葉

掘立柱建物4 22Y 1 X 1 243~242 233~214 243 233 5.67 N-59"-E 弥生中期後蕪～後期前葉

掘立柱建物5 2211 A 2 ? X 270~190 弥生中期後葉

掘立柱建物6 22・24IIC 3 ? X 130-90 N-2T-E 弥生中期前半

井戸

掲載遣構名 地区名 平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標志 (cm) 時期 傭考

井戸 l 160 不整円形 137 120 174 706 弥生後期末葉

井戸 2 18Q 円形 98 94 89 797 弥生後朗末葉

井戸 3 20・22Y 不整方形 (170) (159) 124 759 弥生後期末葉

井戸 4 2211 A 楕円形 (250) (llO) 101 773 弥生中期前葉

井戸 5 20W 楕円形 224 (190) 76 804 近世

井戸 6 20W 不整楕円形 216 86 790 18世紀以降 曲物

井戸 7 20Y 円形 131 128 95 795 幕末～明治 曲物

井戸 8 2211 A 不整方形 181 155 54 834 幕末～明治 曲物

井戸 9 2211 A 楕円形 128 140 65 819 幕末～明治

井戸10 2211 A 円形 170 65 59 833 近世

井戸11 2411 C 円形 (194) 68 804 近世 (18世紀）
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掲:::名 124!:名 I不；::? 長軸 (crn~l75) I 短軸 (cm)1261 深さ (cm) 631 底面標岩 (cm)820 I 近世 71~世紀） 備考

井戸13 I 2411 E 楕円形？ 145 145 84 802 I 幕末～明治

土塙

掲載遣樗名 地区名 平面形 断面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標志 (cm) 時期 情考

土壊 l 16M 惰円形 Illb 131 75 16 850 伺文晩期後薬

上渡2 16M 長楕円形 III a 166 40 10 872 縄文晩期

上壊3 16Q・S 不整長方形 皿c 169 70 16 879 縄文晩期中葉

士塙4 lOE 不整長方形 III a 97 47 10 862 弥生中期末葉

上渡5 lOE 不整楕円形 III e (208) 124 10 860 弥生後朗初頭

上渡6 12G 不整楕円形 III a 164 125 37 834 弥生中期中薬

土壊7 12G 不整楕円形 III a 156 100 (54) 814 弥生中期中葉新

上渡8 12G 不整長楕円形 III a (306) 79 20 840 弥生中朗中華 舟形±渫

土塙9 12G 隅丸方形 III a (300) 165 66 771 弥生中期後半

上渡10 14K 楕円形 III a 121 86 33 825 弥生中朗中葉

上涼11 14K 花円形 III a 88 33 816 弥生中期中薬

土壊12 14K 長楕円形 III a 179 54 27 838 弥生中期中葉

上湛13 14K 不整楕円形 皿c 125 (90) 19 844 弥生中期中葉

上涼14 14K M 不整長方形 III C 327 95 90 774 弥生中朗前葉新 舟形土源

上渡15 14K M 長楕円形 228 100 62 802 弥生中朗中葉古 上濯墓

上涼16 14M 楕円形？ III a 120 86 13 862 弥生中朗前半

土壊17 14M 不整長方形？ III a (300) 102 23 852 弥生中期前葉新

上湛18 16M 不整形 III a 120 34 856 弥生中期中葉

上涼19 14M 16M 不整楕円形 Illb (300) 76 28 847 弥生中期中華 舟形上渡

土壊20 14M 不整楕円形 III a 120 96 10 870 弥生中期後葉

上渡21 14M 惰円形 III a 154 104 16 864 弥生中期

土境22 14M 不整楕円形 III a 322 104 26 854 弥生前朗後蕪 舟形土源

上渡23 14M 楕円形 III a 102 82 56 826 弥生中期

上涼24 14M 培円形 皿e 131 116 18 869 弥生中期中薬

土壊25 14M 不整円形 Illb 90 80 18 861 弥生中期前半

上濯26 14M 不整長方形 III a 386 50 58 823 弥生中期中葉 舟形±壊

上壊27 14M 隅丸方形 Illb 134 75 17 864 弥生前期

土壊28 16M 楕円形？ III a (60) 68 38 849 弥生前期後葉

上涼29 16M 円形？ II b (lll) 41 845 弥生中朗末葉

土壊30 160 不整長方形 Illb 170 74 28 854 弥生中期中葉古

上渫31 160 不整惰円形 III a 79 64 35 847 弥生中期後半

上壊32 16M 0 不整長楕円形 III a (280) 50 64 815 弥生中朗中華 舟形上渡

土壊33 160 不幣長方形？ III e (112) 108 8 874 弥生後期末葉

上渡34 160 不整楕円形 II a (156) llO 70 818 弥生後朗初頭

上壊35 160 方形？ 皿c (50) 31 854 弥生

上濯36 160 不整方形？ (ill a) (120) 11 874 弥生後期

上壊37 160 楕円形 II a 137 79 44 836 弥生中朗末葉

土壊38 160 長方形？ III a (240) 96 36 877 弥生後期後葉

上渡39 160 隅丸方形 II b (170) 165 31 871 弥生後朗前葉

上壊40 160 不整長方形 II a 90 83 22 876 弥生後期末蕪

土塙41 160 楕円形？ 傭Ia) 148 (95) 16 884 弥生中期後葉古

上壊42 160 不整楕円形 III a 140 71 19 881 弥生中朗前半

土壊43 160 不整円形 57 (50) (9) 900 弥生後期末葉

上濯44 160 楕円形 皿e 138 (94) 26 864 弥生中期中葉

上壊45 160 不整楕円形 III a (160) 82 32 863 弥生中期前半

土壊46 160 不繁長楕円形 II a (282) 39 28 872 弥生前期後葉 舟形土壊

上渡47 160 不整楕円形 III a 205 105 24 866 弥生前朗後葉

上渡48 160 不整楕円形 II b 92 75 36 842 弥生後期末蕪

土塙49 160 楕円形？ III C (220) 65 13 864 弥生中期中葉 舟形土源

上壊50 160 不整方形 III a (101) 82 18 862 弥生前朗中葉

土壊51 160 楕円形？ 皿c 54 11 867 弥生

上渡52 16Q 楕円形 III a 133 (114) 28 866 弥生後朗末葉

上渡53 160・Q 不幣長楕円形 Illb 310 120 45 849 弥生前期前半 舟形±壊

土塙54 16Q 不整楕円形 III a 93 53 12 871 弥生中期中葉

上濯55 16Q 不整楕円形 II C 133 (50) (9) 871 弥生後期

上壊56 16Q 不整円形 Illb (63) 61 (12) 871 弥生前朗後半 2基重複

上渡57 16Q 不整長方形 III a (280) 127 28 877 弥生前朗後半

上渡58 16・18Q 円形 Illb (108) 28 869 弥生中期中華

土塙59 16Q 不整楕円形 III a 125 70 11 887 弥生中期中葉

上濯60 16Q 円形？ 98 (94) 89 797 弥生中期中葉古

上涼61 16Q 長方形？ 皿e 190 90 16 883 弥生中朗前葉

土壊62 16Q 不整楕円形 II a (70) 65 56 836 弥生前期後半

上渡63 18Q 不整楕円形 (ill b) (llO) 77 11 873 弥生前期

土塙64 18Q 円形 III a 80 80 29 857 弥生中期中葉古

上濯65 18 S 不差楕円形？ 皿e 160 (65) 16 870 弥生

上涼66 18 S 不整格円形 Illb 116 82 27 851 弥生後期初頭

土塙67 18 S 隅丸長方形 III a 105 69 13 866 弥生中期中葉
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掲載遣樗名 地区名 平面形 断面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面標岩 (cm) 時期 備考

土壊68 18 S 不整長方形 III a 109 82 12 867 弥生中期中葉

上涼69 18 S 隅丸方形 Illb 105 104 42 839 弥生中期後葉

土塙70 18 S 円形 III a lll 111 43 840 弥生中期中葉新

上渡71 20U 不整長方形 III a (370) 165 27 870 弥生中朗中葉

上壊72 20W 不整長方形 III a 245 142 25 858 弥生後朗末蕪

土境73 20W 拷円形 III a (95) 80 14 865 弥生中期前半

上渡74 20W 不整楕円形 Illb (200) 150 63 825 弥生中朗中葉

上涼75 20W 長方形 Illb 130 85 12 868 弥生中期

上濯76 22W 長方形？ III a 13 862 弥生中朗前半

上壊77 22W 楕円形 III a 128 70 6 863 弥生中期

土境78 22W Y 隅丸長方形 Illb 135 69 16 853 弥生中期中葉

上渡79 22Y 不整円形 III a 91 8 861 弥生中期

上涼80 22Y 楕円形m Illb 235 130 26 845 弥生中朗前半

土壊81 20Y 長楕円形 III a (250) (214) 37 848 弥生中期前葉

上壊82 22Y 不整方形 III a 100 78 12 868 弥生前期？

土境83 22Y 不整方形 III e 101 93 68 865 弥生前期中葉～後半

上渡84 22Y 方形 III a 127 95 22 860 弥生中朗後半

上涼85 22Y 長方形 III a 184 90 19 864 弥生後朗前葉

土壊86 2211 A 楕円形 III a 229 102 49 838 弥生中期中葉

上湛87 22・24IIA 不整楕円形 Illb 159 64 8 855 弥生中期中葉

上涼88 22・24IIA 不整長方形 III a 146 116 27 843 弥生中期？後期前葉

土壊89 22・24IIA 不整楕円形 III C (150) 95 3 875 弥生？

上涼90 2411 A 不茎方形？ III a (73) (65) (13) 842 弥生後朗前半

土壊91 2411 A 不整楕円形 Illb (240) 70 ， 854 弥生中期後葉

上湛92 2411 A 不整円形 III a 109 13 861 弥生中期中葉？

上涼93 2411 A 不茎長楕円形 III a (345) 67 50 820 弥生中期前葉古～中葉 舟形上渡

土壊94 2211 A 惰円形 Illb 193 92 31 844 弥生中期前半

上濯95 2411 C 不整楕円形？ Illb (135) 117 13 856 弥生中期中葉

上壊96 2611 E 不整楕円形 Ille 125 90 10 860 弥生中期前半？

上渡97 2411 E 楕円形 III a 196 108 56 831 弥生中朗中葉

上涼98 2611 E 円形？ III a ? 109 (70) 42 842 弥生中期中薬

土壊99 160 惰円形 (II b) 89 41 12 877 古代 ウマ

上壊100 lOG 不整長方形 III a 125 95 46 834 近世

±渡101 160 不整長方形 III a 230 10 889 18世紀以降

土壊102 160 不整長方形 Illb 180 (126) 42 858 18世紀以降

上壊103 160 長方形 III a 155 100 20 882 18世紀以降

土渡104 16Q 不整長方形 III a 150 63 16 885 中世後半

上壊105 16Q 不整長方形 III a 100 54 16 885 中世後半

上渡106 16Q 楕円形 III C lll 87 14 886 中世前半

土渡107 20U 楕円形 (ill a) 245 170 37 827 13C 

上渡108 22Y 不整楕円形 Illb 118 117 25 858 近世

上渡109 22Y 隅丸方形？ III a 164 42 838 近世

土渡110 22Y 隅丸長方形 III a 167 116 58 822 近世

±渡111 22Y 不整長方形 Illb 168 (85) 55 826 近世

土壊112 22Y 長方形 II e 158 102 22 858 近世

上壊113 22Y 長方形？ III a 155 75 814 中世～近世

上渡114 2211 A 隅丸長方形？ III a (187) 73 810 中世

土渡115 22Y 不整長方形？ (ill b) (202) 59 829 中世

上湛116 22Y 方形？ Illb 38 849 中世

上渡117 24II C 円形？ III a 124 (124) 50 832 中世

北溝手遺跡遺物観察表

土器

掲載
掲載追構名 種別 器種

言t祖肘直 (cm) 
色詞 形態手法の特徴など 備考

番号 D径 底径 器忘

1 簡文上器 深鉢 (2.3) 褐(7.5YR4/3) 外貼付突帯・刻目・沈線

「丁― 麗文土器 深鉢 (4.3) 橙(5YR6/6) 外貼付突帯刻目

13― 縄文上器 深鉢 (3.0) にぶい橙(75YR6/4) 外貼付突帯・刻目

二 簡文±器 深鉢 (3.2) にぶい橙(75YR7/4) 外貼1寸突帯・刻目

二 上壊 1 縄文上器 深鉢 (2.9) 灰黄樹(10YR5/2) 外貼付突帯・刻目

二 簡文上器 深鉢 (31) にぶい橙(75YR7/3) 外貼｛寸突帯刻目

7 伺文上器 深鉢 (4.1) にぶい黄橙(10YR7/2) 外貼付突帯刻目

18― 縄文上器 深鉢 (2.6) 黒褐(2.5Y3/l)， 簡文±器 深鉢 (3.9) にぶい蒻褥(10YR4/3) 外ヘラ描沈線

10 縄文土器 深鉢 (2.5) 浅黄橙(lOYRS/3) 外貼1寸突帯・刻目
I 

11 上壊2 縄文±器 深鉢 (4.7) にぷい橙(75YR6/4) 外条痕貼付突帯•別目

□ 網文±器 浅鉢 (2.4) にぶい黄橙(10YR7/3) 丙・外沈線文

13 
上湿3

縄文上器 深鉢 (3.3) にぶい黄橙(10YR6/3) 外刻目

14 龍文上器 浅鉢 (3.0) 灰黄褥(10YR5/2) 内沈線
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

15 柱穴 l 縄文±器 深鉢 (1.9) 灰黄褥(10YR4/2) 外別目•貼付突帯

16 柱穴2 簡文上器 深鉢 (31.7) (14.2) 灰黄橙(10YR5/2) 丙貝骰条哀外刻目

17 縄文上器 深鉢 (19.4) (51) 灰黄褥(10YR6/2) 外貼付突帯・刻目・ニ枚貝条痕

18 簡文上器 深鉢 (4.4) 褐灰(5YR6/l) 外亥I目・貼付突帯
19 饒文土器 深鉢？ (2.7) にぶい橙(75YR6/4) 外貼付突帯刻目

号
縄文上器 深鉢 (2.5) にぶい褥(75YR6/3) 外貼付突帯・刻目

簡文±器 深鉢 (6.9) にぶい褥(75YR5/3) 外巻貝条震・貼1寸突帯・刻目
22 縄文上器 深鉢 (8.0) 灰黄総(10YR6/2) 内二枚貝条痕外刺突文

23 
遣喘に伴わな

簡文上器 深鉢 (12.0) (6.2) 灰黄褐(10YR6/2)
い遣物

こ 龍文上器 浅鉢 (2.3) にぶい蒻橙(10YR7/2)

国
縄文上器 浅鉢 (1.9) 褐(7.5YR4/3) 内・外沈線

簡文±器 鉢 (3.0) 褐灰(7.5YR6/l) 外二攻貝条震

27 網文土器 浅鉢 (1.4) 灰黄褐(10YR5/2) 丙・外門線

28 縄文±器 浅鉢 (21) 褐灰(10YR4/l) 内外凹線

29 龍文上器 浅鉢 (24.4) (3.7) 蒻灰(2.5Y4/l)

号
弥生±器 壺 (1.8) にぶい褥(75YR5/3) 外別目

竪穴住居 1 弥生二器 壺 11.4 (25.1) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外剌突文

32 弥生土器 甕 13.8 (5.0) 灰黄褐(10YR6/2)

33 弥生±器 甕 (3.6) にぶい橙(75YR6/4) 外貼付突帯沈線・別目

号
弥生±器 宝士 13.6 (91) にぶい橙(75YR7/4) 外：刺突文凹線

弥生土器 壺 17.6 (7.9) にぷい橙(75YR6/4) 

戸 弥生二器 壺 17.6 (81) 橙(7.5YR6/6)

37 弥生±器 空士 23 8 (13.5) 橙(5YR6/6) 丙貝殻腹緑刺突文外沈線・竹管文

38 弥生±器 壺 23 2 (3.4) にぶい黄橙(10YR7/3) 外貼付突帯押圧凹線

39 弥生±器 甕 19.6 (3.3) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外凹線4条・棒状浮文

戸 弥生土器 甕 16.2 (19.8) 灰褐 (7.5YR5/2)

戸
竪穴住居2

弥生±器 甕 55 llO 灰褐(7.5YR5/2) 外タタキメ？

42 弥生±器 癌 118 (6.6) にぶい橙(75YR7/4) 

43 弥生±器 甕 110 (3.0) 橙(7.5YR6/6)

44 弥生二器 高杯 318 (5.4) 黒(2.5YR3/2)

戸 弥生±器 忘杯 (23.0) (4.0) 明赤褥(5YR5/6) 外沈線・籾哀？

46 弥生±器 高杯 (20.8) (2.9) 橙(5YR6/6)

47 弥生±器 癌 4.9 (3.3) にぶい橙(75YR6/4) 

48 弥生土器 不明 (6.7) 浅黄橙(lOYRS/3) 外線刻

49 弥生二器 器台 17.6 (13.9) 橙(7.5YR6/8) 外透かし孔・凹線

了 弥生±器 器台 16 6 (17.0) 橙(5YR6/6) 外凹線・透かし孔

51 弥生±器 壺 (12.4) (3.9) にぶい橙(75YR7/4) 

52 弥生±器 壺 (3.3) にぶい蒻橙(10YR6/4) 外沈線文（木葉文）

53 弥生土器 甕 (25.4) (2.8) 橙(5YR6/6) 外刻目

54 弥生±器 甕 (3.5) 橙(5YR6/8) 外別目

rss- 弥生±器 甕 (3.7) にぶい蒻褥(10YR5/3) 外：刻目

56 弥生土器 癌 8.4 (23.4) にぷい黄橙(10YR7/4)

57 弥生±器 亜 8.6 2.2 にぶい蒻橙(10YR7/4) 外穿孔

58 弥生二器 壺 13.6 (5.2) にぶい橙(75YR7/4) 外貼付突帯・刻目？・穿孔
I 

59 弥生±器 壺 (4.2) 橙(7.5YR7/6) 外沈線

~ 弥生土器？ 甕 (2.3) 浅黄橙(lOYRS/3) 外貼付突帯・刻目

61 弥生土器 癌 (2.0) にぶい褥(75YR5/4) 外刻目・貼付突幣

二 弥生±器 甕 (2.4) にぶい橙(75YR6/4) 外刻目心t線
63 弥生±器 甕 (2.9) 橙(5YR6/6)

~ 弥生±器 甕 (9.6) 灰白 (10YR8/2) 外肖I)出突帯沈線・別目

□可― 弥生±器 壺 (14.4) 橙(7.5YR6/6) 外沈線

二 弥生二器 甕 (24.0) (12.7) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外刻目

二 弥生±器 鉢 218 (9.0) 橙(5YR7/6) 内・外黒斑

68 弥生±器 甕 (2.9) 橙(7.5YR6/6) 外：刻目

~ 竪穴住居3 弥生土器 癌 (5.6) にぷい黄橙(10YR7/4) 外沈線

戸 弥生±器 壺 80 (9.0) にぶい橙(75YR7/4) 内黒斑外 ・底部籾痕？

L2!- 弥生二器 壺 7.4 (5.6) にぶい蒻橙(10YR6/4)

二 弥生±器 壺 66 (4.7) にぶい蒻橙(10YR7/3)

73 弥生±器 甕 7.4 (6.0) 灰白 (lOYRS/2)

戸 弥生土器 癌 56 (4.6) 橙(7.5YR7/6) 外黒斑

戸 弥生±器 甕 70 (111) 橙(5YR6/6)

~ 弥生二器 宝士 15.5 (3.7) 橙(7.5YR6/6)

77 弥生土器 空士 llO (4.7) 明赤緑 (2.5YR5/8)
I 

78 弥生±器 壺 (6.4) 灰白 (lOYRS/2) 外沈線

戸 弥生±器 空士 (8.3) 橙(5YR6/6) 外ヘラ描沈線

80 弥生±器 壺 73 (16.7) 橙(7.5YR7/6) 外沈線

口 弥生二器 壺 10 3 (2.9) 明褐灰(7.5YR7/2)

82 弥生土器 空士 61 (5.8) にぶい橙(75YR6/4) 
I 

83 弥生±器 壺 径63 (7.2) 灰黄褥(10YR6/2)

□丁 弥生±器 癌 30 8 (27.5) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線會刻目

85 弥生±器 甕 (4.6) 灰白 (lOYRS/2) 外刻目

予
弥生±器 鉢 (6.7) 灰黄褥(10YR6/2) 外沈線

弥生±器 甕 (22.4) (4.8) 灰黄褥(10YR4/2) 外刻目會沈線
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

渇
弥生±器 壺 (14.5) (3.3) にぶい橙(75YR7/4) 外：段

弥生±器 空士 10.2 (4.0) にぶい橙(75YR7/4) 外穿孔

90 弥生±器 壺 (13.5) (3.0) にぶい橙(75YR7/3) 内・外黒斑

91 弥生±器 壺 (2.8) 灰白 (lOYRS/2) 外沈線

92 弥生土器 空士 (3.6) にぶい蒻橙(10YR7/4) 外：沈線・段

膚
弥生±器 壺 (3.2) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線・段・沈線

弥生二器 宝士 (3.4) 灰黄褥(10YR5/2) 外肖I)出突幣・沈線

95 弥生±器 壺 (4.8) にぶい総(75YR5/4) 外：段＃沈線

96 弥生±器 壺 (2.8) にぶい褐(75YR5/3) 外沈線

二 弥生±器 甕 (4.1) にぶい褥(75YR6/3) 外刻目沈線黒斑

H¼- 弥生±器 甕 (4.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外別目• 沈線・刺突文

弥生二器 甕 (5.7) 橙(7.5YR6/6) 外刻目心t線
100 弥生土器 甕 (2.6) にぷい橙(75YR7/4) 外刻目

101 弥生±器 甕 (5.0) 灰黄褐(10YR5/2) 外別目

己 弥生±器 甕 (3.3) にぶい橙(75YR7/4) 外刻目

二104 弥生±器 甕 (3.7) にぶい褥(75YR6/3) 内黒登外刻目•黒斑

弥生二器 甕 (2.4) にぶい褥(75YR5/3) 

105 弥生土器 甕 10 2 (4.4) にぶい黄橙(10YR7/2)

106 弥生±器 壺 (1.6) 灰白 (lOYRS/2)

玉
弥生±器 亜 (31) にぶい褥(75YR5/4) 

弥生土器 鉢 (4.5) 橙(5YR6/8)

冒 弥生二器 壺 39 6 (5.8) 浅黄橙(lOYRS/3)

llO 
竪穴住居3

弥生±器 空士 (9.6) (2.4) にぶい黄橙(lOYRS/3) 外沈線・刺突文

111 弥生±器 壺 (14.5) (4.0) にぶい橙(75YR7/4) 外段削出突帯

112 弥生±器 壺 (4.7) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外別目•段・沈線

冒 弥生土器 空士 (4.9) 橙(5YR6/6) 外肖I)出突幣

下 弥生±器 壺 (4.2) 黄灰(2.5Y6/l) 外貼付突帯

115 弥生±器 宝士 (5.6) 灰白 (lOYRS/2) 内：黒斑

116 弥生±器 壺 (3.5) 灰白 (lOYRS/2) 外重弧文

117 弥生二器 壺 (3.2) 橙(5YR6/6) 外ヘラ拮沈線・黒斑

冒 弥生±器 甕 (5.9) 浅黄橙(lOYRS/3) 外刻目

119 弥生±器 甕 (2.6) 橙(5YR6/6) 外別目

120 弥生±器 癌 (20.3) (6.7) 浅蒻橙(7.SYRS/4) 外刻目心t線
121 弥生土器 甕 (4.4) 灰白 (lOYRS/2) 外：刻目・段

122 弥生二器 甕 (20.3) (5.3) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外刻目心t線
冒 弥生±器 甕 (3.9) 浅黄橙(lOYRS/3) 外刻目• 沈線

124 弥生±器 甕 (2.7) 褐灰(10YR5/l) 外刻目• 沈線

125 弥生±器 癌 (4.4) 灰白 (lOYRS/2) 外刻目心t線
126 弥生土器 甕 (5.7) にぶい橙(75YR7/4) 外刻目• 沈線

127 弥生±器 甕 (18.2) (4.6) にぶい褥(75YR5/3) 外刻目心t線
冒 弥生±器 甕 (2.7) にぶい橙(75YR6/4) 外刻目• 沈線

129 弥生土器 癌 (2.0) 灰黄褐(10YR5/2) 外貼付突特

130 弥生±器 甕 (3.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外貼付突帯・刻目

131 弥生二器 甕 (2.9) にぶい褥(75YR5/4) 丙ナデ外沈線・刺突文
I 

132 弥生±器 壺 (3.4) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外別目

冒 弥生±器 壺 (3.2) 浅黄橙(7.SYRS/4)

134 弥生土器 空士 13.8 72 28.8 橙(7.5YR7/6) 外凹線黒斑

旦 弥生±器 甕 17.4 (4.3) にぶい橙(75YR6/4) 外凹線

136 竪穴住居5 弥生±器 甕 10.8 4.3 19.0 灰黄褥(10YR5/2)

冒 弥生±器 甕 118 4.7 18.7 にぷい黄視(10YR5/3) 外布正痕黒斑

冒 弥生±器 甕 10.4 17.1 にぶい褐(75YR5/3) 

旦 弥生二器 壺 58 (22.6) にぶい蒻橙(10YR6/4) 外沈線・波状文・刺突文• 黒斑

已 竪穴住居6
弥生±器 壺 11 7 62 26.4 明赤褐(2.5YR5/6) 外別目•刺突文• 黒斑

141 弥生±器 甕 (2.9) 灰褐(5YR5/2) 外別目面描沈線文

冒 弥生土器 空士 85 (16.3) にぷい橙(75YR7/3) 外黒斑

143 弥生±器 壺 (6.3) 明赤褐(5YR5/8) 外突帯•刺突文

己 弥生二器 壺 (81) にぶい橙(75YR6/4) 外街描沈線文•波状文

已 弥生±器 壺 60 (12.4) 灰褐(7.5YR5/2)

146 弥生±器 壺 78 (3.7) 明赤褥(5YR5/6)

冒 竪穴住居7 弥生土器 空士 90 (6.2) にぶい橙(75YR6/4) 

冒 弥生±器 甕 19.0 (7.3) にぶい橙(75YR6/4) 

己 弥生二器 吝杯 (2.5) 褐灰(7.5YR4/l) 外刻目

150 弥生土器 忘杯 13 0 (5.0) にぷい黄橙(10YR6/3)
I 

151 弥生±器 高杯 12 5 (51) 明赤褥(5YR5/6)

152 弥生±器 空士 (1.0) 灰褐(7.5YR5/2) 外刻目

153 竪穴住居8古 弥生±器 壺 (1.4) にぶい橙(75YR6/6/) 内沈線外刻目

154 弥生二器 甕 14.9 (8.8) 灰褐(5YR4/2)

155 弥生土器 空士 17.0 30.1 明赤褥(5YR5/6) 外翡付突帯・刻目・円形浮文麿拉沈緑文•別突文・燻斑
I 

156 弥生±器 壺 93 (7.2) にぶい蒻橙(10YR6/4) 内黒斑外貼付突帯文櫛描沈線文黒斑

冒
竪穴住居8新

弥生±器 宝士 13.0 (6.7) にぶい橙(75YR6/4) 外貼付突帯 刻目會櫛描沈線文倉奈斗格子文

158 弥生±器 甕 17.7 (7.2) にぶい橙(75YR6/4) 

玉
弥生±器 甕 56 (7.0) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外黒斑

弥生±器 忘杯 24.0 (6.9) 明赤褥(5YR5/6) 外刻目會透かし孔黒斑
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是 竪穴住居8新
弥生±器 高杯 (22.8) (4.7) 明赤褐 (2.5YR5/8)

弥生±器 忘杯 23 7 (14.8) 灰褐 (7.5YR5/2)

163 
竪穴住居9

弥生±器 甕 (7.0) にぶい橙(75YR6/4) 

164 弥生±器 甕 (4.1) 橙(5YR6/6)

165 弥生土器 空士 10.0 (4.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外貼付突特刻目沈線

二167 弥生±器 壺 27 0 (61) 明赤褥(5YR5/6) 外貼付突帯・刻目・櫛拮沈線文

竪穴住居10
弥生二器 甕 (5.0) 灰褐 (7.5YR4/2) 外刻目

168 弥生±器 甕 10 3 (8.9) 灰黄総(10YR5/2)

169 弥生±器 甕 55 (2.9) にぶい赤褐(2.5YR5/4)

170 弥生±器 空士 80 (3.9) 淡赤橙(2.5YR7/4)

号
弥生±器 壺 11.4 (9.6) 橙(5YR6/8) 外波状文・櫛描沈線文

弥生二器 宝士 (14.0) にぶい褥(75YR5/3) 外櫛拮沈線文•刺突文

173 弥生土器 甕 19.8 58 29.8 明赤褐(5YR5/6) 外刺突文・煤付菩

174 竪穴住居11 弥生±器 甕 33 8 (25.7) 明赤褐(5YR5/8) 外刺突文

己 弥生±器 甕 15.9 (13.6) にぶい橙(75YR6/4) 外刺突文

堪
弥生±器 壺 10 7 (17.7) にぶい褥(75YR5/4) 

弥生二器 ジョッキ形上器 11.4 (6.2) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外穿孔

178 弥生土器 甕 15.9 (3.5) にぶい黄橙(10YR7/2)

179 弥生±器 甕 13.5 (4.3) にぶい橙(75YR7/4) 

~ 181 
竪穴住居12 上師器 甕 13.8 (2.9) にぶい褥(75YR5/3) 外 櫛描沈線8条

弥生土器 忘杯 16 8 (5.8) 橙(5YR6/6) 外：透かし孔

冒 弥生二器 鉢 (44.0) (6.9) 橙(5YR7/6)

183 
竪穴住居15

弥生±器 甕 16.8 (10.6) 橙(5YR6/6) 外凹線・刺突文• 黒斑

184 弥生±器 甕 12 0 (15.5) にぶい黄橙(10YR6/3)

185 竪穴住居16 弥生±器 甕 (2.0) にぶい橙(75YR7/3) 外凹線・棒状浮文

186 弥生土器 空士 (3.4) にぶい橙(75YR6/4) 外刻目

冒 弥生±器 壺 (3.4) 明赤褥(5YR5/6) 外別目•貼付突帯

188 
竪穴住居17

弥生±器 宝士 (2.4) 褐灰(7.5YR4/l) 外沈線心刻目 円形浮文

189 弥生±器 壺 (4.3) にぶい橙(75YR7/4) 外波状文・貼付突帯• 別目

190 弥生二器 甕 (2.2) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外斜格子文

冒 弥生±器 甕 (1.6) 橙(5YR6/8) 外刻目

192 
竪穴住居18

弥生±器 壺 98 (10.2) 赤褐(2.5YR4/8)

193 弥生±器 宝士 86 (11.3) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外：黒斑

194 弥生土器 壺 (2.0) にぷい橙(75YR7/4) 

195 
竪穴住居19

弥生二器 甕 (5.7) にぶい褥(75YR5/4) 

冒 弥生±器 甕 (10.2) にぶい褥(75YR5/3) 

197 弥生±器 甕 (24.4) 黄灰(2.5Y6/l)

198 竪穴住居20 弥生±器 癌 57 (4.1) にぶい褥(75YR5/4) 

199 弥生土器 壺 (14.6) (31) 灰黄褥(10YR5/2)

200 弥生±器 壺 10 6 (8.8) 褐灰(10YR4/l)

冒 竪穴住居22 弥生±器 忘杯 (3.5) 浅黄橙(lOYRS/3)

202 弥生土器 忘杯 (3.0) 橙(5YR7/8)

203 弥生±器 高杯 (4.6) にぶい蒻橙(10YR7/4)

204 
竪穴住居23

弥生二器 甕 58 (4.7) 明赤褐 (2.5YR5/6)
I 

弥生±器 蒻灰(2.5Y6/l)205 甕 7.4 (5.6) 

206 弥生±器 甕 (1.4) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外凹線

207 掘立柱建物 l 弥生土器 甕 12.0 (7.3) 明褐灰(7.5YR7/2) 外凹線

208 弥生±器 甕 (18.5) (1.8) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外凹線

209 
掘立柱建物 3

弥生±器 宝士 (2.2) 灰白 (lOYRS/2) 外凹線

同 弥生±器 壺 24.5 (7.5) にぷい黄橙(10YR7/3) 外凹線搭状浮文沈線

211 
掘立柱建物 5

弥生±器 甕 (1.3) 灰白 (10YR7/2) 外凹線

212 弥生二器 甕 60 (5.5) 橙(7.5YR7/6)

三旦~ 弥生±器 甕 13.0 (3.3) にぶい橙(75YR7/4) 

214 弥生±器 甕 13.7 (4.6) 橙(5YR7/8) 外凹線

言 弥生土器 癌 14.7 (4.2) にぷい橙(75YR7/4) 外凹線

言 弥生±器 甕 58 (5.0) にぶい黄橙(10YR7/3) 内・外媒付菩

已 弥生二器 甕 17.0 (3.5) 橙(5YR7/6) 外凹線

~ 弥生±器 甕 16.0 (8.0) 褐灰(7.5YR6/2)

219 弥生±器 鉢 15.6 (6.8) 橙(7.5YR7/6)

同 弥生土器 鉢 18.0 (4.8) 浅黄橙(7.SYRS/6)

rm- 弥生±器 製塩上器 50 (2.5) 橙(7.6YR6/6)

已 弥生二器 鉢 (41.0) (8.9) 橙(7.5YR7/6)

223 井戸 l 弥生土器 空士 29 8 10.1 49.0 橙(5YR6/6) 外タタキ
I 

224 弥生±器 壺 23.4 (25.0) にぶい橙(75YR7/4) 外濁抽沈線文貝殻刺突文

同 弥生±器 空士 25 6 (23.6) にぶい橙(75YR7/4) 外貝殻刺突文

226 弥生±器 壺 24.5 (22.9) 橙(5YR7/6) 外沈線・刺突文

已 弥生二器 壺 29.4 (11.0) 橙(5YR6/6)

228 弥生土器 空士 27 2 (16.4) 橙(5YR7/6) 外沈線
I 

229 弥生±器 壺 34.8 (53.0) 橙(5YR7/5) 外黒斑

同 弥生±器 宝士 20.4 (23.8) 橙(5YR6/6)

231 弥生±器 壺 18.2 (17.7) にぶい橙(5YR7/4)

号
弥生±器 壺 99 (9.3) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外 黒斑

弥生±器 空士 4.0 (5.6) にぶい蒻橙(10YR7/2)
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

予
弥生±器 壺 10.0 (14.6) にぶい橙(75YR7/4) 

弥生±器 甕 16.4 (7.5) にぶい橙(75YR7/4) 

236 弥生±器 甕 17.5 (61) 橙(7.5YR7/6)

237 弥生±器 甕 16.8 (7.3) 浅黄橙(7.SYRS/6)

238 弥生土器 甕 15.6 (9.4) 灰白 (lOYRS/2)

二240 弥生±器 甕 16.7 (71) にぶい橙(75YR7/4) 

弥生二器 甕 14.8 57 27.8 にぶい橙(75YR6/4) 外凹線・煤付菅

241 弥生±器 甕 15.0 (8.8) にぶい黄橙(10YR7/2) 外凹線

242 弥生±器 甕 15.8 56 25.5 にぶい黄橙(10YR7/3) 外凹線・煤付者

已 弥生±器 甕 14.8 (4.6) にぶい橙(75YR7/4) 

244 弥生±器 甕 13.6 (4.0) にぶい褥(75YR6/3) 外凹線

冒 弥生二器 甕 14.7 (3.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外凹線.'.煤付着

246 弥生土器 甕 15.6 (3.9) 灰黄褐(10YR4/2) 外凹線

247 弥生±器 甕 13.6 (6.8) 灰黄褐(10YR6/2) 外煤付者

已 弥生±器 甕 14.3 (5.8) 浅蒻橙(lOYRS/4) 外凹線

~ 250 
弥生±器 甕 14.4 (5.0) にぶい橙(75YR7/4) 外凹線

弥生二器 甕 14.2 (10.6) にぶい橙(75YR7/4) 

251 弥生土器 甕 14.0 (10.3) にぶい橙(75YR6/4) 

252 弥生±器 甕 15.9 (91) にぶい黄橙(10YR7/2) 外凹線

二254 弥生±器 甕 15.2 (10.0) にぶい橙(75YR7/4) 外煤付着

弥生土器 甕 15.4 (9.0) にぷい黄橙(10YR6/3) 外煤付菅

冒 弥生二器 甕 18.0 (3.2) にぶい蒻橙(10YR7/2)

256 弥生±器 甕 14.4 (4.6) にぶい黄橙(10YR7/2) 外煤付著

257 弥生±器 甕 14.2 (5.5) にぶい黄橙(10YR6/3) 外煤付者

258 弥生±器 甕 15.6 (5.2) 浅蒻橙(7.SYRS/6)

后 弥生土器 甕 14.8 (10.0) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外煤付菅

后 弥生±器 甕 14.7 (21.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外煤付普

261 弥生±器 癌 16.0 (4.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外煤付着

262 弥生±器 甕 14.4 (7.6) にぶい橙(75YR7/4) 外媒付着

263 弥生二器 甕 15.4 (15.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外媒付着

后 弥生±器 甕 13.9 (7.3) 褐灰(10YR6/l) 外煤付菅

265 弥生±器 甕 14.8 (3.0) にぶい蒻橙(10YR7/2)

266 弥生±器 癌 14.6 (6.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外：煤付曽

267 弥生土器 甕 210 (7.0) にぷい橙(75YR7/4) 

268 弥生二器 甕 55 (14.5) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外媒付着

后 弥生±器 甕 5.4 (4.0) 灰黄褥(10YR6/2) 外煤付菅

270 井戸 l 弥生±器 甕 55 (5.0) 褐灰(10YR5/l) 外煤付普

271 弥生±器 癌 4.6 (5.4) にぶい橙(75YR6/4) 外媒付着

272 弥生土器 甕 56 (5.0) 灰黄褥(10YR6/2) 外煤付著

273 弥生±器 甕 56 (5.0) 橙(5YR7/6) 外媒付着

rm- 弥生±器 甕 60 (16.7) にぶい蒻橙(10YR6/3) 内炭化物付老外煤付着

275 弥生土器 癌 52 (18.8) にぷい黄橙(10YR7/2) 丙炭化物付着外煤付着

276 弥生±器 甕 86 (4.9) 灰白 (7.5YR8/2) 外黒斑

277 弥生二器 忘杯 18.0 12 7 112 にぶい橙(75YR7/3) 外：透かし孔
I 

278 弥生±器 高杯 19.8 113 10.2 にぶい蒻橙(10YR7/2) 外：透かし孔

て言 弥生±器 忘杯 16.8 (7.3) 橙(5YR6/6)

280 弥生土器 忘杯 17.8 (5.0) 橙(7.5YR7/6)

己 弥生±器 高杯 16.8 (5.4) 浅蒻橙(7.SYRS/4)

282 弥生±器 高杯 18.3 (8.8) にぶい橙(75YR7/4) 

冒 弥生±器 高杯 19.6 (9.2) 橙(5YR7/6)

同 弥生±器 忠杯 19.3 (6.4) にぶい橙(75YR7/3) 外黒斑

已 弥生二器 忘杯 18.1 (5.8) 浅蒻橙(lOYRS/3)

旦 弥生±器 高杯 17.8 (6.0) 橙(5YR7/6)

287 弥生±器 高杯 16.5 (7.3) 浅蒻橙(lOYRS/3)

同 弥生土器 忘杯 15.4 (9.6) 浅黄橙(7.5YR8/4) 外：透かし孔

同 弥生±器 忠杯 16.3 (8.9) 橙(5YR6/6) 外：透かし孔

已 弥生二器 忘杯 11 7 (7.0) にぶい橙(75YR7/4) 外：透かし孔

己 弥生±器 高杯 12 2 (4.0) 橙(7.5YR7/6) 外：透かし孔

292 弥生±器 高杯 12 9 (5.0) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外：透かし孔

同 弥生土器 忘杯 11 7 (4.9) 明褐灰(7.5YR7/2) 外：透かし孔

同 弥生±器 忠杯 118 (4.8) 浅黄橙(lOYRS/3) 外：透かし孔

已 弥生二器 吝杯 118 (4.5) 橙(7.5YR7/6) 外：透かし孔

296 弥生土器 忘杯 16 0 (3.3) にぷい橙(75YR7/4) 外：透かし孔
I 

297 弥生±器 鉢 10.0 (91) にぶい橙(75YR6/4) 

同 弥生±器 鉢 llO (6.4) にぶい橙(75YR6/4) 

299 弥生±器 鉢 12.8 (6.3) にぶい黄橙(10YR7/2)

已 弥生二器 鉢 10.8 (5.9) 浅蒻橙(lOYRS/3)

301 弥生土器 鉢 14.0 (7.5) 浅蒻橙(lOYRS/3)
I 

302 弥生±器 鉢 14.6 (4.8) 褐灰(10YR4/l)

言 弥生±器 鉢 12.8 4.0 5.6 にぶい橙(75YR7/3) 

304 弥生±器 鉢 14.5 6.3 浅黄橙(7.5YR8/3)

二306 弥生±器 鉢 16.8 (6.2) にぶい褥(75YR6/3) 外黒斑

弥生±器 鉢 14.3 55 7.7 にぶい赤褥(2.5YR5/3) 外煤付着
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

~ 
弥生±器 鉢 14.6 (7.4) にぶい橙(75YR7/4) 

弥生±器 鉢 18.4 78 9.7 にぶい蒻橙(10YR7/3) 外煤付着

309 弥生±器 鉢 18.5 60 8.2 にぶい蒻橙(10YR7/3)

310 弥生±器 鉢 18.7 (7.3) にぶい橙(75YR7/3) 

311 弥生土器 鉢 30 2 (9.8) にぶい蒻橙(10YR7/3)

玉
弥生±器 鉢 38 7 (11.2) 浅蒻橙(lOYRS/3)

弥生二器 鉢 44.0 (11.0) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外患斑

314 弥生±器 鉢 46 0 (19.5) にぶい橙(75YR7/4) 外黒斑

315 弥生±器 鉢 43 2 10 2 25.5 にぶい橙(75YR6/4) 外凹線黒斑

已 弥生±器 鉢 31.4 (11.9) 橙 (5YR6/6)

膚
弥生±器 鉢 33 6 (7.9) にぶい橙(75YR7/4) 

弥生二器 鉢 318 (11.4) にぶい蒻橙(10YR7/2)

319 弥生土器 鉢 37.4 (6.8) 橙 (7.5YR7/6)

320 井戸 l 弥生±器 鉢 38 0 (9.5) にぶい橙(75YR7/3) 外黒斑

已 弥生±器 鉢 39 8 (21.7) 浅蒻橙(7.SYRS/4)

二323 弥生±器 製塩上器 11.4 (6.2) にぶい橙(75YR7/4) 外：タタキメ

弥生二器 製塩±器 (4.3) にぶい赤褥(2.5YR5/4) 外：タタキメ

324 弥生土器 製塩土器 33 (2.4) にぶい赤褐(2.5YR4/3) 外：タタキメ

325 弥生±器 製塩±器 4.6 (3.2) 淡赤橙(2.5YR7/3) 外：タタキメ

二327 弥生±器 製塩上器 4.2 (2.3) にぶい橙(25YR6/4) 外：タタキメ

弥生土器 製塩土器 4.9 (3.4) にぷい赤褐(2.5YR5/4) 外：タタキメ

□百― 弥生二器 製塩上器 4.9 (3.0) にぶい橙(25YR6/3) 外：タタキメ

329 弥生±器 製塩上器 4.4 (3.6) 明赤褐 (2.5YR5/6) 外：タタキメ

330 弥生±器 製塩±器 4.9 (3.5) にぶい橙(25YR6/4) 外：タタキメ

331 弥生±器 製塩上器 4.7 (4.0) にぶい橙(25YR6/4) 外：タタキメ

□言 弥生土器 製塩土器 4.9 (4.8) にぶい赤褥(2.5YR5/4) 外：タタキメ

□言 弥生±器 製塩±器 4.9 (4.4) にぶい橙(25YR6/3) 外：タタキメ

334 弥生±器 宝士 (21.7) (9.8) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線文

335 弥生±器 壺 20.1 (7.9) 橙 (5YR7/6)

336 弥生二器 甕 13.8 (5.0) 橙 (7.5YR6/6)

~ 弥生±器 甕 13.8 4.1 25.2 にぶい褥(75YR6/3) 外凹線・煤付菅

338 弥生±器 甕 15.8 (3.4) にぶい橙(75YR6/4) 

339 弥生±器 癌 13.8 (4.0) にぶい橙(75YR7/3) 

340 弥生土器 甕 50 (4.3) 灰黄褐(10YR5/2) 外煤付著

341 
井戸2

弥生二器 高杯 20 9 (10.2) 橙 (5YR6/6) 外：透かし孔

~ 弥生±器 忘杯 17.0 (11.0) にぶい橙(75YR7/4) 外：透かし孔

343 弥生±器 高杯 13 0 (4.8) にぶい褥(75YR6/3) 外：透かし孔

344 弥生±器 高杯 11 7 (4.1) 橙 (5YR7/6) 外：透かし孔

345 弥生土器 甕 50 (4.4) にぶい蒻橙(10YR7/4)

346 弥生±器 鉢 116 50 10.4 にぶい橙(75YR7/4) 

□戸・ 弥生±器 鉢 14.7 8,7 橙 (5YR7/8) 外：黒斑

348 弥生土器 鉢 17.7 (10.8) 橙 (7.5YR6/6) 外煤付着

349 弥生±器 台付鉢 76 (31) 橙 (7.5YR6/6)

350 井戸3 弥生二器 甕 12.0 4.0 14.5 灰白 (lOYRS/2)

351 弥生±器 壺 (16.6) 灰黄褥(10YR5/2) 外貼付突帯・榔描沈線文•刺突文
□豆― 弥生±器 甕 19.2 (12.0) 灰白 (7.5YR8/2) 外街描沈線文刺突文

353 弥生土器 癌 (14.6) 灰黄褥(10YR6/2) 外櫛描沈線文刺突文

已 弥生±器 甕 (4.1) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外櫛拮沈線文

355 弥生±器 甕 (4.6) 灰白 (lOYRS/2) 外櫛描沈線文

言 弥生±器 甕 (17.3) (14.7) にぷい橙(25YR6/4) 

言 井戸4 弥生±器 甕 (4.8) 褐灰(10YR4/l)

已 弥生二器 甕 (2.8) にぶい橙(75YR7/3) 

已 弥生±器 甕 (2.7) にぶい蒻橙(10YR7/3)

360 弥生±器 宝士 85 (7.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外：黒斑

言 弥生土器 癌 4.4 (81) 橙 (5YR6/8) 外穿孔

言 弥生±器 壺 76 (10.9) 灰黄褐(10YR5/2)

363 弥生二器 甕 56 (10.6) 明赤褐 (2.5YR5/6)

364 上湿5 弥生±器 高杯 16 0 (16.3) にぶい橙(75YR6/4) 外ヘラ拮沈線・透かし孔• 黒斑

365 弥生±器 壺 16.0 88 33.0 にぶい橙(75YR6/4) 外刺突文街描沈艘文凹線棒状浮文黒斑

言
上湿6

弥生土器 癌 15.0 (6.3) 橙 (5YR6/6)

言万― 弥生±器 甕 68 (7.2) にぶい橙(75YR6/4) 外黒斑

368 弥生二器 宝士 95 (6.3) 橙 (7.5YR7/6) 外黒斑

369 土堀7 弥生土器 甕 13.9 59 25.9 橙 (7.5YR7/6) 丙黒斑外貝殻腹緑刺突文•黒斑

370 上壊8 弥生±器 壺 (8.7) にぶい褥(75YR5/3) 外円形浮文沈線文

371 弥生±器 癌 16.6 60 29.1 にぶい橙(75YR6/4) 丙炭化物付着外黒斑い煤付着

372 
上渡11

弥生±器 甕 12.6 (61) 明赤褐 (2.5YR5/8)

已 弥生二器 ジョッキ型上晋 11 7 10.1 16.2 にぶい橙(75YR6/4) 外刺突文・穿孔• 黒斑・籾震

374 弥生土器 台付鉢 68 (3.8) 灰黄褥(10YR6/2)

375 弥生±器 壺 (3.6) にぶい橙(75YR7/3) 外貼付突帯押圧・ヘラ描沈線文

言 上塘12 弥生±器 癌 16.8 (8.0) 橙 (5YR6/6)

377 弥生±器 甕 19.6 4.8 にぶい赤樹(5YR5/4) 内・外黒斑

国 上渡14
弥生±器 壺 12.8 4.4 にぶい褥(75YR5/3) 外櫛描沈線文

弥生±器 空士 (7.5) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外刺突文貼付突帯刻目
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言t洞肘直 (cm) 
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D径 底径 器忘

戸381 
弥生±器 壺 17.3 (32.2) 明赤褥(5YR5/6) 外櫛猫文沈線

弥生±器 空士 (51) 明赤褥(5YR5/6) 外櫛描文刻目

382 弥生±器 壺 (17.5) 明赤褥(5YR5/6) 外刺突文・櫛描沈線文

383 弥生±器 壺 65 (10.4) 浅黄橙(lOYRS/3)

384 弥生土器 甕 (6.0) 灰(5Y5/l) 外刺突文ヘラ描沈線文

~ 386 
弥生±器 甕 15.3 (17.4) にぶい褥(75YR5/4) 外剌突文

弥生二器 甕 17.6 4.3 26.8 にぶい橙(75YR6/4) 外煤付菅・穿孔

387 弥生±器 甕 18.8 52 28.8 橙(2.5YR6/6) 外刺突文・穿孔• 黒登

388 弥生±器 甕 16.0 (6.9) にぶい橙(75YR6/4) 外刺突文煤付昔

已 弥生±器 甕 18.2 (5.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外黒斑

二391 弥生±器 甕 19.8 (16.5) にぶい橙(75YR7/4) 外剌突文

弥生二器 甕 (20.8) (17.3) にぶい蒻橙(10YR6/3)

392 土堀14 弥生土器 甕 23.1 (9.5) 明赤褐(5YR5/6)

393 弥生±器 甕 16.0 (3.4) 浅黄橙(7.SYRS/4)

已 弥生±器 甕 15.0 (9.0) にぶい橙(5YR7/4)

ニ396 弥生±器 甕 50 (10.7) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外黒斑

弥生二器 甕 5.4 (10.8) 橙(5YR6/6) 外黒登

397 弥生土器 甕 72 (34.1) にぶい褐(75YR5/3) 外刺突文

398 弥生±器 鉢 17.6 79 14.9 にぶい黄橙(10YR7/3)

二400 弥生±器 鉢 17.3 73 16.7 明赤褐 (2.5YR5/6) 外刺突文櫛描沈線文穿孔會刻目

弥生土器 忘杯 19.6 (61) にぷい黄橙(10YR7/2)

冒 弥生二器 志杯 25 8 (8.5) にぶい橙(75YR6/4) 外穿孔

402 弥生±器 忘杯 16 6 (8.5) にぶい橙(75YR6/4) 

403 弥生±器 高杯 25 0 (91) 灰褐 (7.5YR6/2) 外黒斑

404 弥生±器 鉢 10.8 66 6.5 橙(5YR7/6) 外：黒造

405 弥生土器 空士 16.1 9.4 37.3 橙(5YR6/6) 丙患斑外刺突文•黒斑

冒 弥生±器 壺 (2.5) 明赤褥(5YR5/6) 外別目

407 弥生±器 宝士 16.9 (14.3) にぶい赤褥(5YR5/4) 外貝殻腹績刺突文會円形浮文

408 弥生±器 壺 (71) 褐灰(10YR4/l) 外櫛拮沈線文

409 弥生二器 甕 (30.6) (6.0) 灰褐 (7.5YR4/2)

冒 土堀15 弥生±器 甕 17.9 (8.8) にぶい蒻橙(10YR6/4)

411 弥生±器 甕 15.2 (8.5) にぶい褥(75YR5/3) 

412 弥生±器 癌 19.7 (19.5) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外：刺突文

413 弥生土器 甕 llO (9.0) にぷい褐(75YR6/3) 外黒斑・穿孔

414 弥生二器 甕 4.5 (2.5) 橙(5YR6/6) 外黒登予昇孔

冒 弥生±器 甕 56 (17.8) にぶい褥(75YR5/3) 丙炭化物付菩外煤付菅

416 弥生±器 台付鉢 22 2 (4.8) 橙(7.5YR6/6) 外街描波状文貼｛寸突帯搭状浮文•別目

417 上壊17 弥生±器 癌 17.2 (14.4) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外刺突文• 黒斑

418 弥生土器 ジョッキ型土器 111 (1.7) 灰黄褥(10YR6/2) 外穿孔•黒斑

419 弥生±器 壺 13.3 (6.6) にぶい橙(75YR6/4) 内黒登外貼付突帯• 別目

冒 弥生±器 宝士 15.8 (9.4) 橙(7.5YR7/6)

421 
上壊18

弥生土器 空士 (8.7) 灰黄(2.5Y7/2) 外刺突文

422 弥生±器 甕 22 8 (15.0) にぶい橙(75YR6/4) 内黒斑外刺突文

423 弥生二器 甕 18.5 (16.2) 橙(2.5YR6/6) 外刺突文
I 

424 弥生±器 甕 24.4 (8.0) にぶい蒻橙(10YR7/4) 外凹線

425 弥生±器 壺 (6.3) にぶい蒻褥(10YR7/3) 外櫛描沈線文・貼付突帯・剖目

426 士浪19 弥生土器 癌 16.5 (5.0) 灰褐 (2.5YR5/2)

427 弥生±器 甕 60 (5.7) 明赤褐 (2.5YR5/6)

428 上壊20 弥生±器 甕 (1.3) にぶい蒻橙(10YR3/l) 外凹線

429 弥生±器 甕 (31) 橙(5YR6/6)

□阿― 弥生±器 甕 (2.5) 橙(7.5YR7/6)

已 土塙21
弥生二器 甕 (19.5) (11.0) 橙(5YR6/6) 外沈線・刻目

己 弥生±器 甕 61 (4.6) 橙(5YR6/8)

433 弥生±器 甕 96 (3.7) 橙(5YR6/6)

□可― 弥生土器 鉢 71 51 5.7 浅黄橙(10YR8/3)

435 
上塘23

弥生±器 甕 70 (21) 灰白 (lOYRS/1)

436 弥生二器 甕 (2.7) 浅蒻橙(lOYRS/3)

己 上湿24
弥生±器 甕 (2.3) 橙(5YR6/6)

438 弥生±器 甕 50 (4.4) 橙(2.5YR6/8)

439 
上湿25

弥生土器 癌 19.8 (7.7) にぶい橙(75YR7/4) 

言可 弥生±器 壺 78 (31) 灰(5Y5/l)

已 弥生二器 甕 16.7 (8.8) にぶい褥(75YR5/4) 

442 弥生土器 甕 (25.3) (81) にぷい褐(75YR5/3) 
I 

にぶい蒻橙(10YR7/3)443 
上堀26

弥生±器 甕 316 (7.7) 
言汀．

弥生±器 癌 5.9 (4.9) にぶい赤褐(5YR5/4)

445 弥生±器 甕 7.8 (6.2) 明赤褐(5YR5/8)

446 弥生二器 甕 9.8 (8.2) にぶい蒻橙(10YR6/3)

447 土堀27 弥生土器 空士 (2.6) 褐灰(10YR5/l) 外沈線

448 上壊28 弥生±器 甕 (4.6) 灰褐 (7.5YR5/2)

449 上壊29 弥生±器 癌 (14.8) (1.2) 灰黄褐(10YR6/2) 外凹線

450 弥生±器 壺 (4.4) 明赤褐 (2.5YR5/6) 外貼付突帯・刻目

是
上壊30 弥生±器 甕 17.8 (7.7) 橙(5YR6/6)

弥生±器 甕 (16.4) (7.4) にぶい橙(5YR6/4)
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~ 454 
弥生±器 甕 19.4 (12.0) 明赤褥(5YR5/6) 外刺突文

弥生±器 甕 16.0 (7.2) にぶい蒻褥(10YR6/3)

455 弥生±器 甕 19.9 (6.6) 明赤褐 (2.5YR5/6)

456 弥生±器 甕 18.4 (6.4) にぶい橙(75YR6/4) 

457 弥生土器 甕 19.9 (8.0) 明赤褥(5YR5/8)

戸459 
上壊30 弥生±器 甕 17.6 (81) にぶい褥(75YR6/3) 

弥生二器 甕 18.6 (5.5) 明赤褥(5YR5/6)

460 弥生±器 甕 79 (4.6) にぶい黄橙(10YR7/2)

461 弥生±器 壺 8.4 (5.4) 明赤褐(5YR5/8)

己 弥生±器 空士 70 (8.7) 明赤褥(5YR5/8)

463 弥生±器 蓋 頂径86 (4.3) 灰褐 (10YR4/2) 外穿孔

464 
土渡31

弥生二器 甕 27 7 (8.3) にぶい橙(75YR6/4) 

465 弥生土器 甕 9.4 (7.9) 浅黄橙(lOYRS/4)

466 弥生±器 甕 20 0 (3.5) 灰黄褐(10YR4/2)

己 弥生±器 甕 18.3 (19.9) 橙 (5YR6/6)

~ 469 
弥生±器 甕 (21.6) (5.4) にぶい橙(75YR6/4) 

弥生二器 甕 (23.0) (71) 褐 (7.5YR4/4)

470 弥生土器 甕 (19.1) (9.2) 橙色 (5YR6/6)

471 弥生±器 甕 (28.6) (4.6) 褐 (7.5YR4/4)

~ 473 
上塘32 弥生±器 甕 12.9 (4.4) にぶい橙(5YR6/4)

弥生土器 甕 (19.0) (31) にぷい橙色(7.5YR7/4) 外 凹線・椿状浮文・貼1寸突帯• 押圧

冒 弥生二器 甕 50 (16.7) 明赤褐 (2.5YR5/8)

475 弥生±器 甕 4.6 (2.6) 灰黄褐(10YR6/2)

476 弥生±器 甕 75 (2.5) 浅黄橙(lOYRS/3)

477 弥生±器 甕 3.4 (2.2) にぶい橙(75YR7/3) 

冒 弥生土器 忘杯 (14.0) (7.5) にぶい赤褥(5YR5/4)

479 弥生±器 甕 15.0 58 (26.0) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外凹線

480 弥生±器 癌 14.0 (2.6) 橙 (5YR6/6)

481 
上壊33

弥生±器 甕 14.6 (3.3) 浅黄橙(lOYRS/4)

482 弥生二器 甕 4.8 (8.0) にぶい橙(75YR7/4) 

冒 弥生±器 鉢 16.7 (8.0) 浅黄橙(lOYRS/4)

484 弥生±器 鉢 20 7 (10.3) にぶい橙(75YR7/4) 外黒斑

485 弥生±器 宝士 (12.3) (10.4) にぶい褥(75YR5/4) 外沈線

486 弥生土器 甕 16.8 (13.2) 明黄褐(10YR7/6) 外 タタキ・刺突文・凹線

487 弥生二器 甕 (19.9) (2.2) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外凹線

冒
土堀34

弥生±器 甕 (24.6) (5.35) 灰白 (lOYRS/2) 外凹線・貼付突帯・刻目

489 弥生±器 甕 6.2 (4.4) 黒褐(7.5YR3/l)

490 弥生±器 癌 9.2 (2.8) にぶい蒻橙(10YR7/3)

491 弥生土器 忘杯 7.8 (2.2) にぶい蒻橙(10YR7/3)

492 弥生±器 台付鉢 16.0 (11.2) 明褐 (7.5YR5/6)

493 上壊36 弥生±器 甕 (2.4) にぶい橙(75YR6/4) 

494 弥生土器 空士 22 8 (2.8) にぷい橙(5YR6/4) 丙波状文外凹線円形浮文會棒状浮文

495 弥生±器 壺 23 0 (8.5) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外凹線・黒斑

496 弥生二器 甕 15.7 (16.6) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外刺突文• 黒斑
I 

497 上壊37 弥生±器 甕 13.0 60 (24.0) 橙 (2.5YR6/6) 外黒斑

冒 弥生±器 甕 10.4 4.8 210 灰黄褥(10YR6/2) 外凹線タタキメ

499 弥生土器 癌 70 (3.9) 灰黄褥(10YR6/2) 丙煤付着

500 弥生±器 壺 (11.0) にぶい蒻橙(10YR7/3)

501 上壊38 弥生±器 甕 (14.4) (4.4) 灰黄褥(10YR6/2) 外櫛描沈線2~3 条

502 弥生±器 甕 15.8 (2.7) にぷい視(75YR5/3) 外凹線

言 弥生±器 甕 16.0 (4.8) 褐灰(10YR4/l)

已 士堀39
弥生二器 甕 20.4 (4.9) 橙 (7.5YR7/6)

已竺 弥生±器 高杯 24.8 (31) 橙 (5YR6/8) 内凹線

506 弥生±器 高杯 25 8 (3.2) にぶい蒻橙(10YR7/3) 内凹線

言 弥生土器 脚部 33 (2.9) 褐灰(10YR4/l) ミニチュア

508 弥生±器 甕 13.7 (5.2) にぶい橙(75YR7/4) 外凹線

已 弥生二器 甕 15.8 (5.2) にぶい褥(75YR6/3) 

已 弥生±器 甕 55 (8.0) にぶい褥(75YR6/3) 外黒斑

511 
上堀40

弥生±器 甕 5.4 (3.7) 橙 (5YR7/6) 外黒斑

言 弥生土器 忘杯 18.3 12.4 llO 橙 (7.5YR6/6) 外：透かし孔

言 弥生±器 鉢 98 (5.6) にぶい橙(75YR7/4) 

已 弥生二器 鉢 56 22 3.7 にぶい蒻橙(10YR7/2) 外黒斑 ミニチュア

515 弥生土器 台付鉢 50 (6.2) にぷい橙(75YR7/3) 外黒斑

516 弥生±器 甕 (20.4) (11.4) 赤褐(5YR4/6)

言 土塙41 弥生±器 空士 10 0 (51) 灰白 (lOYRS/2)

518 弥生±器 器台 (23.4) (7.5) 褐灰(7.5YR4/l) 外沈線・透かし孔

已 弥生二器 甕 16.0 (11.5) にぶい橙(75YR6/4) 外凹線

520 土壊43 弥生土器 甕 15.2 (4.0) にぶい橙(75YR7/4) 
I 

521 弥生±器 高杯 17.8 (5.9) 浅蒻橙(lOYRS/4)

522 
士堀44

弥生±器 癌 57 (111) 灰黄褐(10YR5/2)

523 弥生±器 忠杯 25 6 (9.9) にぶい黄(2.5Y6/3) 内黒斑外刻目• 透かし孔・貼付突帯• 黒斑

詈 上渡45
弥生±器 甕 (1.3) にぶい橙(5YR6/4)

弥生±器 甕 68 (5.0) にぶい赤褥(5YR5/4)
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526 上壊45 弥生±器 甕 80 (4.6) 明赤褐(2.5YR5/6)

527 
士浪46

弥生±器 甕 (3.6) 灰黄褥(10YR5/2) 外刻目

528 弥生±器 甕 (27.6) (5.4) 橙(5YR7/6) 外刻目心t線
529 弥生±器 宝士 16.1 (12.1) にぶい橙(75YR6/4) 外沈線

530 
上湿47

弥生土器 空士 (51) にぶい褥(75YR5/4) 外貼付突特沈線

号
弥生±器 壺 85 (5.6) にぶい橙(25YR6/4) 

弥生二器 壺 93 (5.0) 橙(5YR6/6)

533 
上壊48

弥生±器 甕 14.8 (12.3) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外黒斑

534 弥生±器 甕 15.2 4.8 26.7 にぶい橙(75YR6/4) 外黒斑・煤付者

已 弥生土器 空士 116 (6.8) 橙(5YR6/6) 外 櫛描沈線文

二537 弥生±器 壺 (7.2) 橙色(7.5YR6/6) 外櫛拮沈線文

上渡49 弥生二器 甕 20 6 (8.9) 橙(5YR6/6)

538 弥生土器 甕 76 (81) にぷい黄橙(10YR7/3)

539 弥生±器 甕 4.6 (2.4) にぶい褐(75YR5/4) 外穿孔

540 士浪50 弥生±器 空士 12.0 (13.3) 浅蒻橙(7.SYRS/3)

渇
弥生±器 甕 15.4 58 26.5 にぶい橙(75YR6/4) 外凹線・タタキメ• 黒登・煤付着

弥生二器 甕 16.0 5.4 27.0 橙(7.5YR7/6) 外黒斑

543 弥生土器 甕 15.0 4.8 24.0 にぶい橙(75YR7/4) 外黒斑

544 弥生±器 甕 15.0 51 27.3 橙(5YR6/8)

ニ546 土壊52 弥生±器 甕 14.8 (4.5) 灰黄褥(10YR6/2)

弥生土器 甕 14.8 (5.4) 浅黄橙(7.5YR8/3)

言 弥生二器 甕 15.8 (6.6) 浅黄橙(7.SYRS/4)

548 弥生±器 忘杯 (4.3) にぶい橙(75YR7/4) 外：透かし孔

549 弥生±器 鉢 15.4 (8.7) にぶい橙(75YR6/4) 

550 弥生±器 鉢 18.5 9.6 橙(5YR7/8)

551 弥生土器 空士 (31) にぶい蒻橙(10YR7/2)

言 上塘53 弥生±器 壺 (3.6) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外：削出の段

553 弥生±器 空士 (5.0) 橙(5YR6/8) 外 櫛描沈線文

554 上湿54 弥生±器 甕 (1.3) にぶい橙(75YR6/4) 

555 
上壊56

弥生二器 壺 (4.8) 褐灰(7.5YR5/2) 外沈線

言 弥生土器 空士 85 (2.7) 灰褐(7.5YR6/2)

557 弥生±器 甕 (3.3) 橙(7.5YR6/6) 外別目

558 上壊57 弥生±器 癌 (4.3) 黒褐(2.5Y3/l) 外刺突文沈線

559 弥生土器 亜 8.8 (2.3) 灰白 (2.5Y8/2) 外穿孔

560 上堀58 弥生二器 壺 (6.5) 灰黄褥(10YR5/2) 外刺突文・円形浮文・穿孔

561 弥生±器 甕 (2.8) 橙(5YR6/6)

562 上壊59 弥生±器 甕 (2.5) にぶい橙(75YR6/4) 

563 弥生±器 癌 78 (5.2) にぶい蒻橙(10YR7/3)

564 弥生土器 甕 18.1 (18.3) 橙(5YR6/6) 外刺突文• 黒斑

565 弥生±器 甕 19.8 (5.2) 蒻橙(7.5YR7/8)

言
土堀60

弥生±器 甕 22 8 (3.8) 橙(7.5YR6/6)

567 弥生土器 癌 22.4 (8.6) 橙(7.5YR7/6)

568 弥生±器 甕 66 (19.6) 橙(7.5YR6/6)

569 弥生二器 壺 60 (6.2) 橙(7.5YR6/6)

570 弥生±器 甕 (3.9) にぶい赤褥(5YR5/4)

言 上渡61 弥生±器 甕 18.8 (5.6) にぶい褥(10YR5/3) 外刺突文街描沈線文

572 弥生土器 癌 55 (9.7) 明赤褐(2.5YR5/6)

573 上壊62 弥生±器 甕 (2.8) 橙(5YR6/6) 外別目

574 
土壊63

弥生±器 甕 28 0 (6.5) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外刻目
I 

弥生±器575 鉢 (38.1) (19.6) 灰褐(7.5YR5/2)

576 
上壊64

弥生±器 癌 14.4 (6.3) 橙(5YR6/6)

577 弥生土器 甕 14.3 (71) にぶい蒻橙(10YR7/4) 外黒斑

578 上湿66 弥生±器 甕 (1.5) 灰白 (lOYRS/2)

579 弥生±器 甕 16.8 (4.0) にぶい橙(75YR7/3) 

言 士堀67 弥生土器 癌 17.8 (5.9) にぷい赤褐(5YR5/4)

言 弥生±器 壺 80 (5.5) 浅黄橙(lOYRS/3)

已 弥生二器 甕 (1.2) 橙(5YR6/6) 外刻目

已 上壊68
弥生±器 甕 (1.5) 明赤褥(5YR5/6)

584 弥生±器 甕 57 (5.3) 灰褐(7.5YR5/2)

言 弥生土器 癌 60 (4.3) にぶい赤褐(5YR5/4) 外穿孔

586 上湿69 弥生±器 甕 15.8 (8.3) にぶい黄橙(10YR7/2) 外凹線

已 士堀70
弥生二器 甕 (3.2) 灰白 (2.5Y7/l)

588 弥生土器 空士 98 (10.2) 橙(5YR6/6) 外黒斑

589 弥生±器 壺 (5.4) 橙(5YR6/6) 外貼｛寸突帯街描沈線文

言 弥生±器 空士 116 (6.4) 浅黄橙(7.SYRS/3)

591 弥生±器 甕 (19.0) (2.0) 橙(5YR6/6) 外凹線

已 土塙71
弥生二器 甕 (20.0) (3.8) 橙(5YR6/6)

593 弥生土器 甕 (31.6) (4.4) 浅蒻橙(7.SYRS/4)
I 

594 弥生±器 甕 (3.9) 橙(5YR6/6)

言 弥生±器 癌 50 (4.3) 明赤褐(5YR5/6)

596 弥生±器 甕 86 (3.6) にぶい黄橙(10YR6/3)

膚 上壊72
弥生±器 壺 20.4 (4.4) 浅蒻橙(7.SYRS/4)

弥生±器 甕 14.5 (9.4) 浅黄橙(lOYRS/3)
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言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
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599 上塘72 弥生±器 鉢 33.4 (9.8) 橙(5YR7/8)

600 土渡73 弥生±器 空士 73 (6.9) にぶい蒻橙(10YR6/3)

601 弥生±器 壺 (17.9) (71) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外刻目 J簡描波状文• 黒斑

602 弥生±器 壺 (4.7) 灰黄褐(10YR5/2) 外貼付突帯・刻目•棒状浮文

603 弥生土器 甕 (30.4) (61) にぶい蒻橙(10YR7/2)

ニ605 上壊74 弥生±器 甕 (18.9) (4.9) 橙(5YR6/6)

弥生二器 甕 (2.5) 灰白 (2.5Y7/l)

606 弥生±器 甕 5.4 (4.3) にぶい橙(5YR6/4)

607 弥生±器 甕 52 (51) 灰黄褐(10YR6/2)

608 士浪78 弥生±器 忘杯 (13.8) (3.8) 橙(2.5YR6/6) 外黒斑

二610 弥生±器 壺 12.7 (10.5) にぶい橙(5YR6/4) 外櫛拮沈線文

弥生二器 宝士 17.7 (5.5) 明赤褥(5YR5/6) 外刻目心節描波状文

611 弥生土器 空士 (17.0) (21) 灰黄褐(10YR4/2) 外凹線

612 弥生±器 壺 (14.8) (3.8) にぶい橙(75YR7/4) 

已 土渡81 弥生±器 甕 22 8 (1.8) にぶい橙(75YR6/4) 

玉
弥生±器 甕 (6.9) 橙(7.5YR6/6)

弥生二器 甕 (8.5) にぶい褥(75YR6/3) 外剌突文

616 弥生土器 甕 56 (9.9) 灰黄褐(10YR6/2)

617 弥生±器 甕 66 (2.9) 明赤褐 (2.5YR5/8)

二619 土壊83 弥生±器 甕 (4.9) 灰白 (lOYRS/2) 外ヘラ描沈線文

弥生土器 甕 (3.6) 明褐 (7.5YR5/6) 外貼1寸突帯・刻目
620 
上壊85

弥生二器 壺 12.6 (5.8) 橙(5YR7/6) 外擬凹線

621 弥生±器 鉢 45 2 (15.4) 浅黄橙(7.SYRS/4) 外凹線

622 弥生±器 壺 14.6 (15.9) にぶい褐(75YR5/3) 外別目 貼付突帯・櫛描沈線文

623 弥生±器 壺 (81) にぶい褥(75YR5/4) 外別目•榔描波状文• 竹管文

同 弥生土器 空士 (4.8) 灰白 (lOYRS/2) 外刻目・穿孔

同 上壊86 弥生±器 甕 16.6 5.4 27.2 にぶい橙(75YR6/4) 外穿孔内外煤付昔

626 弥生±器 癌 (17.3) (7.6) 褐灰(7.5YR5/l)

627 弥生±器 甕 (5.0) 褐灰(7.5YR4/l)

628 弥生二器 甕 5.4 (5.7) にぶい褥(75YR5/3) 内媒付着

629 弥生±器 空士 (12.7) (51) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外刻目・貼付突帯・椅描沈線文

630 弥生±器 壺 (21) 明赤褥(5YR5/6) 内貼付突帯刻目外穿孔

631 上壊88 弥生±器 癌 (2.8) 明赤褥(5YR5/6)

632 弥生土器 甕 (5.7) にぷい褐(75YR5/4) 外櫛描沈線文•刺突文

633 弥生二器 甕 118 (7.9) 橙(5YR6/8)

634 
土堀90

弥生±器 甕 17.6 (4.2) 橙(5YR7/8)

635 弥生±器 甕 14.6 (5.8) にぶい橙(75YR6/4) 

636 上渡91 弥生±器 壺 5.4 (5.0) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外凹線

637 弥生土器 壺 (10.9) (3.4) 灰褐 (7.5YR4/2) 外沈線

638 弥生±器 甕 19.8 (6.9) 明赤褐 (2.5YR5/6)

同 上塘93 弥生±器 甕 (22.7) (8.6) 橙(5YR6/6)

640 弥生土器 癌 62 (3.3) にぷい赤褐(5YR5/4)

641 弥生±器 甕 86 (5.9) にぶい橙(75YR7/4) 

642 弥生二器 甕 16.1 51 25.3 橙(5YR6/6) 外刺突文
I 

643 上壊95 弥生±器 甕 18.7 (11.7) にぶい蒻橙(10YR7/4)

同 弥生±器 甕 56 (8.2) にぶい橙(75YR6/4) 

645 士浪96 弥生土器 脚部 6.4 (1.2) 明赤褐 (2.5YR5/6)

己 弥生±器 甕 (16.8) (3.5) 灰褐 (7.5YR5/2)

647 
土壊97

弥生±器 甕 (17.6) (4.8) 灰褐 (7.5YR4/2)

同 弥生±器 甕 88 (12.0) 明赤褐 (2.5YR5/6) 内外煤付者

同 弥生±器 甕 60 (7.0) 明赤褐 (2.5YR5/6) 外穿孔

二 弥生二器 壺 20 8 (8.0) 灰白 (2.5Y7/l) 外凹線・黒斑

已 弥生±器 壺 16.8 (4.4) 灰白 (lOYRS/2) 外凹線

652 弥生±器 宝士 17.8 (9.3) にぶい蒻橙(10YR7/3)

同 弥生土器 空士 19.0 (12.5) 橙(5YR7/6) 外凹線

同 弥生±器 壺 118 (4.2) 橙(5YR6/6) 外沈線

二 弥生二器 壺 12.8 (3.6) にぶい蒻橙(10YR7/3)

区 弥生±器 壺 10.8 (3.6) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外凹線・刺突文・凹線

657 弥生±器 壺 92 (3.2) 橙(5YR6/6)

同 弥生土器 癌 (5.2) にぶい黄橙(10YR7/2) 外貼付突帯押王會沈線黒斑

同 弥生±器 甕 12.2 (2.0) にぶい赤褐(2.5YR5/4) 外凹線

己竺 溝 l 弥生二器 甕 12.0 (4.6) 橙(5YR7/6)

661 弥生土器 甕 13.0 (4.8) 灰黄褐(10YR6/2)
I 

662 弥生±器 甕 15.2 (17.8) にぶい橙(5YR6/4) 外刺突文煤付者

同 弥生±器 忘杯 22 9 (4.0) 橙(5YR7/6) 外凹線

664 弥生±器 忠杯 (11.7) 橙(5YR7/6) 外沈線予昇孔

己 弥生二器 吝杯 76 (9.3) 橙(5YR7/6) 外黒斑

666 弥生土器 忘杯 15 5 (5.8) 灰黄褥(10YR6/2) 外凹線
I 

667 弥生±器 高杯 16 2 (3.5) 橙(5YR7/6) 外凹線ヘラ描沈線文

同 弥生±器 台付鉢 14.5 (6.2) 灰白 (10YR7/l) 外凹線透かし孔

669 弥生±器 器台 29 7 (9.0) 浅黄橙(lOYRS/3) 外凹線

号
弥生±器 器台 22 6 (11.3) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外凹線透かし孔

弥生±器 器台 (9.0) 橙(5YR7/6) 丙黒斑外沈線會透かし孔
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号
弥生±器 甕 17.2 (25.1) にぶい橙(75YR6/4) 外刺突文 タタキメ・凹線

弥生±器 甕 14.5 (18.3) 橙(7.5YR6/6) 外凹線黒斑

674 弥生±器 甕 13.8 (9.7) にぶい橙(5YR6/4) 外剌突文・凹線

675 弥生±器 甕 12.8 86 24.8 橙(7.5YR7/6)

676 弥生土器 甕 13.6 (2.8) にぶい蒻橙(10YR6/3) 外凹線

玉
弥生±器 甕 14.8 (4.5) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外凹線

弥生二器 甕 13.9 (5.3) にぶい橙(75YR6/4) 外 タタキメ・門線

679 弥生±器 甕 115 5.4 16.7 にぶい橙(75YR7/4) 外凹線 1 黒斑

680 弥生±器 甕 10.7 (7.8) 灰白 (lOYRS/2)

己 溝 l
弥生±器 甕 12.0 4.2 30.6 橙(5YR6/6) 丙炭化物付萱外黒斑

二683 弥生±器 甕 5.4 (7.8) にぶい橙(5YR6/3)

弥生二器 甕 78 (11.0) 橙(5YR6/6) 外黒斑

684 弥生土器 甕 65 (15.4) にぷい黄橙(10YR6/3)

685 弥生±器 鉢 15.0 (5.5) 橙(5YR6/6) 外凹線

已 弥生±器 台付鉢 11.4 10.7 にぶい橙(5YR6/4)

二688 弥生±器 高杯 20.4 (4.6) 橙(2.5YR6/6) 外凹線

弥生二器 志杯 27 0 (5.5) にぶい橙(5YR6/4) 外凹線

689 弥生土器 脚郵 13 0 (3.3) にぶい橙(75YR7/4) 

690 弥生±器 鉢 24.7 (8.3) 浅黄橙(7.SYRS/3)

691 弥生±器 高杯 12.1 (10.7) 橙(5YR6/6) 外：刺突文

692 溝 2 弥生土器 甕 (19.0) (4.5) にぷい黄橙(10YR7/2)

693 弥生二器 壺 15.2 (4.9) にぶい蒻褥(10YR5/3) 外貼付突帯・刻目

694 溝 3 弥生±器 空士 (5.7) 橙(5YR6/6) 外ヘラ描文• 門線

695 弥生±器 甕 (11.0) にぶい黄橙(10YR7/4)

696 弥生±器 壺 (1.4) 橙(5YR7/6) 外凹線

同 弥生土器 甕 (1.5) 橙(5YR6/6) 外凹線

同
溝 4

弥生±器 甕 (2.7) にぶい橙(75YR7/4) 

699 弥生±器 忘杯 (23.7) (2.7) 橙(5YR7/6) 内：凹線

700 弥生±器 鉢 10.0 (4.4) にぶい橙(75YR7/4) 

701 弥生二器 鉢 13.2 (4.2) にぶい蒻橙(10YR7/2)

702 溝 5 弥生±器 甕 (14.0) (1.4) 浅黄橙(lOYRS/3) 外凹線

703 弥生±器 壺 (2.6) 橙(5YR6/6)

704 溝 7 弥生±器 宝士 (4.0) 橙(5YR7/6) 外：穿孔

705 弥生土器 壺 (3.0) 黄灰(2.5Y4/l) 外沈線

706 溝 8 弥生二器 甕 (21) 灰(N4/0)

707 弥生±器 空士 13.9 (4.7) 橙(7.5YR6/6) 外凹線

708 弥生±器 甕 (16.6) (4.5) 橙(5YR6/8) 外凹線

709 弥生±器 癌 (17.8) (4.0) 橙(5YR6/6) 外凹線

710 弥生土器 甕 (24.0) (9.5) 橙(5YR7/6) 外凹線

711 
溝 9

弥生±器 高杯 (23.0) (3.6) 灰黄褥(10YR6/2) 外凹線

~ 弥生±器 台付鉢 14.6 (6.3) 浅黄橙(lOYRS/3) 外刺突文• ヘラ描沈線文・凹線

713 弥生土器 台付鉢 13 8 (7.4) 橙(7.5YR6/6) 外沈線刺突文凹線

714 弥生±器 器台 (9.3) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外凹線

715 弥生二器 甕 (13.4) (13.7) 橙(5YR7/6) 外凹線・煤付著
I 

716 弥生±器 甕 15.4 (11.4) 灰黄褥(10YR6/2) 外黒斑

下 弥生±器 甕 15.7 (3.8) にぶい橙(75YR7/3) 

718 弥生土器 癌 14.4 (4.5) にぶい橙(10YR7/4) 外煤付着

二 弥生±器 甕 14.8 (14.3) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外黒斑い煤付着

720 弥生±器 甕 14.7 (12.3) にぶい蒻橙(10YR7/3)

□汀． 溝10 弥生±器 甕 8.7 4.0 10.0 にぷい黄橙(10YR7/3) 外黒斑

~ 弥生±器 甕 12.4 (9.5) にぶい橙(75YR7/4) 

二 弥生二器 忘杯 13 0 (4.8) 橙(5YR7/6) 外：透かし孔

已 弥生±器 鉢 14.6 56 8.0 浅蒻橙(lOYRS/3)

725 弥生±器 鉢 (14.4) (51) 浅蒻橙(7.SYRS/3)

~ 弥生土器 鉢 12.9 36 7.0 橙(5YR7/6)

~ 弥生±器 台付鉢 (11.4) 53 8.6 にぶい橙(75YR7/4) 

e 弥生二器 壺 21.4 (10.4) 橙(7.5YR7/6)

已 弥生±器 壺 (10.5) 褐灰(10YR6/l) 外赤色顔科？

730 弥生±器 甕 12.6 (3.3) 橙(5YR7/6)

~ 弥生土器 癌 14.8 (3.8) にぶい黄橙(10YR7/2)

~ 弥生±器 甕 15.0 (8.4) 浅黄橙(lOYRS/3)

二 上師器 甕 15.0 (4.4) にぶい橙(75YR7/4) 外街描沈線10条

734 
溝11

土師器 甕 14.8 (8.9) にぷい橙(75YR7/4) 外櫛描沈線9条
I 

灰黄褥(10YR6/2)735 弥生±器 鉢 llO (8.2) 外黒斑

~ 弥生±器 忘杯 19.0 116 (10.0) 橙(5YR7/6) 外：透かし孔

737 弥生±器 忠杯 10 8 (3.7) にぶい橙(75YR7/4) 外：透かし孔

二 弥生二器 鉢 (13.6) (6.0) にぶい蒻橙(10YR7/2)

739 弥生土器 鉢 (16.2) (4.8) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線3条
I 

740 弥生±器 鉢 (36.0) (15.5) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線？

~ 弥生±器 鉢 34.0 (10.3) 橙(5YR7/6)

742 弥生±器 壺 14.3 (31) にぶい黄橙(10YR7/2) 外黒斑

占
溝13 弥生±器 甕 50 (2.6) にぶい蒻橙(10YR7/3)

弥生±器 鉢 (5.6) にぶい橙(75YR7/4) 
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745 溝17 弥生±器 甕 (3.9) にぶい褥(75YR5/3) 

746 溝20 弥生±器 空士 70 (3.5) 橙 (7.5YR6/6)

747 弥生±器 鉢 29 8 (6.6) 灰褐 (7.5YR5/2)

748 弥生±器 甕 (3.4) にぶい黄橙(10YR7/2) 外：刻目

749 弥生土器 甕 (5.8) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外ヘラ描沈線

号
弥生±器 甕 (5.9) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外貼付突帯・刻目

弥生二器 宝士 90 (7.2) 明赤褥(5YR5/6) 外櫛描文

752 弥生±器 壺 14.8 (6.4) にぶい黄橙(10YR7/2) 外樺描沈線文賃国

753 弥生±器 甕 16.6 (3.0) 橙 (5YR7/6)

二 河道 1 弥生±器 忘杯？ (4.0) 橙 (7.5YR6/6)

占
弥生±器 甕 (1.9) 橙 (5YR6/6)

弥生二器 吝杯 10 8 (3.5) 橙 (5YR7/6) 外：透かし孔

757 弥生土器 甕 65 (4.0) にぷい黄橙(10YR7/2)

758 弥生±器 壺 6.4 (3.6) 黒褐(7.5YR3/l)

二 弥生±器 空士 79 (4.7) 浅蒻橙(lOYRS/3)

二761 弥生±器 甕 82 (81) にぶい褥(75YR5/4) 

弥生二器 甕 57 (6.5) にぶい褥(75YR5/4) 

762 弥生土器 空士 (4.8) にぶい橙(75YR7/4) 外：段

763 
柱穴3

弥生±器 甕 (1.5) 橙 (5YR6/6) 外別目

玉
弥生±器 宝士 80 (2.4) 灰黄褥(10YR6/2) 外：黒造

弥生土器 壺 (14.0) (2.5) にぷい黄橙(10YR7/3) 丙・外黒斑

766 柱穴4 弥生二器 壺 (13.0) (4.7) にぶい蒻橙(10YR7/3) 外凹線

767 柱穴7 弥生±器 甕 (6.8) にぶい黄橙(10YR7/2) 外貼1寸突帯・刻目

768 
柱穴8

弥生±器 甕 13.6 (11.6) にぶい黄橙(10YR7/2)

769 弥生±器 高杯 10 8 (4.6) にぶい蒻橙(10YR7/2) 外：穿孔

770 柱穴9 弥生土器 空士 76 (4.6) にぶい蒻橙(10YR7/2)

771 柱穴10 弥生±器 鉢 19.8 (13.5) にぶい蒻褥(10YR5/3) 外凹線

772 
柱穴11

弥生±器 宝士 (7.8) 浅蒻橙(lOYRS/4) 外沈線

773 弥生±器 壺 (1.8) 橙 (5YR6/6) 外別目

774 
柱穴13

弥生二器 甕 7.4 (8.2) にぶい蒻橙(10YR7/3)
I 

弥生±器 空士 (13.3) にぶい赤褥(5YR5/4) 外刻目•沈線・櫛描波状文775 

776 弥生±器 壺 (12.7) (3.2) にぶい蒻橙(10YR7/3)

777 弥生±器 宝士 12.6 (3.4) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線

778 弥生土器 壺 13.8 (6.0) 橙 (7.5YR7/6)

779 弥生二器 壺 (61) 灰白 (2.5Y7/l) 外沈線・太葉文

~ 弥生±器 空士 (2.4) 橙 (5YR6/6) 外木葉文

781 弥生±器 壺 (2.8) にぶい橙(75YR7/4) 外沈線

782 弥生±器 壺 7.4 (13.0) 浅蒻橙(lOYRS/3) 外ヘラ拮文

783 弥生土器 壺 93 (5.3) にぶい蒻橙(10YR7/4)

784 弥生±器 壺 (9.4) (4.1) にぶい橙(75YR6/4) 

~ 弥生±器 宝士 13 6 (6.9) 橙 (5YR6/8)

786 弥生土器 蓋 90 2.8 浅黄橙(7.5YR8/4) 外穿孔

787 弥生±器 甕 18.8 (3.9) 灰褐 (7.5YR6/2) 外別目

788 弥生二器 甕 (3.8) 橙 (7.5YR7/6) 外刻目
I 

789 弥生±器 甕 (5.8) 灰白 (lOYRS/2) 外刻目心t線
~ 弥生±器 甕 (4.4) にぶい橙(75YR7/4) 外別目竹管文

791 弥生土器 癌 27 8 (3.8) 橙 (5YR7/8) 外沈線

~ 弥生±器 甕 (5.6) 黒褐(10YR3/2) 外：刻目・段

793 
遣喘に伴わな

弥生±器 甕 (10.3) にぶい橙(75YR6/4) 外刻目• 沈線
い遣物

~ 弥生±器 甕 (23.7) (12.7) 灰黄視(10YR6/2) 外刻目• 沈線

~ 弥生±器 甕 (22.0) (3.9) 橙 (7.5YR6/6) 外刻目心t線

二 弥生二器 甕 21.4 (5.9) 褐 (7.5YR4/3) 外：櫛描沈線

已 弥生±器 甕 (1.9) 橙 (7.5YR7/6) 外別目・貼付突帯

798 弥生±器 甕 (31) にぶい蒻褥(10YR5/3) 外貼1寸突帯・刻目
下 弥生土器 空士 13.0 (61) 橙 (5YR6/6) 外貼付突帯刻目

同 弥生±器 壺 (16.0) (5.7) 灰黄褐(10YR5/2) 外貼付突帯・刻目

己 弥生二器 壺 (3.3) 褐灰(10YR4/l) 外貼付突幣・刻目• 円形浮文・斜格子文

己笠 弥生±器 壺 14.9 (5.9) 灰白 (lOYRS/2) 外凹線・棒状浮文

803 弥生±器 壺 10.0 (10.0) 灰白 (5YR6/4) 内外黒斑

同 弥生土器 空士 8.8 (7.3) 橙 (10YR5/2)

同 弥生±器 甕 14.3 7.6 にぶい橙(75YR7/4) 

己竺 弥生二器 甕 18.2 (14.4) 灰黄褥(10YR6/2) 外凹線

807 弥生土器 忘杯 (18.2) (5.8) にぷい黄褐(10YR5/3) 外 円形浮文・斜格子文
I 

808 弥生±器 高杯 (33.4) (9.3) 灰白 (7.5YR8/2)

同 弥生±器 忘杯 23 5 (5.0) 灰黄褐(10YR5/2) 外凹線黒斑

810 弥生±器 手捏上器 26 (2.5) にぶい橙(75YR7/4) 

己 須恵器 甕 (7.2) 灰白 (5Y7/l) 外：タタキメ

812 須恵器 空士 13 0 (6.2) 青灰(5B6/1)
I 

813 上師器 皿 (15.7) 10 8 1.4 橙 (5YR6/6)

同 溝21 上師器 皿 14.8 (1.4) 橙 (5YR6/6)

815 黒色±器 椀 4.6 (1.6) にぶい橙(75YR7/4) 

二817 黒色±器 椀 68 (1.4) にぶい蒻橙(10YR7/2)

黒色±器 椀 (8.0) (1.7) にぶい蒻橙(10YR7/2)
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

~ 819 
黒色±器 椀 66 (1.2) 橙(5YR6/6)

溝21 黒色±器 椀 87 (1.3) 橙(5YR6/6)

820 黒色±器 椀 76 (1.5) 橙(5YR6/6)

821 溝22 須恵器 杯蓋 (2.7) 灰(N6/0)

822 
溝23

士師器 空士 22 6 (7.3) 橙(7.5YR7/6) 外沈線

823 上師器 甕 16.0 (2.0) にぶい蒻橙(10YR6/3)

824 溝24 須恵器 杯身 (1.5) 灰(N6/0)

825 
溝25

黒色±器 椀 72 (1.6) にぶい黄橙(10YR6/3) 内黒色

826 上師器 杯 69 (1.6) にぶい橙(5YR6/4) 外：ヘラ切り

827 溝29 瓦 平瓦 長 (7.0) 雁 (3.7) 厚19 灰(N6/0) 凹布目凸布目？會吾海波タタキメ

~ 829 
弥生±器 甕 (1.7) 灰黄褥(10YR4/2) 外櫛拮沈線7条

水田2
上師器 甕 (13.6) (4.3) にぶい橙(75YR6/4) 外櫛描沈線7条・煤付菩

830 弥生土器 甕 (15.3) (2.9) 灰白 (lOYRS/2)

831 弥生±器 鉢 71 5.0 浅黄橙(7.SYRS/4)

区 須恵器 ハソウ (5.7) 灰(10Y6/l)

~ 834 
須恵器 杯蓋 (1.2) 灰白 (2.5Y8/2)

須恵器 杯蓋 (1.5) 青灰(5B6/1)

835 須恵器 杯 10 0 (2.6) 灰(5Y6/l)

836 須恵器 杯 116 (2.0) 灰白 (2.5Y7/l)

戸838 
須恵器 宝士 118 (2.0) 灰(N5/0) 外 忘台侵付にエ具痕

須恵器 壺 118 (3.8) 灰(5Y6/l)

同 遣喘に伴わな
須恵器 杯 92 (2.5) 灰白 (7.5YR8/l)

い遺物
840 須恵器 杯 70 (2.5) 灰白 (2.5Y7/l)

841 灰釉陶器？ 椀 (6.5) (11) 灰白 (5Y7/l)

842 緑釉陶器 椀 70 (1.4) 灰(N6/0) 外：削出高台釉剥落

言 土師器 甕 (12.5) (4.5) にぶい橙(75YR7/3) 

言 上師器 甑？ 灰白 (N7/0)

845 須恵器 癌 灰(N5/0) 窯壁溶着

846 瓦 平瓦 長(12.2) 帽(7.4) 厚3.6 灰白 (2.5Y8/2) 凹布目凸ナデ・格子目 栢寺平2類？

847 井戸7 灰釉陶器 鉢 (4.1) 素灰白 (2.5Y7/l) 胞釉（香(2.5Y7.5/4)) 関西菜

848 井戸9 百磁 香炉 31 (1.8) 素アイボりー(2.5Y8.5/l.5) 内墨書外施釉（ロイヤルプル←(7PB3/12))・ 已足 瀕戸

849 井戸11 陶器 椀 51 (31) 素仄赤(10Y5/2) 施釉（明赤灰(10R4/l)・(1OY7 /l)) 肥前系

850 井戸12 陶器 宝士 (9.8) (3.4) 素黄灰(2.5Y6/l) 胞釉仄黄(25Y6/2)) 関西系

851 土師器 椀 10.9 (3.6) 灰白 (lOYRS/2)

852 
上塘115

上師器 椀 (2.6) 灰白 (lOYRS/2)

同 上師器 椀 67 (1.5) 灰白 (lOYRS/2)

854 上師器 椀 59 (1.6) 灰白 (lOYRS/2)

855 上塘116 上師器 椀 (12.8) (2.0) 灰白 (2.5Y8/2)

856 溝45 土師器 鍋 318 (11.3) にぶい褥(75YR5/3) 外煤付著

857 須恵器 壺 25 6 (6.9) 灰白 (N7/0)

同 上師器 椀 14.6 60 (4.9) 灰白 (lOYRS/2)

859 士師器 椀 5.4 (1.2) 灰白 (10YR8/2)

860 溝46 上師器 椀 53 (1.4) 浅蒻橙(lOYRS/3)

861 上師器 椀 4.0 (11) にぶい橙(75YR7/4) 
I 

862 上師器 椀 31 (1.0) 浅蒻橙(lOYRS/3)

同 上師器 鍋 (11.9) にぶい蒻橙(10YR7/2)

864 
溝45 46 

須恵器 空士 (8.0) 蒻灰(2.5Y6/l) 外貼付突特

865 白磁 碗 15.0 (4.0) 素灰白 (2.5Y8/l) 胞釉（浅黄(25Y7/3)) 

866 溝48 染付磁器 碗 75 (2.9) 素灰白 (N7/0) 内施文（紺(6PB2.5/4)) 肥前系

867 溝49 上師器 椀 4.8 (1.2) 灰黄視(10YR6/2)

868 
溝54

上師器 椀 14.1 6.4 4.4 灰白 (lOYRS/2) 外穿孔

869 土師器 椀 60 (21) 灰白 (7.5YR8/2)

二 溝57
上師器 椀 58 (2.0) 灰白 (lOYRS/2)

871 白磁 碗 60 (1.8) 素灰白 (7.5Y7/l) 内施釉（にぶい黄(2.5Y6/3))

872 溝58 士師器 皿 8.7 60 13 橙(5YR7/6) 外：ヘラ切り

873 溝60 上師器 椀 (8.0) (1.5) にぶい黄橙(10YR7/3)

二 上師器 椀 12.3 56 4.0 灰白 (2.5Y8/2)

二 上師器 椀 66 (1.4) 灰白 (lOYRS/2)

876 溝62 上師器 椀 59 (1.5) 灰白 (5Y8/l)

同 士師器 皿 79 60 2.4 にぶい黄橙(10YR7/2) 外：ヘラ切り

同 白磁 碗 (6.4) 素灰白 (2.5Y7/l) 胞釉ぽ白 (10Y7/l)) 内施文

~ 青磁 碗 (3.8) 素灰白 (5Y7/l) 胞釉ぽオリープ(5Y5/2)) 外連弁文

880 染付磁器 碗 10.6 (2.6) 素仄白 (2.5Y7/l) 施釉（明緑灰(10GY7/l))・施文（藍鼠(75B4.5/2.5)) 肥前系
I 

881 陶器 椀 14.0 (4.1) 素灰(5Y6/l) 胞釉伍オりープ(5Y5/3))・D禿 肥前系

同 水田3 染付磁器 碗 4.0 (2.9) 素灰白 (N8/0) 刊、外握柚（叡リ←プ(2防Y7/l))外施文（翡鼠(7.5B45は5)) 肥前系

883 染付磁器 碗 4.5 (5.3) 素灰白 (2.5Y7/l) 内施文（壺鼠(7.5B4.5/2.5)) 肥前系

己 傭前焼 摺鈷 (51) 赤褐(10R4/3) 内描り目

885 瓦 丸瓦 長(17.0) 帽130 厚16 灰黄褥(10YR5/2) 門布目・ヘラナデ凸ナデ

886 上師器 椀 4.7 (11) 灰白 (2.5Y8/2)

同 たわみ 2
上師器 椀 (4.1) 灰白 (2.5Y8/2)57 

888 東播菜須恵器 壺 (30.4) (3.6) 灰(N6/0)
たわみ 5

上師器 椀 (1.9) 浅蒻橙(lOYRS/3)889 58 
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掲載遣樺名 種別 器種
言t洞肘直 (cm) 

色調 形態• 手法の特檄など 備考
D径 底径 器忘

二891 上師器 椀 79 (3.0) 灰黄褥(10YR6/2)

上師器 椀 73 (1.3) 灰黄褥(10YR4/2)

892 
遣構に伴わな

白磁 碗 58 (2.2) 素灰白(2.5Y8/l) 施釉（浅黄(25Y7/3)) 
い遣物

893 吉磁 碗 57 (1.8) 素灰白(N7/0) 胞釉（オリープ灰(10Y6/2)) 内 施文

894 陶器 椀 112 38 5.9 素灰白(2.5Y7/l) 内 見込み使用痕内・外施釉（黒(Nl.5/)) 天目瀬戸

石製品

掲載
掲載遺襦名 器種 石材

言十j則｛直 (rnrn) 重旦
時期 傭考

番号 荒大長 悶大閲 巖大厚 (g) 

Sl 柱穴 l 鏃 サヌカイト (14.0) (16.5) 4.0 (0.62) 簡文晩期

S2 
遺構に伴わない遣物

鏃 サヌカイト (24.0) 14.0 3.0 (1.06) 
縄文

S3 打製石斧 サヌカイト 132.0 74.0 21.0 19113 

ヒ 竪穴住居 l
台石 究紋質凝灰角礫岩 103.0 114.0 108.0 1680.00 

弥生中貶中葉古
S5 台石 花岡岩（やや細粒） 251.0 285.0 110.0 12000.00 全面被熱

S6 台石 流紋岩 290.0 273.0 71.0 8650.00 2 IIIIII前後の直線的な使用痕

S7 鏃 サヌカイト 23.3 19.5 3.5 1.29 

S8 竪穴住居2 鏃 サヌカイト (11.5) 14.0 2.8 (0.45) 弥生中期末葉 裏面に大きく主要剥離面を残す

二 楔 サヌカイト 27.0 25.0 5.5 4.51 

S 10 楔 サヌカイト 26.5 34.0 11.0 1161 

Sll 鏃 サヌカイト 12.5 12.5 2.3 0.32 

S 12 鏃 サヌカイト 14.0 15.0 3.0 0.45 

S 13 鏃 サヌカイト (14.5) 14.0 2.0 (0.47) 

予
鏃 サヌカイト 18.5 14.0 2.8 0.39 

鏃 サヌカイト 18.0 11.5 2.5 0.58 

rs"i6 鏃 サヌカイト 19.5 17.0 2.5 0.70 

S 17 鏃 サヌカイト 19.0 18.0 3.0 0.60 

S 18 鏃 サヌカイト 23.0 16.0 2.5 0.55 

予
鏃 サヌカイト 21.5 14.0 2.5 0.49 

鏃 サヌカイト 30.0 (22.0) 5.0 (2.90) 

~ 鏃 サヌカイト (35.5) 23.0 5.0 (3.43) 

S22 錐 サヌカイト (15.0) .5 3.0 (0.54) 

S23 錐 サヌカイト 31.8 13.8 6.0 2.34 

予
錐 サヌカイト (34.0) 14.0 6.8 (2.59) 

錐 サヌカイト 33.5 15.0 4.3 1.65 

S26 楔 サヌカイト 21.0 9.0 11.0 1.26 

S27 楔 サヌカイト 22.0 28.0 4.5 3.04 

S28 楔 サヌカイト 17.5 13.0 4.0 1.37 

予
鏃 サヌカイト 15.0 12.0 3.5 0.39 

鏃 サヌカイト 15.0 11.0 2.5 0.25 

S31 鏃 サヌカイト (13.5) 11.5 2.5 (0.40) 

S32 鏃 サヌカイト (16.0) 17.0 3.0 (0.54) 

S33 鏃 サヌカイト (21.0) 16.0 4.0 (0.94) 

予
鏃 サヌカイト 21.0 13.5 3.0 0.63 

鏃 サヌカイト (24.0) (19.0) 4.0 (1.09) 

S36 
竪穴住居3

鏃 サヌカイト (16.0) 16.0 2.5 (0.48) 
弥生前期中葉

二 鏃 サヌカイト (16.0) 15.0 4.0 (0.64) 

~ S38 鏃 サヌカイト 27.8 15.8 4.0 1.56 非成品

錐 サヌカイト 29.0 11.5 6.0 1.50 

錐 サヌカイト (26.5) 13.5 3.0 (0.98) 

S41 錐 サヌカイト 21.0 18.5 3.5 0.87 

ヒ 錐 サヌカイト (22.5) 21.5 4.5 (1.75) 

国
鼓石 流紋岩質凝仄岩 90.0 68.0 55.0 49119 

鼓石 流紋岩 (ll0.5) 48.0 40.5 (379.94) 

~ スクレイパー サヌカイト 66.0 56.5 9.5 29.69 

二 スクレイパー サヌカイト (54.0) 45.0 14.0 (28.20) 

二 スクレイパー サヌカイト 41.0 34.5 6.0 5.82 

予
楔 サヌカイト 35.0 30.5 8.5 10.70 

楔 サヌカイト 33.5 29.5 13.5 15.88 

rsso- 楔 サヌカイト 31.0 21.0 7.0 4.69 

二 剥片 サヌカイト 73.0 42.5 29.0 70.14 素材剥片か

ヒ 管玉 緑色凝灰岩 16.0 (0.21) 外形 5.5rnrn、孔径 2.5rnrn

膚
彩文石製品 石英安山岩 70.0 48.0 23.5 95.32 

鏃 サヌカイト 10.0 (8.5) 3.2 (0.20) 

rsss 鏃 サヌカイト 12.5 8.5 1.8 0.19 

二 鏃 サヌカイト 13.0 12.5 1.7 0.23 

二 鏃 サヌカイト 15.3 14.0 3.0 0.46 

予
鏃 サヌカイト (15.0) 12.0 2.5 0.40 

鏃 サヌカイト 16.5 12.0 2.5 0.42 

S60 鏃 サヌカイト 19.0 14.0 2.5 0.37 

予
鏃 サヌカイト 16.3 14.5 2.5 0.61 

鏃 サヌカイト (16.0) 15.0 2.0 (0.44) 
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掲載
掲載造樺名 器種 石材

言十j則｛直 (rnrn) 重三
時期 備考

番号 荒大長 荒大嘔 荒大厚 (g) 

~ 
鏃 サヌカイト 21.0 (15.0) 3.0 (0.65) 

鏃 サヌカイト 18.0 12.5 3.5 0.79 

S65 鏃 サヌカイト 21.0 13.0 3.0 0.60 

S66 鏃 サヌカイト (17.0) 19.0 3.0 (0.60) 

S67 鏃 サヌカイト 17.5 19.5 3.0 0.81 

冒
鏃 サヌカイト 23.0 16.5 3.0 (0.55) 

鏃 サヌカイト (27.0) 16.5 3.0 (1.46) 

S70 鏃 サヌカイト 27.0 21.0 4.8 2.50 

S71 鏃 サヌカイト 26.5 15.0 3.0 0.81 

二 鏃 サヌカイト (36.0) (19.5) 4.7 (1.69) 

冒
鏃 サヌカイト (30.0) (19.0) 4.0 (1.38) 

鏃 サヌカイト 28.0 14.0 11.0 1.24 非成品

S75 鏃 サヌカイト (18.8) 17.5 3.0 (0.92) 

S76 鏃 サヌカイト (28.0) 22.5 5.0 (3.28) 未成品

二 鏃 サヌカイト 30.0 21.0 4.2 2.83 未成品

予
鏃 サヌカイト 14.0 12.5 3.0 0.53 未成品

鏃 サヌカイト (21.5) 21.0 4.3 (2.06) 未成品

S80 錐 サヌカイト (36.0) 10.0 4.7 (1.31) 

S81 錐 サヌカイト (42.0) 10.0 4.0 (1.67) 

直
錐 サヌカイト 32.5 10.5 6.5 (2.44) 

錐 サヌカイト 44.0 13.0 5.0 2.10 

~ 錐 サヌカイト 36.5 16.0 6.5 4.28 

S85 錐 サヌカイト 30.0 15.0 5.0 2.19 

S86 
竪穴住居3

錐 サヌカイト 13.5 10.0 2.5 0.24 
弥生前期中葉

膚
錐 サヌカイト 15.0 12.0 2.8 0.32 

錐 サヌカイト 16.8 19.0 3.0 (0.77) 

rs"s9 錐 サヌカイト 18.0 14.0 2.5 0.45 

S90 錐 サヌカイト 23.5 13.5 4.5 0.98 

S91 錐 サヌカイト 28.0 22.5 4.8 1.62 

予
錐 サヌカイト 39.0 16.0 5.0 2.05 

錐 サヌカイト 32.0 12.5 5.0 1.64 

S94 スクレイパー サヌカイト 40.0 36.0 5.0 5.82 

S95 剥片 サヌカイト 33.0 40.0 21.0 34.30 素材剥片

S96 スクレイパー サヌカイト 89.0 55.5 19.5 (87.65) 

晨
スクレイパー サヌカイト 88.0 79.0 15.5 129.25 

スクレイパー サヌカイト 132.0 72.0 11.5 103.91 

S99 打製石包丁 サヌカイト (42.0) (75.0) 12.5 (31.64) 

S 100 スクレイパー サヌカイト 62.5 27.0 6.0 1110 

S 101 スクレイパー サヌカイト 50.5 34.0 7.0 1151 

二S 103 スクレイパー サヌカイト 59.0 41.0 11.0 24.72 

スクレイパー サヌカイト 68.0 51.0 7.5 24.88 

S 104 RF  サヌカイト 39.0 26.5 6.0 5.87 

S 105 不明 珪化太 (115.0) 31.5 12.0 (50.51) 剣未成品か

二 扁平片刃石斧 サヌカイト 41.0 11.0 4.0 (4.03) 

二S 108 鼓石 安山岩 189.5 77.0 46.0 993.21 

台石 細粒花周岩 113.0 109.0 103.0 168.97 

S 109 台石 泥質細粒砂岩 182.0 102.0 45.0 1383.73 ＜ぽみに摩滅あり

SllO 台石 流紋岩 335.0 166.0 109.0 8400.00 若干の摩滅あり

~ S 112 
鏃 サヌカイト 21.0 (14.0) 4.0 (0.67) 

竪穴住居4 鏃 サヌカイト (26.0) 16.8 6.5 (2.82) 弥生中期前半 非成品

言 錐 サヌカイト (35.0) 46.0 6.5 (10.43) 

二 鏃 サヌカイト (18.0) 16.0 3.0 (0.69) 

二 鏃 サヌカイト 21.0 18.0 3.0 0.83 

占告
竪穴住居5 鏃 サヌカイト 24.0 (15.0) 3.0 (0.70) 弥生後期初頭

鏃 サヌカイト 27.0 (18.0) 4.0 (1.25) 

言 錐 サヌカイト (32.0) 15.0 5.0 (2.27) 

二 竪穴住居6
檜状石群 サヌカイト 170.0 53.5 11.0 (118.87) 

弥生中期前葉
S 120 錐 サヌカイト 32.3 9.5 3.5 1.08 

占告
鏃 サヌカイト 22.8 18.0 5.0 1.75 

竪穴住居7
鏃 サヌカイト 24.0 (14.3) 2.8 (0.73) 

弥生中期中葉言 鏃 サヌカイト (11.5) (14.5) 2.5 (0.40) 

S 124 台石 珊粒花筒岩 180.0 (122.0) 91.0 (2130.00) 

S 125 竪穴住居8古 石鏃 サヌカイト 12.5 (19.0) 2.8 (0.51) 

二S 127 鏃 サヌカイト 13.5 8.5 2.0 0.27 
弥生中期削葉～中葉

竪穴住居8新 砥石 流紋岩 (55.0) 30.0 9.0 (68.71) 

S 128 砥石 流紋岩 (58.0) (32.0) 29.0 (37.95) 

S 129 竪穴住居10 鏃 サヌカイト 18.0 10.5 2.8 0.44 弥生中期中葉古

S 130 竪穴住居11 鏃 サヌカイト 17.8 14.0 2.8 0.52 弥生中防中葉古

S 131 竪穴住居12 鏃 サヌカイト 19.0 (14.0) 3.0 (0.55) 弥生後期末葉

S 132 
竪穴住居15

鏃 サヌカイト (28.0) 18.0 3.5 (1.59) 
弥生中期後葉以前

S 133 錐 サヌカイト (27.0) 11.5 4.8 (1.26) 

S 134 竪穴住居17 錐 サヌカイト 35.0 20.8 4.7 2.73 弥生中期中華

S 135 竪穴住居18 鏃 サヌカイト 14.0 12.0 3.0 0.72 弥生中期中葉 非成品
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掲載
掲載造樺名 器種 石材

言十j則｛直 (rnrn) 重三
時期 備考

番号 荒大長 荒大嘔 荒大厚 (g) 

S 136 竪穴住居18 台石 流紋岩質凝灰岩 322.0 180.0 84.0 4720.00 弥生中期中華

S 137 鏃 サヌカイト 15.0 12.5 2.5 0.38 

S 138 鏃 サヌカイト 15.5 11.5 2.0 (0.32) 

S 139 錐 サヌカイト 26.0 12.0 5.0 1.47 

S 140 錐 サヌカイト (21.3) 9.5 5.0 (0.83) 

~ S 142 
竪穴住居19 錐 サヌカイト (34.0) 13.0 5.0 (1.81) 弥生中期中葉

スクレイパー サヌカイト (50.0) 25.5 5.5 (8.02) 

S 143 太型蛤刃石斧 安山岩 170.5 69.0 48.5 948.76 

S 144 砥石 謹紋岩質凝灰岩 (116.0) (66.0) 76.0 (660.00) 

S 145 台石 究紋岩質凝灰岩 257.0 128.0 130.0 7500.00 

S 146 竪穴住居20 石鋸 結晶片岩 (81.0) 44.0 3.2 (13.62) 弥生中期削半

S 147 竪穴住居22 鏃 サヌカイト 37.0 14.0 3.5 1.79 弥生中期中槃後半

S 148 井戸2 台石 細粒花筒岩 252.0 215.0 93.0 7950.00 弥生後期末葉

S 149 井戸4 錐 サヌカイト (30.5) 13.0 5.5 (0.54) 弥生中期前葉

S 150 土渡4 鏃 サヌカイト (13.0) (10.3) 2.5 (0.31) 弥生中期末葉

~ S 152 ±濃12
鏃 サヌカイト (16.8) (18.5) 3.0 (0.85) 

弥生中期中葉
楔 サヌカイト 58.0 37.0 15.0 0.82 

S 153 鏃 サヌカイト 17.0 15.0 3.5 (0.76) 

S 154 鏃 サヌカイト 22.5 17.0 3.0 0.86 

ニS 156 鏃 サヌカイト (15.0) 17.0 3.3 (0.68) 

鏃 サヌカイト (13.0) 14.0 2.0 (0.39) 

~ 鏃 サヌカイト 23.0 15.0 3.3 1.06 

S 158 土壊14 鏃 サヌカイト (23.0) (16.0) 4.0 (0.76) 弥生中期前蕪新

S 159 鏃 サヌカイト 27.5 (13.8) 3.0 (0.96) 

二S 161 錐 サヌカイト (42.3) 23.0 7.0 (6.68) 

楔 サヌカイト 26.0 33.5 5.0 4.77 

二 楔 サヌカイト 40.0 25.0 11.0 12.36 

S 163 鼓石 石英安山岩 104.0 59.0 37.0 358.40 太形蛤刃石斧甚部再利用

S 164 鏃 サヌカイト 17.5 (14.0) 2.8 (0.57) 

二S 166 ±涼15 鏃 サヌカイト 28.0 (19.5) 3.0 (118) 弥生中期中薬

鏃 サヌカイト (21.0) 11.0 3.5 (0.82) 

S 167 ±濯16 鏃 サヌカイト 13.5 14.5 2.0 0.38 弥生中期中葉古

S 168 ±塘21 鏃 サヌカイト 24.0 (14.0) 3.0 (0.79) 弥生中期

S 169 土壊22 柱状片刃石斧 泥質ホルンフェルス 49.0 14.0 11.0 13.33 弥生前期後葉

S 170 ±涼24 鏃 サヌカイト (21.5) 16.0 3.0 (0.82) 弥生中期中葉

S 171 土壊25 鏃 サヌカイト 22.0 16.0 3.0 0.78 弥生中期前半

S 172 ±濯26 檜状石器 サヌカイト (59.0) 37.0 11.0 (27.07) 弥生中期中葉

S 173 ±壊30 槍状石器 サヌカイト (43.0) 21.0 6.0 (7.47) 弥生中期中葉古

S 174 土壊39 錘 斑状流紋岩 66.0 56.0 43.0 242.32 弥生後期前葉

S 175 ±渡45 鏃 サヌカイト (24.0) 19.5 5.0 (1.94) 弥生中期削半

S 176 ±壊46 鏃 サヌカイト 16.0 11.0 3.0 0.50 弥生前期後葉

S 177 ±塙49 錐 サヌカイト 25.0 6.0 32 0.54 弥生中期中葉

S 178 ±壊50 鏃 サヌカイト (18.5) 162 3.3 (0.72) 弥生前期中葉

二 鏃 サヌカイト 19.0 13.8 4.0 0.61 

~ S 181 
±渡53 鏃 サヌカイト 30.5 (15.5) 3.5 (1.27) 弥生前期削半

錐 サヌカイト (27.3) 17.5 6.0 (2.10) 

S 182 ±塙59 鏃 サヌカイト 22.5 (13.0) 2.5 (0.71) 弥生中期中葉

S 183 ±渡64 鏃 サヌカイト 19.5 (15.0) 3.5 (0.61) 弥生中期中葉古

S 184 ±渡86 鏃 サヌカイト 22.0 (12.0) 2.5 (0.54) 弥生中期中華

S 185 ±灌88 鼓石 粘板岩 (70.0) 24.0 7.5 (14.20) 弥生後期前半

S 186 溝 l 打製石包丁 粘板岩？ 76.0 38.0 16.0 50.67 弥生中期末葉～後期初頭

二 溝3
鏃 サヌカイト 22.5 13.0 4.0 0.91 

弥生前期後葉
S 188 鏃 サヌカイト 16.5 12.5 2.8 (0.35) 

S 189 溝9 鼓石 安山岩 58.0 55.0 40.0 186.35 弥生中期後葉～後期前葉

S 190 溝10 打製石包丁 粘板岩 (80.0) 55.0 11.0 (65.46) 弥生後期後葉

S 191 鏃 サヌカイト (13.5) 15.0 3.0 (0.50) 

二 鏃 サヌカイト 20.0 (16.0) 4.0 (0.77) 

二 錐 サヌカイト 27.5 17.5 4.5 2.28 

~ S 195 溝11
錐 サヌカイト 31.0 12.0 5.0 2.41 

弥生後期後葉～古墳籾瞑
楔 サヌカイト 42.5 34.0 8.5 14.61 

言 楔 サヌカイト 28.0 38.0 10.0 14.48 秦材剥片か

二 剥片 サヌカイト 91.5 59.0 21.0 12176 素材剥片

S 198 砥石 流紋岩 (73.0) 88.0 28.0 (242.90) 

S 199 溝13 打製石包丁 サヌカイト (33.5) 42.0 8.5 (11.77) 弥生後期後葉 全体に珪酸が付者

S 200 河道 1 磨石敲石 究紋岩質凝灰岩 (78.1) 111.3 51.0 (722.04) 弥生前～後期後葉 全面被熱による赤化顔著

S 201 柱穴5 鏃 サヌカイト 14.0 11.0 2.8 0.22 

S 202 柱穴6 鏃 サヌカイト (20.0) 16.0 3.0 (0.99) 

S 203 柱穴12 台石 石英安山岩質凝仄角森岩 (214.0) 120.0 111.0 (3840.00) 

~ S 205 
鏃 サヌカイト 12.0 11.5 1.8 0.27 

鏃 サヌカイト 13.0 10.5 1.8 0.21 

S 206 遺構に1半わない遣物 鏃 サヌカイト 15.0 10.5 3.0 0.40 

ニS 208 鏃 サヌカイト 16.5 13.0 3.0 0.53 

鏃 サヌカイト (16.0) 15.0 2.0 (0.44) 
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掲載
掲載遺襦名 器種 石材

音t祖U{直 (mm) 重三
時期 傭考

番号 荒大長 最大閲 隈大厚 (g) 

S 209 鏃 サヌカイト (18.0) 17.5 4.0 (1.28) 

二S 211 鏃 サヌカイト 15.0 15.5 2.5 0.45 

鏃 サヌカイト (14.0) 12.0 2.5 (0.41) 

S 212 鏃 サヌカイト 18.0 14.3 4.0 0.68 

S 213 鏃 サヌカイト 17.0 11.0 3.0 0.50 

二 鏃 サヌカイト 17.2 11.0 2.5 0.41 

戸S 216 
鏃 サヌカイト (20.0) (14.0) 2.5 (0.48) 

鏃 サヌカイト (18.5) (13.5) 3.0 (0.58) 

S 217 鏃 サヌカイト 16.0 10.5 2.5 0.48 

S 218 鏃 サヌカイト 16.6 (17.0) 2.5 (0.67) 

二 鏃 サヌカイト 15.3 (11.0) 3.2 (0.39) 

S 220 鏃 サヌカイト 18.0 14.0 3.0 0.74 

rsm 鏃 サヌカイト 17.0 (11.8) 2.5 (0.44) 

S 222 鏃 サヌカイト 19.8 16.0 4.5 1.23 

S 223 鏃 サヌカイト 27.5 (17.0) 3.5 (1.26) 

二S 225 鏃 サヌカイト (28.0) (15.0) 4.0 (1.39) 

鏃 サヌカイト 30.5 14.0 4.5 151 

~ 鏃 サヌカイト (23.0) 17.3 3.0 (0.89) 

S 227 鏃 サヌカイト 22.8 16.8 1.8 0.88 

S 228 鏃 サヌカイト (28.0) 17.0 4.0 (2.01) 

二S 230 鏃 サヌカイト (32.0) 19.0 3.3 (2.22) 

遠嘴に伴わない遣物
鏃 サヌカイト 29.0 13.0 3.3 121 

rsm 錐 サヌカイト 34.5 18.5 7.0 (5.00) 

S 232 錐 サヌカイト 38.5 16.5 5.3 2.51 

S 233 錐 サヌカイト 31.5 12.0 6.0 2.52 

二S 235 錐 サヌカイト (26.0) 17.0 4.0 (119) 

錐 サヌカイト 21.0 13.0 4.0 (0.74) 

S 236 錐 サヌカイト 23.0 10.0 4.0 0.62 

S 237 錐 サヌカイト (26.0) 7.5 2.0 (0.45) 

S 238 錐 サヌカイト 26.0 11.5 5.0 119 

二S 240 錐 粘板岩のホルンフェルス 69.5 56.0 18.5 55.54 

不明 サヌカイト 36.5 24.0 6.0 (6.48) 刃部に描方阿の使用痕、鋸か

S 241 残 サヌカイト 46.0 44.0 27.0 65.52 

S 242 スクレイパー サヌカイト 69.0 51.0 8.3 37.18 

二 スクレイパー サヌカイト (36.5) 20.0 5.0 (4.60) 打製石包丁転用

~ S 245 
スクレイパー サヌカイト 74.5 55.0 8.0 (33.46) 

スクレイパー サヌカイト 44.5 30.5 5.0 7.97 

S 246 スクレイパー サヌカイト 92.0 62.0 9.0 48.58 

S 247 剥片 サヌカイト 72.0 64.0 8.5 (50.90) 

二 攣 サヌカイト 53.0 47.0 51.0 107.86 

~ S 250 
磨製石斧 古生代塩基性凝灰岩 90.0 44.0 18.5 104.70 

打製石斧 流紋岩 114.0 (50.0) 21.0 (183.14) 

S 251 錘 安山岩 111.0 74.0 18.5 238.01 

S 252 鼓石 流紋岩 118.0 60.0 35.0 367.14 

S 253 溝21 砥石 流紋岩 82.0 (100.0) 67.0 (810.98) lOC 

S254 井戸13 砥石 粘板岩 (48.5) (31.0) 12.3 (22.31) 幕末～明治

S 255 ±渡107 砥石 流紋岩 81.5 42.0 34.0 (153.31) 13C 

S 256 溝46 砥石 流紋岩 194.0 (84.0) 45.0 (1040.61) 13C 

二 水田 3
砥石 粘板岩 (51.0) (24.0) 8.0 (12.46) 中性～近世

S 258 砥石 粘板岩 84.0 61.0 7.0 64.50 中世～近世

土製品

掲載
遣樺名 器種

言t祖肘直 (mm) 虞量
色調 時期 備考

番号 醗大長 競大帽 辰大厚 孔径 (g) 

C 1 
竪穴住居3

菩状上製品 (16.6) 8.0 8.0 (1.4) 黒禍(2.5Y3/l)
弥生前期中葉

C2 円板形二製品 (511) 50.5 8.6 (24.0) 暗灰(N3/0) 弥生上器転用、打ち欠き成形

C3 竪穴住居4 結錘車 (41.3) (23.8) 61 (6.9) 鈍い黄橙(10YR6/4) 弥生中期前半 弥生土器転用

C4 
竪穴住居6

紡錘車 (29.7) (19.6) 4.1 4.1 (2.8) 褐灰(75YR4/l) 
弥生中期削葉

弥生上器転用

戸 紡錘車 43.2 42.2 4.5 4.6 11.2 明赤褐(5YR5/6) 弥生土器転用

C6 
竪穴住居7

結錘車 (282) 26.9 4.9 5.4 (3.4) 鈍い褐(7.5YR5/3)
弥生中期中葉

弥生上器転用

C7 紡錘車 (36.8) 39.4 6.4 2.2 (10.5) 鈍い褐(7.5YR6/3) 弥生上器転用

C8 竪穴住居8 円板形土製品 41.2 34.8 69 11.39 鈍い褐(7.5YR6/3) 弥生中期前葉～中葉 弥生土罪転用、打ち欠き成形

C9 竪穴住居10 紡筵車 (45.7) (23.8) 93 (6.0) (10.6) 浅蒻橙(7.5YR8/3) 弥生中期中葉古 弥生上器転用

ClO 竪穴住居11 分鋼形±製品 (83.3) 69.3 24.4 (167.5) 鈍い黄橙(10YR7/4) 弥生中期中華古

Cll 竪穴住居20 紡錘車 25.0 (14.5) 4.0 6.0 (2.3) 黒褐(10YR3/2) 弥生中期前半

Cl2 井戸3 錘 (27.0) 12.0 3.0 (3.8) 灰オりープ(5Y5/2) 弥生後期末葉

Cl3 土堀14 円板形土製品 (511) 49.6 61 (17.3) 鈍い褐(7.5YR5/4) 弥生中期前葉新 弥生土罪転用、打ち欠き成形

C14 上壊15 □板形±製品 43.0 (32.3) 70 (11.2) 鈍い橙(7.5YR7/3) 弥生中期中葉古 弥生上器転用、打ち欠き成形

Cl5 上壊69 紡錘車 43.8 42.1 5.2 13.1 鈍い黄橙(10YR6/3) 弥生中期後蕪 孔は未貫通

Cl6 溝l 分鋼形土製品 (39.4) 68.2 17 7 32.3 浅蒻橙(lOYRS/3) 弥生中期末葉～後期籾頭

号 遣構に1半わない遣物
分鋼形±製品 (53.9) (815) 13 0 (58.9) 灰黄褐(10YR6/2)

紡錘車 39.3 39.1 56 5.2 9.9 明赤(7.5YR5/6) 弥生土器転用
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遣樺名 器種
言t祖肘直 (mm) 重三

色調 時期 備考
荒大長 荒大嘔 荒大厚 孔径 (g) 

号
紡錘車 34.4 33.6 62 3.7 8.8 黒褐(10YR3/2) 弥生上器転用

選樺に伴わない選物 紡錘車 (38.9) 38.0 68 5.4 (11.8) 鈍い赤褐(5YR5/4) 弥生土器転用

C21 錘 67.0 23.0 7.0 35.8 鈍い橙(7.5YR6/4)

C22 柵列状遺構2 勾玉？ (33.6) 16.0 16.1 (9.0) 鈍い橙(7.5YR7/3) 古墳

C23 錘 35.2 10.3 3.8 3.1 鈍い橙(7.5YR7/4) 

二C25 錘 32.1 9.0 3.1 1.9 鈍い黄橙(10YR6/3)

錘 (40.0) 12.4 3.6 (5.5) 浅蒻橙(lOYRS/3)

C26 溝21 錘 (291) 11.4 3.8 (4.1) 黒褐(2.5Y3/l) lOC 

C27 錘 (26.5) 9.6 4.1 (2.1) 暗灰黄(2.5Y5/2)

二 円板形土裂品 25.6 22.6 10 9 8.2 灰(N6/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C29 円板形±製品 26.4 22.3 115 8.2 灰(N6/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C30 溝25 錘 (32.0) 10.0 4.0 (3.3) 灰赤(25YR6/2) lOC後半

C31 遣喘に伴わない遣物 円板形土製品 25.5 24.4 115 9.9 灰(N4/0) 13C 須恵器転用、打ち欠き成形

C32 井戸6 円板形±製品 54.0 52.0 17 0 (52.1) 灰白 (5YR7/l) 18C以降 須恵器転用、打ち欠き 研磨成形

二 錘 47.3 111 3.8 (6.0) 灰白 (2.5Y8/2)

戸C35 溝45
錘 (36.2) 20.4 4.4 (14.4) 鈍い黄橙(10YR7/3)

中世
円板形二製品 27.2 24.9 118 9.4 鈍い黄橙(10YR6/3) 弥生上器転用、打ち欠き成形

C36 円板形土製品 28.4 27.0 10 8 10.1 明赤褐(5YR5/6) 弥生土群転用、打ち欠き成形

C37 
溝46

錘 56.8 12.7 3.3 (8.1) 灰黄褐(2.5Y7/2) 

円板形±製品 灰白 (7.5Y7/l)
13C 

須恵器転用、打ち欠き成形C38 26.1 25.6 11.4 8.4 

C39 錘 (40.7) 12.6 4.3 (5.5) 患(10YR2/l)

戸 溝45・46 錘 (27.5) 10.1 3.7 (2.7) 黒(10YR2/l) 中世

C41 円板形土製品 27.1 23.3 8.7 5.4 灰(N6/0)

C42 
溝57

円板形±製品 40.0 (20.0) 75 (7.5) 灰(N6/0)
中世

須恵器転用、打ち欠き成形

C43 円板形±製品 (44.0) (30.0) 19 0 (16.5) 蒻灰(2.5Y5/l) 須恵器転用、打ち欠き成形

C44 たわみ 3 円板形土製品 62.0 (34.0) 12 0 (25.9) 灰白 (N7/0) 中世～近世 須恵賠転用、打ち欠き成形

C45 錘 49.5 10.9 3.3 5.1 鈍い黄橙(10YR6/3)

C46 錘 (38.7) 10.1 4.2 (3.6) 浅蒻橙(lOYRS/3)

C47 錘 (38.5) 9.0 3.4 (2.9) 黒(10YR2/l) 中世～近世

C48 錘 (41.5) 10.7 4.2 (5.0) 黒褐(2.5Y3/l)

戸 錘 (36.8) 15.2 5.1 (7.3) 灰白 (lOYRS/2) 中世～近世

C50 錘 (211) 7.5 3.2 (1.2) 鈍い橙(7.5YR7/4) 中世

C51 錘 (17.9) 10.2 4.0 (1.7) 浅蒻橙(lOYRS/3)

C52 円板形土製品 19.7 19.2 8.8 4.3 灰白 (N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C53 円板形±製品 22.8 22.3 68 4.6 灰白 (N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

戸可 遣喘に伴わない遣物 円板形±製品 24.0 22.0 8.0 7.9 灰白 (lOYRS/2) 瓦転用、打ち欠き成形

C55 □板形上製品 26.1 24.5 10.4 7.9 灰白 (NS/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C56 円板形±製品 47.7 47.5 115 33.4 赤灰(5R5/l) 中世～近世 傭前焼転用、打ち欠き成形

C57 円板形土製品 (32.7) 51.2 12 6 22.7 灰白 (5Y7/l) 須恵器転用、打ち欠き成形

C58 円板形±製品 191 18.3 10 9 3.9 灰(N6/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

戸 円板形±製品 249 24.8 12 6 9.1 蒻灰(2.5Y6/l) 須恵器転用、打ち欠き成形

C60 円板形土裂品 21.0 21.0 12.0 8.1 灰赤(25YR6/2) 須恵器転用、打ち欠き成形

C61 円板形±製品 27.6 26.7 10 9 8.1 灰白 (N7/0) 須恵器転用、打ち欠き成形

C62 円板形土製品 35.7 35.3 12 5 18.7 黒褐(10YR3/l) 中世～近世 闊罪転用、打ち欠き成形
I 

C63 円板形±製品 45.5 44.2 17 0 37.0 灰(N6/0) 中世～近世 瓦転用、打ち欠き成形

金属製品

掲載番号 遺構名 器種 材質
言t祖肘直 (mm) 

重呈 (g) 時期 情考
蝦大長 振大帽 巖大厚

Ml 遣樺に伴わない造物 釧鏃 剣 24.8 9.6 3.3 2.46 

M2 上渡99 不明 鉄 (48.8) (43 6) 5.2 (14.27) 古代 板状

M3 水田3 鋤先 鉄 (104.0) (46.4) (12.1) (72.35) 中世～近世

M4 釦 鉄 (67.9) 121 9.8 (11.85) 

I M5 遺構に1半わない遺物 鎌 鉄 (42.7) (43 5) 5.5 (10.84) 

M6 錢 剣 24.4 11 2.09 9軋元重賓」、背下月
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新旧遺構名称対照表

窪木遺跡

掲載遣構名 18地区 旧遺濡番号 掲載遣構名 I 1B地区 I I日遣構番号
掘立柱建物 l 16 上喋墓 1・2

掘立柱建物2 17 上塘 l 11 

柱穴列 l 14 土塙2 13 

柱穴列 2 15 上湛3 10 

南溝手遺跡

掲載遣樗名 18地区 1B遺情番号 掲載遣構名 18地区 1日遺構番号

竪穴住居 l D区 17 土堀18 C区 21 

竪穴住居2 C区 11 上壊19 C区 20 

竪穴住居3 C区 22 士浪20 C区 19 

竪穴住居4 C区 12 上渡21 C区 71 

堀立柱遮物 1 C区 28 上渡22 C区 63 

掘立柱建物2 D区 4 土堀23 C区 42 

掘立柱建物3 D区 21 上壊24 D区 39 

掘立柱建物4 C区 4 上壊25 D区 32 

掘立柱建物5 C区 17 土堀26 D区 18 

堀立柱建物6 C区 14 上渡27 D区 15 

柱穴列 l C区 30 土堀28 D区 16 

柱穴列 2 C区 26 上壊29 D区 13 

柱穴列 3 D区 23 上壊30 C区 64 

柱穴列 4 C区 18 土壊31 C区 41 

柱穴列 5 C区 25 上壊32 C区 48 

柱穴列 6 C区 16 上壊33 C区 47 

井戸 l C区 35 上湿34 C区 49 

井戸2 C区 36 上堀35 C区 62 

井戸3 C区 43 土堀36 C区 61 

井戸4 C区 32 上壊37 C区 37 

井戸5 C区 27 上壊38 C区 31 

井戸6 C区 50 土堀39 C区 33 

井戸7 D区 37 上堀40 C区 55 

井戸8 D区 26 土壊41 C区 56 

井戸9 D区 8 上壊42 C区 53 

上塘 l C区 66 上壊43 C区 54 

土渡2 C区 44 土堀44 C区 58 

上湛3 C区 40 上湿45 C区 34 

上壊4 C区 72 上壊46 B区 5 

土塙5 C区 57 士浪47 C区 46 

上壊6 C区 59 上壊48 A区 6 

上渡7 C区 24 土堀49 A区 2 

土壊8 D区 22 上湿50 D区 38 

上壊9 D区 25 上塘51 D区 19 

土壊10 D区 24 士浪52 D区 20 

上壊11 D区 30 上湿53 D区 28 

上壊12 C区 67 上壊54 C区 3 

土壊13 C区 65 上壊55 C区 13 

上渡14 C区 69 上壊56 C区 ， 
土境15 C区 68 土壊57 C区 7 

上濯16 C区 70 上湿58 C区 8 

上壊17 C区 45 上壊55 C区 13 

北溝手遺跡

掲載遣樺名 18地区 旧遺罰番号 掲載遣喘名 18地区 1日遣構番号

竪穴住居1 B区 121 竪穴住居16 B区 32 

竪穴住居2 B区 118 竪穴住居17 B区 19 

竪穴住居3 B区 119 竪穴住居18 A区 東55

竪穴住居4 B区 114 竪穴住居19 A区 東54

竪穴住居5 B区 84 竪穴住居20 A区 東51

竪穴住居6 B区 75 竪穴住居21 A区 西28

竪穴住居7 B区 65 竪穴住居22 A区 東42

竪穴住居8 B区 66 竪穴住居23 A区 東40

竪穴住居9 B区 79 掘立柱遮物 1 B区 73 

竪穴住居10 B区 60 掘立柱建物2 B区 103 

竪穴住居11 B区 58 掘立柱建物3 B区 42 

竪穴住居12 B区 37 掘立狂建物4 A区 東56

竪穴住居13 B区 33 堀立柱建物5 A区 西24

竪穴住居14 B区 33 

竪穴住居15 B区 33 
掘立柱建物6

A区 西42

A区 西52
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掲載遣襦名

上壊4

上渡5

溝 l

溝2

掲載遣襦名

土壊56

上壊57

土塙58

溝 1

溝2

沸3

溝4

溝5

溝6

溝7

溝 8・沸9

清10

溝11

溝12

溝13

溝14

溝15

溝16

溝17

溝18

溝19

素掘溝群 l

秦掘溝群2

秦掘溝群3

±器溜まり 1

±器溜まり 2

土器溜まり 3

ニ器溜まり 4

下がり l

下がり 2

下がり 3

河道 l

町道2

掲載遣樺名

井戸 l

井戸2

井戸3

井戸4

井戸5

井戸6

井戸7

井戸8

井戸9

井戸10

井戸11

井戸12

井戸13

上壊 1

上渡2

18地区 I I日遣構番号

12-4 

18地区 1B遺構番号
c区 ， 
C区 7 

C区 8 

D区 29 

C区 1 

C区 10 

C区 6 

D区 31 

c区 38 

B区 1 

D区 5 

D区 12 

D区 10 

D区 ， 
D区 2 

D区 35 

D区 36 

D区 3 

D区 14 

D区 27 

D区 11 

c区 2 

C区 5 

A区 1 

A区 3 

A区 4 

A区 5 

A区 7 

A区 8 

A区 ， 
A区 10 

A区 11 

D区 6 

D区 7 

D区 1 

C区 15 

D区

C区

窪太 7 

B区 3 

B区 2 

18地区 旧遣構番号

B区 83 

B区 43 

A区 西31

A区 西48

A区 東 l

A区 東2

A区 西3

A区 西5

A区 西6

A区 西7

A区 東16

A区 西13

A区 西14

B区 84下

B区 97 



掲載遣構名 18地区 1B遺情番号 掲載遣構名 18地区 1日遺構番号 掲載遣襦名 18地区 1B遺構番号
土壊 3 B区 46 土壊77 A区 西25 溝32 c区 2 

上渡 4 C区 16 上壊78 A区 東57 溝33 C区 4 

土渡 5 C区 17 士浪79 A区 東49 消34 C区 3 

上湛 6 C区 18 上湿80 A区 東50 溝35 C区 6 

上渡 7 C区 24 上塘81 A区 西34 C区 7 

土渡 8 C区 21 士浪82 A区 西33 C区 8 

上濯 9 C区 23 上湿83 A区 西36 C区 ， 
上壊10 B区 120 

上壊11 B区 126 

上渡84 A区 西32

上湿85 A区 西24
溝36

C区 10 

C区 11 

上壊12 B区 122 上壊86 A区 西35 C区 12 

土塙13 B区 125 士浪87 A区 東47 C区 13 

上渡14 B区 124 上湿88 A区 東43 C区 14 

上壊15 B区 123 上渡89 A区 東45 溝37 B区 81 

土壊16 B区 116 土堀90 A区 東44 滑38 B区 80 

上壊17 B区 117 上塘91 A区 東31 清39 B区 20 

土塙18 B区 113 士浪92 A区 東30 溝40 B区 23 

上渡19 B区 115 上湿93 A区 東46 溝41 B区 36 

上壊20 B区 102 上渡94 A区 西40 溝42 B区 22 

土壊21 B区 101 土堀95 A区 東17 滑43 B区 5 

上濃22 B区 98 上壊96 A区 東18 清44 B区 6 

上壊23 B区 100 上壊97 A区 西50 溝45 B区 8 

土壊24 B区 96 土堀98 A区 酉51 溝46 B区 ， 
上壊25 B区 95 上渡99 B区 89 溝47 B区 10 

土壊26 B区 94 土堀100 C区 5 滑48 B区 18 

上濃27 B区 93 上壊101 B区 2 清49 A区 東6

上壊28 B区 111 上壊102 B区 3 溝50 A区 東38

土壊29 B区 112 土堀103 B区 4 溝51 A区 西2

上濯30 B区 87 上壊104 B区 12 溝52 A区 西8

上塘31 B区 91 上壊105 B区 11 溝53 A区 西10

上渡32 B区 92 上湿106 B区 38 溝54 A区 東35

上涼33 B区 104 上堀107 A区 東15 溝55 A区 西12

土壊34 B区 108 土堀108 A区 東29 溝56 A区 東36

上濯35 B区 110 上壊109 A区 東24 溝57 A区 東7

上壊36 B区 99 上壊110 A区 東25 溝58 A区 東8

土壊37 B区 88 土壊lll A区 東26 溝59 A区 東9

上涼38 B区 105 上堀112 A区 東27 溝60 A区 東13

土壊39 B区 68 土堀113 A区 東41 溝61 A区 東12

上濯40 B区 62 

上塘41 B区 78 

上壊114 A区 東32

上壊115 A区 東33
溝62

A区 東10

A区 東58

土壊42 B区 77 土堀116 A区 東34 柵列状還樺 l B区 53 

上渡43 B区 63 上湿117 A区 東11 柑列状遺構 2 B区 41 

上壊44 B区 67 焼上面 l B区 69 樗列状還樺 3 A区 西22

土塙45 B区 72 溝 l C区 15 柵列状逍慌 4 A区 西18

上壊46 B区 71 溝2 C区 22 擾列状遺樗 5 A区 東3

土壊47 B区 61 溝3 B区 127 水田 l C区 20 

上渡48 B区 34 溝4 B区 64 水田2 C区 19 

上壊49 B区 82 溝5 B区 74 水田3 B区 1 

土塙50 B区 106 溝6 B区 55 水田3 C区 1 

上壊51 B区 107 溝7 B区 50 町道 1 C区 20 

上渡52 B区 35 溝8 B区 70 たわみ l A区 東4

上灌53 B区 52 溝9 A区 東20 たわみ 2 A区 東5

上壊54 B区 56 溝10 A区 東22 たわみ 3 A区 西19

土塙55 B区 85 

上渡56 B区 54 
溝11

A区 東23

A区 西23

たわみ 4 A区 東48

たわみ 5 A区 東14

上渡57 B区 48 溝12 A区 西27

土境58 B区 51 溝13 A区 西29

上壊59 B区 40 溝14 A区 西45

土塙60 B区 47 溝15 A区 西46

上壊61 B区 39 溝16 A区 西47

上渡62 B区 59 溝17 A区 西43

土境63 B区 57 溝18 A区 西41

上濯64 B区 49 溝19 A区 東39

上壊65 B区 45 溝20 A区 東19

土壊66 B区 27 溝21 B区 21 

上渡67 B区 29 溝22 B区 24 

土境68 B区 28 溝23 B区 25 

上濯69 B区 19 溝24 B区 26 

上壊70 B区 30 溝25 A区 西l

土壊71 A区 東21 溝26 A区 西20

上灌72 A区 西15 溝27 A区 西37

上壊73 A区 西26 溝28 A区 西38

上濯74 A区 西30 溝29 A区 西39

上涼75 A区 西25 溝30 A区 西16

土境76 A区 東30 溝31 A区 西44
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掘立柱建物 1・2、

柱穴列 1・2

（南から）

2 土濃墓 1・2

（南から）

3 土塙3(西から）

図版 1



図版2
窪木遺跡

遺跡全景（北西から）

15 

4
 

M1 M2 C1 

2 出土遺物



32 II O r-..,32 II W 

縄文時代後期遺物

出土状況（南東から）

土環 1(北西から）

図版 3
南溝手遺跡



図版4

竪穴住居 1

（西から）

竪穴住居 2古

（北から）

3 竪穴住居 2新

（西から）



竪穴住居 3古

（北西から）

2 竪穴住居 3新

（北西から）

3 井戸 1(北から）

図版 5
南溝手遺跡



図版6
南溝手遺跡

井戸 2(北西から）

2 井戸 4(東から）

土環8(南から）



土塙9(西から）

2 土濃19・20

（東から）

3 土塙39(北東から） r 

図版7
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図版8
南溝手遺跡

土壊40(南から）

2 土環45(東から）

3 河道 1(南西から）



図版9

竪穴住居 4

（南東から）

2 土濃47(南から）

3 溝3(東から）



図版10
南溝手遺跡

河道2(南西から）

2 掘立柱建物 2

（北から）

3 掘立柱建物3

周辺（南西から）



掘立柱建物3

（北西から）

2 掘立柱建物4

（北東から）

3 掘立柱建物5. 

柱穴列 4(南から）

図版11
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図版14
南溝手遺跡
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図版15
南溝手遺跡
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図版16
南溝手遺跡
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図版17
南溝手遺跡
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図版18
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図版19
北溝手遺跡

160・Q 弥生時代遺構全景（南から）



北溝手遺跡

10E・G、12G・I、
14K・M、16M

弥生時代遺構全景

（上空から・

上が北）

同上

（北西から）



図版21

22 II A 調査区西壁土層断面（南東から）

2 土環2(北東から）



図版22

10・12G 

弥生時代遺構全景

（南東から）

14K・M、16M

弥生時代遺構全景

（南東から）

3 22W・Y 

弥生時代遺構全景

（北西から）



22W・Y 

弥生時代遺構全景

（南東から）

2 竪穴住居 1

（南から）

3 竪穴住居 2

（南から）

図版23



図版24

竪穴住居 3

炭化材・遺物出土

状況① （南東から）

2 竪穴住居 3

炭化材・遺物出土

状況② （南から）

3 竪穴住居3

完掘状況

（南東から）



竪穴住居 3

P40~42土層断面

（南から）

2 竪穴住居 3

P40~42完掘状況

（南東から）

3 竪穴住居 4

（北東から）

図版25



図版26

竪穴住居 5

（北から）

竪穴住居 7

（西から）

3 竪穴住居11 

遺物出土状況

（北から）



竪穴住居12

（東から）

2 竪穴住居13,-..J15

（北から）

3 竪穴住居19

（南西から）

図版27



図版28

竪穴住居22

（南西から）

竪穴住居23

（南西から）

3 掘立柱建物 1・2

（東から）



掘立柱建物3

（東から）

2 掘立柱建物4

（南東から）

3 掘立柱建物6

（南西から）

図版29



図版30
北溝手遺跡

井戸 1

上層遺物出土

状況（西から）

2 井戸 1

完掘状況

（西から）

3 井戸 2

遺物出土状況

（北東から）



図版31

井戸3

（北東から）

2 井戸 4

（南東から）

3 土塙5

（南西から）



図版32
北溝手遺跡

土壊6(東から）

土壊14(南から）

3 土演14

土層断面

（南から）



土演15(南西から）

2 土環17(西から）

3 土塙18

遺物出土状況

（南西から）

図版33
北溝手遺跡



図版34
北溝手遺跡

土環17,-..J19

（西から）

2 土環72(南東から）

3 土環78(北東から）



図版35

土塙86(北西から）

2 土環93(西から）

3 溝 1(北東から）



図版36
北溝手遺跡

溝 1 土層断面

（西から）

溝 9,-...,11 

（北西から）

3 柵列状遺構 1・2

（北東から）



柵列状遺構3

（東から）

2 溝25(北西から）

3 14K・M、16M・0
中世～近世遺構全景

（北西から）

図版37



図版38

井戸5・6

（北西から）

井戸 7(南東から）

3 井戸12・13

（南西から）



図版39

土濃100

（北東から）

2 土凛106(北から）

3 土塙108......,112

（南東から）



図版40
北溝手遺跡
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図版41
北溝手遺跡
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図版42
北溝手遺跡
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土器⑤（弥生土器）



図版43
北溝手遺跡
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図版44
北溝手遺跡
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図版45
北溝手遺跡
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図版46
北溝手遺跡
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図版48
北溝手遺跡
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図版49
北溝手遺跡
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図版50
北溝手遺跡
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所在地 コード 北緯 東経 発掘面積
所収遺跡名 お岡かや山ま県けん総そう杜じゃ市L 市町村 遺跡番号

O I II O I II 発掘期間
(m) 
発掘原因

窪くぼ木き遺いサ跡き 窪(Iま木さ 332080808 34°6W 701' 133°78'0011 20080401-20080529 145 
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳時代 士塘3 土師器、須恵器、鉄製鎌

窪木遺跡 集落 掘立柱建物 2、柱穴列
中但 2、士堀墓2、士壊2、土師器、土製品、古銭

溝2、柱穴3

縄文時代 士壊l、柱穴l 縄文士器、石製品 後期包含層確認

竪穴住居3、井戸6、
弥生士器、石製品、士製品、鉄

弥生時代 士壊45、溝 2、士器溜
製品、管国、分銅形土製品

まり 4、河道

南溝手遺跡
竪穴住居 l、掘立柱建

土師監、須恵器、奈良三彩、緑
古墳時代前期初頭の

集落 物l、柱穴列 2、土壊 五角形住居確認。奈
古墳時代～古代

3、溝 5、河道 1、柱
釉陶器瓦、円面硯、石製品、

良三彩や円面硯が偲
穴2

土製品、鉄製品
含層より出士。

掘立柱建物 5、柱穴列
土師謡、須恵器、陶磁謡、瓦、

中世～近世 4、井戸3、土堀9、
石製品、士製品、鉄製品、銅銭

溝12、素掘溝群3

縄文時代 土墟3、柱穴2 縄文土器、石製品

竪穴住居23、掘立柱建 弥生土謡、石製品、土製品、鉄
弥生時代前期県下最

弥生時代 物6、井戸 4、士墟95、製品、緑色凝灰岩製管玉、分銅
大級の竪穴住居検

溝20、水田、河道 形土製品、紅廉片岩製石鋸
出。玉作り関連石製

北溝手遺跡 集落 品出士。

古墳時代～古代
士壊l、柵列状遺構5、士師監、須恵器、緑釉陶器、瓦、
溝11、水田 石製品、士製品

中但～近匪
井戸9、士壊18、溝31、士師監、須恵器、青磁、白磁、
素掘溝群2、水田 陶器、石製品、士製品、鉄製品

窪木遺跡では一般国道180号バイパスで明らかとなった、古墳時代後期集落が形成される微高地の北
端を確認手した。遺構は中世を中心としている。

南溝 遺跡では微高地南端において、純又時代後期の包含肘を確認。奈弥た範生良時代中期後業から堀占瑣が時
代前期初頭には集落が営まれ、五角形住居を含む竪穴住居3軒に囲まれ 囲には、井戸• 土 集

要 約
中して掘削されていた。遺跡南端に位置する低位部 (I日河道）からは、 三彩や緑釉陶器、葉円創面建硯） 
などが出土している。これらの遺物は、当遺跡より南西800mに位置する栢寺廃寺 (7世紀巾
に由来するものと思われる。

北溝手遺跡では弥生時代前期から古で墳の周時代初頭の調集査落を確認希。弥生時代前期では県中期下で最大級とな
る竪穴住居も検出した。またこれま 辺の発掘 では悪であった弥生時代 前半の竪穴住
居や士壊が多く検出され、当該期の集落遺跡の動向を考える上で重要な知見を得た。
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